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　　　crepuscule──黄昏たそがれ







　空の鳥とり籠かごを抱きしめ、少女は皇こう都とゴドラスの雑ざつ踏とうをひとり歩いていた。

　汚い外がい套とうに身を包み、素足を泥に汚して、彼女はだれかを捜すように人混みを見まわしている。細い体は、ひしめく夕暮れの雑踏に、いまにもつぶれてしまいそうだ。

「ローレアン人の金髪娘さ」売春宿から呼びこみが叫ぶ。「もと貴族の上玉だ」

　だれも振り返らない。バアシュ教の巡礼者は黒い固まりとなって通りすぎ、農民の家族連れも、中年の行商人も、背中の荷に押しつぶされそうにのろのろと歩いていく。

　荷車を引く奴ど隷れいを追い立てる傭よう兵へいの下げ卑びた声が響ひびいた。

「どうせ病やまい持ちだろ。こんな場末の宿に貴族の娘がいるか」

「噓うそじゃねえよ、兄さん」呼びこみはへつらう笑いを浮かべた。「一度寄ってみなよ」

「女より食い物と酒だ……」

　荷車のきしみと、人々のざわめきが、彼らの会話をかき消した。

　だれもがみなくたびれ果てていた。染しみついた汗と長旅の汚れ、あふれる下水の臭においと人々の体臭、それらが入り混じり、街角の雑踏には重い空気が満ち満ちている。

　そんなぼろ布のような人々のなかで、少女の歩みだけがまっすぐに強い。

「……戴たい冠かん式しきは、喪もが明けてからだと」

　少女のかたわらを、見まわりのふたりの兵士が通りすぎる。

「お若い皇こう姫きさまが次代大たい皇こう……宰さい相しようのユーサー殿でん下かも、ずいぶんな若さだ……」

　耳に飛びこんできた会話に、思わず少女は泥だらけの足を止めた。

「待って！」少女は兵士に追いすがる。「ユーサー皇おう子じに会いたい、どうしたら会える!?」

「なんだ」兵士がけげんそうに見下ろす。「ずいぶん汚いガキだな、物もの乞ごいか？」

「どうしたら会えるの、ユーサー皇子に！」

「頭がおかしいのか、殿下に会うだって？　物乞い風ふ情ぜいが」

　兵士は腕を強く振り払った。少女はぬかるむ地面に尻しりをつく。やってきた荷車にあやうく轢ひかれそうになり、彼女は這はうようにして泥道の端はしに逃げた。

　振り向きもせず兵士たちは遠ざかり、黒々とした雑踏の波にたちまち埋もれていく。それを見送ると、少女は腕のなかの空っぽの鳥籠にささやいた。

「……もうちょっとだから。もうすぐ、ドラゴに会える……」

　少女は泥を払って立ち上がる。暗くなる視界の向こうに、堅固なる石の都が天を突き刺し、人々を圧するようにそびえ立っている。少女はまっすぐにそれを見上げた。

　夕暮れの闇やみのなか、彼女の双そう眸ぼうだけが、汚けがれなき宝玉のように美しく輝かがやいている。










　　　第一章　招引







　真夏の海は、見み惚ほれるほど透明でどこまでも青かった。

　目が覚めるような浅あさ葱ぎ色いろから澄すんだ縹はなだ色いろへ、鮮やかな群ぐん青じようを織り交ぜながら、目に染しみる深い紺こん藍あいへと、この世のすべての青を集めて海は輝かがやいている。

　頭上は雲ひとつない蒼そう空くう──世界はまさに、夏ひと色だ。




　二艘そうの帆かけ舟が風に乗り、トレゴンの港を離はなれて碧あおい水面を進む。

　一艘に乗るのは、獅し子しの巨きよ剣けんを背負い紺藍の鎧よろいを身につけたレオン、日よけの外がい套とうと夏のドレスを着たアリアン、そして相変わらず派手な上着のメルキオだ。

　もう一艘にはラウルとジジとカラ、マルタン含む三名のダンジェリー兵が乗っている。

　帆かけ舟はとても素朴な作りだ。三脚の帆柱に支えられた三角帆と、舷外浮材アウトリガー──船体の片側から張り出す浮きのついた腕うで木ぎに腰かける、数名の漕こぎ手とによって進んでいる。港に出入りするどの帆はん船せんよりも原始的な平底舟だ。

　舟はいま、王領アクィタニアからすぐ南の辺境、王領ベルギカへ向かうところだった。

「アリアンさま、お気をつけて。レオンどの、どうか殿でん下かを頼たのみます。メルキオ……」

　ふ頭に立つ男装のセレネが手を振った。舟からメルキオが身を乗り出す。

「セレネ！　心配しなくてもいいよ、殿下はぼくがちゃんと」

「殿下に迷惑をかけないで、メルキオ！」

　思わずレオンとアリアンは噴き出した。アリアンがふ頭へ呼びかける。

「だいじょうぶよ、セレネさま！　レオンがきちんと監督するから！」

「俺おれがかよ」レオンはこっそりぼやくと、ぶ然としているメルキオに視線を向けた。「まあ、幼なじみだけあって、おまえのことが心配なんだろう、侯こう爵しやくは」

「……セレネ、ちょっとは見なおしてくれたかと思ってたのになあ」

「どうせ長いつき合いになるんだろう、これから印象を変えて──いければ、いいがな」

「ありがたいご助言痛みいるよ、レオン」面おも白しろくなさそうにメルキオはいい返す。

　潮風に乗り、セレネやダンジェリー兵たちの声が切れ切れに届いた。

「行ぎよう幸こうの無事を祈ります。女神エウレネの導きあらんことを……」

「ご無事でお戻りください……」「ダンジェリー卿きよう、お帰りをお待ちしています……」

「行ってくるよ、セレネ！　ダンジェリーのみんな、セレネを守ってくれ！」

　遠ざかる港へ、メルキオは伸び上がって大きく手を振る。セレネたちの姿はすぐに、港の風景に溶けこんで見えなくなった。

　メルキオは手を下ろす。夏風に彼の橙だいだい色いろの髪がかき乱された。

「セレネひとりで……だいじょうぶかな」

　メルキオのつぶやきが船べりに落ちる。レオンには彼の心情が痛いほど理解できた。

　今日は夏の第二月──紅焰月ウオルカニアの十五日だ。

　来月の銀光月オグミニア、つまり夏の第三月の末には、三国同盟にもとづいて、ランゴニア帝てい国こくと商業国コレドムからの援軍が整う予定になっている。

　公約どおり、地元の郷ごう司したちからは兵と資金が提供されている。自分たちが留守のあいだ、セレネはただひとりで、アクィタニアの施政だけでなく、領土奪だつ還かんのために出兵準備を行わねばならない。若い彼女に、それはどれだけ負担だろうか。

「そうね、ダンジェリー卿きように同行いただいてよかったのかしら……」

　トレゴンの方角を見つめるアリアンの横顔に、かすかな陰りがよぎった。

「殿でん下かは気にしないでよ。女神さまのお言葉じゃしかたないしね」

　メルキオの言葉に、レオンの顔がふっと曇くもる。アリアンが心配そうに見上げた。

「どうしたの、レオン」

「いや──なんでもない。おまえこそきてよかったのか。もう逃とう避ひ行こうじゃない、腰を据えられる城と、おまえを守る兵がある。なにが起こるかわからない旅に出る必要はないんだ」

「あら、放っておいたら危険に飛びこむ野蛮人バルバリエをひとりで旅になんて出せないわ」

「ちょっと待て。目を離はなすとすぐにすっ転ぶ小娘のほうが危険だろうが」

「転ぶぐらい可愛かわいいものよ。主あるじに無断で勝手に命にかかわる怪け我がをする護衛から目を離すほうが、よっぽど怖くてたまらないもの」

　ずばりいわれて返事につまるレオンに、アリアンは優しくほほ笑んだ。

「あきらめなさい、レオン。あなたがいったん決めたらひとのいうことなんか聞かないように、あたくしだって決めたことはひるがえさなくてよ。そうでしょう」

「……まったくだな」むっつりとレオンはいう。

「それにベルギカへはいきたかったの。もし兵を募つのることができれば、とても心強いもの」

　そのとき舳へ先さきのほうから、強こわい髭ひげをたくわえた初老の男性が声をかけた。

「殿下、このような粗末な舟でもうしわけないが、なにかご不自由はござらんか」

「いいえ、不自由などありません。お気遣い感謝しますわ、ボドワン・ベルギカ侯」

　アリアンが答えると、初老の男性──ベルギカ侯こう爵しやくは頭を下げる。

　体つきは頑健で、開いた胸元まで日に焼けている。格好も同乗の水夫と変わりがなく、貴族というより熟練の漁師に見えた。実直そうな人柄が、言動からにじみ出ている。

「かたじけない。殿下の御ご座ざ船せんにはあまりに不釣合いだが、ベルギカの船はどれもこの程度。領内の港はみな貧弱で、大きな帆はん船せんは入港できぬので」

　メルキオが、うさんくさそうに舟を眺めまわすとレオンにささやいた。

「でもこの舟……嵐あらしにあったら一発で沈みそうだよね。ベルギカまでそんなに距きよ離りはないはずだけど、殿でん下かを乗せてどうにかなったら困るよ」

「アクィタニア侯の心配性がうつったか？　いいじゃないか、洗練されたお国の原始的な舟に乗るってのも、一興だ」

「なによ」アリアンが聞きとがめる。「根っからの野蛮人バルバリエにいわれると腹が立つわ！」

「皮肉だと理解してもらえて嬉うれしいぜ」

　むうっとふくれるアリアンに、レオンはにやりと笑った。

「心配する必要はないさ。原始的だが、この舟は見かけよりずっと航海能力があるんだ。海洋国バルテンにも、似た漁舟があるからな」

「ほう、バルテンに」ベルギカ侯が聞きつけて、目を細めた。「傭よう兵へいという話だが、北の海洋国出身か。バルテン人は海の勇士、殿下をお救いできるわけだ」

「海の勇士だなんて初耳だ。実態は、漁師か船大工か、野や蛮ばんな海かい賊ぞくしかいない国さ」

「言葉を飾らん若者ぞ！」呵か々かとボドワンは笑った。「そうだな、ベルギカは貧しい辺へん土どだ。海賊の餌え食じきになったことがないゆえ、評判がいいのかもしれぬ」

「おっさん……いや、侯こう爵しやく閣下もなかなかいうじゃないか」

「まあ、レオン！」あまりの言葉遣いに、アリアンがレオンの脇わき腹ばらを小突く。

「いやいや殿下、お気になさらず。それでバルテンの漁舟はどんな型なのだ」

「この舟は片側に船舷浮材アウトリガーがあるが、バルテンのは両側にあるんだ。子どもの頃ころ、知り合いの漁師に乗せてもらった……そうだ、漕こがせてくれないか」

「いいとも。こちらにくるがいい」

　レオンはゆれる舟の上で身軽に立ち上がる。メルキオが呆あきれた声でいった。

「物好きだね。乗せてもらってるのに、わざわざしんどい思いするなんて」

「おまえが馬に乗るのと変わらないだろ」

「乗馬は手段だよ。君みたいに喜々としてやってるわけじゃない」

「そういうな、なにごとも経験だぜ。一いつ緒しよにやってみるか」

　レオンの誘さそいに、メルキオはぶるぶる首を振る。そのとき背中から弑し神しんの声が聞こえた。

『小僧のいうとおり物好きにも程度がある。潮をかぶるのは、われはごめんであるぞ』

「じゃあ舟底に置いて──いや俺おれの手を離れた瞬しゆん間かん、本来の重さに戻るんじゃないか」

『当然であるな』

「舟が沈む！　あきらめて一緒に波をかぶれ」

『貴様、ひととしての情けのかけらもないであるな！』

「阿あ呆ほう。舟が沈んだら波をかぶるどころじゃない。なんならおまえだけ沈めてやるぜ」

　小声でいい捨てたとき、レオンはメルキオや水夫たちのけげんなまなざしに気づいた。しまった、と彼は口をつぐむ。弑神がしゃべることは、まだだれにも話していないのだ。

（いいかげん、アリアンやメルキオぐらいには話さないとな。といっても、俺おれにしか弑し神しんの声が聞こえないのに信じてもらえるかどうか……イカレてると思われるのが落ちだ）

　レオンは考えつつ、荷を乗りこえて歩んでいく。腕うで木ぎには、すでにボドワンが水夫と交代して腰かけていた。隣となりに腰を下ろすレオンにボドワンは早さつ速そく話しかける。

「バルテンの舟は両側に浮ふ材ざいとな。沖合での安定性は増すのか」

「いや、大きな荒波がくると両側の浮材が浮いて転てん覆ぷくすることもあるらしい。この舟のほうが安定しているだろうな。ただ、ふたつの浮材が同時に着水するわけじゃないから……」

　話しつつ、レオンは櫂かいを受け取って漕こぎ始めた。

　平底舟で水面が近く、しぶきが体にかかる。照りつける陽ひ射ざしの下で波の冷たさが心地いい。胸いっぱいに大気を吸いこむと、肺を満たす濃い潮の香りに心まで満たされた。

　輝かがやく海の青。快晴の青空。なにもかもに心が浮き立ち、はずむ気がした。

（……そうだな、やはり俺おれは海が好きなんだ）

　隣に座るボドワンも、海の話ができるのが嬉うれしいのか、はたまた海洋国バルテン出身の傭よう兵へいが珍めずらしいのか、しきりと話しかけてくる。

「貴殿のいうとおり、この型の舟はなかなかあなどれん。大いなる外洋へも漕ぎだせる」

「外洋へ──それはすごいな。そういえばバルテンの海かい賊ぞくが、粗末な帆かけ舟で大いなる外洋に船出して、女神の沈んだ天てん涯がいの海を見つけて帰き還かんしたって話があるんだ」

「ほう、面おも白しろい。ベルギカでも嵐あらしに流された漁師が、外洋の果てにある神の眠る島についたという伝説がある。北ほく端たんのバルテンと南端のベルギカで、似た話があるとはな……」




　アリアンは船尾から、楽しそうに語らうレオンとボドワンを眺め、吐と息いきをもらした。

（ひとを小娘呼ばわりするくせに、いまのあなた、まるで五歳の子どもみたいよ）

「レオンのやつ、文字どおり水を得た魚、海に出た船だね」とメルキオ。「舟なんて漕ぎたがる気がしれないよ。そんなに好きならガレイ軍船の櫂漕ぎ奴ど隷れいにでもなればいいのさ」

「もと海賊の野蛮人バルバリエですもの。海に出られて嬉しいのよ」

「それだけ好きな海を捨てて異国の姫に仕えるなんてね。よほど殿でん下かに心酔してるのかな」

「まさか！　心酔してるなら、主あるじを小娘呼ばわりなんてしないはずよ」

　ぷん、とむくれるアリアンを見てメルキオはにやにやする。

「まあね。いいやつだけど口と性格と態度がとことん悪いのが難だよね。皮肉屋なのにすっごく熱血漢で、ひとをガキ扱いするのに一番子どもっぽくて、ひねくれてるのに実は理想が高いのもね。でも、そうじゃなかったらレオンじゃないしなあ」

「あら、主としてはもっと洗練されてくれても一向にかまわないけど！」

「じゃあ、優雅で上品で洗練された文化人なレオンって、想像できる？」

「…………………………………………」長考ののち、アリアンは嘆息した。「無理だわ」

　ふたりは同時に笑った。なごやかになる空気のなか、メルキオが訊きいた。

「ところで、殿でん下かは王領ベルギカについてくわしく知ってる？」

「さすがに遠方だから、あまり……翠すい海かいという場所があるのも初耳よ。アクィタニアと同じく古くからの領地で、漁業が盛んで、聖せい王おう家けから毎年助成金が出されていたとかぐらい」

「うーん、殿下や侯こう爵しやく閣下がおられるところで失礼だけど……」

　メルキオはそっと目を配ると声をひそめた。

「ベルギカは、はっきりいってかなりの田舎いなかだよ。辺境だから、他の地域との交易や行き来もほとんどなく、文化も著しく遅れてるって話だ。でも古くからの領地なら、なにか古こ王おう国こく由来の遺跡があってもおかしくないと思うけどね」

「そうね。本当に古きまつろわぬ民がいるなら、その可能性も高いと思うわ」

　アリアンは水面を見渡した。行く手に島影がかすんで見える。あれがベルギカ領だ。

（エウレネの御言葉どおり、道が与えられればいいのだけれど……）

　女神が自分の唇くちびるを介して伝えた言葉が思い出されて、アリアンは視線を落とす。

　レオンはああいったが、ヴュークスの城にいても危険には変わりがない。いつ、自分の体に変化が訪れ、いつ、あの忌いまわしき存在が自分のもとへ現れるかわからないのだ。

　ひそかにセレネにたずねたところ、彼女は十一の歳としに初めて月の障さわりが訪れたらしい。

　彼女は背が高く発育がよかったために早かったが、たいていは十二～十五歳ぐらいにあるものだという。ということは、猶ゆう予よは長くてあと一年か半年か──いや、一、二ヶ月か。

　そう思った瞬しゆん間かん、体の底から恐怖のわななきがこみ上げた。

　そうだ、たとえ堅固な城にいようが百万の兵に守られようが、無為に座していれば結果は同じだ。それぐらいなら、レオンとともに解決の道を探すべきだ。

　アリアンは首をめぐらせてレオンを見つめた。ベルギカ侯と語らいながら、レオンは屈託なく笑っている。その楽しげな笑いに、アリアンはほっと気がゆるんだ。

（そうね、彼がああやって楽しそうにしていると、どうしてかあたくしも嬉うれしいわ……でも、あたくしにもあんな笑いを少しは見せるべきではなくて？）

　ちょっとだけむくれて、アリアンは可愛かわいい唇をとがらせる。それから彼女は機き嫌げんを直して、もう一艘そうの帆かけ舟に乗るジジたちに大きく手を振った。




「……それで、ベルギカくんだりまでいってだいじょうぶなわけ」

　長い足を舟底に投げ出して、黒い肌の女戦士カラはいった。

「ランゴニア領事館で聞いたけど、ベルギカでなにか異変があるっていうじゃない」

　同乗していたラウルが、穏おだやかなまなざしを向けた。

「異変──そうですね。ですが、女神エウレネは翠海のほとりでリリピティエンにまみえよと告げられたのですよ。翠海がベルギカにあるならば、どうでもいかねばなりません」

「たとえ神様でも、あたしたちに都合のいい存在か保証はないし。なのにそんなやつの言葉に乗って、危険があるかもしれない場所へのこのこ出向くなんて、ほんっと脳天気！」

「高額の危険手当はつく……と、思いますよ」

「割に合うかどうか、心配になってきたけど！」

「まあ、レオンもあなたと同じ疑念を抱いていそうですけれどね」

「──レオンって、なにものよ」

　カラが切れ長の瞳ひとみを鋭く細めていった。ラウルがほほ笑んで訊きき返す。

「なにもの、とは？」

「この世のものじゃないんでしょ。だったら正体はなんなわけ」

「神ですらわからぬものを、わたしなどがわかるとお思いですか」

　にこやかに答えるラウルを、カラがうさんくさそうに眺めていった。

「あたしは、帝てい国こくの奴ど隷れい契約から部族を買い戻すの。そのために金になる任務は厭いとわない──けど、だからって無意味に無む謀ぼうな任務に突っこんで、命を落としたくはないから」

　女戦士はラウルを厳しくにらむ。そのとき、ふいに舟が波に大きく持ち上げられた。アリアンに手を振り返していたジジが、大きくはためく帆を見上げていった。

「師匠、カラ。風が強くなってます。舟がゆれそうです」




　レオンは頭上を仰いだ。強い風に帆がはためき、水面もざわめいて櫂かいにかかる波が重い。

「聖せい王おう女じよ殿でん下かは、最近ベルギカで起こっておる異変について聞き及んでおられるか」

　レオンの耳じ朶だを、ベルギカ侯の太くしっかりした声が叩たたいた。

「……異変？　それはなんだ」

「隠しても、いずれはお耳にするだろう。ならばわしの口から申し上げねばなるまい」

　侯こう爵しやくは、沈ちん鬱うつな面おも持もちで波を見つめた。

「ベルギカでは────死人が、よみがえるのだ」

　はっと周囲の水夫たちが身をこわばらせた。レオンも思わず櫂をにぎる手に力をこめる。

　初老の侯爵のまなざしに浮かぶ翳かげりが、色濃くなる。

「ベルギカでは、死者を海へ還かえすために水すい葬そうが行われる。海流に乗り、屍しかばねは遠く外洋まで運ばれていくゆえ、海岸へ流れ着くことはほとんどない。だがここ数年、流した遺体が戻ることが増えている。しかもだ、流れ着いた屍は立ち上がり、みな……山へ消えていくのだ」

　驚おどろくべき話だった。ふとレオンはとある光景を思い出した。

　──漆しつ黒こくのマントをひるがえすアリアンのあとを追い、次々と立ち上がる屍し蠟ろう。

　操られたように起き上がる、自死した教兵たちの体。

　そして港街トレゴンで耳にしたあの声までもが、なぜかよぎった。

〝……公を救い出したのは、あの、海かい賊ぞく王おうハイレディンなんだ……〟

（なぜそれを思い出す？　たしかに俺おれは親父おやじが死んだと思いこんでいた。だからこそあんなに驚おどろいたわけだが……真実、親父が死んでいたという証拠はどこにもないんだ）

　ボドワンの声が、レオンを現実に引き戻した。

「くわしい話は城に着いてからいたそう。それに翠すい海かいへは容易にたどりつけん」

「なんだと？」

　思わずレオンは聞きとがめた。

「翠海は、ベルギカ領中央の閉ざされた場にある。深い山と森に囲まれて、山頂から見下ろしても水面がかすかにかいま見えるだけなのだ」

「深い山と森に囲まれる……つまり翠海にいくには、登山のあと森を歩けってことか」

　レオンの顔が険しくなる。アリアンをつれていくなら、かなり厳しい道程だ。案内人も必要になるだろう。ボドワンがさらに不可解なことを告げた。

「なにより翠海は神しん域いきだ。近づくにも神のゆるしがいる」

「神域？　しかもゆるし……って、どういうことだ」

「翠海を護まもる番人に使いを出し、神のいらえを待つのだ。でなければ、たとえ山に入ろうとどこへもたどりつけず、永遠にさ迷うことになる」

　レオンの顔が、怒りを刻んでさらに険しくなった。脳裏にある声が響ひびき渡る。

〝……ギガスの裔えいをつれ、南の翠海のほとりにて、リリピティエンにまみえよ〟

　レオンは、女神エウレネに鼻はな面づらをつかまれ、引きずりまわされているように感じていた。この大事な時期にアクィタニアを離はなれる破目になったのも、すべて女神のせいなのだ。

　兄あに神がみたちを裏切り、二心をもって男だん神しんバアシュ──あるいは〈無む貌ぼうの王おう〉──にかかわるなにかを隠したという女神。その女神の言葉をどう信じればいいというのか。

　そもそも、創そう世せい神しん話わのときからして、エウレネは兄神たちを裏切っているのだ。

　神々の闘争デイヴアン・ゲールにより己の種族が死に瀕ひんするのを見て、女神は父ちち神がみアル＝エルに訴えた。そして六人の兄神たちは、アル＝エルの怒りにふれて大地の亀き裂れつに追い落とされたのだ。

　塵じん芥かいから生まれ、なんの力もない人間たちを愛するがあまりの行動とはいえ、自分の手を汚さず、父の力によって兄神すべてを排除し、結果的に人間を地上の覇は者しやとした。

　それは、あまりに姑こ息そくで、狡こう猾かつなやり口ではないか？

　しかしいま現在、エウレネの言葉以外の道しるべはない。エウレネの真意をたしかめるには、ある程度その言葉に乗って、成り行きを見届ける必要もある。

　自分の意志で進めないことが、レオンには非常に歯がゆかった。

（ある程度までだ、それ以上つき合うつもりはない。神のいいようにされてたまるか）

「どうなされた。顔色がよくないが、船酔いでも」

「あ──いや、まさか。ちょっと考え事を……」

　ボドワンの声にレオンは顔を上げる。もと海賊が船酔いと思われるなどお笑い種ぐさだ。

　そのとき、急に先ほどよりも風が強くなった。三角帆が激しくあおられて、帆ほ綱づながちぎれそうなほどはためく。海面も荒れて、大きな波に舟が持ち上げられて傾いた。

「きゃあっ！」船尾でアリアンが悲鳴を上げて舟べりにしがみついた。

　メルキオもよろけて舟底に倒れる。レオンも急いで腕うで木ぎにつかまった。

「いかん、あらぬ方角へ流されるぞ！」

　ボドワンの声に、あわてて水夫が帆綱をつかむ。しかし強い風に綱ごと引きずられた。

　とっさにレオンは櫂かいを放り投げ、腕木を蹴けった。腕を伸ばして帆綱の端はしをつかみ、思いきり体重をかけて引くと、船尾に怒鳴る。

「メルキオ、腕木の側に体重をかけろ！」

　急いでメルキオが舟べりへぶつかるように体を預けた。舟の傾きがわずかに戻る。

　レオンは綱をにぎりしめて、アリアンをうかがった。彼女は舟べりにしがみつくので精一杯だ。ちらと振り返ると、ラウルたちの舟も風と荒波に翻ほん弄ろうされていた。

（まずい、別々の方角に流されて離はなれ離ばなれになったら……！）

　そう思ったとたん、レオンは不可解なことに気づいた。

　向こうの舟は、こちらと同じ速度で同じ方角へ帆はん走そうしている。水夫たちが操縦しているのではない、彼らも風をやりすごすのに必死な様子だ。

　どういうことかとレオンが眉まゆを寄せたとき、アリアンの悲鳴のような声が響ひびいた。

「レオン、レオン！　波の下になにかいるわ……！」

　はっとレオンは波間に目をこらす。その瞬しゆん間かん、ぞわりと全身が総毛だった。

　さざめく水面の下に、なにかの影が見えた。巨大な魚のような体たい軀くの──影。

　ひとつふたつ、みっつ……見る間に影は増えていく。尋常な数ではない、波の下を黒い絨じゆう毯たんのように埋め尽くした影が、舟と並走して恐ろしい速度で泳いでいる。

「身を伏せろ、早く！」すかさずレオンは弑し神しんを抜き放って叫んだ。

　凍りついていたベルギカ侯が、はっとわれに返って叫んだ。

「彼のいうとおりにしろ、速すみやかに舟底に伏せるのだ！」

　急いで侯こう爵しやくが身を伏せると、水夫たちもあわてて持ち場を離れ舟底にへばりついた。

『レオン──上がってくるぞ！』

　突如、弑神の言葉と同時に高々と水しぶきが上がった。

　激しい雨のように飛ひ沫まつを振りまいて、流線型の黒い魚が舟を目がけて落下する。

　一瞬、魚の頭部に貼はりつく血の気のない顔と、レオンは目が合った。

　とっさにレオンは上空を薙なぎ払う。強い手て応ごたえで妖よう魚ぎよが両断される。

　真っ二つになった妖魚が海面に没する寸前、その脇わき腹ばらに生えた幾いく重えもの赤黒いヒレが、断だん末まつ魔まのあがきか不気味にわななき水面をかくのが見えた。

　と思う間に次から次へと水中から妖魚が跳び上がった。

「くっそう！」レオンは腕うで木ぎに飛び乗り激しく弑し神しんを振りまわす。

　弑神の回転に、叩たたき切られたいくつもの異形の体が船外へ弾はじけ飛び、水面に水しぶきを上げて落ちた。速度を増して進む舟の後方へ水しぶきは通りすぎていく。

　だが移動した拍子に舟がゆれ、レオンの足もとがぐらりとよろけた。

「うゎ！」彼はあわてて隣となりの腕木に片足をかける。

　瞬しゆん時じにメルキオが舟底に伏せる水夫たちを飛びこし、反対側に移動して舟の傾きを正した。彼は落ちていた櫂かいを拾い上げて身構える。おりしも弑神の軌跡から外れた妖よう魚ぎよが、舟べりにしがみつくアリアンの真上に落ちてきた。

「殿でん下か、伏せて！」メルキオが跳ちよう躍やくすると、櫂で思いきり打ち払った。

　妖魚は殴なぐり飛ばされ、水しぶきを上げて水面に落ちる。

　レオンが剣で戦うあいだ、メルキオは素早い動きで移動して舟の釣り合いをとり、妖魚を櫂で叩き落とす。レオンの類たぐい稀まれな剣技と、メルキオの機敏で的確な反応。ふたりは息の合った攻こう撃げきで、足場の悪い舟の上にもかかわらずみごとに異形どもと渡りあった。

　レオンはラウルたちの舟を振り返る。いつしか二艘そうの舟は接近していた。

　向こうではカラとジジ、そして三人のダンジェリー兵が妖魚どもに応戦している。

　だがどう見ても叩き落とすのに精一杯だ。だめだ、あのままではやられる──とレオンが思ったそのとき、恐ろしい数の妖魚が飛び上がって彼らに襲おそいかかった。

「メルキオ、ここを頼たのむ！」

　叫んでレオンは腕木を蹴けり飛ばし、跳びつつ渾こん身しんの力で思うさま横よこ薙なぎした。

　宙に弧を描くすさまじい一いつ閃せん。

　巨きよ剣けんの刃が瀑ばく流りゆうのごとき妖魚の群れを真っ二つに切り裂いた。向こうの舟に足がつくと同時に、舟の周囲にばらばらと残ざん骸がいが水音を立てて落ちる。

「レオン！」「レオンさん！」「ああ、レオン閣下──！」

　カラとジジ、マルタンたちダンジェリー兵が名を呼んだ。

　みなは狭い舟の上で各おの々おの武器を持って身構えた。妖魚どもの数はまったく減らない。水面は集まった妖魚の群れが立てる水しぶきで、いまだ激しくざわめいている。

　歯は嚙がみする思いでレオンが弑神をにぎり直したときだった。

　見つめる水面が、ぼうっとかすんでいる。思わずレオンは目をしばたかせた。だが視界はもやがかかったように白くなっていくばかりだ。

　舟べりに寄りかかるラウルが、顔をもたげてつぶやいた。

「……霧きりですね」

　深い霧がいずこからか立ちこめて、水面を覆おおい隠し始めた。はっとレオンは叫ぶ。

「霧──まずいぞ、こんな視界の悪いときに襲われたら……！」

「だいじょうぶですよ。ごらんなさい、いつの間にか姿を消している」

　レオンは視線を移す。ラウルの優美な指先が示す水面は、舟が蹴け立たてるしぶきとさざ波でゆれているだけだ。あれほど群れていた異形どもの姿も気配も消え失うせている。

「それよりも、これ以上霧きりが深まれば聖せい王おう女じよたちの舟を見失ってしまいます」

　ラウルの言葉に急いでレオンは振り返った。アリアンたちの舟が、濃度を増す白い霧に埋もれていく。とっさに舟底の縄なわの束を拾い上げ、向かいへ放り投げた。縄の先が霧に消える前に、メルキオの腕が伸びて縄を受け取る。

「その縄でこっちの舟とつなぐんだ、早く！」

　レオンが叫ぶ。水夫と協力し、レオンとメルキオは急いで互いの舟を結び合わせた。つながったと同時に二艘そうの舟は、深い霧にたちまち吞のみこまれる。

「レオン、いま舟を引くから……！」

　メルキオの声がして、ぐっと縄が引かれる。二艘の距きよ離りが縮まった。レオンがもといた舟に跳び移ると、アリアンがほっとした顔で腰を下ろした。

「これってどういうことだろ。風は相変わらず強いのに霧は一向に晴れないなんて」

　メルキオが風をはらむ帆を見上げていった。レオンも目線を上げる。汗に湿る赤毛が、強風に激しく乱された。たしかにおかしい。これだけ強い風なのに霧は薄うすれる気配もない。

「海かい霧むなどあり得ぬ……」

　ボドワンが太い眉まゆを寄せていった。

「霧は、寒暖の差で生じるもの。だがいまは真夏ゆえ大気は暑く、この海域に流れるのは暖流だ。山の冷えた空気が降りたにしては、陸と距離がありすぎる。しかも、こんなに都合よく霧が生まれるとは考えられぬ」

　ボドワンは振り返ると、レオンとアリアンをじっと見つめた。

「これも、アクィタニアとベルギカで起きておる異変のせいでござろうか」

　アリアンがはっと息をつめて視線を移した。レオンも目を見開く。

「なにを──あんたはいうつもりだ」

「ベルギカは小さな領地だが、アクィタニアのすぐ隣となり。大きな異変が起これば、さすがに日をおかずわしの耳に入る。〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉崩落の話など真っ先にな」

　船上に沈ちん黙もくがはりついた。ボドワンの声が沈黙を破る。

「聖砦に出現した得え体たいの知れぬ化け物ども。その化け物どもを一掃したひとにあらざる戦士。緋ひ海かいに現れた巨人ウムベルト……なにより驚おどろくべきは、殿でん下かの身に降臨なされた女神エウレネと、兄あに神がみウォルカヌスとの対話でござる」

　といって、ボドワンは厳しいまなざしでレオンとアリアンを見上げた。

　伸ばした手の先も見えない濃霧のなか、ふたりは息もせずボドワンと見つめ合う。メルキオも警戒のまなざしでベルギカ侯を見据えた。

　帆をはためかせる風の音が、濃霧に包まれた船上に響き渡った。

　ふいにボドワンは破顔一笑し、自分をにらみつけるレオンにいった。

「そう肩をいからせるな。この件については、あとでおたずねしようと思っておった」

「レオン……落ち着いて」

　そっとアリアンがレオンの腕を抱きしめる。体にみなぎる緊きん張ちようが、わずかに和やわらいだ。

「ま、ま。おふたりともお座りなされ。霧きりが晴れるまではいかんともしがたい」

　レオンたちにそういうと、ボドワンは怯おびえる水夫たちへ日焼けした腕を振った。

「帆を下ろせ。いまのままではあらぬ方角へ流される」

　水夫たちはあわてて帆を下ろす。もう一艘そうの舟もボドワンの呼びかけに帆をたたんだ。

　ボドワンがどっかりとアリアンの正面に腰を下ろす。レオンはアリアンを座らせると、無言で侯こう爵しやくの背後の帆柱に背を預けて腕組みをした。

　侯爵は苦笑してちらとレオンを見上げると、アリアンに向き直る。

「……殿でん下かが本土奪だつ還かんのために兵を起こそうとしておられることは、アクィタニア侯より聞き及んでおる。侯は書簡で、ベルギカからも出兵するよう嘆願されておった」

　アリアンを見据えつつ、野太くしっかりとした声でボドワンはいった。

「ベルギカは聖せい王おう国こくの領地。貧しいベルギカがやってこられたのも、聖王国の助成のおかげ。殿下のご訪問が出兵要請であるならば喜んでご協力いたそう。貧乏領地で兵の数も装備も心もとないゆえ、お役に立てるかはわからんが。だが……それだけではないはず」

　アリアンは唇くちびるを引き結んだ。レオンもひそかに眉まゆ根ねを厳しく寄せる。

「殿下の御おん身みとその周辺で起こっておるのは、尋常なできごとではない。わしはベルギカでの異変と、なんらかのつながりがあると考えておる」

　レオンは警戒と、そして畏い敬けいの想おもいを強めた。外見こそ貧しい漁師だが、けっして軽んじていい相手ではない。アリアンが眉をひそめてレオンを見る。

「ベルギカでの異変ですって？」

「──海に流した死人が、よみがえるそうだ」

　レオンの重い声にアリアンの血の気がさっと引く。侯爵がうつむいた。

「まさしく、人知をこえたできごとでござろう。こんなおぞましい話など、わしも信じたくはない。だが真実だ。わしも見た。わしの……孫がよみがえるのを」

　はっとアリアンは息を吞のんだ。メルキオは腰を浮かす。息をつめて見守っていた水夫たちが、痛ましそうに目をそむけた。思わずレオンも、帆柱に預けていた身を起こした。

「ベルギカ侯……それは……」

　アリアンは途切れがちの声で訊きいた。

「初孫でな。まだ二歳であった。待ちに待った孫ゆえ、わしは懐ふところにかき抱くようにして可愛かわいがったものだ……いや、そんな繰くり言ごとはいい。その孫が三ヶ月前、病で早死にした」

　ボドワンはいったん言葉を区切り、胸のつかえを吐はくように吐と息いきをもらした。

「しきたりどおり、小さな身を小さな木の棺ひつぎに入れ、供く物もつを入れて海へ還かえした。死人がよみがえるという話はすでに聞こえていたが、そのときまで、ただの噂うわさだと思うておった。

　その夜だ。わしは孫を悼いたむあまりに、棺を流した波打ち際ぎわにひとりおもむいた。月の明るい晩で──ゆえに、砂浜に流れ着いていた小さな木の棺に、すぐ気がついたのだ……」

　うつむく侯に、レオンもアリアンも言葉がない。

「わしは目を疑ったよ。海へ還した棺が、まさに流したその場所に戻るなどありえん話だったからな。わしは、もう一度海へ流そうと棺に近寄った。しかしそのとき、棺のふたが開き────孫の屍しかばねが、現れた」

　船上は、異様なまでに静まり返った。風の音すら消えてしまった気がした。

「屍は棺より這はい出て歩きだした。その瞳ひとみに意志の光はなかった。歩き、動いていながら、まぎれもない死人の目であった。あれは孫ではない。わしが慈いつくしんだ幼子では断じてない！

　孫の姿をしたなにかは、浜辺の向こうの森のなかへ消えた。わしは……わしは恐怖と、哀かなしみと……そして激しい憤いきどおりで震ふるえながらその場に立ち尽くした」

　日に焼けたこぶしを強くにぎりしめると、ボドワンは自分のひざに打ちつけた。

「あれは死者への冒ぼう瀆とくだ！　死は痛ましい。だが帰らぬからこそ生が尊ばれ、死は畏おそれられつつも敬われるのだ。なのに無理やり死者を呼び戻すなど、死者を汚けがし、生者を辱はずかしめること。それはけっしてゆるされるべき所業ではない！」

　ぎらりと鋭い瞳ひとみを上げて、ボドワンはアリアンを見据えた。

　わずかにアリアンは身を硬くするが、目をそらさずに侯こう爵しやくを見返す。

「わしは、噂をあり得ぬことと信じなかった自分を恥じ、即座に領内の調査を命じた。そして、やはり噂は真実であり、わしが見たのは幻ではなかったと確信した。

　そこへ聞こえてきたのが、聖座島サン・スイエージユの崩ほう壊かいと、アクィタニアでの異変でござった。島ひとつ沈むのも、長い年月ゆるぎなかった場が堕おちたのも、見たこともない化け物の出現も……神の降臨も、そしてよみがえる死者も、なにもかもが普通ではない……！」

　ボドワンは厳いかつい両手をひざの上で組み合わせ、ぐっと身を乗り出した。

「わしはこの異変の原因が知りたい。ひいてはこの状況を正す方法を。民のために是ぜが非ひでもだ。殿でん下か、渦中に身を置いておられる御おん身みには、なにかわかることはござらぬのか」

　熱のこもった声にアリアンは一いつ瞬しゆんだけ目を伏せると、まっすぐに顔を上げた。

「……ベルギカでの異変と、アクィタニアでの異変がつながるかは、はっきりとはわかりませんわ。ただ、巨きよ人じんの聖せい砦さいの崩落には、あたくしが引き起こしたある過あやまちが深くかかわっています。その過ちを正すためにもベルギカへ、翠すい海かいへおもむきたいのです」

　アリアンの言葉に、ボドワンは疑念の目で見つめる。霧きりよりも深い沈ちん黙もくが舟を包んだ。

「──侯爵。ベルギカにバアシュ教徒はいるのか」

　ふいにレオンの声が沈黙をかき消した。アリアンとボドワンが振り仰ぐ。

「……むろん。こんな辺へん土どにまで布教する熱意に感嘆しておるところだが」

　不審そうに答えるボドワンに、レオンはぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

（やっぱりか。くそ、〈無む貌ぼうの王おう〉の走そう狗くどもめが……！）

「そいつらを放っているのか」

「いいたいことはわかるぞ。アクィタニアでの暴動は、教徒によるものと聞いておるからな。だがベルギカでは、あやつらはいたって大人しい。この地の主導者らしき老人が、厳しく教徒を律しておるらしくてな。集会も説教もかならず公こう吏りに届け出て税も納め、集落での布教以外は山にこもって厳しい修行をしておるそうだ」

「アクィタニアでの暴挙を聞いたなら、バアシュ教が危険だとわかるだろう」

「監視はしておるが、不ふ穏おんな動きでも見せぬかぎりどうにもできん。弾圧や強制排除などもってのほかだ。宗教はひとの心を預かるもの。ひとの生きる上での拠より所なのだぞ」

　レオンの憤いきどおりをなだめるように、侯こう爵しやくはいった。

「ベルギカは貧しい。貧しい地の民には、生きるためのなぐさめがより必要なのだ。ベルギカは山がちで作物のとれる農地が少なく、生活は常にかつかつだ。王おう都とからの助成金もいまやない……異変のせいかはわからぬが、近海の魚や山の獣けものも目に見えて減っておる。近年では、よその地域から送られてくるバアシュ教徒への物資目当てに、民が入信するありさまだ」

　もっともな話だった。しかしレオンは不安がつのる。

　アクィタニアであれだけ暴ぼう虐ぎやくを行ったバアシュ教徒が、なぜベルギカでは穏おん健けんなのか。

　場所も指導者も違うとはいえ、解げせない話だ。表で従順にふるまいながら、裏ではなにか策しているのではないか……。

　そのときふたりの会話をさえぎって、舳へ先さきから見張りの水夫が叫んだ。

「侯爵さま、前方に砂浜が見えます！」

「なに？」ボドワンは立ち上がった。レオンたちも舳先の方角を振り返る。

　風が霧きりを運び、視界が晴れていく。薄うすれゆく霧の向こうに、真っ白な砂浜が現れた。二艘そうの舟は風を受ける帆もないのに導かれるように砂浜へと進む。

　ボドワンが不審もあらわにいった。

「どういうことだ。このような砂浜はベルギカの南なん端たんにしかない。だが、わしらは領地の北端に向かっていたのだぞ!?」

　一同が見る間に、舟は浅瀬に乗り上げて動かなくなった。

　浅瀬の向こうには、目が痛くなるほどまぶしい真っ白な砂浜がどこまでもつづいている。砂浜は上方へ傾斜して、その向こうは見えなかった。

　レオンは水を跳ね上げて浅瀬に降り立ち、警戒のまなざしで辺りをうかがう。

　偶然ここについたとは、まったく思わなかった。自分たちはこの場へ導かれたのだ──神か邪かわからないが、波と風を操り、舟を動かす力を持つなにものかによって。

　メルキオが慎重な面おも持もちで鉤かぎ爪づめ槍やりを取り上げると、脚きやく衣いをまくり上げて、ひょいと飛び降りた。ぱしゃんと波紋が浅瀬に広がる。

　ボドワンも浅瀬の水面を震ふるわせて降り立ったが、水夫たちはすっかり怯おびえて船上から動こうとしない。カラとジジ、マルタンたちダンジェリー兵も足を降ろす。

　アリアンが不安げに砂浜を見つめる。ラウルだけは悠然と舟べりに背を預けていた。

「……どういうつもりだろうね、いったい」

　隣となりでメルキオがつぶやく。レオンは砂浜をにらんで答えた。

「さあな。招いたからには出迎えをよこすべきだ。そうでなきゃ動くかよ」

　ふいに、ジジの平静な声が浅瀬に響ひびき渡った。

「だれかきます。砂浜の向こうから」

　一同は一斉に振り仰ぐ。砂の起伏の上に、ふたつの人影が見えた。

　小さな影と、高い影。並んで砂浜を波打ち際ぎわへと降りてくる。真っ白な砂に陽ひの光がはね返り、彼らの姿を白く照らした。小さな影は、途中で砂地を駆け下りてくる。

　レオンたちはまぶしい陽ひ射ざしにもかかわらず、思わず目を見開いた。

　それは幼い少女だった。どう多く見積もっても七、八歳ぐらいのとても愛らしい女の子。

　ぱっちりとした大きな萌もえ黄ぎ色いろの瞳ひとみ、すべすべしてふっくらした頰ほお、いたいけであどけなくて、だれもが目を細めてしまいそうなほどに可愛かわいらしい。

　小花模様を裾すそと首もとに散らした生き成なりの単衣をひるがえし、どんぐりの首飾りをかけ、少女は白い砂の上を裸足はだしで駆けてくる。潮風に長い髪がたなびいた。

　その長い髪は────目の覚めるような若草色だった。

　若草の髪にさした真しん紅くの花がゆれている。花は、まるで少女の髪から生えているように、みずみずしく色鮮やかだった。

　少女は波打ち際で立ち止まり、腰に手を当てると、いきなり苛いら立だつように叫んだ。

「さっさと上がってくるのじゃ、ぐずな人間ども！」

　とんでもない言い草にレオンたちはあっけにとられる。少女は居い丈たけ高だかにいいつのった。

「おのしら、耳をつけておらぬのか。さっさとわらわの命ずるとおりにするのじゃ！」

　少女が叫んだ瞬しゆん間かん、いきなりその小さな体がぐいと背後からつまみ上げられた。

「なっ」宙に釣り上げられて、少女はじたばた暴れる。「なにをしやる、ハーヴィン！　わらわは獣けものの仔こではないぞ、放しやれっ」

　少女の首根っこをつかんでいるのは、短弓を背負う若者だ。静かなまなざしに、緑がかった暗い色の長い髪をしている。少女の髪が若草なら、若者の髪は深い針葉樹の色だ。

「神しん域いきの樹じゆ守もり!?」

　若者の姿に、ボドワンが驚おどろきの声を上げた。

「フェイエッテ、彼らはわが神の客人だ。無礼な口を利きいちゃいけない。わかったね」

　樹じゆ守もりと呼ばれた若者は、少女に向かってさとすようにいった。少女が不ふ承しよう不ぶ承しようこくりとうなずく。若者が手を離はなすと、ぽんと少女は砂地に降り立った。

　レオンは若者をじっと見つめた。自然と警戒心が強まる。

　弓使いらしく、腰には矢筒と、粗末な革の鞘さやに入れた大ぶりの剣つるぎ鉈なたを下げている。弓を持つ左腕には革の手てつ甲こう、弦が当たる胸には胸当てと、両手には薄うすい革の手しゆ套とうをはめていた。その下は草木の汁で染めた素朴で動きやすそうな衣服だ。

　細身で中背。しかしきびきびとした動きとよく鍛きたえた体、なにより腰の重たげな剣鉈を見れば、なみなみならぬ腕力と運動能力を持っているのがわかる。大人びて落ち着いたまなざしは、外見の年齢など超越しているようにも思えた。

　フェイエッテと呼ばれた少女が、しかたなさそうにレオンたちへ向き直った。

「おのしらは、わが神によって翠すい海かいに招かれた。わらわはいたく不満じゃがな」

　長い緑の髪をかき上げると、少女はずいと船上のアリアンを指差した。

「まずおのし──小娘、そこのちっこくて平たい小娘じゃ」

「小娘!?」アリアンが細い眉まゆを吊つり上げた。「年下の子どもが目上に向かって小娘呼ばわり、しかもちっこくて平たい、ですって？　そちらのほうがよっぽど小さくてよ！」

　だがフェイエッテはつんとアリアンを無視して、次にレオンを指差す。

「そこのいかにも不ふ機き嫌げんそうな、愛あい想そも愛あい嬌きようも可愛かわいげもかけらもない男」

（否定はしないが、ずいぶんはっきりいうガキだな）

　レオンがむっつりと顔をしかめるのを放って、少女は次々と指を差す。

「チビで気取り屋の小僧。頭にもう一組、耳をつけたような小娘。乳のでかい筋肉女」

「ちょっと、クソお嬢じようちゃん!?」カラがきっと切れ長の目でにらみつけた。「胸も筋肉も自じ慢まんだけど、その小こ馬ば鹿かにしたいい方はなんなのよ？」

「そうだよ」メルキオも、むっとしている。「なんだよ、チビで気取り屋ってさ」

「……ある意味、端たん的てきです」ジジだけが平静につぶやいた。

「わらわは見たままをいっておるだけじゃ。そして最後に……おのしじゃ」

　抗議を無視して、少女は船上のラウルをまっすぐに指差した。舟べりに背を預けていたラウルは、ふっと得え体たいの知れない笑みを浮かべる。

「やれやれ……それではそのご招待、つつしんでお受けいたしましょうか」

「当然じゃ。断るのは愚おろかものだけぞ。では最小限の荷だけ負うてついてくるがよい」

　フェイエッテが当然のように命じて、くるりと身をひるがえした。

「待てよ。いくとはいってないぜ」

　一同がはっと振り返る。彼らの視線が浅瀬に立つレオンに集まった。

　フェイエッテが振り返り、きっぱりといった。

「黙だまりやれ！　これはわが神よりの招きじゃ。それを断るのは愚かものだけというたぞ！」

「神の招き？　ハ！　そんな得え体たいの知れないやつの言葉にうかうか乗るほど、俺おれは神さまのありがたみを感じてないんだよ」

　苦々しげにレオンは吐はき捨てた。

　こちらを見ていたハーヴィンが、驚おどろいたように暗緑色の瞳ひとみを見開く。

「いうなりになるのが賢いってんなら、俺は阿あ呆ほうのままでかまわないさ。神だろうがなんだろうが、こっちの意志を無視して勝手に引きずりまわされるのはごめんだ。なんのために正体もわからないやつらについていかなきゃならない。おまえらはいったいなにものだ！」

「待っておったぞ。ようやくそれを訊きいてくれたの」

　えへん、とフェイエッテは腰に手を当て、大いばりで答えた。

「わらわは古きまつろわぬ種族。創そう生せい神しんエススが民、妖よう精せい小こ人びとリリピティエン。そしてハーヴィンは、霊れい樹じゆの森の守り手であり、わらわの守り人じゃ」

　──妖精小人リリピティエン。

　レオンは驚きで息がつまるような気がした。かたわらのメルキオも、信じられないとばかりにふたりを凝ぎよう視しした。カラやジジも驚きのまなざしで彼らを見つめる。

　ラウルだけはいつもどおり、魂こん胆たんの見えないほほ笑みを浮かべていた。

　船上のアリアンが、レオンの肩につかまるようにして身を乗り出す。

「妖精小人リリピティエン……四よん兄けい神しんエススの民ですって？　本当なの!?」

「もちろんじゃ。わらわこそ伝説の民。ひれ伏してありがたがるがよいぞ」

　フェイエッテは鼻高々に答える。

「女神エウレネに、妖精小人に会えと命じられたのじゃろ。ともにくれば、おのしらに益となる。もっとも、わらわは人間など神しん域いきに入れたくはないがの」

　高こう慢まんちきな少女を抑えるように、若者の礼れい儀ぎ正しい声がした。

「一いつ緒しよにきてください。フェイのいうとおり、あなたがたの手助けができます」

　血色の瞳に鋭い光を宿し、レオンはハーヴィンを見据えた。

「手助けってのはなんだ。それがわからなきゃ、ここが嵐あらしになろうと動かないぜ」

「あなたが守る神の座──聖せい王おう女じよは、忌いまわしき誓約に縛しばられています」

　レオンの肩に置かれたアリアンの手が、一いつ瞬しゆんわなないた。レオンはその手を安心させるようにそっとにぎる。だが彼の瞳に宿る光は、さらに鋭くなっていた。

　ハーヴィンはふたりを見つめ、穏おだやかだがしっかりとした口調で告げた。

「その誓約の猶ゆう予よを延ばす法と、そして……神々の秘した真実を、お話しします」










　　　Intermede01──訪客







「皇こう姫き殿でん下かの承認により、議決を宣言する」

　ユーサー皇おう子じの重々しい声が響ひびき渡った。

　彼はエンジェリナの署名を入れた書類を書記官から受けとり、みなに向かって広げる。

　ここは皇こう都とゴドラス、堅けん牢ろうなる皇こう宮きゆうの閣議の間だ。

　主な出席者はわずか六名。屈強な体つきのキンブリ族の若わか長おさ、才気走った風ふう貌ぼうのテウトニ族の若長、中年で恰かつ幅ぷくのいいラジゲス族の長おさ、小柄なジュート族の長、若き宰さい相しようユーサー皇子。そして上座に座る、間もなく戴たい冠かん式しきを迎える皇姫エンジェリナである。

　彼ら以外は書記官数名のみだ。いずれも正装しており、エンジェリナが出席しているということも合わせて、小人数だが重要な会議だとわかる。

　今日も皇姫はあでやかな装よそおいだった。豊満な胸もとを大きく開けた軽やかなドレスに、刺し繡しゆうのある扇を手にしている。舞ぶ踏とう会かいにはふさわしいが堅苦しい閣議には似つかわしくない。

　エンジェリナは扇の陰で小さなあくびを嚙かみ殺す。長い会議に飽いているらしい。

「結局、ケルスキの若長はこなかったな。あやつめ！」

　勇猛で鳴らすキンブリ族の若長が、怒気を含む声でいった。

　この場にいないのは、ふたり。アレマン族の老ろう長おさと、先の部族会議後に長に就任したケルスキ族の若長だ。皇姫の祖父であるアレマンの老長は高齢による病のため欠席すると伝えてきたが、ケルスキからはいまだなんの連絡もない。

　テウトニの長が、キンブリの長に向かって苦々しくささやいた。

「ケルスキの長め、閣議は無視しても、皇姫殿下のもとへは挨あい拶さつ状じようを届けているらしい」

「初耳だぞ！　まさか、われらを軽んじているのか」

「閣員とは認めぬつもりだろうな……」

　そこに、ジュート族の長が狡こう猾かつな性格がうかがえる笑みを浮かべて、ふたりにいった。

「その分貴殿らに、女じよ皇こう陛へい下かのもとで開かれる新官かん府ぷでの職がまわってきたのですよ。辺境防備軍将しよう帥すいは、重要な役です。ランゴニア帝てい国こくと接する南方は、今後非常に重要な地となってきましょう。そこをお任せするのは、おふたりを信しん頼らいしているからこそですよ」

　中年のラジゲス族の長が、ゆったりと笑ってあとを引き取った。

「そうそう。これは女皇陛下と宰相閣下の承認による、重要な決定であるよ」

　思わせぶりな言葉にユーサーは無言だった。だが、かすかに眉まゆだけをひそめる。

　今回の閣議で、各部族長はそれぞれ新官府における公職が決定した。むろん、いきなり今日ですべてが決まったわけではない。

　この決定にいたるまで、ユーサーは各部族の長おさと内密な話し合いを繰くり返し、下役たちを使って下準備を進め、入念な調整と根回しを行ってきた。

　だが、たとえユーサーがどれだけ優秀であろうと、経験を積んだラジゲス族の長と、狡こう猾かつなジュート族の長相手では、すんなりとはいかなかった。

　ふたりの長は巧みな口こう舌ぜつと強硬な姿勢でもって、ラジゲスは法務相、ジュートは軍務相の座を手に入れた。どちらもダルディスでは宰さい相しようについでもっとも高い役職である。

　キンブリとテウトニの若わか長おさは、辺境防備軍将しよう帥すいの地位を巧妙に押しつけられた。

　高い地位ではあるが、軍務相直下の職である。若いとはいえ長としての自負を持つ彼らは、他部族の下に位置づけられてかなり不満の様子だった。だがどれだけくやしかろうと、経験の足りない若造にかなう相手ではない。

　書記官が署名入り書類を丁てい寧ねいに丸め、重要事項を示す赤いリボンで結ぶと、銀の丸盆に載せてユーサーの前に置く。皇おう子じはちらとそれを見やって、長たちに告げた。

「決定はすでに下された。各おの々おの、その役にふさわしく務めることを期待する」

　ラジゲスとジュートの長は満足げにうなずき、キンブリとテウトニの若長はむっつりと押し黙だまった。中年のラジゲスの長がひとつ咳せき払ばらいすると、ユーサーを見やる。

「ところでだな。皇こう国こくの北……〈輝き海かい〉のほとりで叛はん乱らんの兆きざしがあると聞き及んだのだが」

　ユーサーは形のいい眉まゆを上げた。「よくご存知だ」

「わたしとて耳が聞こえぬわけではない」ラジゲスは得意そうに笑むと、声をひそめた。「取るに足らぬ小部族だが、武器と馬をそろえ、武装した兵を集めているとか。輝海のほとりは琥こ珀はくの産地としても名高い。占領されれば国の財政にも痛手だよ」

　場がざわめいた。キンブリの若長が卓に身を乗り出して叫んだ。

「どうするつもりだ、ユーサー。このまま捨ておくわけではないだろうな！」

「兆しがある、というだけだ」ユーサーは冷静に答えた。

「叛乱が起こってからでは遅いのだぞ！」

「まったくです。軽視できる事態ではありませんよ。ユーサー宰相閣下」

　ジュートの長がいった。ことさらに敬称を強調されて、皇子はひと知れず眉まゆをひそめる。

「……なにか意見でもおありか。ジュートの長どの」

「キンブリの長どののご指摘どおり、叛乱になれば一大事です。火の手が大きくなり、そちらに兵を割さいているあいだ他国に国境を脅おびやかされたらもっと大ごとになる。つまり……」

　ずい、とジュートの長は小柄な体を卓の上に乗り出した。

「まだこの萌ほう芽がの段階で、閣下自らが制圧におもむかれるべきです」

　ユーサーはわずかに目をみはった。ジュートの長の声に熱が加わる。

「皇こう姫き殿でん下かの信を与あずかる閣下が、叛乱者どもを一掃すれば──新女じよ皇こう陛へい下かのご威信をお示しになると同時に、新官かん府ぷ発足を皇国に大きく知らしめることができるでしょう」

「戴たい冠かん式しきまで間がない。それまでに内ない憂ゆうは取り除いておく必要があると思うぞ」

　ラジゲスの長おさも、大きな腹の上に組んだ腕を乗せ、大きくうなずいた。

「まて」テウトニの若わか長おさが腰を浮かせた。「宰さい相しようがおもむいたとして……制圧したあとはどうなる。叛はん乱らんを起こすなど大罪。その部族の土地は当然、召し上げとなるはずだ」

「そうか！」キンブリの若長が、ひざをこぶしで叩たたいた。「軍功のあったものに土地は分配される。つまりユーサーひとりが独占することになるぞ！」

「いいや」

　ユーサーの声がさえぎった。漆しつ黒こくの瞳ひとみが冷ややかな光をたたえ、場を見まわす。

「わたしはそんなつもりはない。領地を召し上げるとしても皇こう家けに返へん還かんさせる。分配が行われるならそのあとだ。皇こう国こくへ誠心こめて仕え、高い働きを行ったものに与えられるだろう」

「さすがは宰相閣下。皇国に身をささげるとおっしゃった言葉に、噓うそはありませんな」

　ジュートの長のおもねる言葉に、ラジゲスの長が深く何度もうなずく。彼らの様子を見て、キンブリとテウトニの若長の面おもてに同じ不安がよぎる。

　宰相が制圧した土地を手にしなくとも、国政に深くかかわる法務相と軍務相が、手段を講じて己の部族の領土を広げかねない──そんな懸け念ねんだ。

「だが、それは仮定の話だ。現時点ではまだ〝叛乱〟というほどでもない。むやみに叩けば、逆に皇国内に火をまく破目になる可能性が高い」

　ユーサー皇おう子じがよく響ひびく声でいった。だがジュートの長は、あきらめずにいいつのる。

「ですが閣下。いま一度お考えを……」

「ねえ、みなさま」

　ふいに可か憐れんな声が場の緊きん張ちように割って入った。はっと長たちは声の主に注目する。

「退席させていただいてもよろしくて？　承認が必要な議論ではなさそうですもの」

　エンジェリナ皇こう姫きは、蜂はち蜜みつ色いろに輝かがやく巻き毛を指でもてあそびつつ、麗うるわしくほほ笑んだ。

　ジュートの長は不ふ承しよう不ぶ承しよう身を引く。ユーサーがあとを引き取った。

「この件は懸けん案あんとする。警戒は怠おこたらないが、行動には熟じゆく慮りよが必要だ。では、解散」

　長たちは納得しかねる表情だったが、ユーサーはかまわず立ち上がる。彼はエンジェリナの席に近寄り、手を差し伸べる。皇姫はほほ笑んで自分の手を重ねた。

　退出するユーサーとエンジェリナを見送り、長たちは一礼する。

　頭を下げながら、ラジゲスとジュートの長はひそかに目配せをした。







「次は、あんな長い会議に呼ばないでいただきたいわ」

　皇姫の間につづく広い廊下を歩みつつ、エンジェリナは不満を訴えた。

　ふたりが歩くこの一角は、皇こう宮きゆうのなかでも比較的新しい棟だ。

　磨みがいた大理石の床も柱も、顔が映るほど照り輝かがやき、中庭へと開けられた高いアーチ窓は美しいローレアン様式だ。いっぱいに差しこむ夏の陽ひに、皇こう姫きの蜂はち蜜みつ色いろの髪が輝いている。

　彼女のあとから、ユーサーは赤いリボンを巻いた書類を手に無言で歩いていた。

「長々と座ったままつまらない話を聞いて、必要なのはたった一回の署名だけ。どうせあたしはお飾りなのに──あら、否定なんてしないでね。自分の立場は心得ているわ。お飾りならお飾りらしく見栄えよくしているけれど、あまり必要もない真ま似ねをさせられるのは」

　エンジェリナはふわりと優雅にドレスをひるがえして振り返ると、ふいに、す……っと金きん茶ちや色いろの瞳ひとみを冷たく細めた。

「がまんならないの」

　ユーサーが立ち止まり、エンジェリナに向き直った。

「そういう認識が、君を本当の飾りにするんだ」

　冷れい徹てつな声が廊下に響ひびいた。皇姫は一いつ瞬しゆん、大きく目をみはる。

「……白々しいのね。あたしを傀かい儡らいとして利用して宰さい相しようの座についたくせに」

　しゃらりとドレスの裾すそを波打たせて、皇姫は歩み寄った。ユーサーが一歩引く前に、彼女は両腕を彼の首にまわすと、爪つま先さき立だって豊満な胸を押しつける。

　礼装に包まれたユーサーの胸板で、少女のこんもりとした白い谷間が柔らかくつぶれる。顔をこわばらせる少年皇おう子じの間近で、艶えん然ぜんとエンジェリナはほほ笑んだ。
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「でも、利用されても別にかまわないわ。あたしもお兄さまを利用して、幽閉の身から逃れたのですもの。お互いさまよ。だから……お兄さま」

　誘さそうように胸をことさら押しつける少女から、甘い香りがただよった。

「口づけして。そうしたらエンジェリナは、お兄さまの素す敵てきな飾り物になってあげてよ」

　うっとりとした──しかしわずかにからかうような口調でそういうと、エンジェリナは紅あかく濡ぬれた唇くちびるをそっと近づけた。だが次の瞬しゆん間かん、はっと少女の動きが止まった。

　その首筋に、丸めた書類が当てられていた。赤いリボンが垂れ下がり、白い首もとにかかる。まるで……首筋に触れる刃から流れ落ちる鮮血のごとく。

「君が必要な会議に出るだけで、施政に関与しているという姿勢が示される」

　冷たく突き放すように、しかし静かにいい聞かせるように、ユーサーはいった。

「その態度が、自分がただの空っぽな飾りではないという意志を示すんだ。宰さい相しようが僕でなくても、他のだれでも、意志があればけっしていいように利用されたりしない。それに────僕は、単なる置物として、君をかつぎ出したわけじゃない」

　エンジェリナはユーサーをにらみつける。ゆっくりと、その両腕が滑すべり落ちる。

「……つまらないわ」

　ドレスの裾すそが優美な円を描いてひるがえった。皇こう姫きはユーサーに背を向けると、肩ごしにちらと金きん茶ちや色いろの瞳ひとみで見つめる。小さなささやきが紅く妖よう艶えんな唇からもれた。

「その冷れい徹てつな高潔ぶりを暴かれて、うろたえるところが見たいのに」

　皇姫はつんと顔をそむけて歩き出す。そのとき開いた窓から人影が飛びこんできた。

「きゃっ！」

　悲鳴を上げてエンジェリナが立ちつくした。とっさにユーサーが彼女の前にまわりこむと、廊下にひざをついた人影がはっと顔を上げた。

　それは、瘦やせて泥だらけの子どもだった。あまりに汚れて性別すらわからない。頰ほおには土をなすった跡がつき、もつれた髪には泥の固まりがこびりついている。

　なぜか不思議なことに、泥の子どもは空っぽの鳥とり籠かごを抱いていた。

「いや、なんて汚らしい……ユーサーお兄さま、衛兵を呼んで！」

　エンジェリナがユーサーの背にしがみついて叫んだ。

「待って、話を聞いて……」

　子どもは必死の声でいった。ユーサーは、ふっと子どもを凝ぎよう視しする。

　いま聞こえた声は少女のものだ。この汚い物もの乞ごいのような子どもは──少女なのだ。

　そこへばたばたと走る足音がやってきた。「いたぞ！」

　十名もの衛兵たちは息を切らせて走ってくると、泥だらけの子どもをあっという間にとり囲み、細い両腕を両側からぐいとひっつかんだ。

「くそ、やっと捕まえたぞ」「散々逃げまわりやがって。こい！」

「いや、いや、放して……っ」

　子ども──少女は身をよじった。だが衛兵に腕をねじられ、か細い悲鳴を上げる。

　大の男によってたかって拘束される姿は哀あわれを誘さそう光景だったが、皇こう姫きは嫌けん悪おもあらわに扇で口もとを隠しただけだった。

　ユーサーが険しいまなざしで、衛兵たちに厳しくいった。

「おまえたちなにをしていた。ここは皇姫殿でん下かの御ご座ざ所しよ、うかつに外部のものを入れるとは、警護はどうなっている」

　あわてて衛兵隊長がひざをついて頭を下げた。

「も、もうしわけございません。ですが、その……」

　いいよどむ隊長の声をさえぎって、連れ去られかけた泥だらけの少女が叫んだ。

「待って、お願い──お願い、話を聞いて……」

　その次の言葉が、ユーサーの意識を彼女に釘づけにした。

「……竜りゆう族ぞくドラゴ、グランヌスの民！」










　　　第二章　神しん域いき







　アリアンの魂の誓約ゲアスの猶ゆう予よを延ばす──それは、あまりに魅み力りよく的てきな申し出だった。

　あまりに魅力的で、だからこそ不審な想おもいがつのり、レオンは即答をためらう。そこへハーヴィンが不可解なことをいった。

「無理にとはいいません。いったん神域に入れば、樹じゆ守もりたる僕の導きがなければ出られない。なにより……神域で長くすごせばすごすほど、外がい界かいの年月とずれが生じます。僕は、神域で十八年暮らしましたが、そのあいだにベルギカ領主は代替わりしました」

　にわかに信じがたい話だった。だが、はっとレオンは気づいた。

「つまり神域にいたら、外では長い年月が経たってしまうわけか？　冗談じゃないぞ！」

「そうよ」アリアンが真っ青になっていった。「来月の末には、ランゴニア帝てい国こくと商業国コレドムからの援軍が整うのよ。本土奪だつ還かんの出兵ができなくなるわ！」

　そこに後方から、ラウルの静かな声が響ひびいた。

「落ち着きなさい。すごせばすごすほど、と彼はいったでしょう。ということは、ほんのわずかな日数なら、さほど影えい響きようはないはずですよ」

「おっしゃるとおりです。それで……どうなさいますか」

　ハーヴィンが静かな声こわ音ねで訊きいた。レオンはしばし、腕組みをして青年をにらみつける。それから、かたわらに立つボドワンに険のある声でたずねた。

「信用できそうなのか、あいつは」

「あの樹じゆ守もりには、神意をうかがうために数度会うたことがある。物腰穏おだやかで真ま面じ目めな相手だ。それに、これまで翠すい海かいの神が、むやみに害をなしたことはない。里人が無断で神しん域いきに近づいた場合は、そのかぎりではないがな」

　ボドワンが答えたとき、少女フェイエッテが小さな足を踏ふみ鳴らして叫んだ。

「早う！　こちらはさっさとすませて、おのしらに帰ってもらいたいのじゃからな！」

「……いいわ、行きましょう」アリアンが慎重な声でいった。

　レオンは肩ごしに彼女を見て眉まゆを寄せる。「本気か」

「ええ。なにが待っているのであれ、これ以上いまの状況が悪くなるとは思えないもの」

　アリアンの言葉にレオンは眉み間けんに深いしわを刻んだが、すぐに息をついて答えた。

「鱶ふか穴あなにこそ、宝ほう匣こがひそむ……ってわけか。わかった。そうしよう」

「いいの？」メルキオがかたわらでささやく。「得え体たいが知れない気がするけど」

「どのみちここまできて引き返せるか。不愉快だがな」

「ダンジェリー卿きよう、レオン閣下」マルタンたちが近寄ってきた。「まさかご同行を!?」

「うん。殿でん下かの決定だからね」メルキオは、ボドワンに向き直った。「ベルギカ侯。ぼくの──聖せい王おう女じよ殿下の兵を、帰き還かんまでお預かり願えませんか」

「むろんだ。ご心配めさるな」ボドワンは答えると、波打ち際ぎわのハーヴィンに呼びかけた。「樹守どの。殿下はわしらにとって無二の主君。守る兵もなく行かせたくはない……だが神域よりの招きとあらばいたしかたない。尊い御おん身み、かならずお返しくださろうな」

「わが神エススに誓って」

　ハーヴィンがたしかな声で答えると、ボドワンは厳しい顔ながらも一歩下がった。

「決まったようですね」

　成り行きを見ていたラウルが、ほほ笑んで声をかける。カラが不満もあらわにいった。

「やっぱりいくの？　生なま半はん可かな手当てじゃおっつかなくなってる気がするけど」

「では、そのまま任務に勤いそしまれることですよ。帝てい国こくに戻る頃ころには、部族を買い戻すどころか、領土も買えるほどの額になっているかもしれません」

「その前にあたしの命が尽きなきゃいいけどね！」

　ラウルとカラの会話をよそに、ジジがレオンのもとへやってくる。

「レオンさん、荷の用意をしなくては。翠海までの道のりはどんなものでしょう」

「侯こう爵しやくの話だと、深い山と森に囲まれた場所にあるらしい。軽装のアリアンを招くからには、そう困難な道をいくとも思えないが、かさばらないにこしたことはないだろうな」

「わかりました。向こうのいうとおり最低限の荷にします」

　ジジはきびきびと舟に積まれた荷をほどき始めた。水夫たちがあわてて彼女を手伝う。

「ってことは、着替えは犠ぎ牲せいかぁ……」

　メルキオは派手な上着を見下ろすと、ため息をついて荷造りに向かった。アリアンもジジにたずねられるまま荷の選別をする。レオンはもとより荷物などほとんどない。

　一同の用意が整ったのを見て、ハーヴィンがいった。

「侯こう爵しやくどのはここから舟でお戻りを。では、僕たちのあとについてきてください」

　彼はきびすを返す。フェイエッテもさっさと砂地を登り始めた。カラとジジ、メルキオが歩き出す。ラウルは荷をジジとカラに任せ、長衣の裾すそを持ち上げてなんとか浅瀬を進んだ。

　レオンはアリアンの荷も入った背負い袋をかついで振り返る。

　彼女はためらうように水面を見下ろしていた。しかし、意を決したようにドレスの裾をからげて身を乗り出す。とたん、その体がぐらりとゆらいだ。

（危ない！）とっさにレオンはすくい上げるように細い体を抱き上げた。

「あ……！」アリアンは戸惑う表情で顔を上げた。「レオン!?」

「やっぱり転ぶと思ったぜ、この小娘が」

「で、でも、そんな……こんな浅瀬ぐらい自分で歩けてよ」

「いいからしがみついてろ。そんなひらひらした格好で水のなかを渡れるか」

　ぶっきらぼうにレオンがいうと、アリアンの頰ほおがぱっと花を散らしたように染まった。

「わ──わかったわ。お願いします、レオン」

　アリアンはおずおずとレオンの首に腕をまわして身を寄せる。ふわりと甘い香料の匂においがただよった。突然、レオンは胸によりかかる柔らかな少女の体を意識して、とてつもなく気恥ずかしくなる。かっと熱くなる頰に、彼は内心うろたえた。

（なにを、阿あ呆ほうか俺おれは……くそ、さっさと渡って下ろす！）

　むっと唇くちびるを引き結んで足を踏ふみ出したそのときだった。

「なんじゃ、赤子のように抱いてもらわねば、小娘はこんな浅瀬も歩けぬのか？」砂浜からフェイエッテが振り返った。「情けのうて、笑いがもれるわ」

「……な」アリアンは、ぽかんと口を開けたかと思うと、「……んですってぇ!?」細い眉まゆを吊つり上げ、レオンの首から腕を振り払うと、ばしゃんと水のなかに降りた。

　レオンはあわてた。「おい、ガキのからかいにムキになるな！」

「いいえ！　あんな侮ぶ辱じよくを受けて聞き流せるほど、あたくし人間ができていなくてよ！」

　憤然とドレスの裾を持ち上げ、ばしゃばしゃと歩き出し──た瞬しゆん間かん、

「はぁう！」アリアンは、ばっしゃんと顔から水に突っこんだ。

「アリアンさん！」「だ、だいじょうぶでござるか、殿でん下か！」

　ジジやベルギカ侯があわてて差し伸べる手を、アリアンは振り払った。

「手助け、なんて、いり、ませんっ！」

　と叫んで立ち上がった拍子にまたざっぱんとでかい水しぶきが上がった。

　レオンは首を振り、大きなため息をついた。（処置なしだ……この阿あ呆ほうの小娘）

「残念だったね、レオン」ぽんとメルキオが後ろから肩を叩たたく。

　凶悪な顔でレオンは見下ろした。「……なにがだ」

「ごまかさなくてもいいよ。うん。気持ちはわかるからさ」

　わけ知り顔でにやにやしながら、メルキオは歩き出した。レオンは無言で彼を見送る。

　と、いきなりその背中を靴底で蹴けっ飛ばした。

「うわ、うわぁっ！」メルキオはよろめいて転びかけた。「な、なにすんだよっ!?」

「くだらんことを抜かすな。いいか、このあとを考えてみろ」

　レオンは肩をいからせて歩くアリアンに向かってあごをしゃくる。

「ずぶ濡ぬれで砂地を歩くんだ。浜を出るときには、あいつは三倍の重さになってるはずだぜ。絶対だ。賭かけてもいい」

　メルキオは目を剝むいた。「……うわぁ」

「俺おれはもう、知らないからな」

　ふてくされたようにいって、レオンは水をざぶざぶと蹴散らかして歩き出す。

『……つくづく』弑し神しんの呆あきれ声がした。『素直からほど遠い人種であるな』

「まったくだぜ、あの小娘」

『貴様のことでもあるが』

　容よう赦しやない言葉に返事ができない。いい返せないのがまた腹立たしい。レオンは唇くちびるをむっと引き結び、険悪な顔でただひたすらに歩きつづけた。

　結局アリアンは、砂まみれになりながらも砂地を歩き通した。

　その根性だけは褒ほめてやってもいいと思う。あくまで根性〝だけ〟は、だが。
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　歩くたびに全身から砂が落ちる。

　ドレスも外がい套とうも、下着のなかまで、アリアンはいやというほど砂にまみれていた。

　歩くたびに素肌に砂がじゃりじゃりとこすれて、とても気分が悪い。陽ひ射ざしも強くなり、蒸し暑くて汗も流れて、また肌に砂がつく。一言でいってかなり悲ひ惨さんな状況だ。

　なにをこんなにむきになっているのか、アリアンは自分でもわからない。だがここまできたら意地だった。最後までだれの手も借りずに歩いてみせるつもりだった。

　しかしその意地は、やっとのことで砂地を登りきったとき、打ち砕かれた。

「ここからは川を登ります。土手の向こうの本流に、舟をつないでありますので」

　ハーヴィンが砂地の頂から指差す。アリアンはその方角を見下ろした。

　眼下には岩場の多い川が流れていた。川は岩場と砂地のあいだをくねくねと抜けたあと、彼方かなたにある小高い土手の手前で曲がっている。土手まではかなりの距きよ離りがあった。

　遠い。あまりに遠い。疲れ果てたアリアンの目には、大げさだが地の果てにも見えた。

　フェイエッテが両手を腰に当て、小こ馬ば鹿かにした目つきでいった。

「砂人形のような小娘には無理じゃな。遠えん慮りよせずに抱っこしてもらったらどうじゃ？」

　とたん、頭にきた。疲れなど一いつ瞬しゆんでどこかへ吹き飛んだ。

「結構よ。これぐらい歩けます。どれだけきつくたって手は借りません！」

　意地だけではない。こんな砂まみれで汚れた体でレオンに抱いてもらうなど、恥ずかしくてとてもできない。そう思った瞬間、アリアンは浅瀬で抱き上げられたことを思い出した。

　突然、かっと顔がほてる。レオンの力強い腕を急に意識する。

　彼にとっては、転んだ自分を助け起こすいつもの何気ない行為だったはずだ。だから自分がこんな風に意識するなんて、どう考えてもおかしい。

　おかしいのに、考えれば考えるほど頰ほおが熱くなって動どう悸きが止まらない……。

　アリアンは必死に頭を振って唇くちびるを引き結び、砂で重いドレスの裾すそをからげて砂の斜面へ足を踏ふみ出した。そのとき、ジジがすっと歩み寄った。

「アリアンさん、一いつ緒しよにいってください」

　そういうと、ジジはぎゅっとアリアンの手をにぎった。有無をいわせぬ声と仕草だ。

　そのままジジはさりげなくアリアンを支えて砂地を降り始める。はっとアリアンは気づいた。素直にレオンに頼たよれない自分をジジは気づかってくれたのだ。

　アリアンはうつむいた。意地っ張りで、すぐ感情的になる性格が、恥ずかしくなる。

「……ごめんなさい、ジジ」

「なんのことだかわかりません」

「あんなからかいにむきになったあたくしが、馬鹿だったわ」

「いいえ」ジジは珍めずらしく強い口調でいった。「不当な評価には抗議すべきです」

「そんなことなくてよ。でも……ありがとう」

　ジジのおかげで、足場の悪い岩場をアリアンは苦労しつつも抜けていく。

　フェイエッテは先頭でぴょんぴょん岩の上を跳んでいったが、ハーヴィンはときおり振り返ってみなの歩みを導いた。カラもさっさと進み、メルキオは身軽に岩を飛び移る。

　だがラウルは長衣に足をとられ、ぜえぜえとあえいで大きな岩に手をついていた。

「……こんな、美と、はるかに隔へだたりのある、行為は、非常に……不愉快、ですね」

「いつも気取ってるあんたのそういう格好を見るのは、俺おれには非常に痛快だな」

　レオンは悪態をつきながらも、ラウルやアリアンに合わせて、わざと遅く歩んでいる。

　アリアンは立ち止まって息を整えつつ、おかしくなって笑みがこぼれた。

「しかしその体力のなさで、よく旅なんざしてこれたな」とレオン。

「わたしもとても不思議に思います」

　岩の上からジジが振り返る。彼女は指を折って数え上げた。

「楽器と衣服に宿代を使い果たして公こう吏りに突き出されたことが三度。サイコロ賭と博ばくに興じて公吏の手入れに捕まったのが五度。女性に怪しげな宿につれこまれ、身ぐるみ剝はがされたのは数知れず……その都つ度どわたしが助けにいきました。師匠がわたしと出会う前、どうやって生き延びてこられたのか、どんな賢けん人じんにも解き明かせない謎なぞです」

「ジジ……」レオンが呆あきれる。「おまえ、いったいラウルになにを教わってるんだ」

「実際的な生活能力と、楽器と舌さえあれば、詩人はどうにでもなるということです」

「それは教わったってより勝手に学んだっていうんだぜ。ラウル、あんたがジジに弟子入りするべきだな。弟子のほうが優秀だ」

「なにをいいます」ラウルが得意げにいう。「優秀な弟子は、優秀な師匠ゆえですよ」

「あんたが勝まさってるのはツラの皮の分厚さだけだ……」

　レオンとラウルが軽口を叩たたき合っているあいだ、アリアンはジジに手を引いてもらって、ひときわ大きな岩の上によじ登る。土手が近づいてきた。あと少しだ。

「ねえ、ジジ」アリアンは手をつなぐジジに訊きいた。「前から不思議に思っていたの。〝ジジ〟って男の子の名前よね。なぜそんな名前なの？」

「師匠の命名です。わたしは拾われたとき、瘦やせて髪も短くて性別がわからなかったとか」

「拾われる前のことは……全然覚えていないの？」

「はい。覚えている最初のことは、目を開けたらあの師匠が、心配そうな顔でのぞきこんでいたことです。そこはどこかの裏町の安宿で、わたしの手足は傷だらけでした。でも、なにひとつ思い出せず……そしてどんな感情もなく、空白だったことです」

　しばし無言でふたりは川べりを歩きつづける。砂地が多くなり平へい坦たんになってきた。

「わたしは、空っぽです」アリアンを導きつつ、ジジがぽつりという。「どんな感情も、どんな過去もなく、自分がいったいなにものなのか、まったくわかりません」

　アリアンはジジの言葉に既視感を覚えた。ふっとメルキオの声が脳裏を通りすぎる。

〝……ぼくは、ずっと自分が空っぽだと思っていた……〟

（ヴュークス城で卿きようから聞いた話だわ。ただの偶然かしら。でも、不思議な一致ね）

　想おもいに沈むアリアンに、ジジが思いがけない言葉を投げた。

「ですから、アリアンさんのゆるぎなさは、わたしを惹ひきつけます」

「あたくしがゆるぎないですって!?」あまりに意外なことをいわれて、アリアンは声を上げてしまった。「あり得ないわ。見たでしょう、すぐかっとなって熱くなって……」

「ご自分の信念がゆらがないということです」

　せせらぎのそばでジジは足を止め、つぶらな瞳ひとみでアリアンを見つめる。

「亡国の身でありながら、聖せい王おう女じよとしての誇りを忘れません。抱いている望みは首尾一貫して明確です。その望みを貫ける、次代聖せい王おうという確たる出自があります。そして、そんなゆるぎないものが内にあってなお、目まぐるしく変わる鮮やかで豊かな感情を持っています。

　アリアンさんを見ていると、わたしにまでその感情が伝わってくる気がします。たぶん、わたしと同じようなものは、アリアンさんに魅ひかれるでしょう」

　アリアンはまばたいた。どう返事をしていいか困惑する。

「あたくしは、ジジこそゆらがないと思っていたのだけれど……」

「ゆらぐような感情や、信念や……〝核〟が、きっと、ないのです」

　思わず言葉を失った。とっさにアリアンは、ジジの手を両手でぎゅっとにぎりしめた。

「そんなわけないわ！　あなたのなかには、そんなにもたくさんの想おもいがあふれているのに。あたくしに共感できるのも、あたくしを思いやって気づかってくれるのも、豊かな感情のなせるわざではなくて。そうよ、それに……」

　本土の港街リールエルバンで、ジジがいった言葉をアリアンは思い出す。

「故郷への想いを教えてくれたでしょう。ローレアン恋歌を聞くと、〝懐なつかしい〟と感じると。その想いがあるから、あたくしの気持ちがわかるのだって」

「……そうですね。それだけが、わたしにはっきりとわかる感情。わたしの内にただひとつあるのは、故郷への想い……その故郷が失われていないことを、願うばかりです」

　ジジは目を伏せてアリアンの手をにぎり返すと、また歩き出した。

　ふたりは助け合い、丈の高い夏の草が生い茂る土手を登る。

　その向こうには、ひたひたと潮の流れが押し寄せる広い本流が流れていた。川べりの小さな桟さん橋ばしに、かなり大きな一艘そうの漕こぎ舟がつながれている。

「ほんに遅い。どういう歩み方をしておるのじゃ。いってしまうぞ！」

　アリアンとジジが桟橋に降りると、フェイエッテが足を踏ふみ鳴らして文句をつけた。最後に、ラウルがレオンに肩を貸してもらって現れる。ラウルはいたくほっとした顔だ。

　ハーヴィンが舟底の櫂かいを取り上げてレオンへ差し出した。

「すみません。この人数だと、何名かは漕いでいただかないとなりませんので」

「よかったね、レオン。好きなだけ漕げるよ」

　メルキオがにやりと笑う。そこへハーヴィンがすっと櫂を差し出した。

「まだ手が足りないので……できれば、お願いします」

「よかったな、メルキオ。好きなだけ漕いでいいぞ」

　ばん、とメルキオの肩を叩たたくと、レオンは櫂を手にさっさと舟に降りる。メルキオは非常に、非常に面おも白しろくなさそうな顔になると、不ふ承しよう不ぶ承しよう舟に飛び乗った。

「では、あとひとり……」とハーヴィンは櫂を手に、カラとラウルを見比べた。

「あたしぃ!?」カラが声を上げる。「冗談、こんなの仕事の内に入らないし！」

「わたしも遠えん慮りよさせていただきますよ」ラウルは優美な両手を広げた。「詩人の指は、楽器を爪つま弾びくためと、女性の手をにぎるためにありますからね」

「なぁにが詩人よ。あんた男──ってより、大の大人としての矜きよう持じはないの？」

　そこにジジが平静な声で口をはさんだ。

「師匠に漕こがせたら永遠に目的地に着かないと思います。それぐらいなら、わたしが」

「んもぅ！　わかった、やればいいんでしょ！」

　カラは吐はき捨てて、櫂かいをひったくると舟に飛び移る。

　そのあいだにアリアンは、桟橋で体の砂を振り落としていた。しかしまるで体から湧わいて出てくるように、振ってもはたいても砂は落ちてくる。

「置いていくからの、小娘。砂の固まりのくせをして無む駄だじゃ」

　フェイエッテがふふんと笑う。アリアンはむっときたが、たしかにそのとおりだ。あきらめて桟橋から舟へと飛び移ろうとしたとき、レオンが腕を差し伸べた。

「アリアン。手を出せ」

　アリアンは一いつ瞬しゆんためらったが、今度は素直にレオンの腕につかまった。

　細腰に手をまわし、彼はアリアンを舟に下ろす。わずかな接触だったが、それだけでアリアンの鼓動は早くなる。砂まみれの自分の体がますます恥ずかしくなった。

（もう……いちいちこんなことを意識するなんて、あたくしおかしいわ……！）

　熱い頰ほおを隠すために、アリアンは急いで腰をかける。レオンは櫂を手にして、その後ろの漕ぎ手用の座面に腰を下ろした。各おの々おのも位置を決めて座る。

　ハーヴィンがもやいをはずして桟橋を櫂でついた。舟はゆっくりと川べりを離はなれていく。

「で、これってどうやって使うわけ？」

　メルキオが櫂をひねくりまわしてぼやいた。レオンが後方から声をかける。

「片手で櫂の先せん端たんをにぎって、もう片手で平たい部分のすぐ上をにぎって垂直に水面に下ろし、体ごと後ろに持っていくようにして漕ぐ。わかったか」

「………………わかった、ような、気がするよ」

　みなはそろって漕ぎ始めた。レオンとハーヴィンはさすがに巧みに櫂を操り、カラもなんとか漕いでいるが、メルキオだけはもたもたと櫂と格かく闘とうしている。

「おまえなあ……」たまらずレオンがいった。「少しはまわりと合わせる努力をしろ」

「くっそ、なんだよ。乗馬の仕返し？」

「安心しろ、笑わないから」

「そのいい方が笑ってるじゃないか！」

　ふたりのやり取りを聞いていたアリアンはたまらず顔をほころばせた。

「さすが、船の扱いは得意というだけはあるのね、レオン。でも海かい賊ぞくがこういう小舟の操船にも長たけているなんて意外だわ」

「そうでもないさ。でかい船は小まわりが利きかないから、港への出入りは小舟で移動するしな。それに、海かい賊ぞくはそんなに大きい船に乗るわけじゃない。船幅が狭くて帆の多い、速さの出る船が多いんだ。なんたって目星をつけた船に素早くせまってさっさと襲おそってさっさと奪って、素早く逃げていかなきゃならないんだからな」

「まあ……あたくしが聖せい王おうになったら、海賊なんて野や蛮ばんな人種はきっと一掃してよ」

「小娘に捕まるような間抜けに海賊稼か業ぎようが務まるか」

　ふたりはふん、とにらみ合ってから、次の瞬しゆん間かんこっそり笑みをこぼした。

（そうよ、こうしているほうが楽しいわ。あんなおかしな風に意識なんて……）

　川面かわもを渡る涼しい風が、アリアンとレオンの頰ほおを優しくなぶって通りすぎる。

　流れにかぶさるように生い茂る木々の深緑を映して、川面は深みのある美しい緑に染まっていた。小舟は緑の水面に長くさざ波を引き、ゆるやかな流れをさかのぼっていく。

　やがて川幅が狭せばまる。行く手には深い木立が覆おおいかぶさっていた。このまま進めば木立につかえてしまうだろう。レオンが身を乗り出していぶかしげにいった。

「おい、あれじゃぶつかるぞ。森のなかを進むっていうんじゃないだろうな」

「そのとおりじゃ」船尾からフェイエッテがいった。「さっさと漕こぐがよい」

「進めばわかります」ハーヴィンが手を止めずにいった。

　舟はまっすぐ木立へ進む。茂る枝葉に身を刺されそうで、アリアンは身を縮めた。

　突然、奇妙な感覚に襲われた。体が引き伸ばされるような……視界がゆがみ、音が間延びし、景色がぐにゃりと曲がる、そんな不可思議な感覚だ。思わずアリアンは目を閉じた。

「……もう、漕ぐ必要はありません」

　ハーヴィンの声に、夢から覚めたような心地でアリアンは目を開ける。

　とたん、あまりの驚おどろきに息を忘れた。景色が一変していたのだ。

　そこは、深い森と高い山々に囲まれた海……いや、とほうもなく大きな湖だった。

　頭上の空を映す澄すみ切った青い水面が、鏡のように舟の姿を映している。

　行く手の湖の中心には────木々の絡からみつく、不思議な遺跡がそびえていた。

「ここが、われらが神のおらるる神しん域いき……〈翠すい海かい〉じゃ」

　フェイエッテの誇らしげな声が、船尾から響ひびき渡った。
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　あまりの光景に、レオンの手が櫂かいから離はなれた。

　舟はそのまま、漕ぐものもないのに静かに水面を進んでいく。

　いきなり前触れもなく現れた湖、一変した景色、水中から天へ向かってそびえ立つ朽ちた建造物……それは、とてつもなく不可思議な眺めだった。

　背後を振り返る。入ってきたはずの川はどこにもない。周囲は見渡すかぎりの深い森で、外へ出る場所など初めからなかったように思えた。

「見て、水面の下に街が……！」

　アリアンが舟べりから身を乗り出して指差す。一同ものぞきこんで声を上げた。

　水面を透かして、いくつもの真っ白な平屋根が見えた。

　まるでひとつの街をそっくり沈めたように、水底で家々が整然と立ち並んでいる。高い塔のような建物もあれば、彫像に囲まれた大邸宅らしき建物もあり、段を積み重ねた廟びようのごとき場所も、凝こった彫刻が壁に施ほどこされた記き念ねん碑ひらしきものも見えた。

　銀の鱗うろこを閃ひらめかせ、魚の群れが舟の真下をよぎる。ひとのいない水底の街へ、魚たちは自分たちこそが住民だというかのように、悠々と泳ぎ去っていった。

　舟は街の上を進み、湖の中心にある巨大な古い遺跡のかたわらにさしかかる。

　崩れかけた段状のテラス、そこかしこに並ぶ太い円柱や古びて黒ずんだ彫像、戦士や乙おと女めを描いた壁の浮き彫り、レオンには読めない古い飾り文字……。

　苔こけむした遺跡は、無言でその歴史を語りかけているようだ。

　遺跡のテラスや屋根には盛り土をして植樹され、太い樹の根が縦じゆう横おう無む尽じんに伸びて壁や柱を割って深く絡からみついている。特に頂には、ひときわ巨大な木が生えていた。

　まるで森に侵食されたような、見るからに不思議な建造物だった。

　やがて舟の進む先に、いくつもの四阿あずまやが見えてきた。先ほど見たのが水中の街なら、ここは水上の街だ。それぞれの四阿は行き来できるよう、桟さん橋ばしで結ばれている。

「水上湖こ亭ていです」舳へ先さきからハーヴィンがいった。

「水上湖亭……」アリアンがつぶやく。「あなたがたの住まいなの？」

「いいえ。ここは……大昔の住民の、住まいです」

　ハーヴィンは静かに答える。なぜか、その声はなにかを悼いたむように沈んでいた。

　舟は岸辺の船着場に近づく。桟橋には、レオンたちが乗るのと同じ型の舟が何艘そうもつながれていた。だが一艘だけ、船室を備えた帆かけ船が離はなれた桟橋に係留されている。

　かなり古めかしい形式の船だ。帆柱は一本。舳先にも帆を掲げる小さな柱がある。船体は大きく丸く、ふくらむように湾わん曲きよくしていた。

　舟は桟橋のそばに滑すべりこみ、ぴたりと止まった。フェイエッテが真っ先に飛び降りる。ハーヴィンも桟橋に上がり、もやいをつないだ。みなはつづいて舟から降りる。

「シャイラ！」フェイエッテが両手をいっぱいに振って走り出す。「ただいま！」

　少女の呼び声に、みなは近づく人影に視線を移した。とたん、そろって目をみはる。

　桟橋に歩んできたのは────長い緑の髪をひとつのお下げに編んだ幼い少女だった。

　真緑の髪は、まさに緑の青草そのもの。まなざしはこの翠すい海かいの水面のごとく静かで、木々の梢こずえを映したような深い緑。不可思議な印象の少女だ。

　それだけではない。小さな少女の体から立ちのぼる霊れい気きのような気配。それは、なにか……とても非人間的だった。レオンはひそかにごくりとのどを鳴らす。

　あれは、人間ではない。あきらかに人間以外の存在だ。

　フェイエッテが満面に笑みを浮かべ、不思議な少女のまわりで飛び跳ねた。

「シャイラ、ちゃんとつれてきたぞ。どうじゃ！」

「ええ、ご苦労さま。ハーヴィンも……」

　シャイラと呼ばれた少女は鷹おう揚ようにほほ笑み、みなに向き直った。

　レオンはいぶかしげに眉まゆをひそめる。彼女の動作や口調は、外見の年齢と比べて不自然にゆっくりだ。元気に飛び跳ねるフェイエッテと比べると違いがよくわかる。

　見た目は幼くても、まるでその内にある魂たましいは──とても年経ているように思えた。

「ようこそおいでくださいました、みなさま。吾あの名はシャイラ。妖よう精せい小こ人びとリリピティエンの長おさ……長というても、すでにわれら三人しかこの神しん域いきには住まうておりませぬが」

　吞のまれたように声もないレオンたちに代わって、ラウルが一歩進んだ。

「神秘なる古き種族よ。翠すい海かいの神の招きに、この上なき感謝と畏い怖ふの念を表します」

「丁てい寧ねいな謝辞、いたみいりまする……ラウル」

　レオンは目をみはる。隣となりで寄りそうアリアンも瞳ひとみを見開いた。

　ラウルは名乗っていない。だが、シャイラはたしかに彼の名を呼んだのだ。
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　シャイラは凍りつくレオンたちに視線を移すと、口を開いた。

「あなたが、メルキオですね。王の擁よう護ご者しやたる、ギガスの裔えい……ウォルカヌスのうつほ」

　メルキオは驚おどろいて声もない。シャイラは次にジジにまなざしを向ける。

「そしてあなたは、魂たましいを奪われし獣けもの……ジジ」

「わたしのことがわかるのですか」ジジが一歩踏ふみ出した。「わたしが、なにものか」

「はっきりとは。あなたの過去は、だれかが覆おおいをかけておりまする。吾あの力で見通せたのは……あなたも奪われた過去と魂ゆえに、大いなる神の器たるものということのみ」

　ジジはつぶらな瞳ひとみをまばたかせたが、その表情を変えず、踏み出した足を引いた。

　それからシャイラは、うさんくさそうに眺めているカラにいった。

「あなたは、女戦士カラ──大だい鴉あを追うもの」

「!?」カラは黒い瞳を大きく開き、驚きよう愕がくに身を貫かれたように硬直した。

　レオンはひそかに驚いた。女戦士カラにも、秘められた素す性じようがあるというのか。

「大鴉……創そう生せい神しん話わと英雄ライオネルの伝説に出てくる古き種族のこと？」

　かたわらでつぶやくアリアンの声に、カラの声がかぶさった。

「どうして知ってるのよ!?　あたしはだれにもそんなこといった覚えないし！」

「あなたの魂の来こし方かたに、深くかかわりがありますゆえ」

　シャイラは言葉を失うカラに優しくほほ笑むと、最後にレオンを見上げて訊きいた。

「そして、あなたがレオン……アリアン聖せい王おう女じよは、どちらに」

　アリアンがおずおずと歩み出た。砂まみれの彼女に、シャイラは目をまばたかせる。

「あたくしがアリアンですわ。このような格好で……失礼いたします」

「どうぞお気になさらず。では、あなたがたが」

　ふいに彼女の表情が、厳しく引き締しまる。

「天てん外がいの客きやく旅りよと、神の完全なる座……なのでございますね」

　ふたりは凍りついた。アリアンが、ぎゅっとレオンの腕をにぎりしめる。

「……説明してくれ」レオンは低い声で訊いた。「その言葉は、どういう意味だ」

「この世のものではない旅人。そして神々のすべてを注がれるための器……という意味でございます。また、のちほどにゆっくりお話ししましょう。まずは、お体の汚れを落とされたらいかが。近くに小さな渓流がありますゆえ、どうぞ水浴びでも」

「そんなことなどさせず、さっさと用を済ませて追い出せばいいのに」

　フェイエッテが口を尖とがらせていった。シャイラが優しくたしなめる。

「彼らはわが神の客人。もてなしもせぬのは、わが神への礼れい儀ぎを欠くことになりますよ」

　フェイエッテはむっとした顔で黙だまる。ハーヴィンが穏おだやかにいった。

「みんなを案内してくる。湖こ亭ていへはそのあとでいいよね」

　シャイラはうなずくと身をひるがえした。ハーヴィンとフェイエッテもつづく。

　歩き出す三人を、一行はぼう然と見送る。足を踏ふみ出すのをだれもがためらっているようだ。しかしラウルだけはみなを振り返り、にっこりと優雅にほほ笑んだ。

「渓流での水浴び──なんとよい響ひびきでしょう。常と異なる体験も旅の興ですよ」

　歌うような美しい声にうながされ、しかたなくみなは桟さん橋ばしを歩き出した。レオンだけは暗い谷底にも似た険しいまなざしで、シャイラとラウルの背中を見つめている。

「……レオン」アリアンがレオンの腕に触れた。

　はっとレオンはわれに返る。案ずるような彼女の表情に、彼は目線を和やわらげて苦笑した。心中は穏おだやかではないが、いまは目の前の砂まみれの少女をなんとかすべきだ。

　アリアンとともに、レオンもやっと歩き出した。




　ハーヴィンに案内され、一行は生い茂る木々のあいだの小道を抜けて進んだ。

　やがて前方から、涼やかなせせらぎの音が聞こえてきた。

「こちらです」ハーヴィンが頭上にかぶさる梢こずえを手で払った。

　とたん、アリアンが感嘆の声を上げる。「まあ……すてき！」

　目の前に清らかな渓流が現れた。陽ひに照らされた岩のあいだを澄すんだ水が流れ、小さな滝が、岩肌を叩たたいて涼しげなしぶきを上げながら、青い滝つぼに落下している。

　せせらぎの音は耳にさらさらと心地よく、透明な流れは底まで見通せて、滝のしぶきはまぶしい陽の光のもとで、まるで宝石をまきちらしたように輝かがやいていた。

　見るからに気持ちのよさそうな場所だ。砂だらけのアリアンは心底嬉うれしくなった。

「わあ」メルキオも嬉しそうにのぞきこむ。「冷たそうでいいね！」

　ジジも流れを見下ろす。「こんな澄んだ川は見たことがありません。とても綺き麗れいです」

「山に降る雨が土ど壌じようと森によって清められているからだよ」ラウルが感かん慨がい深げにいった。「ああ、この流れに身を浸したら、どんな至福のひと時を過ごせるか……」

　みなが見とれているなかで、レオンだけは後方でむっつりと腕組みをしている。そこに、カラが珍めずらしく声を弾はずませていった。

「水浴びにはもってこいよね。舟なんて漕こがされて汗かいたから、ちょうどいいし！」

「えっ」思わずアリアンは陶とう酔すいを破られた。「まさか……一いつ緒しよにって、こと？」

「あったりまえでしょ。お姫さまひとりの場所だと思ってるわけ？」

　きっぱりといわれ、アリアンはたじろいだ。女同士とはいえ人前で裸になるのは抵抗がある。しかし下着にまで砂が入りこみ、どうでも全部脱いでしまわなくてはならなかった。

「と、いうわけで」カラは振り返った。「男どもは──まわれ、右」

「ええーっ!?」メルキオが声を上げた。

「ご自分たちで独占というわけですか？」ラウルが両手を広げる。

「なによ、まさか一緒に入るつもりでいたわけ？　お坊ちゃまと口先男は」

「えっ、いや、全然そういうわけじゃないよ……！」メルキオは急いでいった。「せっかく気持ちよさそうだから、ぼくも入りたいと思っただけで……」

「あきらめろ、メルキオ」レオンがそっけなくいった。「カラに殺されるぞ」

「まったくです」ラウルがやれやれと首を振った。「一時の快楽で身を滅ぼす愚おろかさもひとの世の常ですが、わざわざわたしがする必要もありませんからね」

「師匠」ジジがつぶらな瞳ひとみをまばたかせた。「やっとそれを学んだのですか？」

　情け容よう赦しやない指摘に、うっとラウルは言葉をつまらせた。

「ええと……では、わたしたちはあとで入らせていただきましょうか」

　ラウルは咳せき払ばらいをして身をひるがえす。メルキオもぶつぶつぼやきつつ歩き出した。

　レオンは立ち去りかけて──ふと振り向くと、人差し指でカラを指した。

「おい、カラ。あんまり……手荒にするなよ」

「だれに。お姫さまに？」ふふん、とカラは笑った。「心配なら一緒に入ったら？」

「なっ……あ、阿あ呆ほうか！」

　レオンは乱暴にいい捨てて足早に歩いていく。ハーヴィンも会え釈しやくして無言で立ち去った。

　娘三人がその場に残る。アリアンは緊きん張ちように身をこわばらせた。カラとふたりきりでなくてよかったと思いつつ、やはりこの場で服を脱ぐのはためらわれる。

「あ、あたくしはあとで水浴びさせていただくわ。おふたりで、どうぞ先に入って……」

「はぁい、お姫さま」カラはにっこりとほほ笑むと──ふいに動いた。

　アリアンがはっと息を吞のんだときには、カラの顔はすぐ目の前にあった。

「だめです、カラ……」ジジの声が聞こえた瞬しゆん間かんだ。

「えっ」天地がひっくり返ったかと思うといきなり「みっにゃあぁあっ!!」

　アリアンは、頭から冷たい水に落っことされた。
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　冷たく涼やかな流れに金の髪が広がる。

　アリアンは裸で川に肩まで沈んでいた。滝つぼに放りこまれて溺おぼれる寸前、ジジが助けてくれたのだ。放りこんだカラはそ知らぬ顔で、一足先に裸で水浴びをしている。

　汚れたアリアンの衣服はジジが手て際ぎわよく洗い、髪まで洗ってくれた。当たり前のようにやってもらっていたアリアンは、途中ではたと気づいた。

「いいのよ、ジジ。そんなことしなくても。あなたはあたくしの侍じ女じよではないもの」

「ですが、アリアンさんはご自分でできますか」

　そういわれると言葉がない。高貴なる身分のアリアンは、身のまわりの世話をされるのが当然だった。逆に自分ですると、仕えるものの職分を奪うと厳しくいさめられてきたのだ。

　だがやはり、なんでもこなすジジには感嘆の想おもいがこみ上げる。

　衣類を岩場に広げて乾かすジジから、アリアンはカラにそっと視線を移す。

　カラは腰まで水につかり、ほどいた髪を洗い終わったところだった。女戦士のみごとな裸体に、アリアンは水に落とされたくやしさも忘れて、つい見とれてしまう。

　陽ひの光に黄金に輝かがやく黒い肌、無む駄だな肉がひとつもない鍛きたえ抜かれた体、引き締しまった二の腕、水に濡ぬれて光る張りつめたふともも、まっすぐな背筋に流れるつややかな黒髪。

　なにより、量感たっぷりなのに、ツンと上を向いた張りのある乳房……。

　カラが澄すんだ水をすくってかけると、きらめく流れが豊かな乳房を伝い落ちていく。それは胸がどきどきするほど美しい眺めだった。

　ジジが服を脱いで水の流れに足を入れる。アリアンは思わず目をみはった。

　剣技に優れたジジの体は軽く陽に焼け、無駄なく引き締められている。ほっそりした手足は伸びやかで野の獣けもののようだ。そして──そしてその胸は、結構大きい。

　いつもは体の線を隠す服装でわからなかったが、ジジは意外にも女らしい体型だった。

　アリアンは水につかった自分の体を見下ろす。

　肌は白すぎるし、華きや奢しやといえば聞こえはいいが瘦やせっぽちだし、手足は柔らかすぎて……要するに、貧弱。ジジとカラに比べれば、自分のささやかなふくらみなど、「つまめる」程度の大きさしかないように思われた。

（……はぐぅ……）アリアンはわれ知らず、ぶくぶくと水のなかに沈んでしまう。

「アリアンさん。陽ひ射ざしは暑くても水は冷たいです。つかりすぎると体が冷えます」

　体を洗っていたジジがいった。カラが濡れた髪を編みつつ笑う。

「変なお姫さま。自分から沈むことないじゃない？」

「なによっ、自分で放りこんでおきながらその言い草！」

　思わずアリアンは立ち上がって叫ぶ。だが自分が素裸なことに気づいて、あわてて胸を隠してばしゃんと水に沈んだ。カラは黒い瞳ひとみを見開いた。

「へえ、薄うすべったいとか平べったいとか散々レオンがいってるから、板みたいに真っ平らかと思ってたけど……まったくない、こともない、かも？」

「ないならないってはっきりいえばいいでしょう！」アリアンが水のなかから叫ぶ。

「そうよね、隠すほどはないし？　でも、わざわざ薄いって連呼するぐらいだから、レオンって実は大きいのが好きってことよね」

「なっ……」あまりの言葉にアリアンは衝しよう撃げきを受けて絶句した。

（そうなの？　そういうことなの？　そ──そうよね、女のあたくしから見ても、あるほうが素す敵てきだし、魅み力りよく的てきだし、女らしいし……あぅう……）

　アリアンはまたもやぶくぶくと水に沈んでしまう。

「カラ」ジジが、心なしかとがめる口調でいった。「悪あく趣しゆ味みです」

「だって楽しいじゃない？　まるで赤ちゃん河ふ豚ぐみたいよね。ちょっとつつくと、すぐにぷくうってふくらんじゃって！」

　その言葉に、アリアンはからかわれたのだとやっと気がついた。

　かっと頭に血が昇る。完全に頭にきた。もう我が慢まんできない。次代聖せい王おうたる自分がここまであざけられるいわれはない。ざばりと水をはね上げて立ち上がると、アリアンはない胸を大きくそらし、カラに向かって挑むようにいった。

「だからなによ。レオンの好みがどうでも、あたくしに胸がなくても、彼があたくしを守る戦士で、あたくしが彼の主あるじであるのになんの関係もないわ。あなたがどういうつもりか知らないけれど、そんな挑発は無意味よ！」

「へえ、いうじゃない。それだけレオンとゆるぎない結びつきがあるっていうわけ？」

「ええ、そうよ！」

「なのに、あくまでただの主従関係だっていい張るのよね」カラの瞳ひとみが興味深げに光る。「だから、ランゴニアの愚ぐ鈍どん皇こう帝ていと結婚してもかまわないってこと？」

　アリアンは胸を衝つかれた気がした。一いつ瞬しゆん、返す言葉もなく絶句する。

「そ──それこそレオンとは無関係よ。婚こん姻いんは同盟の重要な条件ですもの……」

「ふぅん。ま、為い政せい者しや同士の婚姻なんてそんなものだけど。でも自分の気持ちにもあいつの気持ちにも、ずいぶんと鈍感すぎるんじゃない？　それともわざと無視してるわけ？」

（自分の気持ち……？　それに、レオンの気持ち？）

　アリアンは戸惑う。カラは水から上がり、岩の上に裸の尻しりを下ろすと薄うすく笑った。

「色々いわれてるけど、あの助すけ平べいじじい……愚鈍皇帝ブルトゥはましなほうよね。他の貴族どもや皇こう太たい子しなんかよりは。あんまりじじいだから、寝室じゃ役立たずって話だけど」

　とても露ろ骨こつないい方だったが、アリアンには意味が通じない。いぶかしげに見返すと、女戦士は意味ありげに目配せをした。

「たとえ、いつくたばるかわかんないじじい相手の清い婚姻でも、いったん帝てい国こくに嫁かしたなら、もうお姫さまの身は自由にならないよね」

　その言葉に、アリアンは息がのどの奥につまった。横からジジが口を挟む。

「まさか、皇帝が亡なくなったら、アリアンさんは皇太子と娶めあわせられるとでも？」

「可能性は低くないんじゃない。皇太子だけじゃなくて、他の選せん帝てい侯こうとかね」

　体が冷える。水の冷たさだけでないのはたしかだった。アリアンは、濡ぬれた髪に覆おおわれた小さな乳房の上の手をにぎりしめ、つまる息を絞り出した。

「……それでも〈無む貌ぼうの王おう〉と誓約を結んだままなら、だれのもとに嫁そうが同じよ。なによりもあたくしの身は、あたくしだけのものではないもの」

「はぁん、故国のものとか、民のものとでもいいたいわけ？」

「そのとおりよ」

　アリアンはきっぱりと答えた。その彼女を、漆しつ黒こくの瞳ひとみが厳しく見つめる。

「気高くご立派な聖せい王おう女じよさま。その誇りが、いつかみじんに打ち砕かれないといいよね」

　カラは顔をそむけ、編んだ髪を器用に後ろでまとめ始める。アリアンは困惑した。カラがなぜそんなことをいうのかわからない。まさか、案じているとでも？

（そういえば……シャイラどののいった「大だい鴉あを追うもの」とは、どういう意味かしら）

　開けっ広げな言動のわりに、カラも謎なぞが多い気がする……。

　そのとき、カラが優美な肉体を誇示するように胸をそらしていった。

「で、いつまで入ってるわけ。あんまり冷たい水につかってると縮むかもよ──ない胸が」

　いきなりカラに向かって水が盛大にはね上げられた。ぼたぼたと頭から水を滴したたらせてまばたきするカラに、アリアンが挑むようにつんとあごを上げた。

「皮肉ならレオンから聞き飽きていてよ。もっと洗練されたいい方にしてくださる」

「そうですね。もう少し上品な内容だと、差別化がされると思います」

　平静な声でジジがいう。どうやら彼女も一いつ緒しよになってカラに水を浴びせたらしい。

「なによ、どうしてジジまでお姫さまの味方するわけ!?」

「その大きな胸に手を当てて、よく考えればわかると思いますが」

「……ふぅん、そう」不ふ機き嫌げんそうに半眼になったカラは、ばしゃんと水に降り立った。

　アリアンは身を硬くして水のなかで一歩下がった。ジジも身がまえる。

　突然、水しぶきが浴びせられた。アリアンが身を縮めた瞬しゆん間かん、足払いを受けた。

「みぎゃ……っ！」どぶん！　とアリアンは背中から水にひっくり返る。

「アリアンさ……ゃっ！」助けようとしたジジは、その隙すきに足を払われて倒れた。

　頭から顔から滝のように水を滴らせ、アリアンとジジが水のなかから頭を出す。そんなふたりを鼻で笑って、カラは見下ろした。

「なにを溺おぼれているのよ、小魚ちゃんたち？」

　その言葉にアリアンとジジは同時に顔を見合わせ──いきなり、カラに飛びかかった。




　木立のあいだから、花を挿さした明るい若草色の髪がのぞく。フェイエッテだ。彼女は嬌きよう声せいを上げて恐ろしい勢いで水をかけ合う三人の娘たちを、呆あきれたように見やった。

「呼びにきてやったに、小娘どもなにをしておる。ずいぶん、楽しそうじゃが……」

　といいかけて、あわてて彼女は首を振った。

「あんな馬ば鹿かな真ま似ねのどこが楽しいのじゃ。まったく、人間どもはどしがたい種族ぞ！」

　フェイエッテは憤然とした表情を無理やり作り、三人に歩み寄っていった。







　レオンはハーヴィンに案内され、メルキオやラウルとともに岸辺まで戻ってきた。

　渓流から引き返すとき、後方から聞こえてきた仔こ猫ねこがつぶれるような声と激しい水音が気にかかる。あれはアリアンの声だろうか──まさか、カラが彼女になにかしたのでは？

　だが見にいくわけにもいかない。レオンは焦しよう燥そうにかられつつ無言で歩きつづける。

　ハーヴィンが桟さん橋ばしの前で立ち止まり、水上に並ぶ湖こ亭てい群を指差した。

「あれがみなさんの旅りよ亭ていとなります。お好きな場所に荷を下ろしてください」

「悠長に泊まっている暇はないんだがな」レオンが厳しくいう。「さっさと魂の誓約ゲアスの猶ゆう予よを延ばす法とやらを済ませて、ここから出してくれ。あんたたちもそれをお望みだろう」

「そんなにお引き止めはしません」ハーヴィンは丁てい寧ねいに答えた。「外がい界かいとは時の流れが異なる神しん域いきにいれば、あなたがたにも影えい響きようが強く及んでしまいますから」

「それこそごめんこうむるぜ……そういえばベルギカ侯から聞いたが、ベルギカ領ではいま、奇妙な異変──海に流した死人がよみがえるというあり得ない話が起こっている。いくら外界と時の流れが異なるといっても、しょせん地続きだ。神域になにか影響はないのか」

　レオンの問いに、ハーヴィンの面おもてを大きな驚きよう愕がくがかすめた。穏おだやかな態度を崩さなかった彼が初めて見せた、あらわな感情だった。

「なんですって……!?　いいえ、僕は初耳です。それに──それに」

　だがその感情はたちまち消えた。彼は顔をそむけると低い声でいった。

「ここは、わが神エススが、妖よう精せい小こ人びとのために造りたもうた聖域です。外界の争いも異変も、けっしてここには及ばない。だから僕らには……外界のことなど、関係ありません」

　そういうとハーヴィンは桟橋を歩き始めた。レオンは隣となりのメルキオと顔を見合わせる。だが、ラウルがわれ関せずとばかりにさっさと歩いていくので、しかたなしにあとを追った。

　三人はハーヴィンの案内で手近な湖亭のひとつに入る。

　湖亭は木造の草ぶき屋根だ。扉代わりに入り口に垂らされた薄うすい帳とばりが、水面を渡る風に涼しげにゆれている。内部は板張りの床。敷しき具ぐをつめた布製の吊つり寝ね床どこが吊つるしてある。帳を巻き上げ、風を通して、この吊寝床で昼寝をしたら、さぞ心地いいに違いない。

「へえ、休憩にはぴったりだよね！」

　メルキオは部屋の隅に荷物を放り投げ、身軽に吊寝床に飛び乗って寝転んだ。寝床が大きくゆれる。そのゆれに身を任せ、メルキオは気持ちよさげに目を閉じた。

「なにをひとりでくつろいでるんだ」とレオン。

「そういわずに君もやってみなよ。なかなか気持ちいいよ」

「そんな気分になれるかよ」レオンは肩をすくめた。

　閉ざされた謎なぞの神域、シャイラやハーヴィンの不可解な言動、意味不明な〈魂の誓約〉の猶予を延ばす法……それらを考えると、とてもくつろげる気にはなれない。

「見れば見るほど不思議な場所ですね──この神域は」

　亭の外側には、周囲の景色が見渡せるよう広ひろ縁えんが作られている。その広縁から、ラウルの感嘆するような声が聞こえてきた。

「湖底の遺跡は古こ王おう国こくロレアンティス時代の様式、かつてはここも古王国の版はん図とだったという証拠です。あれほど立派な建造物なら、かなり多くの人々が住んでいたはずですね」

「ええ。はるか昔……この神しん域いきで妖よう精せい小こ人びとと人間は、ともに暮らしていたそうです」

　ハーヴィンの返事にレオンは振り返る。広ひろ縁えんに立つふたりの影が薄うすい帳とばりに映っていた。

（人間と妖精小人が、ともに暮らしていた？）

　いわれてみれば、この湖こ亭ていは人間に合わせた作りだ。

　壁や天てん井じようの高さも、床や吊つり寝ね床どこの大きさも。だが、ロレアンティス時代ということは二千年近く前だ。その頃ころからずっと、朽くちることなくこの建物はあったのか？　あるいはずっと後代になって、人間だけが去っていったのだろうか？

　様々な疑問が、レオンのなかにあとからあとから湧わき上がってくる。

「では、翠すい海かいの中央にある建造物はどんな場なのです……」

　しきりに話しかけるラウルの声が移動していく。どうやら別の湖亭にいくようだ。

「ねえ、レオン」

　メルキオの声にレオンは視線を戻す。メルキオは吊寝床の上で天井を見つめていた。

「このあと……つまりここでの用事が終わったらってことだけど、どうなるのかな」

「気が早いな。あのシャイラって妖精小人が、俺おれたちをどうするのかはっきりわからないのに。まあ、そうだな……当然アクィタニアに戻って、本土奪だつ還かんの戦いくさへ出るんだ」

「それだよ」メルキオは身を起こした。「殿でん下かは──君は、どうするつもり」

「どうするって、二国側の援軍のもとへ、アリアンと聖せい王おう国こく軍ぐんとともに移動するんだ」

「え、向こうの軍がこっちに合流するんじゃないの」

「違うさ。あちらの軍は俺たちよりずっと多いだろう。兵を移動させるだけでも食料や資金が必要になるし、規模がでかければそれだけ日数がかかる。こっちが動いたほうが早い」

　説明するレオンのまなざしが険しくなる。

「移ったはいいが、二国側との軍議で、こちらの侵攻計画がどこまで通るかだな」

「そうだね。聖王国軍には目ぼしい人材がない」メルキオも、口もとを引き締しめる。「一応、主将になっているのは若造のぼく。武官として参加してる君も若い。それ以外の武官や軍ぐん吏りは、セレネの重臣のなかから徴ちよう用ようしたけど、大がかりな戦には不慣れだ……」

　レオンは、ふっとベルギカ侯ボドワンの顔を思い浮かべた。

　辺へん土どの領主とはいえ、長年施政を行い、様々な経験を積んでいる。海上での死し影えいどもとの戦いの際にも、あんな異様な状況にありながら、とっさに冷静な指示を出していた。

　侯こう爵しやくに自軍に加わってもらえないか──と思ったときメルキオがいった。

「じゃあ、そのあと……殿下とブルトゥ皇こう帝ていとの婚こん姻いんのあと、君はどうするの？」

　一いつ瞬しゆん、レオンは言葉を失った。

「……なにを、気が早いことを……目の前の戦いくさですら、どう転ぶかもわからないのに」

「戦が終わる終わらないは別として、婚こん儀ぎは進められるはずだ。そのあと、君は殿でん下かにどう仕えるつもりなんだよ」

「あいつの──婚こん姻いんと、俺おれの進退は関係ないさ。あいつを守って戦うのに変わりはない」

　のどの奥に絡からむ声を無理やり絞り出し、レオンは答えた。だがメルキオはひょいと吊つり寝ね床どこから飛び降りると、心配そうな表情でいった。

「本当にそう思ってるの？　いまはいいよ。小規模の軍で人手は足りないし、君が殿下を救った英雄だって名声は知れ渡ってるし。けど、大国に移ったあとはどうなる？　いったよね、聖せい王おう国こくはがちがちの血統主義だって。それは帝てい国こくだって同じさ。身分のない傭よう兵へいのままだと、殿下を守るどころかそばに仕えるのだって困難になる。殿下が皇こう后ごうになったらなおさらだよ」

〝……あんたひとりが守るっていったって、限度があるよね……〟

　ふっとレオンの耳じ朶だを、カラの声がよみがえって打ち据えた。ヴュークスの遺跡でいわれた言葉だ。こうして比べてみると、いまメルキオがいった言葉とよく似ている。

「おまえ……なにが」レオンはかすれた声で訊きいた。「いいたいんだ」

「なんとしても、君はなにかの地位を手に入れるべきだってこと。セレネも心配していたし、殿下だって君へ与える名誉を考えているはずだよ。だからさ……思ったんだけど」

　メルキオは一いつ瞬しゆん言葉を区切ると、それから思いきったように告げた。

「──ぼくの代わりに、聖王国軍の主将に君がつくのは、どうかな」

　レオンは一瞬、自分の聴ちよう覚かくを疑った。

「っはあ!?　な──なにをいうんだ、おまえ。阿あ呆ほうか、それとも正気か！」

「そういうと思ったよ」メルキオは肩をすくめる。「でも、真ま面じ目めなんだけどな」

「おまえは出世したいんじゃないのか。それにダンジェリー兵のことを考えろよ！」

「いや、以前みたいになにがなんでもって気は……あまりない。たしかに、ぼくはダンジェリー兵に一番責任がある。なんとしてもダンジェリー領を取り戻して、彼らを故郷に帰さないといけない。でもそのために、聖王国軍の主将である必要はないよ」

「断る」レオンはそっけなくいった。「地位が必要なら、自分の力で手に入れるさ。それが本当に必要ならな。一兵卒でもアリアンを守ることはできる」

「そんな、自分の能力をどう思ってるんだよ！　面と向かっていうのもしゃくだけど、君のほうがぼくよりずっと主将にふさわしいよ。多勢に命令しなれているし、状況に応じて臨機応変に動けるし、場を見きわめる冷静さがあって剣の腕も優れて口も達者で──うぁっ！」

　いきなり額をレオンの掌しよう底ていではたかれて、メルキオはのけぞった。

「あんまり褒ほめたたえるなよ、むずがゆい」

「いちいち乱暴だな、君は！」メルキオは額を手で押さえていい返した。

「悪いな。はたきたくなる頭なんだ。それに」といってレオンは、ぐいとメルキオを指差す。「そんなのは理由にならない。おまえはアリアンに──聖せい王おう女じよに、聖せい王おう国こく軍ぐんの主将として任じられたんだ。その決定を勝手にくつがえすのは主あるじの決定を軽んじるって意味だ」

「……あ」メルキオがしまったという顔になる。「じゃあ、殿でん下かに進言って形で……」

「進言を受け入れても、アリアンが重要な決定を安々と変えたと思われるだけだ。それにダンジェリー兵は、領主の降格をどう感じると思う」

　レオンはいい聞かせるようにいうが、メルキオはひるまずいいつのった。

「でも、あえて打算的ないい方をさせてもらうなら、ダンジェリー領を取り戻すためにも確実に戦いくさには勝ちたいんだ。だからより有能な君に軍を率いてもらいたいんだよ」

「いいや、俺おれは異国人の若造だ。異国人を頭に据えて兵が納得するか。どうせゆずるなら、相応の経験を積んだ人間にしろよ。それならまだ兵たちも受け入れるさ。

　いいか、俺のほうがふさわしいなんていうな。遠いダンジェリー領から兵を率いて、アクィタニアまで敵中を突破してきた腕が、おまえにはあるじゃないか」

「必死だっただけさ。それに兵を率いるもなにも、たった二十四人だよ」

「阿あ呆ほう。二十四人も、だ。敵地で逃亡する兵がどれだけ目立つと思う。それをいうなら、俺はアリアンたったひとりもリールエルバンで逃がせなかったんだぜ」

「けど、それと将の器かどうかってこととは……」

「違わない」レオンはきっぱりといった。「二度とそんなくだらん寝言はいうな」

　レオンの本気をメルキオは感じとったらしく、一いつ瞬しゆん口をつぐむ。

「わかったよ……でも、君はいつまで傭よう兵へいって身分に甘んじてるつもりなんだ？　身分のない一兵卒にも等しい傭兵なんて、おえらいヤツの一言でどうにでもなるんだよ。君がそばを離はなれたら、殿下はどうなるんだ。それで平気なのか？　君は──君と殿下は」

　これ以上ない熱心さで、メルキオはいった。

「お互いを、どう思っているんだ」

　とっさにレオンは返事につまる。「どうって……どういう意味だ」

「君たちが──怒らないでくれよ──ただの男女関係なんかじゃないってのはわかる。好きだの惚ほれただの、そういう理由でつながっているわけじゃないってのはね」

「あ、あったりまえだ！」思わずむきになってレオンはいい返した。「あんな平たい小娘、そういう目で見られるか。見るからにガキだろうが。それに……」

　言葉を探し、レオンは目線を落とした。

「それに、俺はあいつを守る傭兵だ。つまり主と配下だ。あいつに主君面づらされるのはしゃくだが、それが事実さ。あいつだってそう思ってるはずだ」

（そうだ。あいつはいつだって祖国の復興と民が第一だ。好きだのなんだの、個人的な感情で動くわけがない。なによりも、俺はあの阿呆なまでに一いち途ずな望みと理想を守りたいんだ。あいつの決意をゆるがすような……そんな真ま似ねができるか）

　しかしそんなレオンの胸のうちを、メルキオの熱い声がかき消した。

「たしかに君たちが主従であるのは間違いないよ。はっきりした恋愛感情があるわけじゃないってのもね。でも君たちの関係は、どんな間柄よりずっと強くて、深くて、切実で……なのに、それなのに君たちは……なんていうのかな、上う手まくいえない、けど……」

　まくし立てる声が一いつ瞬しゆん途切れる。言葉を探すようにメルキオはうつむくと、こぶしをにぎり、開いて、それから自信なさげに語をつないだ。

「主従の関係に、無理やり収まろうとしてるって……気がする」

　はっとレオンは鋭く息を吸った。いまメルキオが告げた言葉は、レオンが見ないようにしていた想おもいを、まっすぐに貫いた気がした。

　メルキオはいまの話をかき消すように、大げさに空中で手を振ると苦笑した。

「……ごめん、なにをいいたいのか、わからなくなった。ただ、ちょっとさ。われながら、らしくないお節介だと思うけど……」

「わかってる」レオンはわざとぶっきらぼうに答えた。「だから、礼はいう」

「殊勝に礼なんて、君らしくないね、レオン」

　ふたりがにやっと笑い合ったとき、桟さん橋ばしを渡るけたたましい足音が響ひびいてきた。

「おった！　不ふ機き嫌げん男たちがおったぞ！」

　元気で小生意気な声が聞こえたかと思うと、フェイエッテが弾むように湖こ亭ていに飛びこんできた。あとからアリアンとジジ、カラが入ってくる。心なしかぐったりと疲れた表情だ。

「なんだ、その憔しよう悴すいした顔は……」

　レオンがいぶかしく訊きいたとき、フェイエッテがいばりくさった態度で告げた。

「ふふふん、この小娘らはな。あろうことか素っ裸で……むぐぅ」

「だ、だめよっ！　なにをいうつもりなの！」

「クソ生意気なお嬢じようちゃん。少し黙だまってるといいよね！」

　アリアンとカラが、急いでフェイエッテの口を押さえつけた。

「ぐ……ぎゅむ、な、なにを、しやるのじゃっ！」

　フェイエッテは暴れたが、ふたりがかりで押さえられて身動きがとれない。

「いったいなんだ？」レオンが眉まゆをひそめて訊く。「なにをいいかけ──」

「なんでもありません」ジジがきっぱりといった。

「え、え、だって」メルキオが口をはさむ。「なんか、その、素っ裸とか……」

「なんでも、ありません」ジジがこれ以上なくきっぱりといった。

　メルキオとレオンは圧おされるように口をつぐむ。そこへアリアンがいった。

「彼女が呼びにきてくれたのよ。シャイラどのが呼んでいるそうなの」

　アリアンは翡ひ翠すいの瞳ひとみでレオンを見上げた。かすかな不安の色がその瞳によぎる。

「あたくしと、あなたと……ともに、ほとりの霊れい場じようへくるようにと」










　　　Intermede02──聖せい霊れい







　双そう剣けんの騎き士しギャラングは、宰さい相しようの私室に足を踏ふみ入れて目をみはった。

　視界に飛びこんできたのは、大きな机に積まれた書類に埋もれるユーサーだ。

　かたわらには、大剣を下げた長身の騎士グレイドが守護神のごとく堂々と立っている。壁かべ際ぎわの長なが椅い子すには巨漢のバルドルがどっしりと腰をかけ、長なが柄え戦せん斧ぷを革かわ砥とで磨みがいていた。

「これじゃリールエルバンのときととちっとも変わりゃしませんね」

　ギャラングは呆あきれたように両手を広げた。

「ああ、ギャラング」書類の陰から、ユーサーが嬉うれしそうな顔をのぞかせる。

　グレイドが振り返り、手てつ甲こうをつけた片手を軽く上げてあいさつをした。

　ギャラングは歩み寄ってその手を片手の平ではたき、バルドルに向かってにやっと笑う。バルドルはふんと鼻息であしらうと、また刃を研とぎ始める。

「代わり映えしないこともないよ」皇おう子じはいった。「部屋が広くなった」

「広さはね」双剣の騎士は鼻を鳴らし、右手で部屋中を指し示した。

　私室の壁には、一面簡易な書棚が並び、隣となりの小部屋には寝台と武具を置く台、衣類を納める作りつけの扉簞たん笥すが備えつけられている。だがそれ以外装飾品らしいものはない。掃除は行き届いているものの、よく見ると床にはほこりの跡がこびりついている。

「もとは倉庫じゃないですか。皇こう宮きゆうのもっとも北側で一階、廊下のどんづまりで陽ひはろくに差さないし、窓も明かり取りの小窓が天てん井じよう近くにあるだけで、陰気臭くさいにもほどがある」

「けど、人通りがないからどんな話もできるよ」

　ユーサーが答えると、グレイドが含み笑いであとをつづけた。

「人気がない分、近寄る人間は目につきやすい。窓もないから盗み聞きもできないな」

「悪わる巧だくみには最適ってわけか」

　ギャラングはいかにも悪そうな笑みを浮かべると、書類の山を見まわした。

「で、さすがに今回は暖炉にくべたりはしませんか。殿でん下か」

「いまは夏だよ」ユーサーは机にひじをついて笑った。「燃やすには暑すぎる」

　グレイドの雄お々おしい美び丈じよう夫ふの面おもてが、愉快そうな笑みでくずれた。

「なに、島流しでそんなことをなさっていたのか。副官の教育の成果が顕著だな」

「おかげでイリーナには小言をいわれっぱなしだったよ」

　にやりとするユーサーに、ギャラングはすねた表情になる。

「悪いことは全部俺おれのせいですか、殿下。第一、発案者はバルドルですって！」

「遠えん慮りよするな」そっけなくバルドルがいった。「功労はおまえのものだ」

　面おも白しろくなさそうな顔になると、ギャラングはユーサーにたずねた。

「……それで、バルドルの部下は皇こう都とに戻ってきましたか」

「いや、まだだ。そちらの報告を先にしてくれないか、ギャラング」

　ギャラングはうなずくと、後ろ手に腕を組んで口を開いた。

「ジュートの族長がここ最近、ひんぱんにラジゲス族長の邸宅に招かれているそうです。ただの親しん睦ぼくを深めるお食事会じゃなさそうですね。召使いとして潜せん入にゆうさせてある部下の話だと、あの用心深いジュートの長おさがともなっていたのは、ごくわずかな側近のみ。しかも人払いして、最上階の一室に、ふたりきりで長時間つめているとか」

　彼は浅黒い肌の片かた頰ほおに皮肉っぽい笑みをよぎらせた。

「そうまでしてふたりっきりになりたかったのは、よほど内密な相談か、さもなきゃ……」

「おっと、品のない冗談は飛ばせ」グレイドが即座にさえぎった。

「なにをぅ」ギャラングが不満げにいう。「俺おれの教育の成果は認めただろう」

「わたしに教育の必要はないんだ。充分大人だからな」

「冗談もいわせないのは大人げないぞ」

「だったら笑える冗談にしろ。それでおまえのことだ。他になにかつかんだのだろう」

「もちろんだ。中年男ふたりの逢あい引びきなんて話だけで、殿でん下かのお耳を汚すはずがない」

　グレイドが呆あきれて肩をすくめ、ユーサーは苦笑するが、かまわずギャラングはいった。

「実はその翌日にもうひとり、ラジゲスの邸宅を訪ねた重要人物がいたんです。ケルスキ族長の叔お父じ……マローボという人物がね」

「叔父？　族長ではないのか」

　ユーサーが形のいい眉まゆを上げた。ギャラングがうなずいて鋭いまなざしになる。

「ケルスキの若わか長おさが領地に引っこんでるのは、殿下への反抗のためじゃなさそうですよ」

「ふむ。バルドルの部下はケルスキの領地を探りにいったまま、帰都が遅れている。勘づかれたと考えてもおかしくないな」

　グレイドが重い声でつぶやく。ギャラングの物思わしげな声がつづいた。

「他にも皇都の情勢で気がかりなところがあるんです。実は地方民と奴ど隷れい……そして傭よう兵へいの流入がかなりの数になってましてね。皇都の門前は、入都を待つ民で破裂しそうですよ」

「そうか……報告は受けていたが、そんなにひどいのか」

　ユーサーがきゅっと眉を寄せた。ギャラングは頭を振って大げさな吐と息いきをつく。

「前大たい皇こうからの拡大路線で、皇都はかなりの速度で発展中です。奴隷は労働力、労働力は奴隷商人どもが集めてきます。その護衛として傭兵もくる。ひとが集まれば金も集まり、金が集まれば地方の農民も、金を稼かせぎに土地を捨ててやってくるわけです。結果……」

「地力の衰おとろえた農地はますます放ほう棄きされ、国土の荒廃も進む──と」グレイドがいう。「人口の流入を厳しく管理し、地方官かん吏りに農民の離り散さん防止を徹てつ底ていさせないとなりませんね」

「でも、一番の問題は、それを実行するための人手が足りないってことなんだ」

　ユーサーが書類の山を不快げに眺めていった。ギャラングが問う。

「なぜ旧官かん府ぷの官かん吏りどもをそのまま使わないんです？」

「どうせなら大きく手を入れたいんだ。主な上級官吏のなかで有能なものを選えって、それ以下の人選は彼らに任せたいと思っていたんだけど……ね」

「無理でしょう」グレイドが懸け念ねんのにじむ声でいう。「法務相と軍務相は、自分の息のかかった同部族の人間を、上級官吏に任命したいはずですから」

「そして、彼らの部族が官府の役職を独占するってわけだ」

　ギャラングが鼻を鳴らす。そこにユーサーの不愉快そうな声が響ひびいた。

「人口の流入には、軍務相のジュート族長の関与もあるだろう。以前、皇こう都と防衛軍の増強を申告してきたから。方法は任せたが……たぶん、傭よう兵へいを集めているはずだ」

「だから皇都の寡か兵へい所じよも混み合っていたわけですな。で、そっちはどうします」

「いや──いまはその問題は置いておこう。グレイド」ユーサーは大剣の騎き士しを見上げた。「輝き海かい近辺の情勢はどうなっている。叛はん乱らんの気配は濃厚なのか」

　グレイドが重々しくうなずくと口を開いた。

「ご推測のとおり……叛乱を、バアシュ教が扇動しています」

　さっとユーサーの面おもてに緊きん張ちようの色がよぎる。グレイドがつづけた。

「少数部族に資金と武器を与えている商人どもは、あの地方のバアシュ教徒と深いつながりがあるようです。表向きの主張は皇こう国こくからの独立ですが、バアシュ教が絡からんでいるとなると、話はそう単純ではないでしょう」

「バアシュ教徒の狙ねらいは、なんだ」

「擬ぎ装そうには間違いありません。ですが、その目的を判断できる材料がほとんどない。あの地域にくわしい人材が乏しい上、緊張している地域によそ者がうろつくと目立ちますから」

「自由に情報も探れないってわけか」ギャラングが険しい顔でいった。「現地に狙いがあるとはかぎらないからな。北の叛乱を殿でん下かが平定に向かった隙すきに、皇都で不ふ穏おんな騒そう動どうを起こすかもしれないし、ラジゲスやジュート族の長おさたちの動きも無視できないし……」

　難しい顔で頭をかく双そう剣けんの騎士に、グレイドは訊きいた。

「皇都周辺はおまえの管かん轄かつだ。バアシュ教の頭目たるラシュド大だい主しゆ教きようの動きは」

「だんまりむっつり、さっぱりだ。前大たい皇こうダリウスの国教承認を盾に、大だい教きよう堂どうから動きゃしない。しかも、いとうるわしき皇こう姫き殿下のもとにまで信者を送りこんでやがる」

　ふいにバルドルが、研といだ刃を宙にかざして不穏な声でいった。

「面倒だ、族長どもとまとめて刈れ」

「草刈りじゃないんだ、そう簡単にできるか」ギャラングが笑う。「族長どもをやったら、やつらの部族に叛乱の口実を与えるだけだ。それに狂信者どもこそ面倒だぜ」

　皮肉げなギャラングの言葉にかぶせて、グレイドが重い声でいった。

「そうだ。うかつな対応は……危険だ。生のなぐさめと、死後の安楽を与えてくれる神に仕える信仰者に怖いものなどない。苦難の生も苦く悶もんの死も、彼らは喜んで受け入れる。穏おん健けんだった女神エウレネの徒でさえ、王おう都と陥かん落らく時には壮絶な抵抗を見せたからな」

「ふん、自じ虐ぎやく趣しゆ味みの変態どもめが」とギャラング。

「それだけ生いきる縁よすがが不可欠ということだ……ひとには」

　グレイドの意味ありげなつぶやきに、バルドルがにべもなく答えた。

「死者は不平をいわないぞ」

「おまえにかかるとすべてが単純になるな！」ギャラングが呆あきれ返る。

「頭がいいんだ」真顔でバルドルが答える。

　軽口を叩たたき合うふたりにグレイドは苦笑すると、ふっと真顔になっていった。

「そういえば輝き海かいでは、かなり以前、沖合の島が消失するという不可思議な異変があったそうだ。バアシュ教のラシュド大だい主しゆ教きようも、あの辺りの出身らしいな」

「島の消失──」ギャラングが眉まゆを寄せる。なにかをいいかけて、彼は口をつぐんだ。

　沈ちん黙もくに沈んでいたユーサーが机にひじをつき、もの思わしげにつぶやいた。

「輝海は色々いわくのある土地だ。皇こう都ととも距きよ離りがありすぎる。せめてあの辺りにくわしい人間がこちらにいれば、やつらの目的の見当も、攻める手がかりもあるだろうが……」

「そういえば」ギャラングがいった。「あの、イリーナに預けた泥だらけの子どもですが」

　ユーサーは目を上げた。「あの子が、どうしたんだ」

「イリーナが訊きいたところ、殿でん下かに会いに輝海のほとりからきた──そうです」

「輝海から？」皇おう子じは目を開き、それから考え深い声こわ音ねで訊く。「そうだ、あの子はどうやって皇こう宮きゆうの奥まで入りこめた。なぜ衛兵はだれも止められなかったんだ」

「それが、要領を得ない返事ばかりでしてね。つかまえようとしたら急に目がくらんだとか、どこかで反射した光が目に入っただとか……」

　そのときだった。ばたばたと廊下を走る音が響ひびいたかと思うと、いきなり扉が開いた。

　驚おどろくユーサーたちの前に飛び込んできたのは────真っ裸の少女だ。

　一いつ瞬しゆん、ユーサーと少女は凍りついて互いを見つめ合った。

　少女の、まるで光を放つようにつややかに輝かがやく豊かな黒髪が、細い肩から小ぶりで形のいい乳房の上へ、そしてしなやかな裸体へと流れ落ちている。

　不思議な印象の少女だった。ユーサーよりひとつかふたつ歳とし下しただろうか。綺き麗れいだとか可愛かわいいとかいうよりも、個性の際きわ立だつ顔立ちで、澄すんだ光と強い意志を宿す黒い瞳ひとみが印象的だ。こんな瞳の少女を、ユーサーは初めて見た気がした。

「……ゃっ！」

　ふいに少女は自分の体を抱いてしゃがみこんだ。はっとユーサーたちもわれに返る。

「殿でん下か、マントを貸していただけますか」

　グレイドが冷静に手を伸ばした。ユーサーは真っ赤になって、あわてて椅い子すの背にかけたマントを放る。大剣の騎き士しはそれを受け取り、少女の体をくるむようにかけてやった。

「……昼間から大胆だ」バルドルが短く感想をいった。

「宰さい相しよう閣下の私室に全裸で突とつ撃げきとは、よほど想おもいがつのっていたらしいですな」

「な──なにをいうんだ、ギャラング！」ユーサーは狼ろう狽ばいし、小声で注意する。

「ご……ごめん、なさい。あわててたからちゃんと〝視みる〟ひま、なかった……」

　少女は不可解なことをいうと、頰ほおを染めてマントをぎゅっとにぎる。

「でも、あなたの部屋でよかった。お願い、話を聞いて。時間がないの──ドラゴ！」

　いきなり少女はマントをひるがえし、たたっと机の前に駆け寄った。ユーサーは目をみはった。周囲の騎き士したちも、驚おどろいて息をつめる。

「君は……まさかあの、泥だらけの……」

　皇おう子じが問いかけたとき、廊下から足音と声が聞こえてきた。はっと少女は扉を見やると、ユーサーの椅子の後ろへ駆けこんで隠れた。

「失礼いたします、殿下！」焦あせりの声とともにイリーナが入ってきた。「お話し中もうしわけありません。こちらに、その、裸の少女がまいりませんでしたか」

「あ──ああ、ここにいる、けれど……」ユーサーは戸惑いつつ答える。

　そのあいだに少女は机の下にもぐりこんだ。長く豊かな黒髪が床に渦を巻く。

「え、ちょっと……おい、あの」困り果ててユーサーは足もとをのぞきこむ。

　少女は机の下から必死のまなざしで見上げると、首を振った。

「いや、いや。乱暴なことされるの、いや……」

「乱暴なことなんてしていません」イリーナはため息をついた。「垢あかと泥でひどいありさまでしたから、侍じ女じよたちがよってたかってこすって磨みがいて洗っただけです」

「でも、髪を切ろうとした。それにあたしの鳥とり籠かご──どうしたの」

「髪は長すぎるから、編もうとしただけ。鳥籠もだいじょうぶ。あれも泥だらけだったから、侍女に預けて綺き麗れいにしてもらっているはずです」

「だめ、早く返して」ぴょこりと少女は下から顔をのぞかせた。「きっと怖がってる」

「怖がってるって……鳥籠が？」

　ユーサーがけげんな声で訊きくと、少女は机の端はしにつかまってこくりとうなずいた。

「さあ、こちらへ」イリーナが机をまわって手を差し伸べる。

「いやっ」少女はユーサーの足にしがみついた。「まだ話を聞いてもらっていない」

　ユーサーはますます困惑する。力ずくで引きずり出すのもためらわれた。

（老ろう獪かいな長おさたちより、こんな女の子に手こずるなんて……）

　嘆息をひとつして、皇子は少女を見下ろす。

「とりあえずそこから出てくれないか。話はちゃんと聞くから」

　あとで、とユーサーがつけくわえる前に、少女はぱっと輝かがやくように明るい顔になった。

「本当？　本当に!?　ああ、ありがとう！」

　泣きそうな声でそういうと、少女は机の下から這はい出る。

　だれか止める間もなく、彼女はユーサーのひざに乗らんばかりに手をかけて身を乗り出した。マントがはだけて胸もとがのぞいて、ユーサーがあわてて目をそらしたとき、

「お願い……お願い、輝き海かいにきてウルフェの民を助けて。兵を動かせるあなたでなければ、叛はん乱らんは止められないもの。お願い、ドラゴ！」

（輝海、それにウルフェの民？）少女の言葉に、ユーサーは漆しつ黒こくの瞳ひとみを見開いた。

「僕をドラゴと呼ぶ君は……なにものだ」

「あたしはキアラ。創そう生せい神しんベリヌスの信徒で、聖せい霊れいウルフェの巫かんなぎ」

　ふたりはじっと見つめ合う。皇おう子じは少女を刺し貫くように、少女は真しん摯しにすがるように。

　量るように鋭い目でにらみつつ、ユーサーは訊きいた。

「……輝海にきてほしいというのなら、道案内が必要だが」

「あたしがする！　あの辺りのことなら、細かい地形まで知ってるから！」

「──わかった」皇子は静かに口を開いた。「どうするかは、君の話のあとだ」




　その夜、ユーサーはキンブリとテウトニの若わか長おさを宰さい相しようの執務室に招いた。

　明け方近く、若長たちは疲労の色をにじませつつも、全身に士気をみなぎらせて執務室から現れ、皇こう都との邸宅に戻っていった。
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「……あの泥娘を、お兄さまが？」

　皇こう宮きゆうの奥の間で、天てん蓋がいつきの長なが椅い子すに腰かけるエンジェリナが身を起こした。

「はい。配下の女騎き士し預かりという形で、手もとに置かれているとか」

　禿とく頭とうの老ろう侍じ女じよが頭を下げて答える。皇こう姫きは冷ややかにつぶやいた。

「そう……あたしに内密で、そんなこと……」

　一見、平然とした声こわ音ねだった。しかしその両手は、薄うすい扇をいまにも折らんばかりに固くにぎりしめている。金きん茶ちや色いろの瞳には、かすかな炎がきらめいていた。

　扉を叩たたく音がした。若い侍女の声が告げる。

「ケルスキのマローボさまが、お見えでございます」

　老侍女は扉をちらと見やると、押し量る声でエンジェリナに訊きいた。

「そろそろ参る頃ころ合あいと思うておりましたが。お通ししても、よろしゅうございますか」

　少女皇こう姫きは瞳ひとみの炎を消し、優雅に扇を広げた。「……そうね。いいわ」

　扉が開いた。やつれた若い侍じ女じよが戸口でうやうやしく礼をすると、客人を導く。

　現れたのは、三み十そ路じも半ばの険しい顔立ちの男だ。

　襟えり足あしを一筋長く伸ばして細く編んだ濃茶色の短い髪、磨みがいた胸むね鎧よろいと厳いかつい剣、鷲わし鼻ばなと男臭くさいあご鬚ひげ……宮廷には縁遠いが、戦場が似合うたぐいの人物だ。

　彼は案内されるのも待たずに大またで歩み寄ると、エンジェリナの前で立ち止まる。

「やっと目通りがかなったな。俺おれが、ケルスキ族のマローボだ」

　粗野だが堂々とした声こわ音ねで、マローボはいった。

「失礼ですぞ、マローボどの」老侍女がとがめる。「間もなく女じよ皇こう陛へい下かとなられるかたの御ご前ぜんで、ひざもつかぬどころか礼もせぬとは。無作法な言葉づかいも改めるがよろしい」

「俺は戦士だ。宮廷作法には縁遠いのでな。それに」

　豪放なものいいでマローボは返すと、エンジェリナに向き直る。

「元来、ダルディス人の男がひざを折るのは、戦場で死したときだけだ。勇猛なるケルスキ族ならなおのこと。たとえ大たい皇こうの御前だとてそれは変わらん。ましてや女になどな」

　不ふ遜そんな言葉に、エンジェリナは扇の陰に口もとを隠すとマローボを見上げた。

「……そうね。勇猛さを誇るのはダルディス人か……殿方だけだわ」

　マローボは得たりとばかりに大きくうなずいた。
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「うわべの礼れい儀ぎにまどわされぬ度量があるとは、美しいだけではなさそうだな」

「それで……今日、わざわざお見えになったのは、どんなご用件ですの」

　賛辞を当然のような顔で受け流し、エンジェリナが問う。マローボは誇るように告げた。

「他でもない。ケルスキ族の新しい長おさとして、あいさつにまいったのだ」

「新しい長？」皇こう姫きは細い眉まゆをひそめた。「前族長のご子息が長になったのでは？」

　エンジェリナの言葉に、マローボはこぶしをぐいと突き出して残忍に笑った。

「あの若造は、俺おれがこの手で殺した！」

「え──？」扇をもつ手を下げて、エンジェリナは瞳ひとみを大きく見開いた。皇姫の驚おどろきの表情に、マローボはにやりとほくそ笑む。

「いったい、なぜ……」探るようにエンジェリナが訊きく。

「父の仇あだを討とうともせぬ柔弱な男に、長など務まるものか」吼ほえるようにマローボはいった。「俺は若造の素っ首を一ひと太た刀ちで斬きり落としてみせた。みなもそれを当然と認め、俺を新しい長として受け入れたのだ。あの軟弱な若造と俺は違うぞ！」

　自信を全身にみなぎらせ、マローボははっきりといい放った。

「ケルスキ族は新官かん府ぷに仕える気などない。ましてや、傀かい儡らいの女じよ皇こうになどな！」

　その場の温度が急激に下がった。老ろう侍じ女じよと若い侍女は息を吞のんでマローボを見つめる。

　エンジェリナは扇を口もとに当て、表情を隠して相手を見上げた。

「……正直なかたね。なのに、あたしにあいさつにこられたのは……どういうわけかしら」

「自分がいかに危うい立場か、わかっているのか？」

　マローボはあざ笑うようにいった。

「いまのままではみじめな末路が待っているだけだ。権力を狙ねらう輩やからに利用されるだけされて、用がすめば別の輩に利用されぬよう、殺されるだろう。あの妾しよう腹ふくの小僧が皇姫を娶めとらぬのも、ただの道具としてしか見ておらぬからだ」

　エンジェリナはすっと目を細める。おもねるような声で皇姫はいった。

「……はっきりとおっしゃっていただいてもよろしくてよ。マローボどの。いったい、あたしになにをお望みかしら」

「俺につけ」マローボは猛たけ々だけしい声で告げた。「俺は、この手で族長の座を奪ったように、かならずや大たい皇こうの座も得てみせる。ラジゲスとジュートの族長は、俺の後援を約した。ケルスキが立てば、実権もない大皇になどだれも従わぬぞ──だが俺につけば」

　にやりと口もとをゆがめ、マローボは皇姫のなまめかしい体に視線を這はわせた。

「皇姫には、正せい皇こう妃ひの座を与えよう」

　エンジェリナはかすかに目をみはった。マローボは張りのある声を彼女に落とした。

「このまま権力争いに破れて死ぬか、新大皇の皇妃として輝かがやかしい栄華を極めるか、どちらかだ。妾腹の小僧であるユーサーなどに傀儡としていいように操られて、それで終わるつもりか？　皇こう妃ひなら大たい皇こうの伴はん侶りよとして、たしかな権力が得られるぞ」

　ユーサーの名に、エンジェリナの金きん茶ちや色いろの瞳ひとみが妖あやしく輝かがやいた。

　それは──先ほど老ろう侍じ女じよに話を聞かされたときと同じ、燃える炎の輝きだ。

「どうだ、エンジェリナ皇こう姫き。返答を！」

　一歩、マローボはずいとせまる。皇姫はふっと考えこむように目線を落とした。

「そうね。長おさがたの後押しがあるのなら……考えてもよくてよ。あの冷れい徹てつなお兄さまを驚おどろかせるのは面おも白しろそうだもの……それに」

　金茶色の瞳に妖しい光を宿し、少女皇姫は扇の陰でささやいた。

「あたしを軽んじるものには、相応の報むくいが必要だわ」







　ケルスキ族のマローボが、ひそかに皇姫のもとを訪れてから数日後。

　宰さい相しようユーサーは閣議を開き、自ら兵を率いて輝き海かいの叛はん乱らんを鎮しずめに向かうと宣言した。

　彼が不在のあいだ、宰相代理を法務相のラジゲス族長、皇こう都と防衛を軍務相たるジュート族長が務め、辺境防備軍将しよう帥すいであるキンブリとテウトニの若わか長おさは、軍務相の兵の配備が済むまで南の国境への出しゆつ立たつを遅らせて、皇都の防衛につくこととなった。

　ユーサー皇おう子じの出立は────閣議のあと、間もなくだった。










　　　第三章　占せん験けん







　アリアンはレオンとともに、フェイエッテの案内で、岸辺の小道を歩いていた。

　この道はほとりの霊れい場じようへつづいているらしい。歩きながら、アリアンはまわりの景色を心はずむ思いで眺めやった。

　道沿いは一面、あでやかに咲きほこる夏の花々に彩いろどられていた。

　赤に真しん紅く、橙だいだいと黄金、濃紫から薄うす紫むらさきに、目にまぶしい純白と、その華やかな色の群れは、まわりの青々とした森の緑と相まって、素晴らしい眺めだった。見ているだけで、生き生きとした花々の生命力が自分のなかにそそがれる気がする。

（なんて綺き麗れい……王おう都とルテティアの宮殿の庭にも、こんなみごとな花々はなかったわ）

　アリアンは小さく吐と息いきをついた。蹂じゆう躙りんされて見る影もないだろう王都を思い出し、胸がうずく。いつか──いつか、あの麗うるわしき都を取り戻せる日がくるだろうか……。

「置いていかれるぞ」

　ぶっきらぼうなレオンの声に、はっとアリアンはわれに返った。

「ごめんなさい、あまりに綺麗な眺めだったから……」

「綺き麗れいすぎる」

　レオンが眉み間けんに険しいしわを刻んで答えた。

「どういうこと？」

「ここには三人しかいないんだろう。なのに道には雑草がほとんど生えていないし、あの花畑もあれだけ咲いていながら、道にまで侵食していない」

　アリアンは足もとに目を落とす。土の小道は、彼がいうとおり綺麗に踏ふみ固められて歩きやすかった。これだけの広さなら、三人で手入れしているとも考えにくい。

「ここは神しん域いきですもの。神の御力が、すみずみまでいきわたっておられる証拠ではなくて」

「よけいにうさんくさいな」

　むっつりと答えるレオンは、不ふ機き嫌げんな顔で油断なく周囲に目を配っている。

「こんな平へい穏おんで美しい場所でも、警戒を怠おこたらないのね」

「当たり前だ。俺おれはおまえの護衛だからな」

「ええ──そうね。もちろん、そう……よね」

　アリアンは言葉少なに押し黙だまる。なぜかいつものような軽口が返せない。

〝自分の気持ちにもあいつの気持ちにも、ずいぶんと鈍感すぎるんじゃない〟

　カラの声がよみがえり、アリアンを責め立てるように耳の奥で響ひびいた。

　レオンの気持ちなど明白だ。いま彼がいったようにただの護衛──それだけだ。

　自分の気持ちも同じ。彼との強い絆きずなも深い信しん頼らい関係も、あくまで主従だからだ。それ以外の想おもいなどない。ないはずだ。それに主従なら……兵を挙げて国を取り戻したあとも、その結果ランゴニア皇こう帝ていの皇こう妃ひとなろうとも、彼との関係が壊こわれることはない。

　そう、主従でいるかぎり、ずっと彼と一いつ緒しよに────

　アリアンは鋭く息を吞のんだ。いま思った言葉に、ぐさりと胸を貫かれた気がした。

（どういうこと？　まさかあたくしは……主従だと必死に思いこもうとしてきたの？）

　そう問いかけた瞬しゆん間かん、これまで目まの当たりにしてきたすべてが脳裏にあふれ出た。

　敵を見据える強い意志に満ちた横顔。アリアンの掲げる理想を守るために、命を賭として剣をふるう姿。そして、自分を抱き上げる力強い腕。

　彼の姿に胸を熱くし、高鳴らせ、戸惑いつつも強く意識したのはなぜか。

　主従だからと懸けん命めいに思いこもうとしてきたのは……それは、なぜなのか。

　初めてアリアンは、見ないようにしてきたレオンへの想いと真正面から向き合った。

「どうしたんだ、アリアン」

　レオンの声が耳じ朶だを打った。はっとアリアンは目が覚めたようにわれに返る。

　彼の顔を見るのが怖かった。怖かったが、心を励ましてアリアンは顔を上げる。レオンはすぐ目の前で案ずるように自分を見ていた。

「真夏なのに、まるで雪のなかにいるみたいに青い顔だ。気分でも悪いのか。それとも……」レオンはためらうようにいいよどむ。「霊れい場じようでなにが起こるのか、怖いのか」

「まあ、いいえ」

　無理やり笑みを浮かべてアリアンは首を振った。

「怖くなんてないわ。いったでしょう、なにが起こるのであれ、これ以上悪くなりようがないって。だったら先に進むほうがずっといいもの」

　気丈な声こわ音ねでアリアンはいったが、レオンの眉まゆにかかる曇くもりは晴れない。しかしそのとき、前を歩くフェイエッテの呆あきれたような声が聞こえた。

「どうしてそう人間どもはのろくさいのじゃ！　まったく、早う出ていってもらわねば草木も落ち着かぬ。花々はおのしらの声や姿に驚おどろいて、ずっとざわついておるぞ」

「え……花々が？」「花が驚く？　そんな阿あ呆ほうな」

　アリアンとレオンの不審げな視線に、幼い少女は威い張ばりくさって腰に手を当てる。

「わらわは妖よう精せい小こ人びとリリピティエン。エススの巫かんなぎじゃぞ。耳を澄すませば草花の声を聞くことができる。人間どもとはできがちがうのじゃ！」

　ふん、とフェイエッテはきびすを返し、またさっさと歩き出す。

　アリアンはレオンと顔を見合わせた。そしてくくっと同時に顔をほころばせる。

「口の悪いクソガキだな。どこかの小娘に少し似ているぜ」

「あら、あの口の悪さはどこかの野蛮人バルバリエにそっくりよ？」

　憎まれ口を叩たたきつつも、ふたりはどこか楽しげだ。

　夏の光に包まれる美しい花畑の道を、彼らはまた並んで歩き出す。どちらも無言だ。だがアリアンの表情は喜びにあふれて輝かがやき、険しかったレオンの面おもてでさえ、どこか満たされたように優しかった。

　アリアンはそっとレオンを見上げる。彼とこうしてただ歩くだけで、心が安らぐ気がした。この美しい道がずっとつづけばいいのにと、心ひそかに願う。

　彼と並んで歩く道が、いつまでもいつまでも……ずっと。

　だが──その願いのむなしさを知るのは、間もなくだった。







　小道の先が大きく開けた。

　ぽっかりと空いた緑の草地に、真っ白な花々に囲まれた石造りの白い四阿あずまやが現れる。

　見た瞬しゆん間かん、レオンはここが特別な場だと一目でわかった。

　空気が違う。澄んでいて、爽さわやかで、清浄だ。緑と白以外のよけいな色はなく、四阿にも不要な外装はない。音もない。すべてはしんと静まり、恐ろしいほど静せい謐ひつだ。

　五つの円柱に支えられた丸屋根のある四阿には、すでにフェイエッテが待っていた。彼女の背後にはシャイラが立っている。フェイエッテが苛いら立だつ声で叫んだ。

「遅いぞ、小娘と不ふ機き嫌げん男。そうのろくてはあっという間に百年は過ぎそうじゃ！」

　ふたりは急いで、咲き乱れる花々を貫いて四阿あずまやまでつづく小道を歩き始めた。

（……なんだろう、この匂においは）

　レオンはただよう甘い香りに顔をしかめた。四阿に近づくにつれ、香りは強くなる。不快な匂いではない、むしろ気分をすっきりとさせ、清めるような香りだ。四阿の屋根からは、細い煙が上がっている。なにかを焚たいている証拠だ。

　ふたりが四阿を囲む段に足をかけようとしたときだった。

「お待ちくださいませ、お客人」

　シャイラが真緑の長いお下げ髪をゆらして歩み出ると、レオンにいった。

「あなたの持つふたつの呪じゆ物ぶつは、この亭ていに入る前に外していただけませぬか」

「ふたつの呪物……？」レオンは訊ききかけて、あっと思い当たった。

　背中に負う巨きよ剣けんと──ベルトの背中側に納めた金色の笛のことだ。

「はい、その……《王獅子の至宝レガリア》でございます」

　レオンの心中を見抜いたように、シャイラがうなずく。

「それらの呪物はあまりに強い。吾あのささやかな魔ま呪じゆなど、たやすく打ち砕いてしまいまする。それと、どんな小さな刃もこの四阿を穢けがしてしまうゆえ、どうぞすべて外して、その場にお置きくだされませ」

　一いつ瞬しゆんのためらいののち、レオンは短剣を納めたベルトごと金きん管かんを外して、草のあいだに置くと、次いで肩から斜めにかけた剣帯と弑し神しんを下ろす。

「おとなしく待ってろよ」レオンは弑神を金管の隣となりに横たえてささやいた。

『待つ以外なかろうな』弑神は不満げに答える。『あまり、気をゆるすでないぞ』

「わかってるさ」レオンは巨剣の獅し子しの顔を手のひらでひと撫なでして身を起こす。

　レオンはアリアンと並んで四阿に足を踏ふみ入れた。

　内部はかなり広く天てん井じようも高い。乾燥させた花をまいた床には、よく見ると微細な文字が模様のように細かく彫りこまれている。アリアンが床を見下ろしてつぶやいた。

「……神じん代だい文も字じだと思うわ。意味はよくわからないけれど」

　四阿の中央には澄すんだ水をたたえる小さな水すい盤ばんがあり、脇わきに大きな香こう炉ろが置かれている。炉からはよい香りのする細い煙が立ち昇り、天井の煙穴から外へ流れ出ていた。

　優しい香りに、アリアンは心地よさげに目を細めた。

「この匂いは香こう木ぼくかしら。なんて、いい香り……」

「この神しん域いきの森の木でございます。香は邪を祓はらい、場を清め、心を静める働きがありますゆえ、霊れい場じようには欠かせませぬ。ではおふたりとも、どうぞ炉のそばにお座りになって……」

　シャイラは小さな手で床を示した。レオンはあぐらをかいて腰を下ろし、アリアンも隣に落ち着く。フェイエッテは香木を載せた盆をささげ持って、シャイラの横に立った。

　シャイラはレオンとアリアンに深い緑の瞳ひとみを合わせる。

　まるで、胸の内まで透かして見通すような、不思議なまなざしだった。

　レオンはひどく落ち着かない気持ちになる。改めて見ると、外見は幼い少女でも、やはりシャイラはひとならざる神秘の魂たましいを宿しているのだと確信できた。長い年月を経た巨木のごとくゆるぎなく、雨風にさらされて風化した巌いわおのごとく磐ばん石じやくで、動じない……。

　シャイラの穏おだやかな声が、四阿あずまやに響ひびいた。

「……〈魂の誓約ゲアス〉の猶ゆう予よを延ばす法についてお話しする前に、まずはあなたがたに……神々の秘した事実を、できうるかぎりお教えいたしましょう。ただし、神々が隠したる事実は、それだけで恐るべき禁きん忌き。吾あが話せるのは断片のみ。その断片をつなぎ合わせ、答えを出すのは、けっして神秘の力が強く働く場で行ってはなりませぬ。でなければ」

　深い緑の瞳が、薄うすく細められた。

「その身が、いかようになろうと、吾は助くることはかないませぬ」

　不可解な言葉だった。レオンはひざに置いた手にひそかに力をこめる。

「……わかった。始めてくれ」

　レオンの答えにシャイラがうなずく。妖よう精せい小こ人びとリリピティエンの語りが、始まった。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




「……すべての始まりは、大いなる天の主あるじ、大たい神しんアル＝エルの創そう世せいでありました」

　シャイラは静かな声で、創そう生せい神しん話わを語り始めた。

　創世を終えた大神アル＝エルが、七人の兄妹きようだい神しんに創生を命じたこと。

　兄あに神がみたちは、世にある材を使いそれぞれの民を創造したこと。

　最後に父のもとに訪れた末妹エウレネは、兄神たちが材を使いはたして残された塵じん芥かいをもとに人間たちを創造したこと。

　やがて、地に満ちた種族のあいだで争いが起こり、兄神たちも加勢して、大地は屍しかばねに満ちたこと、エウレネのなげきを聞いたアル＝エルの怒りが大地を引き裂き、兄神たちは大地の亀き裂れつに落とされ、それにより分かたれし大陸ガトランと七つの海が生まれたこと……。

「これは、吾がはるか昔、人間たちに聞いた神話でありまする」とシャイラ。

「人間たちに？」とレオン。「たしか大昔にはここで人間たちも暮らしていたそうだが」

「はい。かれこれ、外がい界かいの年月に換算すれば……千年以上前のことでございます」

　千年──レオンは驚おどろきのあまり、シャイラをまじまじと見つめた。アリアンもひどく驚いたのか、翡ひ翠すいの瞳をぼう然と見開いている。

　ハーヴィンは、ここの時間の流れは異なるといっていた。シャイラの魂たましいが老いているように感じたのは正しかったのだ。

　その人間たちはどこに、とレオンは訊ききたかったが、その前にシャイラが口を開いた。

「ですが、この地の人間は、創そう世せい神しん話わにおける不審な箇所に気づき、外の世界の賢けん人じんと協力して、神々の秘密を暴こうといたしました。それゆえ、わが神によって……」

　といってシャイラは小さな手で指し示した。レオンたちは彼女の指が示す方角を見る。

　その先に見えるのは──翠すい海かいだ。ひとつの街がそっくり沈んだ閉ざされた海……。とたん、はっと気づいてレオンたちは慄りつ然ぜんとなる。つまり、あの水没した街は────

「禁きん忌きに触れる考えなしが悪いのじゃ。わが神の目を逃れられるはずがなかろうに」

　フェイエッテが小こ馬ば鹿かにした口調でいった。

「……横暴な神のしもべらしい言い草だな」

　レオンが険しいまなざしで冷たくいった。フェイエッテは小さな眉まゆを吊つり上げる。

「なんじゃと！　人間風ふ情ぜいがよくも無礼な口をきけたものじゃ！」

「おやめ、フェイ。大切な話をさえぎってはなりませぬ」シャイラが静かに制すると、話を再開した。「よろしいか。この神話には、重大な事実が隠されておりまする。すなわち」

　幼い少女の姿らしからぬ重々しい声で、シャイラは告げた。

「……女神エウレネには、子がいたという事実でございます」

（──なに？）レオンはとっさに意味をつかみそこねる。どこからそんな事実が導き出されるのかまったくわからなかった。アリアンが細い眉を厳しく寄せていった。

「失礼ですけれど、あなたの言葉は女神への冒ぼう瀆とくですわ。女神エウレネは、わが聖せい王おう国こくでは清らかな処女神と伝えられてきました。なのに子がいたなどと、ありえない話です」

「では、エウレネはどうやって人間を創つくり出したのでしょう」

「塵じん芥かいに、己の乳を混ぜて創り出したといわれていましてよ」

「そのとおり。それがすなわち、エウレネの子の存在を示し唆さしておりまする。なぜなら……乳飲み子を産み育てている最中でなければ、乳は出ませぬゆえ」

「なっ……!?」

　レオンとアリアンは同時に声を上げた。アリアンは青ざめて腰を浮かせた。

「そんなはずがないわ！　神を人間や他の生き物と同列に考えるのは間違いよ。そうよ、七人の兄妹きようだい神しんの母はいないもの。父である大たい神しんアル＝エルはだれを妻としたの。そう考えれば、どんなあり得ない奇跡も神のなされた御み業わざとして、なんの不思議もないでしょう？」

「むろん、神を他の生き物の尺度に当てはめるのは、あやまちやもしれませぬ」

　熱くなるアリアンとは正反対に、シャイラの声は凪なぎの海のごとく変わらなかった。

「ですが、そう考えなかったものが──災さい厄やくを招いたのでございまする」

　アリアンは唇くちびるを嚙かむ。レオンはそっと彼女の腕を押さえてささやいた。

「座れ。まずは、もう少し話を聞こう」

　アリアンは納得しがたい顔で腰を下ろす。そこへシャイラが思わぬ問いを放った。

「では、その乳飲み子の父親は……だれでありましょう」

　レオンは眉まゆをひそめる。普通に考えれば、父親となり得るのは────

「……胸むな糞くそ悪いが」レオンはつぶやいた。「兄あに神がみたちか、父親たる大たい神しんだな」

　アリアンは声もない。どんな言葉も失われたように凍りついている。無理もない、女神エウレネ教を国教として育ってきた彼女には、とても受け入れがたい話だろう。

「そして、二千年前」

　身をこわばらせるふたりに向かって、シャイラは言葉をついだ。

「英雄ライオネルと、七つの種族とが力を合わせ、〈無む貌ぼうの王おう〉と対たい峙じしました。英雄は、〈無貌の王〉と魂の誓約ゲアスを結んだ、かつての親友である裏切り者ガマリエルを冥めい都とまで追うていきました……冥都は、〈無貌の王〉の支配する領域であり、かつ死者の領域。すなわち、〈無貌の王〉も死に属するものとなります」

　レオンの眉み間けんがますます険しくなる。つまりあの忌いまわしき存在は、正確には「生きている」とはいえないという意味だろうか。

〝……死人が、よみがえるのだ……〟

　ボドワン侯から聞いたおぞましい話が、自然と思い出されて脳裏によぎった。

「では〈無貌の王〉は、いずこから生まれ──あるいは現れ──たのでありましょう」

　シャイラの問いに、レオンは目線を上げて答える。

「〝昏こんの深しん淵えん〟……と、俺おれたちはいい伝えで聞いてきたが」

「そう。女神エウレネの涙ですら満たせなかった深い裂け目。それは、大神アル＝エルが引き裂いた大地の亀き裂れつ、そのひとつでありまする」

　シャイラの話を、レオンは脳裏で必死にまとめようとする。

（つまり、〈無貌の王〉は二千年前に突如現れたわけではないのか？　創そう世せい期きに生まれ、そしてアル＝エルによって兄神たちのように亀裂に落とされたということか？）

　だが答えを導く前に、妖よう精せい小こ人びとの長おさの声が響ひびいた。

「裏切り者〝ガマリエル〟。その名には、〝神の償つぐない〟という意がありまする。もしもその名が偶然でないのなら、神はなにを償うために、ガマリエルを選ばれたのか。あるいは、神になにを償わせるために〈無貌の王〉が選んだのか……」

　静せい謐ひつな表情でレオンとアリアンを見つめ、シャイラはいった。

「王の裔えいであり、この世の中心である神の完全なる座。そしてこの世の理ことわりより外れた、この世にあらざるもの──天てん外がいの客きやく旅りよ。汝なんじらふたりが」

　ふっとシャイラの瞳ひとみに、なにかの感情がよぎった。彼女はレオンとアリアンを、まるで切望するような熱いまなざしで見つめると、ささやいた。

「……天意を、くつがえすやもしれませぬ」

　沈ちん黙もくが、清浄なる場に貼はりついた。

「シャイラ」フェイエッテが不安そうに訊きいた。「それは、どういう意味なのじゃ」

「あくまで、可能性だけのことですよ……フェイ」

　シャイラは優しい笑みを見せた。その様子に、レオンは疑問がかき立てられる。

　彼は慎重に、シャイラが語った話を思い返した。

　エウレネに子がいたとして、それをなぜ秘密にしなければならないのか。しかもわざわざここで話すということは、「エウレネの子」は自分たちに、あるいは自分たちの目的に関係してくるはずだ。ならば、どんなかかわりがあるのだろう。

　父親がだれであれ神の子ならば、その子も神であるに違いない。しかし、いまではその名も姿も、存在すら隠され──いや、忘れられ、失われた神……。

（わからないな……断片的すぎてつながりが見えない……）

　思考が乱れて考えがまとまらない。視界までゆがんだ気がしてレオンは頭を振る。

　そのとき、辺りの香りが変わっているのに気づいた。先ほどまでの香りと違い、柔らかく甘い、気分と体をゆったりとさせる匂においだ。

　シャイラが、フェイエッテのささげ持つ盆から香こう木ぼくの小片を炉ろに入れている。レオンは目をこらそうとした。だが、ただよう香りに体の緊きん張ちようが抜けていく。

「占せん験けん者しやたる吾あは、魂たましいの来こし方かたと行ゆきし方かたを、かいま見ることができまする」

　香木の甘い煙に乗り、シャイラの声が聞こえた。その声は不思議な余よ韻いんをともなっている。まるで、夢のなかから響ひびいてくるような……。

　妖よう精せい小こ人びとの長おさは、そっと目の前の水すい盤ばんに手を差し伸べた。彼女の手の動きに誘さそわれるように、レオンとアリアンの視線が動く。

　水盤をのぞくと、いっぱいにたたえられた澄すんだ水に、ふたりの顔が映った。

「もし、聖せい王おう女じよが魂の誓約ゲアスの猶ゆう予よを延ばさず先に進んだとしたら、外がい界かいは──分かたれし大陸ガトランはいかような災いに見舞われるか……それを、見せてしんぜましょう……」

　レオンのふらつく頭のなかで、薄うすれゆく理性がかろうじて警告を発する。

（なんだ、これは……意識が、散る……）

　辺りに満ちる甘い匂いに脳の芯しんがしびれる。警戒の想おもいはいつしか消えて、彼はアリアンとともに、魅み入いられたように澄んだ水面を見つめていた。

「わが神エスス──」

　不思議な響きの声が、四阿あずまやの天てん井じように昇る。

「世の来し方と行きし方、昔日と後日、上代と末代……此方こなたと彼方かなた」

　一定の抑揚をつけ、シャイラはゆっくりとささやいた。

　彼女の指が水の上をすうっとよぎる。レオンとアリアンの視線を誘うように、指は縦に一度、左右に一度、斜めによぎり、なにかの文字を書いて、最後に大きく円を描いた。

「光陰は移ろい、星せい霜そうは巡り、漏ろう甕かんは止やまず……ただ寸陰の間に天てん暦れきの数すう、この水すい鏡きようにとどめんとす……発動────〈照鑑パロン〉」

　言葉の語尾がふっと消えた瞬しゆん間かん、風もないのに大きな波紋が水面に現れる。

　水面に映るレオンとアリアンの顔が、ぐにゃりとゆがんだ。
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　桟さん橋ばしを渡りかけていたラウルが、つと足を止めた。前を歩くジジが振り返る。

「師匠？　どうなさいましたか」

　詩人は眉まゆを寄せて午後の翳かげりを帯びる夏空を見つめていた。

　ふとジジは、山から下りて森を抜け、水面を渡りゆく風のなかに、甘い香りがあるのをかぎとった。あまりにかすかなその香りは、風に運ばれてあっという間に消え去った。

「……いや」ラウルは視線を落とした。「なんでもないよ、ジジ」

　後方を歩いていたカラが、不ふ機き嫌げんにふたりに呼びかける。

「ちょーっと。いくならさっさと歩いてくれない？　どうもこの場所って好かないのよね。早くお姫さまたちの用事が終わって、さっさと出ていきたいんだけど」

「何度もこられる場ではありませんよ」ラウルがにこやかにいった。「見物を楽しんだらいかがです。時の流れがゆるやかということは、古き時代の遺物が完全な姿で残っているということです。歴史的に価値の高いものが見られると思いますしね」

「あたしはあんたと違って、カビ臭くさい代しろ物ものにはぜんっぜん、興味がないの！」

　身も蓋ふたもない答えに、ラウルはやれやれと苦笑して足を踏ふみ出した。

　三人は、何艘そうもの船が停泊する桟さん橋ばしを歩く。水面に立つさざ波に、どの船もゆっくりとゆらいでいた。かすかな水音が、桟橋を歩むジジの耳じ朶だに響ひびいてくる。

　レオンとアリアンが、フェイエッテとともにいってしまったあと、ジジたちはハーヴィンの案内で辺りを見物してまわっていた。湖こ亭ていと岸辺を一通り見終わり、船着場までやってきたところだ。いましも船体の丸い船に、メルキオとハーヴィンが乗りこんでいく。

「師匠。あの型の船は」ジジは船を指し示した。「どれぐらいの時代ものでしょう」

「そうだね──二千年から千五百年ほど前かな」

「そんなに古いのですか？」ジジはつぶらな瞳ひとみを見開いた。

「塔とうの学まなび舎やにあった古こ王おう国こくロレアンティス時代の資料に、同じような型の船が記載されていたからね。あのふくらんだ船底に荷を積んで貨物船として使われていたようだ。中央と、船首の小さな横帆しか帆がなく、船尾の両側に大きな櫂かいが備えられているが、船体が丸すぎてとても速度は望めない。外洋に出ようと思えば可能だろうが……」

　ほんの一言訊きいただけなのに、まるで流れるようにラウルは延々としゃべりつづける。ジジはいつものこととばかりに途中で口をはさんだ。

「よくそんな古い船が残っていますね。水に浸つかっているのに破損も傷いたみも見えません」

　ラウルは目を細め、水面を見渡した。

「それをいうならこの一帯が神秘だよ。こんな広範囲の場を閉ざすなど、尋常な力ではない。一日の終わりがあるのなら、季節の移り変わりもあるはず。なのに船や建造物はまったく朽くちていない。すべての事物の時を止めるのでなく、移ろうものは移ろわせ、とどめたいものはとどめる。細部にわたって魔ま呪じゆを働かせているのだ。ふむ、さすがは神のおわす領域……」

「気色悪いだけだし」カラがぼそりと後ろでつぶやく。

　彼女の言葉が聞こえなかったように、ラウルは翠すい海かいの中央にある遺跡に目をやった。

「こうなると、ぜひあの建物に足を踏ふみ入れてみたいものだね」

　ジジも建造物に視線を移す。木々に埋もれた遺跡は、傾く陽ひの光に照らされてそこかしこに陰が生まれ、よりいっそう古び、朽ちかけて見えた。

「それは……無理です」

　ふいに声が降ってきた。

　みなが振り仰ぐと、船の甲かん板ぱんからハーヴィンが見下ろしている。ジジが訊いた。

「なぜでしょうか。船でなら近寄れそうですが」

「わが神エススのゆるしがなければ、流されてしまいます。樹じゆ守もりである僕も奥には入ったことはない。フェイエッテは、エススのうつほとなる儀ぎの際に、シャイラと一いつ緒しよに最さい奥おう部ぶまで立ちいったことがありますが、本来は生きつ粋すいの妖よう精せい小こ人びとのために作られた霊れい殿でんです」

「生粋の妖精小人……？」

　思わずジジは訊き返す。あまりに不思議な返答だった。ラウルがいった。

「ということは、あなたもフェイエッテも、生粋の妖精小人ではないということですね。この神しん域いきの影えい響きようを受けているようですが……本当は人間ではないのですか」

　樹守の若者は、一いつ瞬しゆんなにかをこらえるように唇くちびるを嚙かむと、視線を落とした。

「……そうです」彼は船べりに目を落としたまま答えた。

「かつてこの地に住んでいたという人間の子孫というわけですか」

「ええ。みな、わが神エススを信じる人間たちでした」

「彼らは、どこへ？」ラウルが訊いた。

　そのとたん、ハーヴィンの顔がくしゃりと泣きそうにゆがんだ。

　ジジは彼の表情に目をみはる。落ち着いて大人びた顔の下に、ハーヴィンは多くの感情を無理やり押さえつけ、隠しているようだった。

「みな、死ぬか、ここを出ていくかで……いなくなりました。シャイラが最後の妖精小人です。でも、もうずいぶん高齢だ。彼女がいなくなれば、僕とフェイのふたりだけで」

　ハーヴィンは顔をそむけ、遠いまなざしで翠すい海かいを眺めやる。

「やがて、ここにはだれもいなくなる」

　その声からはどんな感情も感じられなかった。ジジは返す言葉がない。謎なぞめいた樹じゆ守もりの若者の心中が理解できない。そのとき、船倉からけたたましくなにかが崩れる音が響ひびいた。

「うっわ、た、助け……！」メルキオの声が聞こえた。

「えっ」ハーヴィンは振り返った。「だいじょうぶですか!?」

　ハーヴィンは急いで船倉へ降りていった。ラウルとジジとカラは桟さん橋ばしに残される。

「……ジジ」ラウルが穏おだやかな声で呼んだ。

　ジジは平静な視線を向ける。「なんでしょうか、師匠」

「信じるもののなくなった神──忘れ去られた神は、どうなるだろうね？」

　思わぬ問いに、ジジはラウルの顔を凝ぎよう視しする。

「神は……」ジジは、考えつつ答える。「神ではないのですか。たとえ忘れられようと」

「そうかな。神は、あがめるもの、求めるものによって〝神〟となるのではないかな」

「そうなのですか」ジジはかすかな困惑を声にこめていった。「その表現では……神という〝存在〟ではなく、神という〝定義〟について語っているように思えます」

　その答えにラウルは破顔一笑した。「まったくだね」

　彼は背を向けて、船の甲かん板ぱんにつづくはしご段を上っていく。

　ジジもあとを追ったが、カラは肩をすくめ、興味なさげに桟さん橋ばしに残った。高い甲板に上ると視界が広くなり、傾く陽ひ射ざしに照らされた青い翠海が遠くまで見通せた。

「……ああ、えらい目にあったよ……」

　ジジが甲板から暗い船倉を見下ろすと、崩れた荷物をはね除のけるメルキオを、ハーヴィンが助け起こしているのが見えた。メルキオはやっと立ち上がり、派手な上着をはたく。

「驚おどろいた。いきなりあちこち崩れてきてさ……避よけたくても狭いし、物はいっぱいだし」

「どうやって入ったのです」とハーヴィン。「ここはずっと閉ざしてあったはずですが」

「鍵かぎなんてかかってなかったよ。扉を押したら開いたんだ」

「いや、普通の鍵ではない、魔ま呪じゆによる施せ錠じようだったと聞いていますが……」

　樹守の若者はきびすを返し、甲板に通じる階段を上ると、開いたままの扉に手をあてた。

　そばにいたジジは横からのぞきこむ。小さな木の扉の中央に、削られた跡があった。

　木肌が剝むき出しになった削り口は真新しい。もっとも普通の時の流れと違うこの領域では、本当に新しいかどうかはわからないが。ハーヴィンが削り口を見下ろしていった。

「……呪文字が削られている……これは、いつ……」

「だれが、その〝魔呪〟をかけたのです」

　ジジが訊きくと、ハーヴィンが驚いた顔で振り返った。

「あ──これは」樹守の若者は眉まゆを寄せた。「翠海に街が没したあとだとシャイラから聞いている。だから、千年か、二千年か……それぐらい前の妖よう精せい小こ人びとだと思う」

「千年か、二千年？」さすがのジジも驚おどろいた。「そんなに前の？」

「そうです。でも、もういまでは自在に魔ま呪じゆが使えるのはシャイラだけだ。フェイもエススのうつほとして魔呪を使えるし、僕もわずかに木々のささやきがわかるけれど……」

　ハーヴィンの言葉に、船倉から響ひびくメルキオの声がかぶさった。

「こういう古いものがつまった倉庫は面おも白しろいね。面白いお宝がありそうだし。この色絵の箱はかなり価値があるよ。こっちは香こう炉ろかな。とっても手のこんだ彫りだ。この金細工の首飾りは、古風で味があって、帝てい国こく人じんどもが好みそうだなあ」

「あまりさわらないでください」ハーヴィンが困った顔でいった。「この船は、昔ここに住んでいた人間たちが使っていたもので、彼らの遺物が納められているのです」

「あっ、ごめんよ。つい昔のクセ……いやいや、えっと」

　メルキオはごまかすように大げさに手を振った。そのときラウルが、ジジとハーヴィンのあいだから階段を降りていくと、感嘆の声を上げた。

「ほう、これはこれは……！　ロレアンティス時代の遺物が、こんなにしっかりした形で残っているとは。時間の流れが固定されているおかげですね。いやいや、実に実に貴重な資料です。ああ、ハーヴィン、だいじょうぶですよ」

　心配そうに身を乗り出すハーヴィンへ、ラウルはにこやかにほほ笑みかけた。

「下手に動かしたりなどしませんから。ですが、ぜひ一度きちんとした調査を行わせて欲しいものです……様々な装身具も、武具もありますね。金絵の壺つぼに水晶の杯さかずき、こちらは木もつ簡かんか……おお、このタピストリは興味深い。失われた物語が織りこんである……」

　ラウルはすっかり魅み了りようされて、倒れて蓋ふたが開いた木箱や籠かごからのぞく様々な物品を、ぶつぶつうわ言のようにつぶやきながら見てまわっていた。メルキオも色鮮やかな装身具や芸術品に目を輝かがやかせ、手を出したくてうずうずするのを必死にこらえているようだ。

　不安げに見守る樹じゆ守もりの若者へ、ジジがいった。

「もうしわけありません、ハーヴィンさん。師匠は遺跡や遺物に目がないのです。わたしがちゃんと監視しますので、見るだけはどうかゆるしていただけませんか」

「うん……シャイラの話が終わるまでのあいだなら、いいと思う」

「片づけはお手伝いします。これだけの数では大変です」

「いや、いいよ。どうせ時間はあるし。どのみち、僕ら以外だれもここには入らない……見たがるものもいないから」

　若者は遠くを見るようなまなざしになる。ジジはその横顔を見つめた。

　彼は、なぜこんなに言動の端はし々ばしが寂しげなのか。一見穏おだやかだが感情の起伏が乏しいわけではなく、懸けん命めいに感情を抑制しているようだ。ジジはなぜか、この若者に興味を引かれる。

　アリアンやレオンのように、熱い感情をほとばしるままに表すものもいれば、彼のように押しこめてしまうものもいる……。

　そのとき船倉からラウルの声が響ひびいてきた。

「外観からするとずいぶんここは狭い。もっと広さがあってもおかしくないのですがね」

「待って、ちょっと調べてみよう」メルキオが答え、壁や床を手足で軽く叩たたいた。叩きつつ、重そうな荷をなんなく動かして奥まで入っていく。「……あれ」

　メルキオはしゃがみこむ。彼の姿は荷物のあいだにすっぽりと隠れてしまった。

「どうしました」ラウルが長衣をからげ、体を横にして荷をすり抜ける。

　ジジとハーヴィンは顔を見合わせると、相前後して階段を降りていった。

「ここは持ち上げ蓋ぶただ」メルキオの声が暗がりから響いてくる。「蓋の真ん中になにか……うん、こすって消したような跡があるよ。触るとわかる。ここだけ表面の感触が違う」

「ということは、船倉入り口の扉と同じく、ここも呪じゆが破られているというわけですか」

　ラウルがメルキオの横で身をかがめる。狭い場所で非常に窮きゆう屈くつそうだ。

　ハーヴィンはラウルの後ろからのぞきこむ。

「本当だ。こんな奥にも魔ま呪じゆで封をした扉があったなんて……知らなかった」

「ハーヴィン」ラウルが振り返った。「あなたは、この船に入ったことはありますか？」

　一いつ瞬しゆん、ハーヴィンはじっとラウルを見つめる。それから彼は目を伏せて、いった。

「……十年以上前に──この神しん域いきでの年月ですが──父と一いつ緒しよに……一度だけ」

　ジジは樹じゆ守もりの横顔を見上げた。彼の声が、かすかに苦しげに聞こえたのだ。

「そのとき、封ふう呪じゆは解かれていなかったのですか」ラウルが問う。

「ええ」ハーヴィンはうなずく。「船倉には入れませんでした」

「でしたら、呪を解かれたのはそのあとですね……どうします。もしあなたがゆるしてくださるなら、なかを調べさせていただきたいのですが」

「それは……」

　ハーヴィンは迷うようにいいよどむ。ラウルが警告するようにいった。

「魔呪で錠じようをかけた場を、無理やりこじ開けたようなものです。なにか大事なものがなくなっているとか──あるいは、この神域に侵入者でもあったか、ですよ」

　樹守の若者は唇くちびるを嚙かんだ。激しく逡しゆん巡じゆんしているのは間違いない。

「急ぎませんと陽ひが落ちて、調べるのも困難になります」

「……わかりました」ハーヴィンは真しん摯しな声で答えた。「最初に僕が入ります。なにか危険があるかもしれない。僕が入ってから、つづいてください」

　ハーヴィンはラウルとメルキオたちと位置を交代する。彼はしゃがんで、大きく重たげな四角い蓋をぐっと持ち上げた。冷やりとした、ほこり臭くさい空気がただよい出る。

　ハーヴィンは背中の弓と腰の矢筒を外して脇わきに置くと、みなが見守るなか、古代の船の奥へと通じる、狭く暗く深い穴へと入っていった。
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（……なんだ、ここは。俺おれはいま、どこに……）

　消えゆく波紋のあとに訪れたのは闇やみだった。

　ぼんやりとした意識のなか、レオンは懸けん命めいに目をこらす。だがなにかが見えてくる前に、ざわめきが闇のなかから聞こえてきた。

「…………閣下……レオン閣下！」

　その声にレオンは目をみはる。とたん、視界に飛びこんできた顔に動転した。

「マ──マルタン!?　どうしたんだ！」

　真っ先に見えたのは、血まみれのマルタンの顔だった。若い兵は苦しげに顔をゆがめ、レオンの腕にしがみつくようにして倒れこんだ。

「殿でん下かが……」荒い息の下から、マルタンがいった。「殿下が、どこにも……」

　とっさに状況が理解できなかった。レオンはマルタンを支えて叫んだ。

「アリアンが!?　アリアンがどうしたんだ！」

「ど、どこにも……どこにも、おられないのです。消えてしまったのです！」

　泣きそうな声で答えて、マルタンは血に濡ぬれた顔を振った。

「殿でん下かのご寝所はめちゃくちゃで……ご寝所だけじゃない、ヴュークスの城は……まるで、破裂したみたいにどこもかしこも崩れて……ああ……」

　マルタンはレオンの胸に倒れかかる。ぼう然とレオンは周囲を見まわした。

　いま自分がいるのは、どうやらヴュークスの城らしい。どうやら、というのはその場所が、あまりにもひどい有様だったからだ。

　石壁は吹き飛び、床には瓦が礫れきが散乱し、天てん井じようは壊こわれて抜けている。あちこちからうめき声や悲鳴が切れ切れに聞こえてきた。大きな穴の開いた天井から、ぎらつく陽ひの光が射さしこむ。このまぶしさは朝で、しかも──まだ夏だ。盛夏か、さもなければ晩夏だ。

「……レオンさん！」

　振り返ると、瓦礫を乗り越えてジジがやってくるのが見えた。彼女も怪け我がをしているのか、血のにじんだ腕を押さえ、よろめきながらレオンのもとへ歩み寄る。

　そのときやっと、レオンはこれが尋常な状況でないことに気づいた。

　ジジの身体能力の高さ、判断の素早さ、優れた剣技……レオンはそれを知っている。その彼女がこんなにひどい怪我を負っているのだ。ただごとではない。

「なにがあった、ジジ。俺はなにもわからないんだ。教えてくれ、アリアンはどうした！」

　マルタンを抱きかかえて、レオンは懇こん願がんするようにいった。

　ジジは真っ青だった。いつも平静な彼女が、いまにもくずおれてしまいそうに見えた。

「アリアンさんは、ベルギカから帰ってきてしばらく体調を崩されていました。昨夜ゆうべもとても具合が悪そうで。だから寝室に薬やく湯とうをお持ちしたんです……そうしたら、アリアンさんは……寝台で起き上がって、わたしに……」

　ジジは片手で顔を覆おおった。栗くり色いろの前髪がかぶさって、彼女の面おもてを隠した。

「血のついた夜や着ぎを……見せて……〝どうしよう、ジジ。どうしたらいいの……〟って。そのあと、突然──突然、燭しよく台だいの灯あかりが消えて、部屋が…………」

　それだけいって、ジジは耐え切れなくなったようにひざをついた。

　レオンは動けなかった。自分が抱きしめるマルタンの重みと、いまジジから告げられた事実の衝しよう撃げきに、彼こそその場に倒れ伏してしまいそうな気がした。

　震ふるえる腕で、レオンは意識のないマルタンを崩れた壁によりかからせる。

「ア……」

　わななく声が唇くちびるからもれて、割れた床に落ちた。

「アリアン──────!!」

　次の瞬しゆん間かん、彼は血を吐はくような叫びとともに走り出した。と同時に────

　ふいに視界に波紋が広がり、目の前の光景も、自分の意識も、ゆがんで消えた。




　真の闇やみがすべてを塗りつぶす。だがやがて、闇の彼方かなたにいくつもの炎が見えてきた。

（…………そうか、これは……〝本当〟のことじゃないんだ……）

　いま自分が見ているのは夢だと、やっとレオンは気がついた。

　だが、先ほどの光景はあまりに現実的だった。腕にかかるマルタンの重みも、耳に聞こえたジジの声も、壊こわれた天てん井じようから射さす陽ひの光も、なにもかもレオンには真実に思えた。

　なぜこんな、恐ろしいまでに現実味のある夢を？

　考えているうちに、多くのひとの気配と息づかいに気づく。闇に目が慣れて、ぼんやりと目の前の光景が見えてきた。そこは、いくつもの蠟ろう燭そくが灯ともされた暗い大広間だった。

　黒いローブを着た数十人もの人影が、ある方向を向いてうやうやしく伏している。彼らは声をそろえて、祈りの言葉をささやいていた。

　彼らのささやきのなかには、異様なまでの期待と興こう奮ふんがあった。抑えようとしても抑えきれない高揚の熱が、ねっとりとした暗い空気に満ち満ちている。

　レオンはなにか薄うす気き味み悪いものを感じた。いったい彼らは、なにを伏し拝んでいるのか──と視線を移したその瞬間。




　ぶん殴なぐられたような激しい衝撃を受けた。




　視線の先にあるのは、大きな飾り燭台に照らされた聖せい所しよらしき場だ。

　数段高くなったその場所にだれかが立っている。それは……。

（な……まさか……まさか、アリアン!?）

　銀ぎん灰はい色しよくの半仮面をかぶり、透けるガウンをまとった少女だ。

　彼女が身につける白いガウンは、着ていないに等しいほど薄うすかった。金糸の飾りがあるだけで、体を隠すというよりむしろ扇情的に見せるための布地だ。ふくらみかけた乳房と、淡い色の乳首、白い肌とほっそりとした体の線、下腹部までうっすらと透けて見える。

　少女は静かに面おもてを上げた。

　仮面の下の、濡ぬれた紅あかい唇くちびるが見える。ぞっとするほど淫いん靡びな色だ。

　肩にかかる長い金の髪を蠟ろう燭そくの灯あかりに輝かがやかせ、少女は一歩前に出る。薄物の下から素足がのぞいた。金糸の飾りがきらめいて、彼女の裸体を妖あやしく彩いろどる。

　それは、あまりにいかがわしく、邪よこしまなまでに際きわどく、みだらがましい光景だった。

「……わが神。この世で唯一の偉大なる神、バアシュよ」

　少女の前に、白と金の縁取りのある漆しつ黒こくのローブを着たひとりの男が、顔を伏せてひざまずいている。長い雪のような髪を背中に垂らしているが、声は若く雄お々おしい。

「尊い御おん身みに精を授ける役は、卑ひ賤せんなるわが身に余る光栄。だが、謹つつしんでその役をまっとうしよう。われはあなたの永遠なるしもべであり──伴はん侶りよである」

　男の言葉に、仮面の少女は手を差し伸べた。男は立ち上がり、少女の手を取る。

　男はかなりの長身だ。ローブに包まれてなおはっきりとわかる広い肩幅と、たくましい体つきをしている。彼と比べると仮面の少女はとても華きや奢しやに見えた。

　だがその体格差など、少女の放つ、首筋をぞわりとさせる気配の前には、まったく意味をなさなかった。むしろ少女のほうが男を圧倒しているかに見えた。

　男は少女を聖せい所しよの奥へ導く。そこには重たげな緋ひ色いろの布をかぶせ、厳おごそかな天てん蓋がいのある大きな祭さい壇だんがそなえつけられていた。祭壇？　いや、違う。あれは…………。

　その瞬しゆん間かん、レオンの腹の底から溶岩のごとき激烈な怒りが噴き上がった。




　祭壇ではない、あれは──あれは、寝台だ。




　恐ろしいまでの怒りに目の前が赤くなる。その怒り以外なにも考えられなくなる。狂乱の激げつ昂こうに突き動かされ、レオンは吼ほえるように叫んだ。

「やめろ──やめろ！　アリアンに触れるなあっ!!」

　だがその声は音にならない。のどから血が出るほどレオンは叫んだ。何度も何度も、何度も何度も狂ったように叫んだ。叫びつつ、走り出そうとした。

　走る足も、伸ばす腕も、自分には存在しないことにレオンは気がつかなかった。

　彼に見えているのは、目の前のおぞましい光景──仮面をかぶる半裸のアリアンを抱き寄せ、祭さい壇だんの上に横たえる男の背中だけだった。

「やめろおぉおおぉっ!!　アリアン、アリアン、アリアン…………！」

　すべてを砕くような絶叫が虚むなしく闇やみの虚こ空くうに響ひびき渡り、と同時に暗い波紋が広がる。




　すさまじい痛みに、はっとレオンは面おもてを上げた。

　耳もとを荒れ狂う風が通りすぎて、髪が痛いほど激しくかきまわされる。

　視界は暗い。だがここが、先ほどまでいた祭壇のある暗い広間でないのはわかった。

（……またか……くそ、どういう、ことだ……！）

　レオンは手をついて身を起こそうとした。しかし全身を貫く痛みに足がくずおれる。

「ぐぁっ……！」

　うめき声とともにレオンはひざをついた。歯を食いしばり、痛みを押し返す。起き上がる手がかりを求めて、彼は必死に辺りを探った。その腕をだれかの手が弱々しくつかんだ。

「…………レ、オン……」

　聞き覚えのある声に、レオンは息を吞のんで見下ろす。

「────メルキオ!?」

　震ふるえる声で自分を呼んだのは、額からおびただしく血を流したメルキオだった。

　鎧よろいらしきものを身につけているが、ぼろぼろで原型をとどめていない。いや、鎧だけではない……彼の手足も全身も切り裂かれて、血まみれの肉にく塊かいだ。

「ごめん……よ、レオン。君と、最後……まで、一いつ緒しよに……戦えなく、て……」

　ごぼり、とメルキオは血を吐はいた。レオンの腕をつかむ手が、ずるりと落ちた。

「……メルキオ!?」

　とっさにレオンはメルキオを抱き上げた。だがレオンの腕のなかで、メルキオの頭ががくりと真横に折れる。その瞳ひとみの光が失うせていく。

　レオンは首を振った。恐怖と、目の前の光景を否定したい想おもいとで、声すら出なかった。

　ふと、レオンは視線を上げた。ゆっくりと周囲を見まわす。

　目に映るのは──────おびただしい死体。

　荒れ果てた荒野に、累るい々るいと屍しかばねが倒れている。

　折れた槍やりの突き刺さった兵士。首を切断された体。四し肢しのちぎれかけた男。髪を乱して仰あお向むけに倒れる若い娘。母親に抱かれてともに息絶えた幼子。無数に折り重なる死体──体なのか手足なのか、内臓なのかもわからない血だらけの肉塊…………。

　そのなかにはセレネやジジや、マルタンやベルギカ侯……見知ったものたちの屍がある。

　陰いん鬱うつな暗い空の下、屍は大地を埋め尽くすように、地平線の彼方かなたまでつづいていた。

　荒れ狂う風が生なま臭ぐさい嫌いやな臭においを運ぶ。だが悲鳴も、うめき声も、叫びもささやきも気配も息づかいも、なにもない。なにひとつない。風の音以外に、なにも、聞こえない。

　ぼう然としていたレオンは、ふいに大きく目を見開いた。

　──弑し神しん。

　相棒ともいえる巨きよ剣けんが、あふれる屍しかばねのなか、斜めに傾かしいで地面に突き刺さっていた。

　獅し子しの顔は泥にまみれ、宝玉の双そう眸ぼうは色を失い、血に汚れた刃は欠けていた。その内からは、いつもレオンが無意識に感じていた〝魂たましい〟の気配がない。

「……あ……あ、あ……そんな…………噓うそ、だ……」

　レオンの唇くちびるから、声が落ちた。

「噓だ、噓だ……噓だ！　起きろ、起きてくれ、なにかいってくれ！　弑神！」

　レオンは叫んだ。だが弑神の声も──それ以外の生者の声も──まったく、聞こえない。

　恐ろしかった。命の兆きざしがほんのわずかでも欲しかった。哀かなしみや苦しみを感じる余裕などないほどにレオンは錯さく乱らんしていた。

　そのとき──なにかうごめく気配が、した。

　レオンは、ほとばしりかけていた絶叫を吞のみこむ。一いち縷るの希望が胸をかすめた。その希望にすがるようにして、彼はその方角を見上げた。

　目の前の小高くなった場所に、ひとりの少女が立っている。

　大きくはためく純白の外がい衣い。不吉な光を放つ銀ぎん灰はい色しよくの半仮面。嵐あらしのごとく吹き荒れる風に、まるで翼つばさのように広がる長い金の髪。

　レオンを見下ろす、仮面に空いた底なしの昏くらい双眸……。

　少女を見た瞬しゆん間かん、欠片かけらほどの希望は完かん膚ぷなきまでに打ち砕かれた。彼の目線の向こうに立つ、外衣に包まれた少女の体。その体の────

　丸くふくらんだ、下腹部。

　ほっそりとしたいたいけな少女の体に、ふくらんだ腹はあまりに醜しゆう悪あくだった。醜悪すぎて、身の毛がよだつほど、心しん胆たんを凍りつかせるほどに、おぞましかった。

　すべてが空白になる。世界に、どんな意味もなくなった。

　全身の痛みも、メルキオの体の重みも、激しい風も、累るい々るいと地の果てまで重なる屍の山も、耐えがたい腐臭も、レオンの希望を微み塵じんに砕き、黒々とした絶望へと叩たたき落としたアリアンの姿の前には、なにも、なにも、なにひとつ──無意味だった。

　ゆっくりと、仮面の少女の背後に、無数の異形どもの影が立ち上がる。

　仮面の少女を守り、慕したうように集つどう不気味な姿の異形も、レオンには目に入らなかった。ただアリアンだけを、ぼう然と彼は見つめていた。

　その刹せつ那な、ふいに恐ろしい痛みが胸に走った。

　ごぼり、とレオンは血を吐はく。見下ろすと紺こん藍あいの鎧よろいの中央から、異形の醜みにくい爪つめの先が突き出ている。光る爪の先から自分の血が滴したたり落ちて、それでも彼はなにも感じなかった。

　貫かれた痛みなどより、われを失うほどの絶望のほうがずっと強かった。

　ゆっくりと、彼は前のめりに倒れていく。突き刺さる爪が抜けていく異様な感覚とともに、血の染しみた土の地面に倒れ伏した。痛みが、意識が、消えていく。

　自分を見つめる空虚な双そう眸ぼうを感じながら、レオンは死の待つ深い闇やみへと堕おちていった。




　その意識をつなぎとめたのは、ふたつの声だった。

『レオン、馬ば鹿かめ！　それは幻だ、われに返れ、レオン、レオン……！』

「……いや、いやよ、いやぁ……レオン、レオン、レオン────っ!!」
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　水に激しく手をついた。

　しぶきが勢いよく飛び散る。水すい盤ばんの水がこぼれ、映っていた自分の顔が消え去った。

　香の匂においに気づき、目まいをこらえて腕を振りまわす。香こう炉ろが甲かん高だかい音を立てて倒れ、火のついた炭と香こう木ぼくが床に散らばった。

　荒い息で、レオンはその場に手をついた。目がくらんで立っていられない。深い眠りから無理やり引きずり起こされたようなだるさと、強い目まいに、吐はき気がする。

「ア……アリ、アン……」あえぐように名を呼んで、彼は目をみはった。

　自分のかたわらでアリアンは金の髪を床に広げ、ぐったりと倒れている。

（──アリアン！）

　歯を食いしばって吐き気をこらえ、レオンはアリアンを抱き起こした。

　彼女はうっすらと瞳ひとみを開けて、苦しげにつぶやいた。

「レオ……ン…………ああ、レオン…………！」

　アリアンは血の気の失うせた真っ白な面おもてでレオンにすがりつくと気を失った。

「……そんな」うろたえるような声が背後から聞こえた。

　意識のないアリアンの体を守るように抱きしめて、レオンは肩ごしに振り返る。

　シャイラが、蒼そう白はくの面で立っていた。その横でフェイエッテが香木を載せた盆を取り落とし、シャイラ以上に真っ青な顔で床にへたりこんでいた。

「わが神の呪じゆを破るなど……どうやってできたのです」

　怯おびえる声でシャイラはいった。思わずレオンは苦しい息で叫ぶ。

「なに、を……おまえ、アリアンに……なにを、したんだ！」

「あなたと、同じ呪を」シャイラは静かに答えた。「同じ幻像を、お見せしたのみ」

「シャイラ──シャイラ！」フェイエッテが震ふるえる声で振り仰いだ。「ひどい、いくら愚おろかな人間相手でも、あれはひどすぎる！　あんなものを見せるなど……！」

「それでも、あれはこの先にある天の定めですよ……フェイ」

　非情な口調でシャイラは告げた。レオンとフェイエッテは息を吞のみ、まじまじと彼女を見つめる。言葉を失う彼らに、妖よう精せい小こ人びとの長おさはさらに冷たい響ひびきの声でいった。

「その定めを阻止しようと思うなら……聖せい王おう女じよの身に流るる時を────止めるのみです」
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　暗い船底は、ひどく静かだった。

　周囲が水のなかだからだろうか。空気は冷たく、体の芯しんまで冷える気がする。

　ハーヴィンのあとから降りたジジがつぶやいた。

「……ずいぶんと狭いですね」

「上に比べると荷物もまったくない」ハーヴィンが答える。

　船底はふたりが入っただけで窮きゆう屈くつになった。身をかがめてジジは周囲を見渡す。

「暗くてよく見えないな」ハーヴィンがつぶやいた。

「待ってください」ジジは若者を制した。「あれは……なんでしょう」

　ふたりは先に進んだ。丸い球状のなにかが狭苦しい船底の奥に置かれている。手で探ってみると、それは球形の金属の檻おりのようなもので、両腕で抱えられるぐらいの大きさだ。

　檻は一箇所開いている。目をこらすと檻の底に四角い箱が置いてあった。

「ここにも、呪が施ほどこされていたんだな」

　ハーヴィンが開いた部分を指で探る。金属の檻の扉にも深く削られた跡があった。

「あの箱はなんでしょう」ジジは檻の底の箱を指し示して訊きく。

「開くみたいだね」

　ハーヴィンが檻に手を入れ、箱の蓋ふたを開けた──そのとたん、ひゅっと箱からなにかが飛び出し、激しい勢いで金属の檻にがちりとくっついた。

　ハーヴィンは驚おどろいて素早く視線を向け、ジジも目をみはる。

「木の……魚？」

　檻に吸着したのは、木製の小さな魚だった。よくよく見れば、魚の口から細い針のようなものが上方に突き出ている。

「磁石の入った指し針しん魚ぎよですね。かなり強い磁気だ」

　歌うような声に振り向くと、ラウルがジジの肩に手を置き、のぞきこんでいる。

「師匠」のぞきこむラウルへ、ジジは訊いた。「指針魚とは？」

「方位を知るための道具だよ。水を張った器に浮かべると、一定の方角を示すのだ」

　ふいにハーヴィンが手を伸ばす。彼はぐいと強く力をこめて魚を取ると箱に納めた。

「……でも、これだけでは役に立たないはずです」

　意味ありげな言葉を樹じゆ守もりの若者はつぶやいた。

　そのとき、船が大きくゆらいだ。ハーヴィンは船底を見まわす。

「夕暮れになって風が出てきましたね……上がってください」

「いいのですか、このままにして」とジジ。

「たとえなくなったものがあっても、僕ではわからない。いまは、これ以上なにかが起こらないように、荷物で入り口を閉ざしておきます」

　彼は身をひるがえし、跳ね上げ蓋ぶたへ向かう。ラウルは名残なごり惜しげに檻おりを一度振り返ると、あとにつづいた。ジジもはしご段に足をかける。

　その足が、ふと止まった。少女はなにかを感じたようにその場を見まわす。だが暗い船底に響ひびくのは、波にゆれて船がきしむ音だけだ。

「急いでください。外はだいぶ暗くなっています」

　ハーヴィンの声がふってきた。ジジは無言で速すみやかに段を上った。




　……もしも。

　もしもジジが、もう少しその場にとどまっていたなら。

　きっと彼女は気がついただろう。

　船の底を────なにかの無数の気配が、ゆっくりと横切っていったのを。










　　　第四章　顕現







　閉ざされた神しん域いきを、空から降りる夕ゆう闇やみが包む。

　漆しつ黒こくの影となってそびえる山々の端はしから、月が空へと上り、翠すい海かいに姿を映した。




　岸辺の一角の広場に、神域に招かれた客人たちが集つどっていた。

　広場の隅には石を積んだかまどがあり、熾おき火びの上に鉄格子が置かれ、湯を入れた薬や缶かんが乗っている。近くには簡素な小しよう亭ていがあり、十数名は座れる食卓と長なが椅い子すがあった。

　食卓のまわりにいるのは、ラウルとカラ、メルキオだ。

　ラウルは杯さかずきから酒らしき飲み物をすすり、カラは新鮮な果実の皮をむいて口に運ぶ。メルキオは木陰へ目をやりつつ焼魚にかぶりついた。

　シャイラにいいつけられたか、フェイエッテが不満げな顔をして皿を運んでいる。ハーヴィンはかまどの前に座り、無言で火を見つめていた。

　レオンは、小亭から離はなれた木陰で弑し神しんの手入れをしていた。汚れを拭ふき取り、小さな革かわ砥とで刃をこすり、丁てい寧ねいに念入りに細部まで磨みがき上げる。

　もっとも必要だからというより、気をそらすために手を動かしているようだ。

『ふん、いつもこれほど念入りであれば、嬉うれしいのだがな』

　弑し神しんのつぶやきに答えず、レオンは光る刃を見つめると、巨きよ剣けんを鞘さやに納めた。木立に背を預け、鞘ごと弑神をひざに乗せて、しばし無言で翠すい海かいに映る月影を見つめる。

「……なぜ、あのとき」レオンはささやいた。「俺おれが幻を見てるって、わかった」

『われがどうやって視界を得ているか──まあ、わからんであろうな』

「わかるか」レオンはそっけない。

『貴様や、周囲の人間の〝認識〟を借りるわけである。むろん、われと密接にかかわる所有者の貴様とは容易につながることができるが、他の人間とは……相性があるな。以前、港街トレゴンで追跡者に気づいたのは、貴様に向けられた強い認識を捕らえられたからである』

　弑神の答えに、レオンは一いつ瞬しゆん口をつぐむ。だがすぐに、迷うように訊きいた。

「……だったら、俺が見た幻を、おまえも見たのか」

『むろん』

「あれは──もしあれが、本当に起こりうる未来なら……なぜ英雄ライオネルは」

（……あんなことができたんだ。自分の妻を──犠ぎ牲せいにするだなんて！）

　その問いは口に出せなかった。レオンは巨剣を抱きしめ、うつむいて歯を食いしばる。

　あのあと、レオンは気を失ったアリアンを抱いて湖こ亭ていへ向かった。

　途中、ジジやメルキオと出会ったが、とてもくわしいことを説明する気になれなかった。ジジはただならぬ事情を察してかなにも訊かず、アリアンの介抱を手伝ってくれた。いま、彼女はアリアンのもとへ食事を運びにいっている。

　シャイラに見せられた幻は、レオンをこれ以上ないほど打ちのめしていた。

　傭よう兵へいとして戦場をくぐり抜け、悲鳴も嘆きも、あふれる死体も、慣れてしまうほど目まの当たりにしてきた。深い絶望ですら、吊つるされた養父の屍しかばねを見たときにとっくに味わっている。

　だがあの幻の光景は、そんな体験などかすませてしまうほど強烈だった。

　これほどまでに自分の無力さを思い知ったことはなかった。

　レオンは身じろぎもせず無言でうずくまる。それ以外、いまはなにもできなかった。

「……レオンさん」

　遠くからの声に、レオンは顔を上げた。月明かりに照らされる岸辺をジジがやってくる。夜目の利きく彼女は、まっすぐにレオンの座る木陰へと向かってきた。

「ジジ」レオンは剣帯ごと弑神をつかんで立ち上がった。「……アリアンは」

　レオンの問いに、安心させるようなしっかりした声で、ジジはいった。

「だいじょうぶです。簡単な食事と、フェイエッテさんから分けていただいた鎮ちん静せい作用のある薬やく湯とうをお持ちしました。いまは着替えをすませられて、寝台に横になっています」

「感謝する、ジジ。手間をかけたな」

「いいえ。それよりレオンさんも、あとでアリアンさんの様子を見にいってください」

「わかった……おまえ食事をしていないんだろう。一いつ緒しよにいこうか」

　ジジはうなずき、ともに歩き出す。小しよう亭ていの食卓からメルキオが立ち上がった。

「やっと飯を食べる気になったかい、レオン」

　軽い口調だが、案ずるような響ひびきが感じられた。レオンは小さく笑い返す。

「俺おれの分は残しておいただろうな」

「食いっぱぐれたくなかったら、もっとがっつきなよ」

　メルキオも笑いながらいった。そこに、腰かけに乗って給仕をしていたフェイエッテが、あふれるばかりに盛られた新鮮な果実と、焼いた魚や焼菓子の皿を押しやる。

「片付かぬから、さっさと食うてしまうのじゃ。その焼菓子はシャイラの手製ぞ。どんぐりの実を粉にして何日も陽ひにさらして灰あ汁くを抜いて、甘あま葛ずらの粉を入れて焼き上げるのじゃ。人間ごときに食わすのはもったいないがな」

　卓に背が届くか届かぬかの背のくせに、少女はだれより大きな態度でいった。

「ごたいそうすぎて味がわかりそうにないぜ」

　レオンは先にジジに皿をまわす。彼女は焼菓子を口にすると目を丸くした。

「この焼菓子……レオンさん、ぜひ召し上がるといいと思います」

　ジジから皿をまわされて、レオンは焼菓子を口に運ぶ。とたん、思わず目を見開いた。

「へえ、美う味まいな！」

　素朴だが味わい深かった。嚙かみしめると木の実の風味が口のなかに広がり、舌の上でほろほろと崩れる。ほんのりとした甘さがたまらなく美お味いしくて、いくつでも食べられそうだ。

　フェイエッテが両手を腰に当てて大いばりで胸をそらした。

「ふふん、そうじゃろう。この世でこんな美味いものを作れるのは、シャイラだけじゃ」

「自分が作ったわけでもないのにえらそうだな」

　鼻で笑うようにレオンはいった。だが少女はこともなげにいい返す。

「自分が作ったわけではないから自じ慢まんするのじゃ。それともなにか？　おのしは自分の手柄をいいふらして自賛するのか？　なんとまあごう慢じゃの！」

　あからさまにむっとなるレオンに、メルキオが横からささやいた。

「止やめといたほうがいいよ、この手合いは君と相性が悪い──仲良くならないかぎりね」

「なんだと？」

「殿でん下かとちょっと似たとこがあるよ。この子は」

　にっとメルキオが笑う。レオンは、なにか非常に面おも白しろくない。

　食事はどれもみな美味しかった。新鮮な果実は、汁気たっぷりでとろける甘さのものから、爽さわやかな酸味のものまで様々で、取れたての焼魚も香ばしくて美味い。

　空腹とのどの渇きが満たされ、レオンはやっと少し息をついた。

「シャイラさんやハーヴィンさんは、召し上がらないのでしょうか」

　ジジがかまどの前に腰をかけるハーヴィンを見ていった。メルキオが答える。

「彼はさっき、かまどの前で食べてたよ。でもシャイラさんは……どうしたのかな」

　メルキオの疑問につんとフェイエッテが答えた。

「シャイラは生きつ粋すいのリリピティエンじゃ。人間どもと同じものは食わぬ。明日の準備もあるゆえな……」といって少女は森の奥へ視線を向ける。「わらわもシャイラの手伝いをせねばならぬ。ハーヴィン、あとは頼たのんだぞ！」

　腰かけからぴょこんと飛び降りて、フェイエッテは暗がりへ走っていった。少女の背中をハーヴィンは見やると、また黙もく々もくと弓矢と鉈なたの手入れをつづける。

　カラが果物の種を皿に投げつつ、不ふ機き嫌げんな口調でいった。

「で、いつこの場所を出られるのよ？　どうもこう、うさんくさくていけ好かないのよね」

「明日には、だいじょうぶですよ……おそらくね」

　ラウルが爪つま弾びくリュートの音に乗せて答えた。レオンはかまどへ視線を移す。

　樹じゆ守もりの若者は火の様子を見つつ、装備の手入れや、破れた手しゆ套とうのつくろいをしていた。こちらの会話が聞こえる位置にいながら、聞こえないふりをしているようだ。

　ふとレオンは目を細めた。矢筒のなかに、数本矢羽の色の違う矢が混じっている。他は鳥の羽を使った模様交じりだが、その数本だけは草の汁で染めたように真緑だ。

「ところで、さ。レオン」食事を終えたメルキオが、ためらいがちに訊きいた。「思ったんだけど……ダルディス皇こう国こくは、どう動くかな。いま、あの国はどういう状況だと思う」

「ダルディス──か。そうだな……」

　レオンの眉み間けんに険しいしわが刻まれた。あの漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうの少年の姿が脳裏によぎる。

「大たい皇こうを失ってしばらくは混乱するだろうが、立て直しに時間はかからないはずだ。あいつが……大皇の弟の、ユーサーって皇おう子じが生きていればの話だがな」

「むろん、生きているでしょうね」

　リュートを爪弾く手を止め、ラウルがこちらを向いた。レオンは眉まゆを寄せて振り向く。

「自信ありげだな。聖座島サン・スイエージユの崩ほう壊かいを、あいつが生き延びたって確信があるのか」

「ユーサー皇子の〝魔ま呪じゆ〟の力は、聖座島で見たはずですよ」

　ラウルはそっとリュートをひざに置くと、話をつづけた。

「あなたのいうとおり、彼はかならず皇国を掌しよう握あくし、大皇不在の混乱を速すみやかに収めるはずです。妾しよう腹ふくの彼が権力を手にするなら、強力な部族の後押しを得るか、兄ダリウスの娘であるエンジェリナ皇こう姫きを大皇に推おし、自分は宰さい相しようの地位につく以外方法はないでしょうね」

「俺おれと同じぐらいの若造だったぜ。なのに宰相なんて地位につけるのか」

「妾腹の若造だからこそ、自分の力では大皇になれぬことを知っていたと思いますよ。ダルディス皇国は一枚岩ではありません。覇は権けんを狙ねらう様々な部族がいて、危うい均きん衡こうの上に成り立っている。若い皇おう子じがどこまでやれるか……まあ、こちらにとっては好機でしょうね」

　レオンはひじをつき、考えこむまなざしでいった。

「ユーサーは……リールエルバンでのあんたの話によれば、幼い頃ころ人質として留学していた縁で、帝てい国こくに人脈があるそうだな。聖せい王おう国こくはこれからダルディスに戦いくさをしかけるんだ。なのに、肝心の同盟国に敵と通じるものがいるのは危険だろう。しかも国家間の人質──皇子として留学していたなら、交流していた相手もそれなりの地位にあるんじゃないのか」

　メルキオが驚おどろいて腰を浮かせた。

「そんな、ぼくらが戦をしている最中に、後ろから刺されかねないじゃないか！」

　ジジは黙だまって聞いている。カラは興味がなさそうに卓にひじをついているが、ラウルに向ける横目は鋭い。小さな笑みを口の端はしに乗せ、ラウルはみなを見まわした。

「不安は当然ですね。では、ユーサー皇子の素す性じようをお話ししましょうか。ユーサーとダリウス前大たい皇こう兄弟の父……皇こう父ふは、生前ランゴニア帝国のとある辺へん境きよう伯はく──現在の選せん帝てい侯こうのひとり──に傭よう兵へい将校として仕え、数々の武功を上げました」

　二本の指をかかげ、ラウルは説明した。

「皇父は、ふたりの息子をもうけました。ひとりは、皇こう国こくの有力部族の娘である正妻とのあいだの息子、前大皇ダリウス」ラウルは一本、二本と指を折る。「もうひとりが、後年になって、主あるじである辺境伯の娘とのあいだにもうけた、ユーサー皇子です。

　ダリウスが大皇として立つ過程で、かなり根の深い内紛があり、ユーサーの母は殺され、彼も殺されるところでしたが、皇父により人質という名目で帝国へ逃がされ、結果、辺境伯のもとで高い教育を受けたという話です」

　レオンたちは無言で話を聞いている。彼らの表情は一様に重い。

「そして十二歳で成人の儀ぎをすませたあと、ユーサー皇子は皇父から傭兵団をゆずり受けて帰国し、その後、聖王国侵攻戦に挑んだのです。彼はみごと武功を打ち立てましたが……活かつ躍やくしすぎて兄であるダリウスのねたみを買ったわけですね。あとはご存知のとおりです」

　レオンの眉み間けんのしわがますます険しく深くなる。

（ってことは、ユーサーとつながってるのは選帝侯……皇こう帝ていを選べるほどの有力者か）

「その辺境伯……選帝侯は、どういうやつなんだ」

「なかなかにいやらしい人物ですよ。ランゴニアの現皇帝ブルトゥを廃し、皇こう太たい子しを新たな皇帝に推おそうと画策しているのも、その辺境伯──セゲル・マドレス選帝侯です」

　レオンとメルキオの面おもてによぎる警戒と不安の色がさらに濃くなる。

　ラウルはほほ笑み、ふたりをなだめるようにいった。

「権力闘とう争そうも国家間の情勢も、そう簡単なものではありません。セゲル選帝侯は政敵も多い。三国同盟によって、敵国の皇子とのつながりは、彼には急所ともなりうるはずです」

「つまり、敵と通じていると見なされて政権の場から追われるかもしれないと？」

　レオンが指摘すると、ラウルは大きくうなずいた。

「そのとおりです。いずれにせよ、単純な状況ではない。必要以上に不安と疑心を抱いてもしかたありませんよ。いまはただ、明日のことだけを考えればよろしい」

　ラウルはまたリュートを爪つま弾びき始めた。みなは無言になる。

　やがて落ち着かぬ食事が終わる。月はすでに中天に昇っていた。




　あと片づけを終え、レオンはメルキオとともに湖こ亭ていへ向かった。

　ふたりの部屋は岸辺にもっとも近い。岸辺から延びる桟さん橋ばしを渡ると、もう目の前だ。

　涼しい風が吹きこむ湖亭に入ると、外から射さす明るい月明かりが部屋のなかを柔らかく照らしていた。メルキオは上着を脱いでさっさと吊つり寝ね床どこへ飛び乗る。

　レオンは弑し神しんを下ろし、鎧よろいと、手てつ甲こうから足そく甲こう、鎧よろい下したまで外して息をつく。

　着慣れた鎧とはいえ、さすがに夏場は暑苦しかった。薄うす手での胴どう衣いに着替えると、襟えり元もとや袖そで口ぐちから風が入って心地いい。身が軽くなり緊きん張ちようも解ける。

　しかし心を締しめつける重みは消えない。うつむく彼に、壁に立てかけた弑神がいった。

『……聖せい王おう女じよが気になるか』

　レオンは苦笑すると、巨きよ剣けんの獅し子しの顔を軽く叩たたき、メルキオに向き直った。

「メルキオ、先に寝ててくれ。俺おれは……その、ちょっと、外を歩いてくる」

「うん」メルキオは短く返事をすると、ためらうようにいった。「あのさ……レオン」

　彼は寝床から身を起こし、困ったようにごしごし額をこすると、肩をすくめた。

「いっておいでよ。ぼくは……ここで待っているからさ」

　短い言葉でも、彼がこちらを案じているのが伝わってきた。ふとレオンは苦笑する。

「昼間といい、いまといい、おまえがひとのことを気づかうなんて意外だな」

「ほんと失礼だよなあ、君ってさ！」怒ったふりで、メルキオはいい返す。「それをいうなら……さ。そんなに落ちこんでる君も、らしくないよね」

　一いつ瞬しゆん、レオンは言葉を見失った。（こいつ……変わったな）

　以前のメルキオは、出世したいという望みにとりつかれ、まわりのことなど目もくれずに突っ走るような若者だった。だが昼間、「前みたいにがむしゃらに出世したいという気持ちはない」といっていた。あれほど貴族階級に上りたいと断言していたのに。

　改めて見なおして、レオンはメルキオに〝自信〟が生まれたのを感じる。その自信が、彼に落ち着きと、まわりを気づかう余裕を与えているのだ。

　たぶん──それは、アクィタニア侯セレネがいるからだろう。彼女と思いを通じたことが、なんの拠より所もないという不安や焦しよう燥そうを打ち消し、彼に自信を与えたのだ。

　われ知らず、レオンはぽつりといった。「……うらやましいな」

「なにが？」メルキオが問う。

「おまえたち──おまえとアクィタニア侯は、互いを捕まえたんだ」

　メルキオは沈ちん黙もくする。しばらくして彼は静かな、確信をこめた声で答えた。

「……そうじゃないよ。ぼくらは、自分の気持ちを見つけたんだ。ただ、それだけさ」

　ふたりはじっと見つめ合う。静かな湖こ亭ていのなかに、帳とばりをゆらす風の音がかすかに響ひびいた。

「ほら、さっさといっておいでよ。ぼくはもう寝る」

　メルキオは照れた声でいうと、どさりと寝転んだ。ゆれる吊つり寝ね床どこに小さく笑い返し、レオンは背を向ける。帳を上げて、彼は月明かりの下に延びる桟さん橋ばしを歩き出した。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




「────あ！」

　小さな悲鳴を上げて、アリアンは寝台の上で半身を起こした。

　視界に入るのは闇やみ一色だ。思わず体にかけられた毛布を引き寄せて身を縮める。

　恐ろしかった。とても怖かった。自分はまだ、あの終わらない幻のなかにいるのではないか。闇のなかから、またおぞましい光景が見えてくるのではないか。

　レオンが……レオンが、自分の目の前で息絶える……あんな光景が……！

　そのとき枕まくら元もとの薬やく湯とうを入れた杯さかずきが目に入る。ジジが置いていったものだと気がついた。

　やっと記き憶おくがよみがえり、恐る恐るアリアンは、のどの奥につまる息を吐はく。幻ではないとわかっても、この場にひとりでいることがひどく心細く思えた。

　窓の外に目をやる。かいま見える夜空は真夜中に近かった。部屋のなかの闇と、ひとりの心細さが息苦しくて、アリアンは無む性しように外の空気が吸いたくなる。

　いや、ただ外に出たかった。外に出て……できれば、彼に、会いたかった。

　そう思ったとたん、矢も盾もたまらなくなった。アリアンは夜や着ぎの前をかき合わせ、寝台から足を降ろす。だが足をつく間もなく前のめりに倒れた。

「ゃ……っ！」床を震ふるわせてアリアンは転んだ。目まいとふらつきをこらえ、アリアンは半身を起こす。しかし立ち上がれずにぺたりと床に座りこんだ。

　そのとき、ふいに亭の帳が開き、耳慣れた声が飛びこんできた。

「──アリアン!?」

　アリアンはぼんやりと顔を上げた。温かく力強い手が彼女を助け起こし、寝台に腰かけさせる。ぼう然とするアリアンの前に、レオンはひざをついた。

「なにをやってるんだ、おまえ……だいじょうぶか」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、激しい嗚咽おえつがこみ上げてきた。必死に奥歯を食いしばり、アリアンは涙と声を押しこめようとした。だが抑えきれず、いまにも涙はあふれ出そうになる。

（だめよ……だめ。彼に、心配をかけたくない）

　アリアンは夜や着ぎをにぎりしめ、無理やりに笑いかけた。

「だ、だい……じょうぶよ。あなたこそ、どうしてここに？」

「いや──その、通りがかっただけだ。なかから悲鳴が聞こえて……入ってみたら、おまえが床にへたりこんでいたってわけだ」レオンは苦笑する。「寝台から転げ落ちたのか？　こんな広くて低い寝台から、どうやって落ちたんだ。器用なのか不器用なのかわからないな」

　からかうような言葉だが、彼の声はいつになく優しく、気づかいに満ちていた。その優しい声こわ音ねが胸に痛いほど染しみて、抑えていた涙と突き上げる感情がこらえきれなくなる。

　まぶたの縁にたまる涙が決けつ壊かいして流れ出す間ま際ぎわ、アリアンはふいに、

「な……アリアン!?」

　レオンに抱きついて、その肩に顔をうずめた。

　彼に涙は見せたくない。だがあふれる想おもいを我が慢まんするには、こうする以外思いつかない。

　アリアンは彼の体を抱きしめて、いまにも破裂しそうな感情を懸けん命めいにこらえた。

　シャイラに見せられた幻が脳裏によぎる。

　自分の体に触れる見知らぬ男の手。身み震ぶるいするほどおぞましくて、強い嫌けん悪おに吐はき気がして、なのにまったく抵抗できない。あの恐怖は、思い出すだけで気が狂いそうになる。

　見渡すかぎりの荒野に累るい々るいとつらなる屍しかばねの山。あの一面の死のなかで、自分を見上げる血まみれのレオンを見つけた次の瞬しゆん間かん、彼は異形の爪つめに貫かれて息絶えた。

　あのときの恐怖。あのときの絶望。

　あの一瞬で、なにもかも一切が空白になった。

　自分を支えてきた誇りも、矜きよう持じも、次代聖せい王おうとしての責務も、全部見失ってしまった。

　あのまま幻を見つづけていたら、かならず自分は正気をなくしていただろう。

　だが、なによりも恐ろしく、底なしに絶望をかき立てるのは────

　あれが、「この先の未来」だということだ。




　いきなり抱きつかれてレオンは面食らった。「アリアン、おまえ……」

　驚おどろくレオンの肩に、アリアンは顔を伏せてしがみつく。かすかな震えが、自分の体にまわされた細い両腕から伝わってきた。

「……このままでいさせて。今だけ……」か細くはかない声で、彼女はいった。「あなたが、たしかにここにいるのを感じさせて。お願い……お願い、レオン」

　レオンは声を失った。胸がつまり、激しい感情が胸の奥から突き上げる。

　その強い想いをこらえ、レオンはアリアンを受けとめ、包むように抱きしめた。

　アリアンがさらにしがみつき、ぎゅっと身を寄せる。夜着に包まれた細く柔らかな少女の体を、レオンは薄うすい胴衣ごしに感じとる。

　わからなかった。自分のなかで嵐あらしのごとく荒れ狂い、狂おしく胸をかきむしる、この想い──アリアンへの想おもいが、わからない。崇拝なのか、忠誠なのか、あるいは……。

　〝恋〟と呼ぶべきものなのか、レオンにはわからなかった。

　だがいまは、この想いに名前をつけたくなかった。アリアンの言葉にだれよりも共感していたからこそ、いまだけはただ、震ふるえる彼女を守るように抱きしめていたかった。

　どのぐらいの時が過ぎただろう。やがてゆっくりとアリアンが体を離はなし、レオンの額に自分の額をつけて小さな息をつく。その吐と息いきを感じて、レオンは体の芯しんが震える気がした。

　アリアンの柔らかな手が、レオンの武ぶ骨こつな手のひらをそっとにぎりしめる。

「……レオン」ささやきが、アリアンの唇くちびるから生まれた。「ありがとう……」

「いちいち礼なんかいうな」

　そう答えて、レオンは胸が重く痛んだ。哀かなしみと、自分への憤いきどおりがこみ上げた。礼をいわれるどころではない。逆にレオンはアリアンに謝りたかった。

　無力な自分を。彼女の重荷をなにひとつ軽くしてやれないことを。守るといいながら、この先に待ちうける恐るべき定めを、いまはどうにもできないことを。

〝聖せい王おう女じよの身に流るる時を────止めるのみです〟

　シャイラの言葉の意味は明白だ。あの幻を現実にしないためには、アリアンにさらなる重荷を背負わせなければならないのだ。なのに自分は……なにもできない。

　レオンはぐっと言葉を吞のみこんだ。いま謝れば泣き言になる。

　泣き言も、悔いの言葉も、いいわけも、彼女の前では死んでもいうつもりはなかった。

「アリアン……その、少し外に……出ないか」

　レオンは亭ていの外をちらと見やった。シャイラの話を、アリアンと話し合ってたしかめたかった。もしかしたら、そこから見えてくる事実や手がかりがあるかもしれない。

「ええ……いいわ。月が出ているのでしょう。外が昼間のように明るいもの」

　アリアンは声を明るくし、床に降り立つ。ふたりは帳とばりを上げて亭の広ひろ縁えんに出た。

　目の前に、夜空を映す翠すい海かいが広がった。

　煙けぶる深紺の空にまたたく星々のあいだから、鏡のように澄すんだ月の光が降りそそぎ、水面に立つさざ波を、金と銀の色にきらきらと輝かがやかせている。

　光る波の上を涼しい夜風が渡り、ふたりの頰ほおを優しく撫なでて通りすぎた。

　静かだった。夢のような光景だった。

　耳に心地よいかすかな波音と、彼方かなたの森の梢こずえをゆらす風の音だけが聞こえた。

　水面に映る月と星の影。空から降る月と星々の光。

　輝く水面を声もなく見つめるふたりの若者を、優しい光が明るく照らし出す。

「綺き麗れいね……とても」

　アリアンがため息のようにつぶやき、レオンを見上げた。レオンも彼女を見下ろす。月明かりに照らされて、ほほ笑む少女の可か憐れんな面おもては、胸にせまるほど美しく見えた。

「……そうだな、綺き麗れいだ」

　ぽつりとレオンは答えた。ふたりは同じ想おもいを抱いて、星空の下の月影をじっと眺めた。永遠に、この静かなときがつづけばいいと願いながら。

　翠すい海かいに見み惚ほれつつ、ふっとアリアンがいった。

「ねえ……レオン。〝レオン〟て名前は、だれがつけてくださったの？　お父さま？」

「そうだな、たしか親父おやじだと聞いている。それがどうした？」

「不思議な一致だと、ずっと思っていたの」

　くすぐったそうに笑ってアリアンはいった。

「〝レオン〟は獅し子しの意味。聖せい王おう国こくの祖である英雄の名前〝ライオネル〟も獅子。獅子の名の英雄が手にした剣を、同じ意味の名のあなたがいま手にしているなんて、面おも白しろいわ」

　広ひろ縁えんの欄らん干かんを両手でにぎり、アリアンは歌うようにいった。

「獅子──伝説にのみ謳うたわれる生き物。すべての獣けものの上に君臨する獣の王……その獅子の名をもつ英雄が興おこしたローレアン聖王国の紋章は獅子。そして、かつてライオネルがいただいた称号が……〈万界の王ドミナントウール〉。だから、世界を統すべる〈万界の王〉の座を聖王国では」

　アリアンは、目を細めてレオンを見上げた。

「獅し子しの玉座レギウスと、呼んでいるの」

　レオンは目をまばたかせる。だがすぐに欄干にひじをついて、そっけなく答えた。

「ただの偶然さ……英雄なんざ、くそっくらえだ」

　レオンは、英雄〝ライオネル〟への反感が抑えられない。

　彼は、妻である王女フルーリアを──たとえ分かたれし大陸ガトランを救うためだったとしても、犠ぎ牲せいにしたのかもしれないのだ。もっとも神話ですら語られていない側面がある。二千年前の伝説にも、どんな事実が隠されているかはわからない。

「アリアン」レオンは真ま面じ目めな声になっていった。「なぜ、シャイラはあんな話……女神エウレネの、忘れられた子どもの話を俺おれたちにしたと思う」

　アリアンは身をこわらばせた。「あたくしたちに関係する……ということよね」

「ああ」レオンの声が重くなる。「エウレネの子。その父親は、不在の神アル＝エルか、兄あに神がみたちのだれかだ。二親とも神ならば、その忘れられた子も神ってことだな……」

　レオンがいうと、アリアンは欄干をにぎって視線を落とした。

「ヴュークスの城でジジと、大たい神しんアル＝エルと、〈無む貌ぼうの王おう〉──男だん神しんバアシュのつながりについて話をしたの。男神バアシュは、教徒のあいだでは大神と同一視されている。だから、〈無貌の王〉が、不在の神アル＝エルだと、いったんは考えたの。

　でも、英雄ライオネルに《王獅子の至宝レガリア》を与えたのはアル＝エルの使いだわ。大神が自分自身を消すような真ま似ねをするとは思えない。それにアル＝エルは不在の神。この世を去った、存在しない神なのよ。だから……シャイラの話を聞いて、あたくしは思ったの」

　かすかに、アリアンは身み震ぶるいをした。

「もしかしたらバアシュは……アル＝エルを継ぐものなのかもしれない……って」

「あとを継ぐもの……」その言葉をつぶやいた瞬しゆん間かん、はっとレオンは気づいた。

　あとを継ぐもの。後継者……嗣し子し……それは、もしや────

「〈無む貌ぼうの王おう〉は、エウレネの子か!?」

　彼がそういったとき、アリアンは身を縮めてうなずいた。

「でなければ、シャイラがあんな話をするはずがないわ」

「じゃあ、アル＝エルの後継とみなされるなら、エウレネの子の父親は……」

　その先を、ふたりとも口にしなかった。アリアンは肩を抱きしめてさらにうつむく。

「〈無貌の王〉は肉体を持っていないわ。だから魂の誓約ゲアスを交わした相手の体で、自分の肉体を産み直そうとする……でも、なぜ肉体を持っていないのかは、わからないわ」

　レオンは欄らん干かんに両手をついて、身を乗り出すように水面を見つめた。

「いまの世ではエウレネの子は忘れ去られている。名前も、姿も……いや、存在自体なかったことになっている。そして〈無貌の王〉──無貌、つまり顔のない王だな。顔がないとは、他と区別できる目印がない、つまり〝自分〟というものがないということになる」

「〝自分〟がない、存在もない。だから……確たる肉体が欲しいのかしら」

　そうつぶやいて、アリアンはぎゅっと体を抱きしめた。

「なぜ？　他の神々は、名前も存在も知られているのに。なぜエウレネの子だけはなかったことにされてしまったの？」

「わからないな。大たい神しんか、兄妹きようだい神しんたちか、あるいは──後の世の人間のせいか」

　アリアンが息をつめてこちらを見上げた。巨岩の地ヴュークスで、王おう都との神官や賢けん人じんたちが必死になにかを隠そうとしていたのを、レオンは思い返す。

　昏くらい水面をレオンはにらみつける。新たな事実が別の疑問を引きずり出して、真実から遠ざかるばかりのような気がした。そのとき、ぽつりとアリアンがいった。

「ねえ、レオン。エウレネの子、すなわち〈無貌の王〉が兄妹神たちと同じ創そう世せい期きの神なら、その神の民は存在しないのかしら。エウレネが人間を、グランヌスが竜りゆう族ぞくドラゴを、オグミオスが賢けん狼ろうルガルを、ウォルカヌスが巨人ギガスを──作ったように」

「〈無貌の王〉の、民……？」

「そう。あたくしたち人間は女神エウレネをあがめ、その存在を語り継いできたわ。三さん兄けい神しんウォルカヌスにも、四兄神エススにも、わずかながらあがめる民がいた。バアシュの民がいるなら彼らに話を聞けば、もっと〈無貌の王〉についてくわしいことが……」

　といいかけて、アリアンの声が急に沈んだ。

「いいえ、バアシュの民はバアシュ教徒ということになるのかしら」

「だがバアシュ教徒も人間だろう。どれだけいかれた信仰に身をささげていてもな」

〝……混迷の時代がくる。地上は再び屍しかばねにあふれる……〟

　レオンを打つように、ある言葉が脳裏で響ひびき渡った。

　王領アクィタニアの港街トレゴンで聞いた、バアシュ教徒の説教だ。

「シャイラは、〈無む貌ぼうの王おう〉が死に属するものであり、冥めい都との支配者だといったな。死に属する……つまり、死せる神ということか？　そして死者を率いる王と……」

　われ知らずレオンは、厳しいまなざしで昏くらい水面をにらみつける。

　──聖座島サン・スイエージユの地下で見た、立ち上がる屍し蠟ろうの群れ。

　巨きよ人じんの聖せい砦さいで、異形の姿に変わっていく自害したバアシュ教徒たち。

　そして、ベルギカで起きている、死人のよみがえり──

「レオン……？」アリアンが不安げにのぞきこむ。

「まさか」レオンの唇くちびるからささやきが滑すべり落ちる。「まさか〈無貌の王〉の民は……」

　その刹せつ那なだった。

　水面から突如、強い風が吹いた。体があおられるような気がしてレオンはとっさに欄らん干かんを片手でにぎりしめ、アリアンに手を伸ばそうとした。「アリ──」

　レオンは息が止まる。風などない。アリアンは微動だにせず水面を見つめている。

　異様な気配が満ちる。総毛立つような、圧倒的なまでの畏い怖ふの存在が現れたのを感じた。そっとつばを飲み下して視線を動かす。とたん、彼はぎょっと身を引いた。

　翠すい海かいの中央に────ひとりの幼い少年が、浮かんでいる。

　草冠を載せた真緑の髪。水面に落ちる月影から生まれたように、淡い輝かがやきを放つ白い肌。

　かすかに発光する白の衣と、それに巻きつく蔦つたの葉。

　あどけなく愛くるしい、見るものの心をとかす花のごとき顔。

　風もないのに緑の髪をゆらめかせ、大地もないのに水面に素足で立つ少年……。

『……水底に沈みたいか、天てん外がいの客きやく旅りよよ』

　陰々と声が響いた。レオンは動けない。意思も意識も奪われるほど、少年の声も姿も厳として神こう々ごうしい。発する気配はレオンの身を震ふるわせ、いまにもその場に打ち倒しそうだ。

　──エスス。あれは四よん兄けい神しんエススだ。いま目の前にいるのは……まぎれもなく、神だ。

　少年は歩を進める。歩みとともに足もとの水面に波紋が広がった。欄干のすぐ向こうまでくると、少年はこちらを見上げて紅あかい唇を開いた。

『……エウレネ。汝なんじの企たくらみはかなわぬ。われがゆるさぬ』

『エスス、兄、上……』

　少年の声に、ぎこちなく別の声が返った。レオンはとっさにかたわらを見る。アリアンが水上の少年を凝ぎよう視しして、震える唇でつぶやいた。

『あれは、謀たばかりで、ありましたのか……民を通じて道を示すと、ひそかに、吾あの心に語りかけてまいられたのは……吾はそれを信じ、ここに導きしものを……』

『すべての始まりに、われらを謀たばかりしは、汝なんじだ』

『けれ、ど……この娘の時を、止めるなど……！』

　少女が消え入りそうな声で答える。そこにアリアンの声がかぶさった。

「あ──女神、エウ、レネ……レオ、ン……」

　レオンは目をみはった。央おう海かいや緋ひ海かいのときとは違う。エウレネに憑ひよう依いされながらも、アリアンの意識がそこにあるのだ。レオンはアリアンの肩を両手でつかんで呼びかけた。

「アリアン！　しっかりしろ、俺おれがわかるか！」

　少女は弱々しく手を伸ばす。が、いきなりレオンを勢いよく振り払った。

「うわ！」レオンは広ひろ縁えんにひざをついた。腕の力ではなく、目に見えぬ力で弾はじき飛ばされたようだ。彼は身を起こし、必死に呼びかけた。

「やめろ、エウレネ！　意志を無視して体を使うなら、おまえも〈無む貌ぼうの王おう〉と同じだ！」

　ゆらりと少女が振り返る。人ならざる面おもてがわずかに苦悩にゆがんだ。

『兄、上……で、ござりまするか』少女はレオンを見据えつついった。『……吾あの、望みを阻はばむために、この慮りよ外がいの者を……呼び寄せた、のは……』

　レオンは息を鋭く吸うと水面に視線を移す。ゆっくりと少年はかぶりを振った。

『われではない。しかし、その天てん外がいの客きやく旅りよが汝の望みを阻む役に立つならば、われは客旅に助力しよう……よいか、妹のいうなりになるな、天外のものよ。妹は……』

[image: ]

『いけませぬ、兄、上……』

　少女の上げる弱い声を断ち切るように、少年は告げた。

『その娘の胎はらを使い、〈無む在ざいのうつほ〉を、生ませるつもりぞ』

「無在の──うつほ？」レオンはぼう然と問い返す。

『外がい界かいの言葉で表すならば、〈無む貌ぼうの王おう〉……だ』

　あっとレオンは口を開いた。激しい勢いで彼は少女の姿をしたものをにらみつける。

『その企たくらみから娘を逃したくば、わが民のわざを、かならずや施ほどこすがいい』

『兄、上……なぜです……なぜ、目をそむけまする……』

　声をふりしぼるようにして、少女の姿をした神秘なる存在がいった。

『あの痛み、あの嘆きを……なぜ見据えぬのです。吾あの罪ゆえとは、承知……けれど、大地も海も、あの嘆きに……吞のみこまれまする……この神しん域いきとて、例外では……』

『黙だまれ！』

　少年はぐいと一歩踏ふみ出し、大気を震ふるわせる音おん声じようで怒鳴った。

『ここはわれが作り上げた最後の清せい浄じよ地うち。わが民にのみゆるされた楽園だ。おまえにも、おまえが操るものにも破らせはせぬぞ！　裏切りの妹よ──疾とく去るがいい！』

　少年は勢いよく右手を真横にはらった。その瞬しゆん間かん、悲鳴を上げてアリアンがくずおれる。

「アリアン！」レオンがとっさに抱きとめた。その耳に少年の声が響ひびく。

『貴様らもだ──天てん外がいの客きやく旅りよよ。速すみやかにこの地で用を終え、立ち去るのだ。妹の息が触れたものをこの神域に置くのは、一刻だとて我が慢まんがならぬ。そして』

　少年は小さな指を、レオンが抱くアリアンに向けた。

『これ以上、わが妹に身を明け渡すでない。妹はその身を通じて、すべての兄あに神がみたちとつながる。さすれば、無在のうつほもわれらとつながり、われらの力を操るやもしれぬ』

「なっ……!?」思いがけぬ言葉に、レオンは絶句する。

　声もないレオンを置いて、ふっと少年は背を向けた。そのとき、

「エスス、わが神！」

　突如、幼い少女が走ってくると、いきなり欄らん干かんに飛び乗った。

「わが神。この小娘にシャイラのわざを……どうしても施さねばならぬのか!?」

　フェイエッテだ。幼い少女の声に、立ち去りかけた水面の少年が振り返る。

『……フェイエッテ──わがうつほよ。むろんだ。汝なんじらの楽園を守るためぞ』

　少年は、先ほど自分の妹に向けたのとは打って変わって優しい表情と声で告げた。

「でも、でも……」幼い少女は激しくかぶりを振った。

『聞き分けるのだ。愛いとしい幼子よ。明朝……洋上霊れい殿でんにくるがよい』

　今度こそ少年はきっぱりと背を向けて歩き去る。煌こう々こうと照る月の光に溶けるように、遠ざかる姿はゆっくりと消え──あとに残るのは水面の月影だけだ。

「……あ」腕のなかで、アリアンが目を開ける。

「自分が戻ったか、アリアン」息を吐はいて、レオンは名を呼んだ。

「エススは……兄あに神がみエススは、女神エウレネは……」

「どちらも去った。いいか、エウレネにもうこれ以上体を乗っ取られるのは危険だ」

　レオンはアリアンを助け起こすと、エススから聞いた話を繰くり返した。アリアンは大きく目を見開いて、戸惑うように頭を振った。

「そんな……でも、どうやってエウレネを拒めばいいの……？」

「シャイラの魔ま呪じゆのわざを受ければいいのじゃ」

　怒ったような少女の声が会話にかぶさった。ふたりは顔を上げる。とん、とフェイエッテは欄らん干かんから飛び降りると、レオンたちに歩み寄る。

「じゃが、愚おろかなおのしたちのことじゃ。その意味がわからんであろうな」

「わかるさ」レオンはフェイエッテを見つめ、苦味に満ちた声で答えた。

「なに、どういうこと……レオン」

　アリアンの問いにレオンは目を閉じた。歯を食いしばって、腹の底からこみ上げる吐き気にも似た激しい怒りを必死に吞のみ下すと、目を見開いて静かに告げた。

「……おまえの体の成長を止めるってことだ。そうだろう」

「あ──！」アリアンの声が明るくなった。「それなら……魂の誓約ゲアスは果たされなくなるわ。そうよ、シャイラに見せられたおぞましい未来は、起こらないことになるのよ！」

「アリアン……」レオンが苦悩をこらえる声でいおうとしたとき、

「わかっておらんではないか！　そのわざは、おのしを永えい劫ごうの牢ろう獄ごくにつなぐのじゃぞ！」

　いきなりフェイエッテが、小さなこぶしをにぎって叫んだ。

「だれもかれも、おのしを置いて去ってゆくのじゃ。親しいものの死を看み取とり、後から生まれるものに追い越され、それでもなおひとり永劫の時のなかで生きていかねばならぬ。だれかと深い情を交わすことも、だれかを深く愛することもかなわぬ。なぜなら、だれもがおのしひとり残して死んでしまうからじゃ。同じ感情を同じ時の流れで共有できぬからなのじゃ！

　それは──それは永劫の牢獄にいるのと同じじゃ。それがわかっておるのか。わからぬであろう、だからそんなことがいえるのじゃ!!」

　幼い少女は泣きそうに顔をゆがめて吐き捨てた。しばし、レオンとアリアンはフェイエッテをじっと見つめる。フェイエッテの強い言葉は、レオンの苦悩をさらにかき立てた。

　どうしても、アリアンひとりに重荷を背負わせなければならないのか。

　たしかにその身を永遠に少女のままにとどめれば、〈無む貌ぼうの王おう〉は彼女を手に入れることはできない。けれどもそれは……どんな苦悩を彼女にもたらすだろう。

「……でも」

　アリアンの震ふるえる声が落ちる。レオンの腕にしがみつき、彼女はいった。

「シャイラに見せられたあの光景以上に恐ろしいことなんて、いまのあたくしには思いつかない……あの定めが変えられるなら、あたくしは喜んでそのわざを受け入れるわ……」

　フェイエッテが息をつめるのがわかった。

　ふいに幼い少女はにぎりしめたこぶしを振り上げて怒鳴った。

「ほんに愚おろかな小娘じゃ。わらわはもう知らぬ。知らぬぞ、勝手にしやれ！」

　その叫びを残して彼女は走り出す。激しく桟さん橋ばしを蹴けりつける足音が遠ざかり、闇やみに消えた。しんと静まる広ひろ縁えんに、レオンとアリアンは取り残される。

　レオンはアリアンの手をとって立ち上がる。立ち上がったはいいが、ふたりはうつむき、無言のままだ。どちらからともなくつないだ手が離はなれ、下に落ちる。

「……本気なのか」

　ぽつりとレオンが訊きく。アリアンは目を伏せ、静かに答えた。

「猶ゆう予よがないことがわかったもの。そうよ、それに……」

　痛々しいまでの決意を秘めて、アリアンはレオンをまっすぐに見上げた。

「あたくしが救うべき民と国土を……あたくし自身が滅ぼすわけにはいかないわ」

　レオンはなにもいえない。霊れい場じように響ひびくアリアンの悲痛な悲鳴と床に倒れる姿を思い返す。

　シャイラに見せられた幻に、自分は身を焼き尽くすような激しい怒りと、この世のすべてが終わったかのごとき深い絶望を味わった。

　同じ幻を見たなら、彼女がどんな恐怖を味わったかだれよりも理解できる。

　いや、いくら気が強く勇気があっても、本当は心優しい彼女なら、自分よりはるかに恐ろしく苦痛に感じたはずだ。意識を失うほど耐えられなかったのだ。

　そうだ、なによりも……。




　見知らぬ男の腕に抱えられる、銀の半仮面の少女。

　屍しかばねの満ちる荒野に立ち、無言で自分を見下ろす半仮面の少女と、その……体。




　情景がよみがえった瞬しゆん間かん、音を立てて血の気が引いた。

　次の瞬間、すべての理性を奪い去る激しい怒りが噴火のごとく湧わき上がった。

　あれが起こるべき未来、避さけられぬ定めだというのなら。自分が守ると誓った少女を、他の何者かに穢けがされるぐらいなら──────!!

　シャイラのわざを受け入れて、彼女の時をとどめるほうが、まだしも救われる。

　それに、彼女はもう決めているのだ。アクィタニアの三国会議のときのように、ヴュークス城のバアシュ教徒襲しゆう撃げきのときのように、だれも彼女を止めることはできないだろう。

　道はひとつしかない。選ぶ余地などどこにもない。それが最善で、唯一の方法だ。

　……だが、そこまで考えて、ふいにレオンは力のかぎりこぶしをにぎった。

　いや──いや！　納得などしない。納得などできるものか！

　今度ばかりはその望みを受け入れるわけにはいかない。たとえどれだけ彼女が固く決めていても、最善で唯一の方法に思えてもだ。

　シャイラのわざを彼女が受けたとしたら、それは──自分との別れを意味する。

　どれだけ守ると誓っても、いつか自分は彼女より先にこの世を去らねばならない。永遠の孤独に彼女を置き去りにしたままで……だ。

　それは絶対にできない。絶対にしてはならない。

　しかし思いをぶちまける寸前、彼は腹の底から息を吐はいて言葉を吞のみこんだ。

　ここでいくら反対しても、アリアンが聞き入れるはずがない。むしろ逆に決意を固めさせるだけだ。それはこれまでの旅でいやというほどわかっている。

　なによりいまは、感情に目がくらんで理の通った話ができそうにない。

　レオンはアリアンを見下ろして、絞り出すような声で告げた。

「……俺おれは、あきらめない。絶対にだ」

「レオン……」

「おまえはすべてを救うといった。だったら──自分も救ってみせろ」

　それだけ告げて、彼は背を向けて歩き出す。引き止める声はない。だが自分を見つめる視線は痛いほど感じた。それでもレオンは振り向かず、無言で湖こ亭ていを離はなれていった。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　かまどの火がぱちりとはぜた。一いつ瞬しゆん、火の前の若者の横顔が、明るく照らされる。

　ジジはすぐ近くの草の上に腰かけていた。この場にいるのは、彼らふたりだけだ。

　レオンとメルキオは連れ立って湖亭へいき、ラウルは森を散策するといってリュートを抱えて立ち去った。カラも、監視すべきラウルを追っていったようだ。

　ジジひとりが残った。自分でも説明しにくい、離れがたい気持ちにかられていたからだ。樹じゆ守もりの若者もなぜかこの場を去ろうとせず、じっとかまどの火を見つめている。

　長い時間が経たった。やがて火を見つめてハーヴィンが口を開いた。

「………………君は、僕が昔会った外がい界かいの女の子に、少しだけ似ている……」

　ジジはささやくように訊きいた。「どう、似ているのですか」

　ハーヴィンが驚おどろいて振り向いた。まるで独り言に返事が返ってきたというかのように。

「え……ああ、いや、そうだな。口数が少なかったところかな」

　ジジは二、三度まばたきすると、いった。「どんな風に出会われたのですか」

「それは……」ハーヴィンはためらいつつ答えた。「ここの時間で一年前、山で迷っていたところを助けたんだ」

　若者は思い出すように言葉を切る。それから、静かな声で話し出した。

「……僕は、いつものように山上にある大だい霊れい樹じゆの周辺を見てまわっていた。森や山や、老齢で弱っている大霊樹に異変はないか、神しん域いきを侵すものがないかどうかって。

　霊樹の近くについたとき、森の木々がざわめくのに気づいた。僕はフェイのように草木の声をはっきり聞けるわけじゃないけれど、エススに身をささげた樹じゆ守もりとして、ある程度はわかる。だから、外がい界かいの人間が近くまで入りこんだのがわかった。まわりを探して、少し下ってみたら……木々のあいだで、疲れて眠っている君ぐらいの歳としの女の子を見つけたんだ」

　ぱちり、とまた火がはぜた。

　無言で話の先を待つジジの顔まで明るくなるほど、それは大きかった。

「山菜を探すうちに迷ったっていってた。方向の見当がつかない山のなかでは、下りているつもりで逆に上ってしまうってことはよくあるんだ。彼女を神域に入れるわけにはいかない、でも放ってはおけない……だから僕は彼女を介抱して、ふもとの村まで一いつ緒しよに降りた」

　樹守の若者は、目の前の火ではなく、遠くを見るような目をして語った。

「すぐに帰るつもりだったけれど、村人に引き止められてもてなしを受けた。よそ者の僕を警戒するひともいたけれど、ほとんどのひとは素そ朴ぼくで、親切で、貧しい暮らしなのに、ささいな恩にも感謝を忘れないひとばかりだった。僕は初めて、シャイラやフェイや……父以外のひとたちと触れ合ったんだ。それはとても楽しかった。特に、彼女といるのが」
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　優しいまなざしで、ハーヴィンは言葉をつなげた。

「一いつ緒しよにいると心が落ち着いた。たくさん話さなくても気持ちが通じる気がした。村で狩りの手伝いをして、みなと生活をともにして……もしかしたらこのまま、樹じゆ守もりであることも神しん域いきのことも忘れて、普通の人間として暮らせるかもしれないと思った……けれど」

　ふいに樹守の若者は口を閉じる。沈ちん黙もくが、ジジと彼とのあいだに生まれた。

　ジジは静かに訊きいた。「けれど……どうなったのです」

　ハーヴィンは答えず、弱くなりかけた火に粗そ朶だを入れる。粗朶はすぐに明るく燃え上がった。赤々と照らされる若者の横顔は、ひどく哀かなしく──そして、重苦しかった。

「……ひと月ほどすぎた頃ころ、山が荒れた」

　若者の苦しげな声が、火の前に落ちた。

「雨が降りつづき、川があふれた。崖がけが崩れ木々が倒れて、動物も魚も姿を消した。僕はエススの怒りだとすぐにわかった。樹守である僕が神域を離はなれたのを憤いきどおっているんだと。引き止める彼女にまたくるって約束して、荒れる山を登って神域に戻った。そしたら……」

　言葉が途切れる。だがすぐに、ハーヴィンは重石おもしを吐はき出すように言葉を吐いた。

「フェイがいなかった。シャイラの話では、ひとりで嵐あらしの翠すい海かいに舟を出したらしい。すぐに僕は霊れい殿でんに向かって、そこで水につかって凍こごえて気を失う彼女を見つけた。エススに語りかけて、必死になだめようとしたみたいだ。あと少し遅ければ……死んでいたかもしれない」

　ジジは小さく息を吞のむ。じっと見つめる彼女に、樹守は深い緑の瞳ひとみを向けた。

「シャイラのもとに戻って介抱して、やっとフェイは目覚めた。でも目覚めた瞬しゆん間かん、彼女は僕に怒鳴った──なんで戻ってきたんだ、あのまま逃げればよかったのにって」

「それは……」ジジはつぶやく。「なぜ、そんなことをいったのでしょう」

「フェイは、僕の双子の姉だから」

　思いもかけない答えに、さしものジジも大きく目をみはる。

「エススの力を受けるうつほとなって妖よう精せい小こ人びとに姿を変えたから、子どものままなんだ。彼女は、本当は情が厚い。父の跡を継いで樹守になるしかなかった僕を、案じているんだ」

　ジジはつぶらな瞳をまばたかせると、慎重な声で訊いた。

「お父さまは……どうなされたのです」

「五年前、僕に樹守のわざをすべて伝えたあと、神域を去った──僕とフェイを置いて」

　冷たい沈ちん黙もくがふたりのあいだに落ちた。

　ジジは一瞬、迷うように目線を落とすと、低い声でいった。

「……それから、村には戻られましたか」

「いいや。また僕のせいで、外がい界かいだけでなくフェイまで危険にさらしたくない。それに……神域で一年なら、外ではもっと長い時間が経たっている。僕のことなど忘れているよ」

　ハーヴィンはかまどに視線を戻すと、ぽつりとつぶやいた。

「こんな話をして……ごめん。長くてつまらない話だ」

「そんなことはありません」ジジは首を振った。「わたしは、自分の感情がよくわかりません。それをどう表していいのかも。だから、だれかの強い想おもいや感情を見て、聞くと、自分のなかにもその想いや感情が伝わる気がして──嬉うれしい、と感じます。ハーヴィンさんの想いが伝わるいまのお話を聞けて、嬉しく感じました」

　ジジの言葉にハーヴィンはうつむいた。「そうかな」

「そうです」

　ジジがしっかりとうなずくと、ハーヴィンはふっと顔を上げた。

「僕は、神しん域いきを守るために樹じゆ守もりはけっして動じてはいけない、常に冷静にと、父にいわれてきた。だからどんな感情も無視しようとしてきた……でも、聞いてもらえてよかったな。きっと僕は、自分のなかにある思いを……こうしてだれかに聞いて欲しかったんだ」

　といって樹守の若者は、ふいにジジに向かって照れくさげな笑みを浮かべた。

　思わずジジは大きくまばたく。彼の笑みがあまりにも意外だった。

〝……あなたのなかには、そんなにもたくさんの想いがあふれているのに……〟

　アリアンの声が脳裏をかすめる。

　あの言葉は、ジジにはなにか、救いのように思えたのだ。そしてハーヴィンのなかにこそ、自分よりずっとたくさんの想いや感情があふれているのだと感じる。

　彼の笑みをもっと見たい。彼の感情を引き出してみたい。なぜかジジは強くそう思う。

　ジジはハーヴィンに小さく笑い返す。樹守の若者もまた、嬉しそうに笑った。先ほどの冷たい沈ちん黙もくの余よ韻いんが消えて、かまどの火のような暖かさが、ふたりのあいだに満ちた。

　そのとき、草むらを踏ふみしだく足音が響ひびいた。

　ふたりが振り返ると、暗がりの向こうから小さな姿が駆けてくる。

「フェイ──!?」ハーヴィンが腰を浮かす。ジジもつられて立ち上がった。

　髪をふり乱すようにして走ってきたフェイエッテが足を止めた。

「ハーヴィン……」幼い少女はぼう然とつぶやき、ふたりを見比べる。

　ふいに彼女は小さなこぶしをぎゅっとにぎり、忌いま々いましげにいった。

「ふん、やっぱり人間は人間同士、つるむのがお似合いじゃな。どうせ明日には小娘の用がすむ。その人間どもと一いつ緒しよにさっさと出ていくがよい。ここは妖よう精せい小こ人びとリリピティエンの楽園じゃ。人間なぞに居場所はないぞ！」

「……フェイエッテ」ハーヴィンは静かにいった。「僕はいかないよ」

「おのしの意志なんぞ聞いておらん！　出ていけといったのじゃ！」

「いかない」樹守は小さく首を振り、声を強めていった。「君と一緒でなければ」

　はっとフェイエッテは息をつめた。しばし少女は若者を見据える。

　しかしすぐに彼女はわななくこぶしを振り上げ、地じ団だん駄だを踏んで叫んだ。

「馬ば鹿か、馬鹿、馬鹿！　馬鹿ものばかりじゃ、なにもわかっておらぬものばかりじゃ！　そんな馬鹿ものどもなど──わらわはもう、知らぬ！」

　だっと少女はふたりのかたわらを走り抜けていった。

　ハーヴィンは走り去る少女をじっと見送る。その横顔に笑みはもうない。感情の見えない静かな表情があるだけだ。彼を見上げて、ジジはふっと胸が痛むような気がした。

　ハーヴィンはかまどの火の始末をすると、弓を背負い、矢筒と剣つるぎ鉈なたを腰に吊つるした。

「……じゃあ、お休み」

　言葉少なにそういって彼は背を向ける。ジジはぺこりと頭を下げた。

　フェイエッテの走り去った方角へ樹じゆ守もりの若者は歩いていく。矢筒と剣鉈の鞘さやが立てるかすかな音が遠ざかる。ジジは彼の姿が闇やみに消えるまで、ずっと見送っていた。
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「……いったい、いつまで散歩するつもりよ」

　森のなかを歩きつづけるラウルの背に、カラが呆あきれ声でいった。

　高い梢こずえのあいだから射さす月の光が、歩むふたりの影を下生えの上に落とす。詩人は笑みを唇くちびるの端はしに乗せ、天空の明るい月を見上げた。

「いいではありませんか。夏夜の歩月──月の光を踏ふみつつそぞろ歩くは、詩人の悦よろこびです。ましてやめったに入れぬ神しん域いきの森とあってはね。退屈であれば、湖こ亭ていに戻られてはいかがです。それとも……やっとわたしに愛を告げてくださる気になったのですか？」

「っはぁ!?」カラの声が裏返った。

「なにを驚おどろかれます。あなたの熱いまなざしをずっと感じていましたよ」

　あっけにとられるカラの手をとり、ラウルは歌うような美声でささやいた。

「月げつ華かのもとで見るあなたの肌は、南洋の真しん珠じゆ貝がいが抱く漆しつ黒こくの珠たまのようです。まさに自然の造形美。ああ、このうるわしさにかなうものは少ない……」

「ば、馬っ鹿じゃない、あんた！　口先男にからかわれるなんて真っ平よね！」

「照れずともよろしいのですよ。こうしてふたりきりになれたのです、存分にわたしに想おもいを告げてください。わたしはあふれるばかりの愛をあなたに返しましょう。さあ……！」

「正気に戻ってよ──あんたに正気なんてもんがあればだけど、この色ボケ男！」

「その猛たけ々だけしさに隠された恥じらいもまた愛らしい……」

「ちょ、ちょっと、もう！」

　こりた様子もなくせまるラウルに、カラは後ずさると手を打ち払った。

「いいっかげんにしてよね。本気じゃないことぐらいわかるし！　だいたい、あたしの好みとあんたとは天と海の底ぐらいかけ離はなれてるんだから！」

「ほう、ではどんなかたがお好みなのです」ラウルは意味ありげな笑みをもらした。「たとえば……あなたが焦こがれるように熱烈に追いかけている相手……大だい鴉あのような？」

　カラが息をつめた。ラウルの声が木立に響ひびく。

「存じませんでしたよ。あなたが古きまつろわぬ種族と縁があるとは」

「縁なんかじゃないよね！　あれは一族の仇かたきよ！」

　カラが怒りの声で叫んだ。ラウルの瞳ひとみがすっと細められる。

「一族の仇……その仇とは、どんな相手です」

「知らない。顔も姿もわからない。だってあたしの生まれる前の話だもの。巨大な闇やみの翼つばさをもつもの──大鴉だとしかわからない。わかってるのは、その大鴉がかつて戦士の部族ヘカトの村を滅ぼし、あたしたちを帝てい国こくの奴ど隷れいに追いやったってだけ。誇り高きヘカト族が奴隷なんて屈くつ辱じよくを味わってるのは、全部そいつのせいよ」

　カラは力のかぎりこぶしをにぎり固め、暗い声でつぶやいた。

「いつかまみえたら、きっとこの手で……殺してやる」

　ラウルの鳶とび色いろの瞳が、憎々しげに顔をゆがめるカラをじっと見据えていた。

「……そうですか。あなたは、自分が追う相手の姿を知らなかったのですね。そしておそらく、向こうもあなたが自分を追うものだとは知らなかったのでしょう。もし知っていれば……あの場で互いを見逃すはずがない」

「え──なによ、それって、どういう……意味よ」

　身を固くこわばらせ、カラが怯おびえるように訊きいた。

「まるで、まるでそれって、あたしが大鴉に……もう会ったような口ぶりじゃない！」

「そのとおりですよ。あなたは自分が追う相手に、すでに会っています」

　カラの胸に鋭い杭くいを打ちこむように、ラウルは告げた。

「……〝聖座島サン・スイエージユ〟で」

　思いもかけない言葉にあっとカラは大きく口を開いた。一いつ瞬しゆん、女戦士の思考に虚が生まれる。その隙すきだった。ふいに背後から、小さなささやきが響いた。

『──〈虚懐ケウオス〉──』

　カラは目を見開いたまま凍りついた。

　まるで魂たましいを抜かれたように、彼女はくたりとひざをつく。ラウルはカラを近くの木立にもたれさせた。屈強な女戦士がなすがままだ。そうしてから、彼はゆっくりと振り向いた。

　背後には妖よう精せい小こ人びとの長おさ──シャイラが立っていた。

「感謝いたしまする、ラウル。あなたのおかげで、わざがかけられました」

「礼などご無用ですよ。さて、それで……なんのご用でしょうか、古き民よ」

　ラウルは穏おだやかな笑みを浮かべ、尊敬の念が感じられる声で答えた。詩人の腰ほどしかない背丈の古き民は、彼をまっすぐに見上げる。

「明日、聖せい王おう女じよに吾あのわざを施ほどこすつもりでございます。ゆえに……」

　黒々とした森の梢こずえに、シャイラのどこか哀かなしげな声が上ってゆく。

「あなたにある頼たのみがありまする。吾と同じ……古き民よ」
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『……レオン、レオン！　目覚めよ、辺りがおかしいぞ！』

　闇やみのなかから声が響ひびいた。はっとレオンは顔を上げる。

　一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのかわからなかった。視界が真っ白でなにも見えないのだ。

「霧きり……!?」レオンは立ち上がる。

　足もとは木の板だ。こんなに霧が立ちこめているなら外のはずだが……そういえばアクィタニアからベルギカへくる途中でも、こんなに深い霧にまかれたと思い出す。

　レオンは必死に記き憶おくをたぐった。昨夜、アリアンのもとから自分の湖こ亭ていに戻ったあとどうしただろう。メルキオは寝ていたが、自分は寝つけなくて──そうだ、鎧よろいを身につけ弑し神しんを背負って、湖亭の広ひろ縁えんに出た。自分の考えをまとめるつもりだったのだ。

　だがいつの間に寝たのか、まったく記憶にない……。

『レオン、この霧は〝魔ま呪じゆ〟の気配に満ちておるぞ』

　背中から弑神の声がまた聞こえた。

「まさか……この霧が魔呪のわざだと……？」

　レオンは険しいまなざしで濃のう霧むを見据える。アリアンの様子が気になった。

「メルキオ──メルキオ！」

　レオンは背後の湖亭のなかへ呼びかける。一瞬間が開いて、寝ぼけ声で返事があった。

「…………え、なに…………レオン？」

　たん、と床に下りる音が聞こえて、目をこすりながらメルキオが広縁に出てきた。

「わぁ、なにこの霧！」

　眠気が吹っ飛んだように目を丸くするメルキオに、レオンは厳しい声でいった。

「普通の状況じゃない。俺おれはアリアンを見てくるからみなと合流して待っていてくれ」

「え──わかった」さっとメルキオは真顔になった。「気をつけて」

　レオンは即座にきびすを返して桟さん橋ばしを走り出した。

　一歩間違えば水面に落ちそうな濃霧のなか、レオンは桟橋をひた走る。

　並んだ湖亭のもっとも奥へ向かった。海へひときわ突き出た大きな湖亭が、霧の彼方かなたにぼんやりと見えてくる。激しく橋はし桁げたをゆらしてさらにレオンは加速した。

　なぜ昨夜、アリアンのもとにとどまらなかったのか。

　なぜ彼女をひとり置いてそばを離はなれてしまったのか。

　強い後悔が彼を苛さいなむ。歯を食いしばり、レオンは桟さん橋ばしを駆け抜けた。

（そこにいてくれ、まだ寝ていてくれ──頼たのむ！）

　灼やけつくような祈りを胸に、レオンは湖こ亭ていの帳とばりの向こうへ飛びこんだ。




　だれも──いない。




　風が、ひと気のない部屋の帳をひるがえし、白い霧きりを送りこむ。空の寝台の上にアリアンの夜や着ぎが広げられていた。レオンは急いで手てつ甲こうを外し、毛布をめくって素手で探る。

　かすかな……ほんのかすかな温ぬくもりが残っていた。

　彼女が出ていってからさほど間はないのだ。よく見れば毛布の上に置かれた夜着も、あわてて脱いだかのように乱れている。

　だがここにくる途中、彼女とは会わなかった。この湖亭に至る桟橋はひとつなのに……と思った瞬しゆん間かん、はっとレオンは帳を破るほど勢いよくめくって広ひろ縁えんに躍おどり出た。

　真っ白な深い霧が広がる。かすかな水音が、霧の向こうから聞こえてきた。

　レオンは欄らん干かんをつかんで身を乗り出した。

「……アリアン……アリアン、どこだ！　アリアン、アリア───ンッ！」

　彼の叫びは霧に吸いこまれ、見えない水面が立てる水音だけがただ返ってきた。




　レオンに呼ばれたような気がして、ゆれる舟の上からアリアンは振り返る。

　しかし視界に入るのは一面の白い霧だけだ。

　きゅっとアリアンは舟べりに置いた手をにぎりしめる。

　思い悩んで眠れなかった夜が明ける間ま際ぎわ、湖亭にフェイエッテが現れた。彼女に急せき立てられて儀ぎ式しき用の衣装に着替え、広縁に出ると、そこにはシャイラが小舟で待っていた。そのまま舟に乗りこみ、そしていま、ふたりと一いつ緒しよに洋上霊れい殿でんへ向かっているところだ。

　アリアンが着替えた妖よう精せい小こ人びとの儀式用衣装は、とても簡素な造りだった。

　古代文字の飾り刺し繡しゆうのある、真っ白な二枚の大きな布を、両肩とわきの下、腰の辺りで共布の紐ひもで結んでいる。下着の襦じゆ袢ばんも身につけてはいけないといわれ、素肌の上から直に着ており、割れた裾すそからのぞく素足や肌がひどく恥ずかしい。一緒に乗るシャイラやフェイエッテも同じ衣服だ。フェイエッテだけは、首にどんぐりの首飾りをかけている。

　アリアンは乱れる裾を直し、うつむいた。

　こうして舟に乗り、霊殿に向かういまも、レオンに黙だまって出てきてしまって良かったのか、自分の選択が本当に正しかったのかどうか、いまだ確信が持てなかった。

（……でも、彼はきっと止めるはずだもの）

　あきらめない、と彼はいった。だがアリアンこそあきらめるわけにはいかない。

　あの幻のとおり、自分のせいですべてが──救うべき民だけでなく、友人と思う大切な相手や、だれよりもレオンが──死に絶えて、大地には屍しかばねしか残らないというのなら、この身が生きている意味がどこにある？

　国と民とを救うために、自分をここまで支えてきた責務のために、どんな試練だとて受けよう。それこそが、すべての原因である自分が果たすべき義務だ。

　そのときシャイラが穏おだやかな声でいった。

「聖せい王おう女じよ、よく、ご決心なされました……ご立派な決断です」

「当然ですわ」毅き然ぜんとアリアンは答えた。「それがあたくしの責任ですもの」

　シャイラはほんのわずか、哀かなしげに目を細める。

「御おん身みはとてもお若い。ゆえに一いち途ずでありまする。ですが若いということは、ときに一途すぎて、想像の及ばぬ域があるもの……とはいえその決意が」

　祈りをこめた声で、シャイラはささやいた。

「われらをも、救うてくれるやもしれませぬな」

　ふたりの会話のあいだにも、舟は漕こぐものもないのに静かに水面を進んでゆく。やがて舟の行く手に大きな影が見えてきた。梢こずえが風にざわめく音がする。

　見上げるアリアンの前に────大樹をいただく古びた霊れい殿でんが、霧きりのなかから現れた。










　　　Intermede03──征途







　軍馬のひづめと、軍ぐん靴かの上げる土ぼこりが、街道に立ちこめる。

　物資を載せた荷車が荷役馬に引かれてきしむ音が、兵たちの足音にかぶさった。

　道に長く伸びる行軍を、ユーサーは後方から眺めやる。兵たちは軽装だ。鎧よろいも剣も兵へい站たん部隊の荷車に載せ、進行速度を稼かせいでいるのだ。

「……大剣の騎き士しさまは、どこ」

　横合いから聞こえた声に、ユーサーは目線を向ける。

　並んで馬を進めるのはあの不思議な少女、キアラだ。簡素なドレスと薄うすい外がい套とうという軽装で、横乗り用の鞍くらにまたがっている。鞍の前には空っぽの鳥とり籠かごが置かれていた。

　キアラはきらきらした瞳ひとみで興味深そうに辺りを見まわすと、汗ばむ肌にまとわりつく、桃花心木マホガニー色に輝かがやく豊かな髪を無雑作に払う。白い首筋がかいま見えて、周囲の兵たちがあわてて目をそらした。

　キアラは不思議と人目を惹ひいた。謎なぞめいた光をたたえる瞳、無防備なあどけなさからくる健康的な色香、伸びやかな肢し体たい……そこにいるだけで、際きわ立だつ個性と存在感がある。

　とても初めて会ったときの、泥だらけで物もの乞ごいのような娘とは思えなかった。

「大剣の騎き士し──グレイドのことか。彼なら先頭だ」

　目線でユーサーが行軍の先を示すと、キアラはけげんそうに眉まゆをひそめる。

「それより、先行している偵察部隊が戻りしだい軍議を開くつもりだ。輝き海かい周辺の地形にくわしい君の意見を聞かせてほしい」

　ユーサーがいうと、キアラは納得しがたいように彼を強く見つめた。

　胸のうちを見透かすような瞳ひとみを、臆おくせず見返そうとして……ユーサーはふと視線をそらした。彼女に負けじとむきになっている気がして、そんな自分が馬ば鹿からしいと感じたのだ。

「どうして自分を隠しているの、力の管理者」

　キアラの声が耳じ朶だに響ひびく。思わずユーサーは視線を戻しかけた。

「隠しても無む駄だ。竜りゆう族ぞくドラゴは、いるだけで嵐あらしのような存在なの。ドラゴがどちらにつくかで勝敗が動かされるほどだもの。だからこそ、あなたの助けを借りにきたの」

　ユーサーはまっすぐ前を見据えたまま、キアラに訊きいた。

「僕が力の管理者というなら、君はなにものだ」

「あたしは聖せい霊れいウルフェ。王の選定者。あなたの望みは……なんとなくわかる。でも、あなたにはすでに役割があるわ。だから、あたしは──あなたを王に選ぶつもりはない」

　ふいにユーサーが鋭い瞳を向けた。

「君に選んでもらう必要などない」

　静かだが剣けん吞のんな言葉が響いた。キアラは大きく目を見開く。ふたりはしばし、馬を進めつつ険悪に見つめ合った。だが先にキアラがふいと目をそらす。

「……わかった」

　少女は馬を操り、つややかな髪をなびかせ前方のギャラングのもとへ進んでいった。

　ユーサーは唇くちびるを嚙かむ。常に冷静な彼が、自分のなかに生まれた感情に戸惑っていた。

　あそこまでむきになることはなかったはずだ。なぜあんな風に怒りをあらわにしてしまったのだろう。とても自分らしくない……なぜかキアラには調子を狂わせられる。

　不思議な少女。聖霊ウルフェ──古きまつろわぬ民。

　ここまで彼女をつれてきたのは、輝海周辺を案内させるためもあるが、監視の目的もある。配下の騎士以外に明かしていない正体を、彼女がどうやって知り得たのか。ウルフェ特有の能力のせいだというのならそれはどんなものなのか。

　だが探りを入れようとするたびに、彼女の輝かがやく瞳に見据えられ、自分を見失う……。

　気を引き締しめなくては、とユーサーは唇を引き結んだ。

　この先にある負けられぬ戦いと、秘められたある計画のためにも。




　ギャラングは浅黒い肌の片かた頰ほおに笑みを浮かべ、近寄ってきたキアラを見つめた。

「どうした？　えらく不ふ機き嫌げんじゃないか」

「怒らせた」つんとあごを上げてキアラは短く答える。

「殿でん下かを怒らせたってことか？　もうちょっと言葉を使ってくれよ。それじゃまるでバルドルだ。この場にあいつがいないからって、君が代わりになることはないんだぜ」

　キアラは唇くちびるを結んで返事をしない。とても怒っている。いや……不機嫌を装よそおって、消沈と後悔をごまかしているのかもしれない。と、ふいにぽつりと彼女はつぶやいた。

「……あの親切な女騎士さまが、一いつ緒しよにきてくれればよかった」

「しかたがない。イリーナはバルドルと一緒に皇こう都と防衛だからな」

「皇おう子じは皇都を離はなれていいの。ケルスキ族が兵を動かしてるみたいなのに」

「ほう、耳が早いな」

「耳じゃないもの」

　キアラはそっけなく不可解な言葉を返した。ギャラングはわずかに目を細める。

「殿下はそのためにイリーナとバルドルを残されたんだ。それより、君がいま気にするのは自分の民を助けることじゃないかな」

　ギャラングの言葉に、キアラが不思議な光をたたえる瞳ひとみを向けた。

「なぜ、だれもかれも隠してばかりいるの。皇子も……あなたも。あなたは聖座島サン・スイエージユで自分の正体を現して皇子を助けたのに、なぜいまは隠しているの。自分が負う役割のため？」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが入りこんだ。ギャラングは慎重な声で答える。

「……馬ば鹿か正直がすべて報むくわれるわけじゃないからな。君も気をつけろよ」

「みんなを助けたければ、よけいな口はつぐんでおけといいたいの」

「そこまで非道じゃないさ……殿下はね」

「あなたもそうじゃないわ」

　キアラはきっぱりといって前を向いた。ギャラングは肩をすくめる。

「やれやれ、だ。殿下が怒る理由がよくわかるな──ん」

　はるか前方から土煙が近づいてくる。ギャラングが目をこらす前にキアラがいった。

「……偵察隊だと思う。皇子に知らせたほうがいい」

　ギャラングは驚おどろいて少女をまじまじと見つめた。だがこちらを向かない彼女に、苦笑して馬首をめぐらす。

「けっして汚けがれぬ宝ほう鉱こう石せきの瞳をもつ民──聖せい霊れいウルフェ、か」

　ギャラングのつぶやきは、地面を蹴けるひづめの音にかき消される。

　間もなく全軍停止の命令が出された。昼にはまだ早かったが、今朝の出しゆつ立たつが夜明け前だったこともあり、糧りよう食しよくが配られて小休止に入る。その間、ユーサーと副官のギャラング、大剣の騎き士し他二名の幕ばく僚りよう、および偵察隊の隊長により、軍議が開かれた。

　ユーサーたちは、軍勢より少し離はなれた街道沿いの木陰に腰を落ち着けた。

　キアラはまだ呼ばれていない。軍議の内容をできるかぎり秘密にしておくためだ。これだけ兵がいれば、ひとりふたりは間かん諜ちようが入りこんでいるだろう。キアラがそうだとはかぎらないが、彼女の言動を通じて話が広まる可能性もある。

　ユーサーを前に、偵察軍の隊長が低い声で報告を始めた。

「叛はん乱らん軍は、山を越えた先の平野に兵を展開しています」

　ギャラングが眉まゆをひそめる。「平野に？　山から見下ろせる位置とは無む謀ぼうな配置だな」

「背後には本拠地である港街サロナエがあります。そこを守るためかと」

「兵の数と内訳は」

「目算で約四千。軽けい騎き兵へい二割、重歩兵が三割、残りが歩兵です」

「四千ね……小数部族の寄せ集めとはいえ意外に少ないじゃないか。グレイドの報告だとバアシュ教が後ろ盾らしいが、そっちの援護はないのか」

「教兵の姿は見当たりません。もっとも叛乱軍と同じ武装なら見分けはつきませんが」

　ふむ、とギャラングはあごに指を当てる。幕ばく僚りようのひとりが口をはさんだ。

「こちらの兵力は一万、数で勝ります。全力で、完かん膚ぷなきまでに殲せん滅めつすべきです！」

「まあ……容よう赦しやはいらんな。間もなく戴たい冠かんされる女じよ皇こう陛へい下かのドレスの裾すそが、皇こう国こく全土を覆おおっているとわからせてやるべきだ」

　ギャラングが、口調は軽いが真剣なまなざしで答える。

　ここで鎮ちん圧あつに失敗すれば、各地にくすぶる叛乱の芽が一斉に蜂ほう起きしかねないからだ。

　若すぎる女皇。若すぎる宰さい相しよう。

　侮あなどられて覇は権けんを狙ねらわれるには充分すぎる。刃の上を渡っているに等しい状況だ。新官かん府ぷの威光を知らしめるためにも、ユーサーはほんのわずかでも負けてはいけない……。

「本当に兵力が少ないか……それとも主力が別か、もしくは別働隊がいるか、だな」

　ユーサーがつぶやいた。一同が一斉に彼を注視する。

　ギャラングが唇くちびるの端はしに小さな笑みを乗せた。やはり皇おう子じはわかっている。

「こちらが偵察隊を放っているんだ。向こうの斥せつ候こうもすでにこちらの戦力は把握しているだろう。ぐずぐずしている間はない──キアラを呼べ」

　すぐさまキアラが呼ばれる。少女は空の鳥とり籠かごを抱きしめ、緊きん張ちようもあらわに軍議の席の端に座った。ユーサーが簡単に状況を説明してたずねる。

「港街サロナエへの近道はないか」

「サロナエ前の平野は山に囲まれてる。ぐるっと迂う回かいして街の近くに出る山道はあるけど、とても狭いから馬は無理」

　そっけないが的確な言葉でキアラは答える。

「だが人間は通れるというわけだな」

「重い鎧よろいを着て武器を持っていたら難しいと思うけど」

　キアラは不思議な光をたたえる瞳ひとみを上げてユーサーにいった。

「ウルフェの民はサロナエの街につれていかれたの。みんなを助けてくれるなら……あたしが、兵が通れそうな場所を案内する」

　ユーサーは少女の瞳を推おし量るように見つめる。しばらくして、彼は答えた。

「……いいだろう。僕の神の名にかけて、約束する」

　つかの間の休息が終わる。兵へい站たん部隊より先頭の軽けい騎き兵へいから装備が配られ、順次武装していく。部隊の再編成も行われた。戦いは────間近だ。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　雨に煙けぶる皇こう都とゴドラスをあとにしたのは昨日。

　バルドルの部隊は皇都南西に流れる川の橋きよう梁りようを背に、兵を展開させていた。

　川は狭いが深く、南西の方角から皇都に向かうにはこの橋を渡るしかない。ゆえに昔からこの橋は重要な戦略拠点であり、砦とりでのごとく頑丈に作られている。

　巨漢の騎士は、雨に濡ぬれた兜かぶとの下から街道をねめつける。皇都南西の領地を離はなれ、この橋梁近くの支流沿いまでせまっているはずのケルスキ族の部隊は、いまだ現れない。

「軍務相の偵察隊の報告に、間違いはないんですか」

　部下が馬を進めて隣となりに並び、不安げに訊きいた。バルドルが目をぎろりと動かす。

「偽にせの報告をする必要は」

「あ、はい……いや、そうですね。軍務相の部隊が噓うそなど……」

「必要があれば別だ」

　え、と部下の口が開く。しかしすでにバルドルの視線は街道に戻っていた。

　この橋を守るバルドルの部隊は数が少ない。軍務相の皇都防衛軍は皇都に立てこもり、まったく動こうとしない。その防衛軍も傭よう兵へいたちで編成したばかりで経験が浅い。

　ユーサーの要請を受けて、キンブリとテウトニの若わか長おさは先日まで残っていたが、軍務相であるジュートの族長に命じられ、辺境防備のために南方へ出しゆつ立たつしている。

　この心もとない状況に、つけこまれなければいいが……。

　バルドルは背後の橋を振り返る。橋のなかほどに巨大な謎なぞの機械とそれを囲む技師、影のように控える眼鏡の賢けん人じんの姿が見えた。ユーサーに命じられて皇都からつれてきたのだ。

　機械は、広い橋をほぼ占領するほどの大きさだ。金属の車輪の上に載せられた、びっしりと謎の文字を刻んだ巨大な金属の砲。その砲を花弁のように取り巻く何枚もの金属板。各所には無数の細い金属線が走っている。ここまで運ぶのに馬三十頭もの力が必要だった。

　あれはいったいなんだろう。バルドルには、まったく理解不能だった。

「斥せつ候こうが戻ってきます！」

　部下の声が聞こえた。雨の彼方かなたに現れた騎き兵へいは矢傷を負って、いまにも馬からずり落ちそうだ。斥せつ候こうはバルドルのもとにやってくると、息も絶え絶えに報告した。

「……偵察隊が……下流で、ケルスキ族の部隊と戦せん闘とうに……」

「兵数は」冷れい徹てつにバルドルが訊きく。

「お、おそらく二万前後……騎兵を中心に、重歩兵と長弓兵が……大挙して……」

　周囲の部下がざわめいた。バルドルがつれている部隊はわずか五千。重騎兵はバルドル配下の千名ほどであとは軽騎兵と歩兵とわずかな弓兵。数でも兵種でも圧倒的に不利だ。

「閣下、バルドル閣下……！」

　そのとき背後の橋から、恐ろしい勢いで駆けてくるひづめの音が響ひびいた。兵たちが振り返る。息せき切ってやってきた騎兵が悲痛な声で叫んだ。

「大変です、ケルスキ族のマローボに皇こう都とを占領されました！」

「なに──！」「なんだと……！」

　兵たちから驚きよう愕がくの声が一斉に上がる。バルドルのまなざしがいっそう険悪になる。

「都の門はすべて閉ざされ、皇こう宮きゆうも占拠されています。マローボはエンジェリナ皇こう姫き殿でん下かを皇こう妃ひとして新大たい皇こうを宣言し、皇こう国こくの治世を乱した罪で……」

　騎兵は荒い息を必死に収め、重い声で告げた。

「ユーサー閣下の宰さい相しようの地位を剝はく奪だつ、処刑を……命じています」










　　　第五章　樹じゆ守もり







　アリアンが洋上霊れい殿でんに向かったのは間違いなかった。

　おそらく湖こ亭ていの広ひろ縁えんから舟に乗ったのだろう。迎えにきたのは……シャイラのはずだ。一刻の猶ゆう予よもない。桟さん橋ばしにつながれている別の舟で、いますぐ追わなければ。

（間に合うか。シャイラのわざとやらがかけられる前に！）

　がつんとこぶしで欄らん干かんを叩たたいてレオンがきびすを返したときだった。

「レオン……レオン！」「レオンさん！」

　桟橋を走り抜ける音がしたかと思うと、湖亭のなかからいくつもの人影が飛び出した。

「メルキオ、ジジ！」

　レオンは名を呼んで駆け寄った。メルキオやジジ、そしてハーヴィンが広縁に出てくる。彼らの後からラウルが悠然と出てきた。なぜかカラの姿だけが見えない。

「殿でん下かは、レオン」

　息を切らせてメルキオが問う。レオンは強く首を振った。

「いなかった。おそらくシャイラに連れられて洋上霊殿へ向かったんだ……！」

　メルキオとジジは顔を見合わせる。横からハーヴィンが身を乗り出した。

「舟が一艘そう消えています。シャイラとフェイの姿もありません」

「やはりアリアンをつれて、三人で舟を出したってことか」

「だと思います。昨夜、フェイの様子がおかしかったんです。僕とまったく話をしようとしなかったし、シャイラも大がかりな魔ま呪じゆのわざを行う準備をしていました。たぶん、アリアンさんの魂の誓約ゲアスの猶ゆう予よを延ばすわざだと思いますが……」

「そのわざが問題なんだ」

　レオンは苦々しげに手短に説明した。あとからやってきたラウルもレオンの話に耳を傾ける。聞き終わったメルキオが重い声でいった。

「……そんな……たしかにその方法なら、魂の誓約が果たされることはないけれど……でも、殿でん下かは本当にそれでいいのか？」

「そうです。アリアンさんは、いつも進んで困難に身をささげようとします。ですが、それが責務として必要な場合と、そうでない場合があるはずです」

　ジジが強い口調でいう。レオンは苦しげな声で答えた。

「そうだ。たとえどれだけ他に方法がないように思えても、そんなことがゆるせるか。すぐにあとを追うぞ。霊れい殿でんに向かってからそれほど時間は経たっていないはずだが……」

　といいかけて、はっとレオンは気がついた。

「だめだ、この霧きりだ！　方角が……わからない」

　体の陰でこぶしをにぎりしめ、レオンは翠すい海かいをにらみつける。

「翠海は広い。その上これは普通の霧じゃない。絶対に自然に晴れたりはしないはずだ。となると舟を出しても迷うだけだな。来たときのような導きもきっとない……そうだろう」

　レオンはハーヴィンに鋭く視線を移した。樹じゆ守もりの若者は唇くちびるを引き結ぶ。

「ええ。エススの助けはないはずだ」

　レオンは霧に覆おおわれる空を仰ぐ。いくぶん明るいがどこに太陽があるかはわからない。

「せめて太陽の位置がわかるか、計測具でもあればな……」

「計測具って？」メルキオが訊きいた。

「方角を知るための器具だ。もっともこの霧だと太陽や周囲の地形が見えないから、使える器具は限定される。磁力を使った指し針しん盤ばんだとかな」

　あっ、とジジがかすかに口を開く。彼女はハーヴィンとラウルを振り返った。

「船着場の古い貨物船に、たしか方位を示す道具があったはずです。師匠は指し針しん魚ぎよといっていましたね。水に浮かべればある一定の方位を指すとか」

「指針魚か！」レオンは明るい声になる。「昔、海かい賊ぞく仲間の舵だ手しゆに聞いたことがある。水をはった器に浮かべて方角を測る、かなり古い型の指針具だな。だがそれを使えば……」

「お待ちなさい」

　ラウルの涼やかな声が響ひびいた。一同が視線を向けると、詩人はいった。

「ハーヴィン。あなたはいっていませんでしたか。あれだけでは……役に立たないと」

　樹じゆ守もりの若者が、はっと身をこわばらせる。

「……そうです。あれはおそらく《王獅子の至宝レガリア》……示じ現げんの円えん盤ばんの、一部ですから」

　その場に驚おどろきが走る。凝ぎよう視しするみなへ、ハーヴィンは告げた。

「示現の円盤は、危難を告げる占い盤。王の占せん験けん者しやたる妖よう精せい小こ人びとリリピティエンが守ってきた神具です。指し針しん魚ぎよはその占い盤に浮かべて使うのだと聞いたことがあります」

　レオンはベルトの後ろに差した遠えん来らいの金きん管かんを思い浮かべる。

　ここにも《王獅子の至宝》があるとは予想していなかった。だがよく考えれば、央おう海かいで弑し神しん、緋ひ海かいで遠来の金管を手に入れたのだ。この翠すい海かいに至宝があってもおかしくない。

「示現の円盤は、方位を知るだけでなく、占験者たるリリピティエンが使えば、過日と後日を見通し、王にせまる危難をも告げると聞いていますが……」

　ハーヴィンは一いつ瞬しゆんうつむいたが、なにかを決意したような顔でレオンに告げた。

「……僕は、占い盤の納められた場所を知っています」

「なんだって、それはどこだ！」

「大だい霊れい樹じゆです」といって樹守の若者は後方を振り返った。「場所は山頂近くですが、僕は近道を知っている。急げばシャイラのわざが終わるまでに間に合うかもしれない」

「そのわざは時間がかかるのか」

「以前、フェイがわが神のうつほとなる儀ぎを受けたときは、半日ほどかかりました。いまはまだ朝早い。出ていってから間がないなら、おそらく昼ぐらいまでかかるはずです」

　たしかな声でハーヴィンは答えた。そのとき、レオンの耳に弑し神しんの声が触れた。

『あやつとともに向かえ、レオン』

「なに？」思わず小声でレオンは答える。

『この神しん域いきの周囲に……あまりにおぼろげだが……われの精神をかき乱すなにかがうごめいておる気がする。あの若造ひとりでは、なんぞあったときに危険であるぞ』

　弑神の不ふ穏おんな言葉に、レオンの背筋に緊きん張ちようが走る。彼はハーヴィンに向き直った。

「俺おれも一いつ緒しよにいかせてくれ、頼たのむ。ここでじっとしてなんざいられないからな」

　ハーヴィンはかすかに眉まゆを上げた。「かなり険しい道のりですが」

「見かけより身は軽いさ」

「急ぐ道です。遅れたら置いていきます」

　容よう赦しやない答えに、レオンは興味深げに樹守の若者を見た。言動は穏おだやかだが、物静かなだけの若造ではなさそうだ。レオンは樹守を見据えていった。

「かまわないぜ。大事なのは占い盤のほうだからな」

　メルキオが驚いて横から口をはさむ。

「あの口調だとかなり厳しい山道だよ？　よくよく自分をいじめるのが好きだね」

「ここでじりじりしながら待つほうがよっぽど自じ虐ぎやく趣しゆ味みだぜ」

　レオンの答えに、メルキオはふうっと大きな吐と息いきをついた。

「だったらぼくもいくよ。君のことだ、どうせなにか考えがあるんだろ」

「遅れるなよ。情け容よう赦しやなく置いていかれるぜ」

「船乗りだった君よりはずっと身が軽いよ」

「裏町育ちのお貴族さまよりは鍛きたえてるさ」

　いい合うふたりにジジがすっと近寄ると冷静な声でいった。

「お気をつけて。みなさんが戻られたら、すぐに霊れい殿でんに向かえるよう準備しておきます」

「頼たのむ、ジジ」レオンはラウルに目を向けた。「あんたはどうする」

「待たせていただきますよ。神秘の森は素晴らしくとも、藪やぶこぎはさすがに結構。やはりわたしの活かつ躍やくは、文化的な場にかぎらせていただきます」

「当然だろうな……ところでカラはどうしたんだ」

「まだ寝ているようですね。あなたがたがいかれてから、起こすとしましょう」

　レオンは眉まゆをひそめる。あの女戦士が異変に気づかず寝ているとは意外な気がした。だが、その疑問を追及する暇はない。レオンはハーヴィンに向き直る。

「いこう、いまは一いつ瞬しゆんの間でも惜しい。案内してくれ」
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　舟は霊殿の水路へ滑すべるように入っていった。一瞬辺りは薄うす暗ぐらくなる。

　薄うす闇やみのなかでふわりと小さな灯あかりがいくつも点ともった。よく見れば、それは壁に生えたわずかな光をとらえて発光する苔こけだ。

　石壁を割り、木の根がふさのように垂れ下がる。そこここに立つ彫像にも木の根は絡からみつき、割れた石のあいだからかすかな外の光が帳とばりのように幾いく筋すじも射さしこんでいた。

　水路の行き止まりで、舟は石段のある船着場に静かに止まった。

　フェイエッテが弾はずむように降り立ち、シャイラが衣装の裾すそを持ち上げて降りる。アリアンもつづいて舟から足を降ろした。裸足はだしの裏がひんやりとした石段を踏ふむ。

　辺りは透明なまでの静寂に満ちていた。水音すら聞こえない。

　シャイラが布に包んだ水すい盤ばんと箱を両手でささげもって奥へ向かう。香こう炉ろを持ったフェイエッテがそのあとにつづいた。アリアンも歩き出す。

　シャイラはともかく、あの騒そう々ぞうしく元気なフェイエッテが真剣な顔をしている。やはりここは神聖な、みだりに侵すべからざる場なのだ。アリアンは高鳴る胸をそっと押さえる。

　薄暗い通路を歩いていくと、ふいに視界が広がった。

　高く広い天てん井じようの、清浄な空気に満ちた広間だ。中央には澄すんだ水が湧わき出す噴水がある。割れて苔こけの生えた天井から光が落ちて、澄んだ水をきらめかせていた。噴水の縁から水はあふれ出て、幾いく筋すじもの清らかな流れとなって、石いし畳だたみのあいだの溝からどこかへ出ていく。

「聖せい王おう女じよ──よろしいですか」

　シャイラの声にアリアンはどきりと振り返った。

「ここで身を清めまする。手順をお教えいたしますので、そのようになされませ」

　アリアンはうなずいて噴水に近寄った。シャイラにいわれるままに、手をすすぎ、水をすくって口をゆすいで、頭にふりかけたのち、衣装を脱ぐようにといわれる。

　恥ずかしがっている場合ではない。アリアンはいさぎよく衣服を床に落とす。

「全身水につかり、足から胸、顔と、そして目をお清めなさいまし」

　いわれたとおり水盤のなかで、少女は白く美しい裸身を水で清めると、立ち上がった。金の髪から垂れるしずくが、細い肩から小さな乳房、平たい腹からまっすぐに伸びた足へときらめきながら流れ落ちる。

　水に冷えた体が震ふるえるが、不思議と気持ちは静かだった。体の汚れだけでなく、心にわだかまる怯おびえや迷いまで洗い流されたような気がした。

　水盤から降り立つアリアンの濡ぬれた体を、フェイエッテが大きな乾布で包む。水をふき、再び儀ぎ式しき用の衣装をアリアンが身に着けると、シャイラがいった。

「では……秘ひ儀ぎの間へ。ここよりが儀の始まりにございまする」

　凍こごえて青ざめた唇くちびるでアリアンはこくりとうなずいた。いよいよだ。

　淡い色のモザイクで縁取りがある出口へ、三人はシャイラの先導で進んでいった。
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　山頂への道は、想像したよりはるかに困難だった。

　いや、道とはとても呼べなかった。うっそうとした木々のあいだを分け入り、生い茂る藪やぶをかき分け、滑すべりやすい山肌の段差を上り下りして、渓けい流りゆうの険しい岩をよじ登る。

　地上ほど霧きりは濃くないが、密生する木々で上も下も、時間も距きよ離りも、どこにいるのかすらもわからない。下手をすると登っているのか降りているのかわからなくなる。案内人のハーヴィンでさえ、時々ふたりを待たせ、周囲を確認した。

　レオンとメルキオは黙もく々もくと進んだ。黙々と進むしか他はない。

　汗が肌と鎧よろい下したのあいだを流れ落ちる。首筋と額に玉の汗がにじむ。ブーツの底で苔を踏ふみ、倒木を乗り越え、岩肌を蹴けり、レオンは一定の呼吸と歩調を保つように努めて進んだ。

　幸い空気は冷たく、木々のよい香りに満ちている。大きく吸いこむと肺のなかが爽さわやかな大気に満たされて心地よい。渓流沿いは跳ねる水のしぶきも目に優しかった。

「少し離はなれていてください」

　壁のごとく前方をふさぐ藪やぶの前で、ハーヴィンが手を振る。レオンとメルキオが後方に下がると、彼は腰の大きな剣つるぎ鉈なたを引き抜いた。長く厳いかつい刃がきらりと光って現れる。

　蛮刀とでも呼べそうな鉈の柄え尻じりを持ち、彼は刃の重さで叩たたき切るように藪を払った。見事な手て際ぎわで枝葉が次々と落ちて、たちまち道が開ける。かなり手て馴なれた動きだ。

「藪を払うなら、俺おれの剣を使って大きく開けてもいいが」

「あなたの巨きよ剣けんでは切りすぎる」

　レオンの言葉にハーヴィンは短く答え、また歩き始めた。

　メルキオはさすがに身が軽く、槍やりを手に険しい岩場も勾こう配ばいのきつい山肌も跳ちよう躍やくして、難なく越えていった。ときにはハーヴィンさえ追い越しそうになる。だがしだいに歩調が落ち、しまいには杖つえ代わりに槍によりかかって、足を踏ふみ出すのもやっとになってきた。

「なんで……レオン、君は、全然、遅れないんだ……？　こんな、きっついのに……！」

「長旅を経験してきたからな。早く歩くより、確実に歩くほうが大事なんだ」

　レオンが手を差し伸べる。その手をつかみ、汗だくのメルキオは身を起こした。

「ご高説、痛み入る、けど、登る前に、いってくれよな！」

　ハーヴィンが振り返り、ふたりに水の入った革袋と小さな塩の固まりを差し出した。

「塩……？」レオンとメルキオがけげんな顔になる。

「ふたりとも、かなり汗をかいているから」ハーヴィンが冷静に説明する。「このまま登りつづけると疲れがたまって足を傷いためる。塩分と水分を補給してください」

　レオンとメルキオは神妙な顔で革袋と塩を受け取った。

「やわな暮らしはしてこなかったつもりだけど」メルキオが塩を口に放りこみ、のどを鳴らして水を飲んでいった。「ぼくはやっぱり、文化的な人間だとつくづく思うよ」

「俺も、つくづく海が恋しいぜ……」

　嘆息するふたりに、ハーヴィンが腰の袋から乾燥させた小さな果実を差し出す。

「この干ひ果かを口に含むといい。少しは疲れがましになるはずです」

　干果を口に入れると、優しい甘味が体に染しみ渡る。ハーヴィンはふたりが息をつくのを見ると、休息ともいえぬ短い小休止を打ち切って、さっさと歩き出した。

「……頼たのもしいよね」メルキオが樹じゆ守もりの背中を見てつぶやいた。

「適材適所ってやつだ。おまえだって相応の場で活躍するじゃないか」

「盗とう賊ぞくの腕前なんて、こんな山奥じゃなにひとつ役立たずだよ」

　ふたりは顔を引き締しめてまた足を踏み出した。

　それからどれぐらい登っただろう。さしものレオンも遅れがちになる。メルキオはついていくのが精一杯だ。山に慣れているハーヴィンの力強い歩調だけがまったく変わらない。

　だが、やがて苦行も終わりに近づいてきた。

　うっそうと生い茂り、光をさえぎる木々が、わずかに開けてくる。ずっと足もとを見ていたレオンの耳に、ハーヴィンの励ます声が聞こえた。「もう少しです」

　向かいから風が吹いてきた。顔を上げると前方の木々のあいだが明るい。

　ハーヴィンの歩みが速くなる。レオンとメルキオは息をはずませ、懸けん命めいにあとを追った。前方の光が真っ白くなる。三人はその光へ飛びこむように歩を進めた。

　木々が切れて大きく周囲が開けた。まぶしさに目を細め、レオンは目の前をうかがう。

「あ……！」思わずレオンは大きく口を開けた。

　三人の前には──────

　視界をふさぐほどの大樹が、霧きりをまとい天へとそびえ立っていた。
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　清浄な香の匂においが室内に満ちる。ここは地下の秘ひ儀ぎの間だ。

　高い天てん井じように開いた明かり取りの窓から光が射さしこんで、部屋の中央のタイルで描かれた円のなかに座るアリアンを照らしている。周囲には乾燥した香こう花かがまかれていた。

　香こう炉ろから煙が立ち昇る。香りは彼女を包み、天井の煙穴に消えていく。




　秘儀の間につづく控えの部屋で、ふたりの妖よう精せい小こ人びとは呪じゆ具ぐの支し度たくを行っていた。ここには小さな石造りの噴水があり、どういう仕組みか絶えず水が湧わき出ている。

　シャイラは呪具を収めた荷物から、翠すい玉ぎよくで作られた呪じゆ珠しゆをとりだすと静かにいった。

「わざの手順はわかっていますね、フェイ……」

「シャイラが行うのではないのか？」けげんそうにフェイエッテが訊きいた。

「むろんです。でも、長い儀ですゆえ、その最中に吾あにもしものことがあれば、あなたが代わりに儀をつづけるのですよ」

「どういう……意味じゃ」

　不安そうにフェイエッテはたずねた。シャイラは優しくほほ笑む。

「吾は高齢です。長い儀に耐えられず眠くなってしまうかもしれぬでしょう？」

「そんなこと！　シャイラでなくてわらわのほうが眠ってしまいそうじゃ！」

　フェイエッテは目を丸くして笑うと、ふと清めの間をうかがった。

「あの小娘、根性はある。文句も不安もいわぬのは見直したぞ。少しだけじゃが」

「ええ、さすがはライオネルの末まつ裔えい、〝王〟たる素質を備えたものといえましょう」

　シャイラの言葉に、フェイエッテは探るようにいった。

「この儀が終われば、また元通りじゃな」

「そうですね……フェイエッテ」

「うむ。さっさと人間どもなど追い出すのじゃ。わらわはずっとここにおる。ここでわが神エススに仕えて、シャイラと一いつ緒しよに暮らす。絶対にどこにも行かぬ。でも……」

　ふっとフェイエッテは目を上げた。懇こん願がんするようなまなざしだ。

「でも、ハーヴィンは……あの人間どもと行かせるわけには、いかぬのか？」

「いいえ。ハーヴィンはすでにエススに身をささげた樹じゆ守もり。生きつ粋すいの妖よう精せい小こ人びとと同じく、エススの巫かんなぎにはそれを守る守り人がつく定め。あなたとの縁はけっして絶てませぬ」

　断固とした声でシャイラはいった。フェイエッテは打たれたように目線を落とす。

「わかっておる。ただ……聞いてみただけじゃ」

　悄しよう然ぜんとうつむく少女の頰ほおに、そっと手が触れた。フェイエッテが面おもてを上げると、シャイラの哀かなしいまでに優しい深緑の瞳ひとみがそこにある。

「ここはわが神が、妖精小人リリピティエンのためにお作りになられた園。実り豊かで、花々は絶えず、いつまでも美しい永遠の楽土。ここにいれば、外がい界かいの争いも異変も、時の流れのどんな変化も及ばずに、ずっと平へい穏おんに暮らしていけるのです……」

　シャイラはフェイエッテを愛いとおしそうに見つめていった。

「吾あの仲間が絶え、わが神に仕えた人間たちも去り……吾は最後に残る生粋のリリピティエン。その吾も間もなくこの世を去りましょう。いかに神とて、生けるものの寿命を永遠に延ばすことはかないませぬ。どうか吾との別れののちも、すこやかに暮らしていくのですよ」

　シャイラの言葉に、フェイエッテは涙をこらえるようにきゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「そんなこと、いって欲しゅうない。シャイラはずっとわらわと暮らすのじゃ。あの美お味いしいどんぐりの焼菓子は、わらわではシャイラみたいに上う手まく作れぬ」

「まあ、まあ」シャイラはくすくすと笑った。「焼菓子が目当てなのですね」

「そうではないぞ！　そうではなくって……！」

「わかっておりますよ、フェイ……ありがとう」

　シャイラは深緑の瞳を優しく細めて少女を見つめると、秘ひ儀ぎの間へ顔を向けた。

「香の煙が薄うすくなってきましたね。では、聖せい王おう女じよのもとへまいりましょう」

　妖精小人の長おさは、噴水から清らかな水を水すい盤ばんに汲くむと、呪じゆ具ぐをささげもつフェイエッテをしたがえて、アリアンのいる秘儀の間へと入っていった。

　ふたりが去ったあと、ふいに湧わき水が止まり、鏡のように水面が静まる。それもつかの間、ほわりと波紋が生まれた。かすかな大気の震しん動どうが、水面を震ふるわせているのだ。

　徐々に徐々に……その震えは大気から、地面をもゆっくりと震わせ始めた。
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　大だい霊れい樹じゆ────その名にふさわしい威容だった。

　目の前の巨樹を、レオンはぼう然と声もなく見上げる。

　なんという大きさだろう。

　なんという途方もない存在感だろう。

　分厚い緑の苔こけに覆おおわれた巨大な樹身。大地と頭上にめぐらされる太い根と枝葉。

　盛り上がる硬いこぶの木肌。どっしりと身のつまった幹。

　梢こずえに霧きりをまとい、空いっぱいに葉を茂らせ、大だい霊れい樹じゆは天の高みへとそびえ立っている。梢のざわめきが大気を震ふるわせ、まるで雨のように聞こえた。

　ここまで巨大だということは、想像を超えた年月を経てきたにちがいない。見上げるだけで太古の息吹が感じられる気がした。

「……すごいね」横に立つメルキオが放心したようにつぶやいた。

　レオンは返事もできない。この大樹の前では自分たちなどあまりにもちっぽけな存在だった。大樹に心を奪われたまま、レオンはハーヴィンに訊きいた。

「この大木はどれぐらい古いんだ。これだけ大きければ、相当な樹齢だろうな」

「千五百年から二千年以上だと、シャイラから聞いています」

「二千年!?」

　レオンとメルキオは同時に声を上げる。目の前の大樹の、とほうもない存在感がさらに増した気がして、レオンは圧倒される思いで息すら忘れそうになる。
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「示じ現げんの円えん盤ばんの一部である占い盤は、この霊れい樹じゆの洞ほらの奥にあるはずです」

　ハーヴィンが大樹の根元を指差す。彼のいうとおり、そこには大きな洞が空いていた。人間ひとり、やっと通れるぐらいの大きさだ。

　樹じゆ守もりの若者を先頭に、三人は黒々と開いた洞のなかへ身をかがめて足を踏ふみ入れる。

　内部は思ったより広い。視界は暗く、腐葉土のようなつんとする腐った臭においが充満していた。最さい奥おう部ぶには小さな祭さい壇だんがあり、上にはなにかがひっそりと置かれていた。

　三人は奥に進む。進むにつれて穴は狭せばまり、彼らは身をかがめて一列に歩んだ。

　近づいて見ると、祭壇は呪じゆ句くを刻んだ黒い御み影かげ石いしだった。

　石壇に置かれているのは、古ぼけた広口の木の容器だ。円盤や占い盤というより、少し大きめの杯さかずきに思える。とても大いなる魔ま呪じゆを秘める《王獅子の至宝レガリア》には見えない。レオンには読めない文字で、大まかに目盛りらしきものが容器の口に記されていた。

　ハーヴィンは迷わずその容器をつかんだ。が、動かない。

「────？　取れない!?」

「なに、どういうこと」メルキオも容器をつかむ。だが、ふたりでもびくともしない。

「おい、なにを遊んでるんだ」焦あせるレオンが後ろから手を伸ばした。

　レオンの指先が容器の縁に触れた瞬しゆん間かん、ばきりとなにかを引き剝はがすような音がして祭壇から容器がはずれ、ハーヴィンとメルキオの手に渡った。

　メルキオは手のなかの容器をひねくりまわし、しげしげと眺める。

「……あんまり至宝らしくないなあ。まあ、とにかく急いでふもとへ降りないと」

「待て。なにか簡単すぎないか」

　レオンが押しとどめた。他のふたりが振り返ると、レオンは険しい顔でいった。

「やけに簡単に《王獅子の至宝》──示現の円盤の一部が手に入ったじゃないか」

「簡単って……しんどい山登りだけじゃ足りないってわけ？」

　メルキオがいぶかしげにいうと、レオンはますます眉まゆを険しく寄せた。

「伝説の至宝なんてごたいそうな代しろ物ものが、こうも安々と手に入れられていいのかってことだ。これだけじゃなく桟さん橋ばしの貨物船でも、至宝の一部が簡単に見つかったんだろう。弑し神しんも、遠えん来らいの金きん管かんも、手に入れるには島ひとつ遺跡ひとつの崩ほう壊かいがともなったんだ。強大な〝魔呪〟を秘めた呪じゆ物ぶつなら、それだけの影えい響きよう力りよくがあってもおかしくないと思わないか」

「そういえば……ハーヴィンの案内で貨物船に乗ったんだけど」

　レオンの言葉に、メルキオが考えこみつつ口を開いた。

「船の倉庫の入り口は、もともと魔呪で封じられてたって。でもぼくらが船に乗ったときにはもう封は破られていて、船倉には簡単に入れたんだ。そうだろ、ハーヴィン」

「……ええ」樹守の若者が静かに答える。「僕が小さい頃ころに父と入ったときは、まだ封はありました。だから破られたなら、それ以降です」

「なに──じゃあ、その封を破ったのは……」

　レオンは目を見開いた。嫌いやな予感が胸を重く枷かせのごとく絞めつけた。

　メルキオたちが船に乗ったときには、すでに封が破られていたというのなら、自分たちのうちのだれかではない。そしてこの神しん域いきには三人しかいない。

　魔ま呪じゆの封を破れるものはだれか。単純に考えれば、魔呪をよく知るもの……。

　ふいに恐ろしい不安にかられ、レオンは容器をひったくった。

「え、レオン！　なにするんだよ！」

　メルキオの抗議を無視して、レオンは容器を祭さい壇だんに戻そうとした。

　そのとき突如、悲鳴のような、背筋を震ふるわせる嫌いやなざわめきが周囲に響ひびき渡った。

「なっ!?」三人は外を振り返る。

　激しい震しん動どうが洞ほらを──いや、大樹をゆるがせている。

　それが大だい霊れい樹じゆの枝葉と幹が震える音だと気づいたのは、一拍置いたあとだった。

「なんだ、どういうことだ……大霊樹になにが……」

『レオン、いますぐ外に出るのだ、早く！』弑し神しんの鋭い一声が飛んだ。

　はっとレオンは、ぼう然とするメルキオとハーヴィンの腕をつかんで身をひるがえす。

　洞の外に出た瞬しゆん間かん、レオンは頭上に風圧を感じた。

　とっさに弑神を抜き放つ。いましも落ちてきた巨大な枝が薙なぎ払われて吹き飛んだ。

　だがさらにおびただしく細かい枝葉が落下して三人の頭や体を打った。

「霊樹から離はなれろ！」

　レオンが叫ぶ。みなが走り出したそのとき、地面と大気とをゆるがせる恐ろしい裂音が鳴り響いた。思わず振り返った三人の目と口が、一様に大きく開いた。

「ああ………………!!」

　目の前で、大霊樹の幹にいくつもの亀き裂れつが次々と走った。

　硬いこぶのある幹が裂けて白い木肌がのぞき、表面に生えた苔こけがみじんに散り、めりめりと太い枝が折れ曲がって生い茂る葉が雨のごとく降り注ぐ。

　想像を超えた年を経た偉大な巨樹が──見る間に激しい音を立てて砕けていく。

「逃げろ、倒とう壊かいに巻きこまれるぞ！」

　レオンの叫びに三人は一斉にきびすを返し、下生えのある地面を蹴けって飛ぶように走り出した。彼らのあとを追うように耳に痛い裂音が次々と響き渡る。

　と思った瞬間、重い風圧が背後から襲おそってきた。

「うわっ!?」いきなり裂けた巨大な幹が倒れてきた。レオンは背後を見もせず弑神を振り上げる。間一髪、重い手て応ごたえとともに裂けた幹が弾はじけ跳んだ。

　三人は斜面を転がるように駆け下りる。振り返らなかった。振り返る余裕などなかった。自分たちを追いかける轟ごう音おん──見なくてもわかる。あれは大霊樹が倒壊する音だ。

　割れた巨大な幹や落ちてくる太い枝葉が周囲の木々を巻きこみ、なぎ倒し、連れん鎖さ反応のように別の木々を押し倒して逃げるレオンたちにせまってくる。

　ふいにごう、とひときわ重い風が背に落ちてきた。「うわぁっ！」

　三人の耳元をかすめ、行く手をふさぐように横合いから木が倒れる。あやうい間合いで彼らは飛び退のいた。しかし次の木々が倒れかかる。

「くっ！」レオンは足を止め、弑し神しんの柄つかをにぎりしめ──思うさま振り上げた。

　腕が折れるかと思えるほどの衝しよう撃げきを巨きよ剣けんの刃が受けとめ、激しく跳ね返す。

　木が割れてレオンの両横に弾はじかれ、木こっ端ぱが飛び散った。

「なんだ、この山の木々すべてが倒れるみたいだぞ！」

「ここの地形は岩盤なんです。だから木々は根を深く下ろせず、真横に広がるしかできない。少しの衝撃でもすぐに倒れてしまうんだ！」

　ハーヴィンが岩肌を駆け下りつつレオンにいった。メルキオが肩ごしに視線を向ける。

「ってことはやっぱり全部倒れ……うっわあっ！」

「危ない！」レオンは叫ぶ。足もとの苔こけの生えた岩場が崩れてメルキオの体がふっと沈んだのだ。次の瞬しゆん間かん、彼は鞠まりのごとく弾んで転げ落ちていく。

「メルキオッ!!」

　血の気が引く思いでレオンは必死に追った。ハーヴィンも蒼そう白はくの顔でつづく。

　あのまま下方まで一気に落下してしまう──と思いきや、メルキオはとっさに槍やりを真横にする。木々のあいだでがつりと槍が挟まり、滑かつ落らくが止まった。

「……うわ、危なかっ……！」

　メルキオは息をついて足を踏ふみしめ身を起こす。身の軽い彼でなければどんなひどい怪け我がをしていただろう。レオンは滑り落ちるようにして彼のもとへ駆け寄る。

　メルキオの腕をつかんで助け起こしつつ、レオンは焦あせりにかられて周囲を見まわした。

　不気味な山鳴りがますます大きくなる。弑神に警告されなくても、自分たちにせまる危険を全身でびりびりと痛いほどに感じた。

「木々だけじゃない、岩盤まで──山全体が崩れそうだ。急がないと……！」

「レオンさん」ハーヴィンが真剣な面おも持もちでいった。「下りは上りより危険です。この状況ではなおさらです。僕が安全な道を確保しつつ先導しますから、おふたりはついてきてください。けっして焦りにかられて前に出ないように」

「わかった、頼たのむ。後ろは任せろ」

　ハーヴィンを先頭に三人は走り出す。背後からの崩落音も山鳴りも、いまにも彼らに襲おそいかかりそうだ。それに追われるようにして、彼らはできうるかぎりの慎重さで駆け下りる。

　周囲の霧きりはいまだ濃い。翠すい海かいでも霧にすべてが覆おおわれているだろう。

　アリアンの身が案じられた。不安で息まで止まりそうな気がした。

　彼女は無事なのか。大だい霊れい樹じゆが崩ほう壊かいしたなら、洋上霊れい殿でんも無事だとはとても思えない。

（どうか──どうかせめて、俺おれたちが着くまでは……！）

　だが不安からくる切迫した祈りは、往々にして裏切られる。レオンはそれを、経験から痛いまでに学んで知っていた。

　いまはただ、自分の身を守りつつ駆け下りる以外できなかった。
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　はるか彼方かなたから、ズン……という重い音が響ひびいた気がした。

　洋上霊殿の秘ひ儀ぎの間にいたアリアンは、はっと仰あお向むいた。

「……なに……いまの音は？」

　だが彼女に見えるのは、秘儀の間の高い丸まる天てん井じようだけだ。その丸天井には、美しいフレスコ画が描かれている。思わずアリアンはいまの音を忘れて見入った。

　フレスコ画に描かれているのは、清らかで幼い少年の姿をした創そう生せい神しんエススが、己が民である妖よう精せい小こ人びとたちをつれて、緑豊かな豊ほう穣じようの園に向かっている場景だった。

　絵のなかのエススや妖精小人たちは、楽しげに幸せそうにほほ笑んでいる。彼らの行く手にある楽園へのあふれる期待が、見ているアリアンにも伝わってきた。

　だが、この希望に満ちた画とは裏腹に、いまや神しん域いきには三人しか残っていない。

　みな、楽園を去ってしまったのだ……。

「……聖せい王おう女じよ」静かな声が響いた。アリアンは視線を下ろす。

　三つ編みの長い緑の髪をゆらし、翠すい玉ぎよくの数珠じゆずを手に、シャイラが奥から振り返る。

　彼女は数段高くなった聖せい壇だんに立っていた。聖壇の中央の台には、香こう木ぼくを入れた香こう炉ろと、水すい盤ばん、そして白布に包まれた緑の枝葉と、花で作られた冠が置かれている。フェイエッテは数歩離はなれた場で床にひざをつき、無言で座っていた。

　シャイラはおごそかな表情で、自分を見つめるアリアンにいった。

「最後の最後に、もう一度おたずねいたしまする。いまより始める儀は……あなたの身が成熟するのを阻はばみ、時の流れにつなぎとめるわざ。この儀を受ければ、あなたは尋常な人間ではなくなりまする。それでも……よろしいか」

　きゅっとアリアンは唇くちびるを引き結ぶ。自分の心を改めて見つめなおす。

　わずかに残っていた迷いは、清めの間で洗い流されたように消えていた。

「儀を受けねばどうなるか、あなたは見せてくださいました。大地に満ちる屍しかばねのなかにただひとり残されるよりは、ときの流れにひとり残ることを選びます」

　聖王女の澄すんだ声が天井に響く。シャイラは深緑の瞳ひとみを向けてうなずいた。

「では、聖壇の前へ進み、ひざをおつきなさいませ、聖王女」

　アリアンは前に進むとひざをついた。シャイラは台に置かれた枝葉を取り上げる。フェイエッテが歩み寄り、小さな両手で水すい盤ばんを持ち上げた。

　シャイラは、水盤に緑の葉をつけると、しずくのしたたる葉をアリアンの上で振った。冷たい水滴がアリアンの金の髪にかかる。シャイラが呪じゆ句くをささやいた。

「……永月、永年……樹じゆ色しよくいやまして、峰ほう容よう変わらぬがごとく……」

　静かな声が、アリアンを包むように響ひびく。シャイラが呪句をとなえるあいだ、フェイエッテはアリアンのまわりをある一定の歩幅と歩き方で歩みつつ、乾燥させた香こう花かをまく。彼女たちの動作、言葉、道具ひとつひとつにすべて意味があるようだ。

　儀ぎ式しきはひどく長く感じられた。床につくひざが冷えて、こわばる体が痛くなる。それでもアリアンはじっと無言でひざまずいていた。

　シャイラは濡ぬれた枝葉で、アリアンの肩から頭、そして全身を撫なで上げる。それから枝葉を背後の台に置き、かたわらの花冠を取り上げて、うつむくアリアンの頭に乗せた。

　白い花と緑の葉で作られた冠が、少女の金の髪に美しく映える。

　手首にはめた翠すい玉ぎよくの数珠じゆずをシャイラははずした。フェイエッテがささげもつ水盤の水にくぐらせると、両手に乗せてアリアンに差し出す。

「あなたの左手に、この呪じゆ珠しゆをはめまする。それでは儀式の最後の場、至し聖せい所じよへ……」

　そのとき────シャイラの言葉を絶って地響きが轟とどろいた。

　と同時にいきなり床が激しく突き上がる。

「あぁっ！」「きゃあっ！」シャイラやフェイエッテが悲鳴を上げて床に倒れた。

　アリアンもたまらず両手を床についた。懸けん命めいに身を起こし、彼女は天てん井じようを振り仰ぐ。そのあいだも震しん動どうは強まるばかりだった。今度こそ間違いようがない。なにかが起こっているのだ。だが、いったいなにが？

　これまで遭遇してきた恐ろしいできごとが脳裏をかすめ、アリアンの心中は氷のごとく冷え切った。フェイエッテのあわてふためく声が聞こえる。

「シャイラ、シャイラ！　なんじゃいまのは……山の方角じゃぞ！」

「だいじょうぶ……儀を中断するわけにはまいりませぬ。急がねば……」

　シャイラが呪珠をつかんで身を起こした。だが、その足もとの床石がふいに落ちた。

「ああぁっ！」小さなシャイラの片足が開いた穴に落ちる。

「シャイラどの!?」「シャイラ！」

　アリアンとフェイエッテが駆け寄って手を伸ばし、シャイラの腕をつかむ。シャイラを引きずり上げたとき、開いた床の穴の底がかいま見えた。その刹せつ那な、

　……ぞっと、全身が総毛立った。

「きゃああああああああああっ!!」

　フェイエッテが悲鳴を上げた。

　穴の底から伸びてくるのは────無数の、真っ白い人間の手。

　血の気のない、まるで死人のような手が、穴の縁をつかむ。

　さらに別の手が、次の手が、それにつづく。

　いくつも。いくつも。いくつもいくつもいくつもいくつもいくつも……無数のおぞましい手が、ゆらめきながらまるで触手のごとく穴から這はい上ってくる。

　まともな思考が一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

「に……逃げてっ、逃げるのよ！」

　アリアンは叫んで、腰を抜かしているフェイエッテを立ち上がらせると、震ふるえるシャイラの手をにぎり、至し聖せい所じよの出口へ向かった。

「あ、あぁっ！」ゆれる床にアリアンがつまずく。フェイエッテとシャイラも倒れた。

　三人の背後から異様な気配と、なにかが崩れる音がせまる。はっとアリアンは肩ごしに振り返る。その瞳ひとみが剝むかれたように大きく開いた。

　床石が崩れ落ち、広がる穴から……這い出てくる、死人の群れ。

　いましも死んだばかりのような、生きている人間と変わらぬ姿のものもあれば、長いあいだ水に浸つかっていたのか腹が膨ふくれ上がり、肌がぶよぶよと腫はれて、目玉が飛び出た無残な姿のものもある。手足がちぎれかけ、腐った肉のあいだから骨がのぞくものもあった。

　どの瞳にも意志の光がない。顔色は青ざめて、どこにも生の証あかしはない。

　なのにまっすぐに────アリアンたちを目指して、ゆっくりと、進んでくる。

　三人は凍りついた。ここには幼い少女の姿のふたりと、小柄なアリアンの三人以外、生きているものはない。おぞましい死者どもの群れの前には、彼女たちはあまりに卑ひ小しようだった。

「な、な、なんじゃ、ああ、あ、あれは、あれはなんじゃ……いやあああっ!!」

　泣き叫ぶフェイエッテの声に、アリアンは意識を引き戻された。

「立って、走って！　地上に出るのよ、急いで舟でここから離はなれるの、早くっ！」

　アリアンは必死の力でフェイエッテを起こし、シャイラを助けて出口へ向かう。

　自分のどこにこんな力があったのかわからなかった。だが聖座島サン・スイエージユと巨きよ人じんの聖せい砦さいでの壮絶な体験が、少なくとも正気だけはつなぎとめてくれていた。

　三人は扉を押して転がるように暗い廊下に出る。アリアンは力いっぱい扉を叩たたきつけて閉めると、フェイエッテとシャイラの先に立ち、震える足を踏ふみ出した。

　その刹せつ那な──突如、耳をつんざく轟ごう音おんとともに廊下の壁が破裂した。

「いゃあっ！」「きゃぅっ！」「あ、ああ……っ」

　三人は激しい風圧に、廊下の向こうへ吹き飛ばされた。

　真っ先に身を起こしたフェイエッテの面おもてが、ふいに凍りつく。

「ああ、シャイラ、シャイラ!?」

　狼ろう狽ばいしたその声に、アリアンは腕に抱くシャイラがぐったりしているのに気づいた。

　なにか温かいものが自分の腕を濡ぬらす。「……シャイラどの!?」

　シャイラの小さな背中はざっくりと大きく切られ、おびただしい血が流れ出ていた。




　壁に開いた巨大な穴からは、いまや音を立てて水が流れこんでいた。

　秘ひ儀ぎの間と、壁の穴から這はい出るのは……青ざめた死人と、太い四つ肢あしの醜みにくい異形。

　三人を絶望へと追い落とすように、死人と異形どもは群れをなして、せまりくる。
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　山崩れに追われつつ、レオンたちはやっと翠すい海かいのほとりへ降り立った。

　霊れい場じようの四阿あずまやにたどりついたときには、すでに息は上がりきっていた。レオンもメルキオも、山に慣れているハーヴィンでさえ、肩を激しく上下させ、四阿の柱にもたれて荒い息を繰くり返す。レオンは弑し神しんを床に突き立て、それにつかまって必死に呼吸を整えた。

『のんびりしておる間はないぞ、レオン！』弑神が容よう赦しやなくいった。

「……うっせ……おまえ、かつがれてた……だけ、だろうが……」

『それには異論をとなえるぞ。われが木こっ端ぱを蹴け散ちらしたおかげで降りられたのである』

「俺おれが、おまえを使って蹴散らしたんだ！　くそ、こう毎度毎度、走ってられるか！」

　だが弑神のいうとおり、立ちどまる時間も会話をする時間もない。山鳴りはいまだつづき、木々が折れて倒れる音はまるで悲鳴のように神しん域いき全体に響ひびいている。

　レオンは身を起こし、他のふたりを振り返った。「桟さん橋ばしに急ぐぞ」

「もう!?　自分をいじめるだけじゃなくって他人までいじめるのが好きだね」

　メルキオは文句をいいつつ、もたれていた柱から背を起こした。

「まだ霧きりが深い。僕が先にいきます」

　ハーヴィンはそういうと、深く息をしてから走り出す。レオンたちもつづいた。霧の向こうから響く波音が近くなる。レオンは名を呼んだ。

「ジジ！　ラウル、カラ！　いるか、どこだ！」

「…………レオンさん……ここです！」

　ジジの声の方角へ三人は走る。つながれた舟が大波にゆれる音が間近になったかと思うと、長い桟橋が現れた。大きく手を振る少女の姿がおぼろげに見える。

　レオンたちが駆け寄ると、ジジが桟橋の端はしで待っていた。彼女の近くにつながれた、行きに乗ってきた舟に一行の荷物が積んであり、ラウルはすでに悠々と乗って待っている。

　カラはジジの横で、なぜか不快そうな顔で立っていた。

「どうしたんだ、カラ」

「ん──ちょっと……目まいがするだけ。さっさとこんな場所出ていきたいよね」

　レオンの問いに、カラが額を押さえてそういった。

「まだだ。洋上霊れい殿でんに急いで向かわないと。出ていくのはそれからだ」

「また、よけいな寄り道とタダ働き？　んもう、追加報ほう酬しゆうを軍船いっぱいに積み上がるぐらいもらわないと、割に合わないし！」

　そこにジジが急ぐような口調で口をはさんだ。

「レオンさん、いったいなにがあったのですか。ずっと山から崩れる音が響ひびいていましたし、翠すい海かいの波も高くなっています。おかしいです」

「大だい霊れい樹じゆが倒れたんだ。なかに納められていた占い盤をとった拍子に……！」

　吐はき捨てた瞬しゆん間かん、口中に胆たん汁じゆうのごとき鋭く刺す苦味が広がった。

　自分たちは、はめられたのだ。その事実にレオンは激しく憤いきどおりをかき立てられる。

　だが、だれにはめられたかはおぼろげながらわかっても、なぜ、なんのためにかはわからない。ただわかることは──アリアンも同じように陥おとしいれられているということだ。

　苦しげなレオンの表情に、ジジはかすかに眉まゆをひそめる。

「くわしい話をしている間はなさそうですね。示じ現げんの円えん盤ばんの部品は、勝手かと思いましたが貨物船の倉庫より持ってきています。すみません、ハーヴィンさん」

「いや、準備してくれてよかった。これが……その占い盤だ」

　ジジが小さな箱を差し出すと、ハーヴィンが大事に持っていた容器を差し出す。

「やり方が正しければ……これに水を汲くんで、指し針しん魚ぎよを浮かべればいいはずです」

　ハーヴィンは翠海の方角に視線を向けた。

「この桟さん橋ばしは翠海の北側で、霊殿の方角に向かって突き出しています。霊殿は翠海のほぼ中央。まっすぐ南に進めば、かならず間近を通ることができると思うけれど」

「指針魚は、南を指しますよ」

　舟の上からラウルの声がした。一同は一斉にそちらを見る。

「指針魚は、別名指し南なん魚ぎよとも呼び、腹に収められた磁石の指北性により、頭が南を指すのです。ただし磁気偏差を考こう慮りよに入れる必要があって、太陽から求めた南の方角と一致するかはわかりませんが……まあ、とにかく水に浮かべてごらんなさい」

　みなは顔を見合わせる。ハーヴィンが進み出て容器に翠海の水を汲み、桟橋に置いた。ジジが箱から小さな木製の魚を取り出して浮かべる。

　小さな針のついた魚は水の上でくるくる……とまわると、ある方角を指してゆっくりと止まった。ジジが試しに指を入れてまわしたが、かならず同じ方角に頭が向く。

「指針魚が常にその方向を示すように、舟を進めればいいでしょう」

　ラウルの言葉に、レオンはみなを見まわしていった。

「わかった。すぐに舟に乗れ──霊殿へ向かうぞ」

　一同は即座に舟に乗りこんだ。円盤は船尾でラウルがかかえ、ジジが舵かじ棒ぼうをにぎる。

　レオンはもやいをはずして舟に投げると最後に乗りこむ。ふと、彼は眉まゆをひそめた。

　水位が下がっている……？

　桟さん橋ばしの橋はし桁げたをよく眺めると、濡ぬれて色が変わった部分が大きく露ろ出しゆつしている。

　胸にのしかかる不安が増した。なぜ水位が下がったかはわからないが、いい兆候だとは思えない。その不安を煽あおるように、地鳴りが激しくなる。

　山のあちこちから崩落音が轟とどろき、びりびりと大気が震ふるえ、高波に舟が大きくゆれた。

「急げ！」レオンは叫んだ。

　舟底の櫂かいを取り上げ、レオンとハーヴィン、メルキオの三人が懸けん命めいに漕こぎ出す。桟橋はすぐさま遠ざかり、霧きりにかき消えた。

　右も左もわからない濃厚な霧のなかを、舟は泳ぐように進む。

　大きくうねる波に、舟は高く持ち上げられたかと思うとふっと沈み、とても不安定だ。櫂を漕ぐのも強い力がいる。視界をふさぐ濃のう霧むに、本当に進んでいるのかもわからない。

「ラウル！　このゆれだと指し針しん魚ぎよは役立たずじゃないのか!?」

　レオンは首をねじって、ジジに細かく舵かじの向きを指示するラウルに訊きいた。

「だいじょうぶですよ。これがどういう代しろ物ものであるかおわかりでしょう。いまはただの指針具としてしか使えませんが、秘められた魔ま呪じゆは損なわれていませんからね」

「水がこぼれません。舟はゆれているのに、水すい盤ばんの水は……波紋ひとつ立っていません」

　ラウルの答えに重ねてジジがいった。そのとき弑し神しんの警告が飛んだ。

『……レオン！　おるぞ……われら以外に霊れい殿でんにせまるものどもが……！』

　櫂をつかむ手が止まる。レオンは息を吞のんで辺りを見まわした。いつしかだいぶ霧が薄うすれ周囲が見渡せるようになっている。そのときハーヴィンが叫んだ。

「漕ぐのをやめてください、前方に……！」

　その叫びと同時に、がつん！　と強い音で舟がぶつかった。大きくぐらりと舟がゆらぐ。あわててレオンたちは舟べりをつかんで体を支えると、顔を上げた。

　気づくと目の前には、いくつもの高い建造物がそびえている。いつこんなものが──と思った刹せつ那な、レオンは気づいた。

　水位がかなり下がって、水中の遺跡が現れ出たのだ。

　古びた石の建造物群は、水を激しく滴したたらせ、レオンたちを阻はばむようにそびえ立っている。水上に出ているのは高い建物だけで水深はまだまだ深い。しかし舟はもうまっすぐに進めない。霊殿にいくには大きく迂う回かいするしかない……。

　ふいに霧が一気に晴れた。そのとたん、はっとレオンたちは息を吞む。

　黒々と濡ぬれた遺跡のそこかしこから這はい登り、レオンたちの舟を囲むのは────剣帯をしめ重い剣を吊つるして武装した、黒いローブのバアシュ教兵たちだった。










　　　Intermede04──戦野







　ユーサー軍が輝き海かいを臨む港街サロナエの近辺に到着し、街の前に広がる平野に陣取った叛はん乱らん軍と交戦に入ったのは──翌日の朝だった。

　騎き兵へい隊たいが、真っ先に槍やりをかまえて平野へ駆け下りる。

　ひづめで地を削り、風を起こして、騎兵隊は叛乱軍前衛歩兵に激突した。

　襲しゆう来らいを警戒して緊きん張ちよう状態をつづけ、疲労していた叛乱軍は、態勢を一気に崩された。盾をかまえて防ぐ間もなく槍で突き倒され、ひづめで蹴け散ちらされていく。

　あまりの速攻に、叛乱軍は敵兵力が事前の偵察より少ないことに気づかなかった。




　歩兵を率いてユーサーは山道を進む。

　うっそうと木々が茂る山道は視界が暗い。片側は斜面で、うかつに足を滑すべらせればかなり危険だ。兵たちは胸むね鎧よろいと兜かぶとと剣という軽装で慎重に進んでいる。

　平野側からの襲しゆう撃げきをギャラングの別働隊に任せ、ユーサーはキアラの案内で山側からの襲撃を指揮していた。いま率いている兵数は約五千あまり。ほぼ半数の兵力だ。

　登り道がいっそうきつくなった段階で、ユーサーは兵を停止させる。後方を歩くキアラを呼び寄せると、皇おう子じはこの近辺の地形をたずねた。

「この先の峠とうげを抜けたら、海が見下ろせるの。あとは下りで道幅が広くなるから、一気に速度を出して、街へ降りていけると思う」

「峠まで道はまっすぐか」

「ううん。峠の手前……こちら側で左手に曲がる」

　その言葉に、ユーサーは伝令を呼んで偵察兵を出させた。キアラがけげんな顔になる。

「慎重すぎるとでもいいたいのか」

「あたしは、戦いくさのことはわからない」

　ユーサーの問いに、そっけなくキアラは答えた。

　彼女は同胞を助けたくて焦あせっているはずだ。だからこそ、なぜ下り道まで速すみやかに進み、一気にサロナエの街まで攻め下らないのかと疑問に思っているのだろう。その疑問を感情的にぶつけるような愚おろかな真ま似ねをしないのは感心だった。

　キアラを後方の補給線を守る部隊まで下がらせて間もなくだ。

「……報告！　偵察部隊が峠付近で敵部隊と交戦に入りました！」

　木立を抜けて伝令が走ってきた。兵のあいだにざわめきが広がる。

（やはりいたか！）ユーサーは厳しい声で即座に命令を出した。

「前衛前進。ただし攻め下るな。こちら側に引き寄せるんだ」

　この地は叛はん乱らん軍のお膝ひざ元もとだ。となれば地形を知り尽くした彼らは、平野に部隊を展開してこちらの軍をひきつけ、抜け道を利用して背後から急きゆう襲しゆうするはずだと皇おう子じは考えたのだ。

　伝令が命令を速すみやかに伝達していく。狭い山道で前衛部隊が動き出した。その間、ユーサーは別働隊を、危険を承知で斜面側にひそませる。

　ユーサーは息をつめて伝令の報告を待った。

　剣と鎧よろいのぶつかる音と兵たちの叫びが近づいてくる。そこへ伝令が走ってきた。

「敵部隊、峠とうげ道みちを曲がりこちら側へ侵入を始めました！」

「第二陣、三陣、前進。ただし防衛に徹てつしてさらに引きつけろ」

　それだけ告げて、ユーサーはじっと兜かぶとの下から木立の向こうの峠を見上げる。だが内心は、まるで火にあぶられているような心地だった。さらなる伝令の報告が送られてくる。

「敵部隊が峠を越えてきます！」

（よし、きたな──！）

「進しん撃げき！　同時に斜面側の部隊は敵の背後にまわれ。全力で攻撃に転じろ！」

　ユーサーは剣を抜き放ち、敵に向かって剣をふりかぶって叫んだ。

　うおぉおおっという山をゆるがす鯨と波きの声こえを上げ、ユーサーの部隊が進撃する。

　敵の大部隊は峠を越えて狭い山道を曲がり、下りかけた。

　そこにユーサー軍が下方から激しく進撃し、さらに別働隊が敵の背後を攻撃する。

　別働隊は数が少なかったが、曲がり角で敵部隊は視界がさえぎられていたために急襲が成功した。叛乱軍は後方の連絡線を断ち切られ、たちまち混乱におちいった。

　山頂で壮絶な戦せん闘とうが繰くり広げられる。ユーサーも自ら剣をにぎって先頭に立つ。

　その斬ざん撃げきはすさまじかった。彼が長剣を振り下ろし、振り上げ、薙なぎ払うたびに、敵兵は革かわ鎧よろいごと断ち切られて地に倒れ、血の筋を引いて悲鳴とともに斜面から転落していく。

　徐々に徐々に敵部隊は押されていく。両部隊はもつれ合ったまま峠へさしかかる。

　いまだ、とユーサーは血ち濡ぬれた剣を掲げると高ぶる声で叫んだ。

「前進だ、前進しろ！　皇こう国こくのために──勝利はいまや諸君らの刃の先にある！」

　その叫びに兵たちはおおおっと呼応する。

「ダルディス！　ダルディス！」「皇国に誉ほまれあれ！」「女じよ皇こう陛へい下かの御おんために！」

　ユーサー軍は津波のごとく前進した。その波に押され逃走し始める叛乱軍を追って、ユーサー軍も一気に坂を駆け下りる。

　視界が開けて輝き海かいが見えた。サロナエの港街と、いくつもの島に囲まれた湾が一望できる。雲の多い空を映し、船影ひとつない湾の水面は鈍く輝かがやいていた。

　敵を追いつつ、ユーサーはかすかに眉まゆをひそめる。勝利を目前に自軍の兵が高揚するなかで、将である彼だけはひとり冷徹なまなざしだった。
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　皇こう都とゴドラス南西に、ケルスキ族の大部隊がせまる。

　圧倒的にバルドル率いる防衛軍が不利だった。守るべき皇都は占領され、退却もできず、兵力も劣っている。間近にせまる大軍を前に防衛軍の兵は逃げ腰だった。

「バルドル閣下、兵たちが浮き足立っています……このままでは戦わずして敗走を……」

　進言する部下を、バルドルは雨に濡ぬれた兜かぶとの下からねめつけた。

「逃げるやつは殺せ」

　短い言葉にこめられた殺気に、部下は凍りついて押し黙だまる。

　雨に煙けぶる街道の彼方かなたに、激しい水煙が見えた。ケルスキ族部隊だ。

「橋を死守──弓隊援護、騎き兵へい及び歩兵前進。全力防衛」

　端たん的てきな命令を伝令に告げ、バルドルは長なが柄え戦せん斧ぷをぶんと振ると、馬の横腹を蹴けった。飛び出すバルドルのあとに、兵たちがあわててつづく。

　双方の軍から矢が放たれる。降りそそぐ矢をかいくぐり、両軍が激突する。

　バルドルは恐ろしいまでの活かつ躍やくを見せた。長柄戦斧を振るたびに、敵兵は首を跳ね飛ばされ、体たい軀くを両断されて馬上から転げ落ち、弾はじき飛ばされて仲間ごと倒れる。

　それはすさまじい猛攻だった。だが、たとえバルドルひとりが獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せても、劣勢は変わらない。しだいに防衛軍は橋のたもとへ押されていく。

　前衛で嵐あらしのごとく戦いつづける巨漢の騎士の体が、ふいにゆらいだ。

　激しい痛みにバルドルは目を動かす。肩口の鎧よろいの隙すき間まに、深々と矢が突き刺さっていた。

　突如、彼が乗る馬がいなないて膝ひざを折る。眉み間けんに矢を受けたのだ。投げ出される前に飛び降り、倒れる馬の陰に隠れて矢を避さける。幾本もの矢と敵兵の剣が馬の体にさえぎられた。

　だが目前にはケルスキ軍が津波のごとく押しよせてくる。

「……バルドル閣下、退たい避ひを！」伝令の声が聞こえた。

　──ここまでだな。

　バルドルは長柄戦斧をにぎって眉まゆを厳しく寄せるとふいに立ち上がり、戦斧を突き上げて腹に響ひびく太い声で叫んだ。「防衛軍退避！　街道両側に退避だ！」

　その声を聞きつけた何人もの伝令兵が、自軍に退避を触れまわる。防衛軍はケルスキ族に追われ、必死に逃げ出した。バルドルも戦斧で周囲を薙なぎ払いつつ走る。

　防衛軍の隊列が割れた。ケルスキ族の軍が勇んで橋に殺到する。

　橋の真ん中には、一台の不可解な、巨大な機械が設置されていた。ケルスキ軍前衛は、一いつ瞬しゆんためらったが、背後からの突とつ撃げきの波に押され、足を止める間もなく進撃する。

　彼らは気がつかなかった。謎なぞの機械が雨のなか、激しく弾はじける音を立てているのを。

　花弁のごとき金属板の中央にある砲が、強いきらめきを放っているのを。

　機械の背後に立つ眼鏡の男が、呪じゆ句くをびっしりと刻んだ機械の操作部に両手を滑すべらせる。雨に打たれる呪句が淡く光った。目前にせまるケルスキ軍を見据え、彼はつぶやいた。

「……発動、〝タスラム〟」

　その瞬しゆん間かん────突如、激しく輝かがやく雷らい撃げきのごとき巨光が砲から放たれた。

　大気をつんざく轟ごう音おんとともに、巨きよ雷らいはケルスキ軍に真っ向から直撃する。橋に殺到していたケルスキ族の全部隊が、真正面から恐ろしい衝しよう撃げきをまともにくらった。

　何千人ものケルスキ兵が、爆発するように一瞬で吹き飛んだ。

　真っ黒に焼かれたひとの体が高々と雨空に浮く。黒くろ焦こげの肉がばらばらと、橋の上に、川のなかに、街道に、まるで大地を埋め尽くすように散乱する。

　機械から生まれた巨雷は、馬もひとも区別なく生けるものを引き裂き、焼き尽くし、地面をも深々とえぐり取って、彼方かなたの丘に深い穴をうがってから、ようやく消えた。

　光が消えたあとに残るのは、深く削られた大地と、肉と革が焼ける吐はき気をもよおす臭におい、そして見渡すかぎりの地面に累るい々るいと重なる焼けた人馬の屍しかばねの……悲ひ惨さんな光景だ。

「包囲攻撃！」

　バルドルの声が響ひびき渡る。街道の両側に退たい避ひしていた防衛軍が、ケルスキのわずかな残存兵を挟むように突撃した。ろくな抵抗もできず、敵兵は瞬またたく間に蹴け散ちらされる。
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「素晴らしい、素晴らしい……！　たった一発で二万人近くの兵を無力化です！　改良して精度を高め、戦いくさに投入できれば、ランゴニア帝てい国こくの大軍も小魚の群れ同然だ！」

　橋の上で、興こう奮ふん気味に技師が報告する。眼鏡の賢けん人じん、フィロンがうなずいた。

「グランヌスの力をこめた呪じゆ具ぐ……魔ま砲ほう〝タスラム〟。これは、ダリウス大たい皇こうをだました偽にせ物ものとは違う、正しよう真しん正しよう銘めいの〝魔呪〟の呪じゆ物ぶつだ。連発できないのが残念だが首尾は上々。実地試験が行えて動作情報も蓄積できた。ユーサー殿でん下か……心から感謝しよう」

　水滴に曇くもる眼鏡の奥のまなざしが、酷こく薄はくな光に輝かがやいた。




　バルドルは、巨きよ雷らいのすさまじい破は壊かい力りよくの跡を眺めまわした。

　すべてはユーサーがさずけた作戦だった。遠く離はなれていてさえ、皇おう子じはあらゆる戦いの勝敗をにぎっている。怪け我がの痛みなど忘れ、巨漢の騎き士しは兜かぶとの下でにやりと笑った。

　しかし、すぐに彼は厳しい顔に戻る。あとはマローボに占領された皇こう都とだ。

　皇こう妃ひと宣言されたエンジェリナ皇こう姫きはどうなったか────

　そのとき、ケルスキ兵を追走していった防衛軍の一部が戻ってきた。彼らのあとから黒い影のような大軍が押し寄せてくる。ざわめきのなか、配下の兵が叫ぶ声が響ひびいた。

「キンブリとテウトニの部隊です、辺境防備軍です……！」










　　　第六章　霊れい殿でん







　薄うす暗ぐらい霊殿の地下で、アリアンは血まみれのシャイラを抱いたままあとじさった。

　上層に通じる方角には、死人と醜みにくい異形どもが立ちふさがっている。死人はいうにおよばず、あとから現れた両生類のような異形どもは……正視に堪たえぬ異様な外見をしていた。ベルギカに渡る舟の上で遭そう遇ぐうしたものどもよりずっとおぞましい。

　濡ぬれてぬらぬらと光る、蛙かえるにも似た黒い斑はん点てんのある緑の胴体。

　赤黒いヤツデの葉のごとき鰓えらと、鋭い爪つめを持つ四つ足。

　見るだけで吐はき気をもよおす姿だ。間違いない、あれは〈無む貌ぼうの王おう〉に仕える死し影えいだ。

　アリアンの腕のなかで、妖よう精せい小こ人びとの長おさはぐったりとしていた。非力なアリアンにはひどく重く感じられたが、必死で腕に力をこめ、血に濡れる小さな体を抱きしめる。

　震ふるえながら抱きつくフェイエッテに、アリアンは小声で訊きいた。

「フェイエッテ、あたくしたちの背後はどこに通じているの？　他に道はないの!?」

「ない、ない、どこにもない！」

　半泣きでフェイエッテは激しくかぶりを振った。

「この廊下の一番奥は儀ぎ式しきの最後の場……至し聖せい所じよじゃ。他に出口など……ない……！」

　フェイエッテの悲鳴のような声に反応したか、ざばりと水をかいて妖よう蛙あどもが動いた。

　迷う間もなかった。アリアンたちは身をひるがえす。

　追いつめられるとわかっていながら奥へと走る。いまや水は、アリアンのすねまできていた。素足で水を跳ね上げ、アリアンたちは入り組んだ暗い廊下を必死に駆ける。

　くねくねと曲がるアーチ回廊をくぐり抜け、小さな段差をいくつか上る。やがていくつかの交差する狭い回廊に囲まれた場所に階段が見え、その頂上に小さな扉が見えた。

　迷わずアリアンはシャイラを抱え、小さな扉を開けてなかへ進んだ。

　しだいに天てん井じようと廊下の幅が狭せばまってくる。小柄なアリアンがやっと進める広さだ。

「どうして……こんなに、狭いの!?」

「この奥は妖よう精せい小こ人びとだけの聖せい所しよじゃ。本来なら人間など入れぬ！」

　フェイエッテの答えに、アリアンは唇くちびるを引き締しめる。

（この狭さなら、少なくとも異形たちは入ってこられないわ。ただ出られるかどうか……もし至聖所まで水が入りこんできたなら……）

　狭い通路の先にくぐり戸があった。なかに入りぴしゃりと扉を閉める。

　そこは、狭く小さな円形の部屋だった。他の部屋と違い、壁も柱も磨みがかれた黒い石だ。黒い壁には一面、細かい呪じゆ句くが彫りこまれ、厳おごそかな雰ふん囲い気きを感じさせる。

　アリアンは傷ついたシャイラを抱いて座りこむ。ふと頭上を見上げた。

　はるか遠い天てつ辺ぺんに小さな明かり取りの窓がいくつも開いていた。この霊れい殿でんのもっとも深い場所から、もっとも高い場所まで貫いているようだ。これでは部屋というより縦穴だ。

「だいじょうぶか、シャイラ、シャイラ……！」

　アリアンに抱かれたシャイラに、フェイエッテが涙まじりに呼びかける。

「フェイ……儀ぎの、つづきを……吾あの、代わりに」

　シャイラは目を開け、翠すい玉ぎよくの呪じゆ珠しゆをフェイエッテに渡した。

「死し影えいと、死人どもは……彼らが〝主あるじ〟を産み直す聖せい王おう女じよを慕したい、われを忘れて追うています……生者を憎ぞう悪おするあれらがくれば、われらや、聖王女の仲間も命を奪われ、あれらの同胞となりましょう。その前に儀を終え、女神エウレネと魂の誓約ゲアスの縛いましめを、絶たねば……」

　アリアンは息がつまった。焦あせりにかられ、彼女は勢いこむように訊きいた。

「だったらすぐに始めましょう。儀式のやり方は？　すぐにすむものなの!?」

　アリアンの問いに、シャイラはわななく指を上げて黒い壁を指し示した。

「翠玉の呪珠を、壁の呪句に触れさせ、その句を唱えてエススの御力をこめたのち、呪珠をあなたの手首にはめるのです……詠唱は、妖精小人の巫かんなぎが行わねばなりませぬ……」

「だめじゃ、無理じゃ。わらわは初めてこのわざを行うのじゃぞ。時間がかかりすぎる……その前にあの化け物どもが、この聖所に入ってきやるぞ！」

　フェイエッテが若草色の髪をふり乱し、泣きそうな声でいいつのる。

　ふいにアリアンが、すっくと立ち上がった。

「それが終わるまでは、あたくしがここにいなくてもいいのね。そしてあれらはあたくしを追っている……だったら、あたくしがあの異形どもを引きとめておきます」

　フェイエッテが大きく目を見開き、シャイラは頭を起こした。

「それはあまりに危険……あれらは、こちらの思惑が通ずる存在ではない……あなたを慕したうつもりで、引き裂いてしまうやもしれませぬ」

「やってみなければわからないでしょう。儀ぎが行われなければ、あの異形どもはここにくる。そして〈無む貌ぼうの王おう〉は、あたくしの身を手に入れる……ただ座して最悪の結末を迎えるなんて真っ平だわ。前後に絶望しかないのなら──あたくしは、少しでも前に進みます」

　アリアンは覚悟を気高い面おもてにみなぎらせ、そういった。

　フェイエッテが息を吞のんで見上げる。かすかな畏い怖ふが、そのまなざしによぎった。シャイラは一いつ瞬しゆん、まぶしげに目を細めると、わななく小さな腕を差し伸べる。

「では……聖せい王おう女じよ、その花冠を……」

「え──この冠を？」

　アリアンが自分の頭から白い花冠を外して渡すと、シャイラは指に自分の血をつけ、花びらの上に素早くつけて指を動かし、なにごとか呪じゆ句くを唱えた。

「……これに、あなたの幻をこめました。できうるだけ、引きつけて……この花冠を異形どもに、投げる……のです。さすれば、異形どもはこの冠に群がり、隙すきが生まれるはず」

　シャイラは香こう花かの入った小袋をも、アリアンの手のひらに載せた。

「この香花には……邪なる存在が嫌けん悪おする清めの香りがあります。どうぞ、これも……」

「わかりましたわ」

　アリアンは花冠と香花を受け取り、素早く身をひるがえした。

　身をかがめて小さな扉をくぐる。とたん、足先にぴしゃりと冷たい水が触れた。どこからか浸水しているようだ。ごくりとアリアンはのどを鳴らす。

　儀が終わるのが先か、溺おぼれるのが先か、それとも……この身を引き裂かれるのが、先か。

　アリアンは暗くら闇やみに包まれた狭い廊下を、意を決して進み始める。

　その決意をくじくように、異様な気配とざわめきが、闇の彼方かなたから伝わってきた。
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　黒いローブをひるがえし、剣を抜き放って、いきなりバアシュ教兵が動いた。

　真っ先に動いたのは身の軽いメルキオだった。

　舟べりを蹴けって遺跡の上に飛び乗ると、強く鉤かぎ爪づめ槍やりで薙なぎ払う。

　レオンも即座につづき、跳び上がりながら弑し神しんを抜いて剣の平を叩たたきつけた。もんどりうって教兵が水中に落ちる。いくつもの水しぶきが上がった。

　レオンたちはわずかばかりの足場を頼たよりに教兵たちと対たい峙じする。水が引いて水面に出ているのは、遺跡の丸屋根や幅の狭い壁、並んだ石柱などで、一歩踏ふみ外せば水に落下だ。

　周囲には何艘そうもの舟が泊められている。おそらく教兵たちが乗ってきたものだろう。しかし、どうやって閉ざされた神しん域いきに入ってこられたのか。

　まさか──神域が崩ほう壊かいしてしまったというのだろうか。

　自分たちが、示じ現げんの円えん盤ばんの一部を大だい霊れい樹じゆから持ち出してしまったがために？

　そういえばベルギカ侯は、この地のバアシュ教徒は山にこもり苦行に励んでいるといった。彼らは神域の周囲に陣取って、入りこむ機会をうかがっていたのだろうか……。

　だが考える間もなく教兵たちが襲おそってきた。とっさにレオンは石柱を蹴けり、弑神を叩きつける。目の前のひとりが吹き飛んだ。しかし即座に後方と左から襲ってくる。

　ふいにレオンの姿が石柱の上から消えた。

　襲いかかろうとしていたふたりの教兵がレオンを見失い、一いつ瞬しゆん足を止める。

　突如、下方から強い力がその足を払った。弾はじき飛ばされ水中に敵が落ちるのと入れ替わりに、左手で柱の端はしをつかんでぶら下がっていたレオンがぐいとよじ登った。

「ゆれる甲かん板ぱんとマストに比べりゃ、広間みたいな足場だぜ」

　小さくうそぶいてレオンは次の敵に向かう。

　そのあいだにメルキオは敵のひとりを槍やりで叩き落としていた。そこへふたりの教兵が槍をかいくぐって彼のふところに肉にく薄はくする。突如、後方から鋭い風が飛んできた。いましもメルキオに切りかかる寸前だった教兵が矢で腕を射い貫ぬかれて剣を取り落とす。

「なに──ハーヴィン!?」

　振り返ってレオンは名を呼んだ。樹じゆ守もりの若者が船首から、短弓で素早く矢を次々と射る。

　短弓のために飛ひ距きよ離りはないが速射に優れ、教兵たちはたちまち腕や足を射貫かれてうずくまった。ゆれる舟からとは思えない腕前だ。そのときひとりの教兵が、横合いからハーヴィンの背後に降り立った。大きく舟がゆれ動き、船尾にいたラウルが身を縮める。

　カラが目にもとまらぬ速さで動いた。

　ひゅっと掌しよう底ていが教兵の顔面に突き出される。とっさに教兵が身をのけぞらせて避さけた。だがそれは牽けん制せい、間かん髪はつ容いれずいきなりカラは、

「やっ！」鋭いかけ声とともに激しい横蹴りを食らわせた。

　硬い足そく甲こうに蹴り飛ばされて教兵は落下する。大きな水しぶきが上がった。ジジは軽く身をそらして避けたが、船尾で身を縮めていたラウルに盛大にかかる。

　びしょ濡ぬれの詩人は顔をぬぐい、ため息をついてぼやいた。

「ああ、なぜ詩人たるわたしがこんな美とは三万海里も隔へだたる場にいるのでしょう……」

「昨夜とはえっらい違いじゃない？」カラが冷たくいう。「あたしを口説きながら、散々神しん域いきの神秘が素晴らしくてどうのこうのっていってたくせに」

「口説く……カラを口説かれたのですか、師匠」

　ジジがつぶらな瞳ひとみを大きくまん丸く開き、冷静な声でいった。

「そこまで命知らずとは知りませんでした。師匠の女性好きにはずっと呆あきれてきましたが今回ばかりは感心します。感服します。自分の命より女性がお好きなんて本当に偉大です」

「この状況もかえりみず、そんな冷静にいわれてもまったく嬉うれしくないよジジ。それよりも──レオン、メルキオ！　霊れい殿でんに急ぎなさい。聖せい王おう女じよの身をお救いするのが先です」

　はっとレオンが振り返ると、教兵の大半が遺跡を伝って洋上霊殿へ向かっているのが見えた。しかし他の教兵たちがこちらにせまってくる。

「レオン、君が霊殿にいくんだ！　ぼくらも後からいく！」

　メルキオが槍やりで敵を薙なぎ払いつつ叫んだ。ハーヴィンとジジが舟から遺跡に登る。

「霊殿の内部は、少しだけならわかります。道案内としていきます」

「師匠がともにいけといわれました。アリアンさんが心配です、いかせてください」

　身体能力に優れたメルキオと、戦せん闘とうの場に慣れたカラが舟に残れば、ラウル──と彼の持つ《王獅子の至宝レガリア》──は守れるだろう。レオンはうなずいて走り出す。

　ハーヴィンを先頭に三人は遺跡の上を走る。

「彼らはいったいなんですか。なぜ神域に入ってこられたんです!?」

　走りながら、ハーヴィンは顔をこわばらせてレオンに訊きいた。

「あいつらはバアシュ教徒──〈無む貌ぼうの王おう〉と同義の神をあがめる信徒たちだ。たぶん、閉ざされていたはずの神域が、崩ほう壊かいしているんだ……！」

　樹じゆ守もりの若者の面おもてが、いっそう青ざめる。彼はそれ以上訊かず、また走りつづけた。

　やがて三人の目の前に、巨木をいただいた洋上霊殿がせまってきた。すでに教兵たちの先頭は霊殿に到達し内部へ次々と駆けこんでいく。

　焦あせる思いにかられ、レオンたちも霊殿へと走りに走った。
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　アリアンはもときた道を戻り、交差するアーチ回廊が見渡せる階段に出た。

　段の上から眼下を見下ろす。とたん、全身がぞっと震ふるえ上がった。

　水浸しの回廊をびっしりと埋め尽くすように、死人と妖よう蛙あが徘はい徊かいしていたのだ。激しい生理的嫌けん悪お感かんといいようのない恐怖に、アリアンはその場を動けなくなる。

　異形どもがアリアンに気づいた。ぬらぬらとした肌をてからせ、太い四足で階段を上ってくる。間近にせまるいやらしい姿に、アリアンは両手を突き出して顔をそむけた。

「い──いやっ！」

　だが数歩手前で気配が止まった。はっとアリアンは目を開ける。妖よう蛙あどもは彼女が突き出した手の先で、いやいやをするように首を振り、一歩下がった。

（そうだわ、この香こう花かには、邪な存在が嫌けん悪おする匂においがあるって……）

　アリアンは震ふるえながらも、匂い袋を前に突きつけつつ階段を下り、回廊を歩き始めた。いまにも飛びかかりそうだった妖蛙や死人どもが、じりじりとあとじさる。

　だが、歩む足首を水中でつかまれる。

「……っ！」全身が氷になった気がした。

　立ち止まる肩にひたりと手が乗る。衣装の裾すそをにぎられる。裾のなかの足を不気味な手が這はい登る。背筋に、首筋に……アリアンを求め、慕したうように、冷たい身が寄せられる……。

「ああ、あ、い、いや、いや！　いやあああっ！」

　アリアンは手に持った匂い袋をふりまわした。一いつ瞬しゆん、死人たちが離はなれる。しかしすぐにばしゃりと水をかいてそれらは群れ集つどった。

　アリアンはとっさに袋の口を開き、なかの香花をひとつまみにぎって投げた。

　とたん、ざっと死人たちが散る。香花はアリアンの周囲の水に浮かび、ゆっくりとまわって沈んでいく。しばらく妖蛙も死人もアリアンを遠巻きにして眺めていた。

　しかし香花が水に沈んで匂いが薄うすれてゆくと、また徐々に近づいてきた。

　自分を見つめる感情も意思もない腐った目玉。死んだ魚のごとき無数の白い瞳ひとみ。腐臭ただよう屍しかばねの体、吐はき気をもよおす、生なま臭ぐさくぬるぬるした妖蛙の体たい軀く……。

　それらが群れをなし、アリアンを押しつぶすように近づいてくる。

　気が狂いそうだった。まともな思考などできなかった。いかに気丈な彼女でも耐えられなかった。激しい恐怖と嫌悪感に体が震え、一歩も動けなくなる。

　しかも、今度ばかりはレオンがきてくれると信じることもできない。

　右も左も見えぬほど地上を覆おおっていた、あの深い霧きり。そしてここは深い地下だ。

　助けなどこない。絶対にこない。こられるわけがない。

　アリアンは肩を抱きしめてうずくまった。半身が水に浸つかり、さらに体が冷える。心も凍こごえ、意識も遠のいていく。その彼女に、水を跳ね上げて邪な気配が近づいてきた。

　身を縮めてうつむくアリアンの体に手が触れる。恐怖も凍りつくようなおぞましい無数の手が押しよせて、彼女の体に触れ、撫なでまわし、つかみ──次第に力が強くなる。

〝……おまえは〟

　ふっと、遠いかすかな声がアリアンの耳じ朶だを震わせた。

〝……すべてを救うといった。だったら──自分も救ってみせろ……〟

　だれの声だろう。現実の声ではない。幻げん聴ちようかもしれない。狂気に陥おちいる寸前のアリアンには、だれの声なのかもわからなかった。

　だがその声が、絶望に溺おぼれかけたアリアンの意識をつなぎとめた。

　その声の相手に会いたい。もう一度会いたい。

　彼に──レオンに──レオン、そうよ、レオン、レオン……！

　アリアンのわななく細い手が、ひしめく死人の腕をかきわけて、にぎりしめた匂におい袋をまさぐる。次の瞬しゆん間かん、ぱっと異形どもの上に香こう花かがまき散らされた。

　くぐもる不気味なうめき声を上げ、妖よう蛙あと死人がのけぞった。

　アリアンはか細い息で立ち上がる。こみ上げる吐はき気と悲鳴をぐっとのどを鳴らして胃の中に押しこめ、よろけつつ足を踏ふみ出す。ずるりと醜みにくいものどもがうごめいた。

　アリアンは永遠に思える苦行をつづけた。たったひとつの名前を心にささやきながら。

　その名前だけが、自分の正気をこの世につなぐ呪じゆ句くだった。







　至し聖せい所じよのなかで、フェイエッテは呪じゆ珠しゆを手に必死に壁を伝いながら呪句を唱えていた。

「……永えいの星せい霜そう、劫ごうの光こう陰いん……万ばん劫ごうの月つく日ひ夜よに聖せい極きよくの環わをめぐらす……」

　唱えつつ、エススに心のなかで呼びかける。だが、昨夜はあんなに身近に感じられた彼女の神の声は、一向に聞こえてこない。幾いく重えにも帳とばりを下ろし、水底に沈めたかのようにさえぎられている。ただ、かすかに……もがくような憤いきどおるような気配が伝わってくるだけだ。

　目を閉じていたフェイエッテは恐怖にかられて叫んだ。

「エススが感じられぬ。いまにも消えそうじゃ！　どうしよう、このままでは……」

　そのとき壁に置いた自分の手にだれかの手が重なった。

　はっとフェイエッテは目を開けて振り返る。シャイラが傷ついた体で背後に立っていた。慈じ愛あいに満ちた深緑の瞳ひとみが、怯おびえる幼い少女を見つめている。

「だいじょうぶですよ……フェイ」

　震ふるえるか細い声で、妖よう精せい小こ人びとの長おさは優しくいった。

「吾あが、ともに呪句を唱えましょう。神はきっと聞いておられます……さあ」

　フェイエッテは涙を吞のみこみ、うなずいた。ふたりは手をたずさえ、再び呪句を唱え始めた。途切れがちだったフェイエッテの声が、次第にしっかりとした力強さを取り戻す。

　彼女らの朗々たる唱和が、聖なる黒い部屋に響ひびき渡った。







　アリアンの指先が匂い袋の底に触れた。

（まさか、香花がもう……尽きてしまったの!?）

　必死で袋をまさぐった。かろうじてひとつだけ袋の底の角に残っている。それをつまみ上げ、アリアンはせまりくる死人どもの顔に投げつけた。







[image: ]







　先頭の死人が顔をかきむしるようにしてのけぞる。わずかに異形どもの進行が止まった。

　アリアンはあとじさりつつ憑つかれたように袋を探る。香こう花かがもうないとわかっていても、それ以外できることが思いつかなかった。

　足止めをする香花はない。逃げる場所もない。眼前に群がるのは異形どもだ。

（今度こそ──もう、だめ……！）

「……どこじゃ……どこにおるのじゃ！」

　ふいに頭上から声がふってきた。はっとアリアンは見上げる。

　回廊の彼方かなたの階段の上に、かろうじてフェイエッテの顔がかいま見えた。

「はよう、はようこちらにくるのじゃ、アリアン！」

　かすかにアリアンの胸に希望が射さした。彼女は身をひるがえし、狭い回廊を走り出す。だが儀ぎ礼れい衣装の裾すそをつかまれ、つんのめりかける。とっさに手に持っていた匂におい袋を投げた。

　わずかに香花の香りが残っていたのか、死人どもが一いつ瞬しゆんひるんだ。

　その隙すきにアリアンは懸けん命めいに走った。彼女の走りに異形どもは興こう奮ふんしたように色めき立ち、すさまじい速さで水を跳ね上げ追ってくる。やっと階段の下にたどりついたが、か細い少女の体を押しつぶすように、死人と妖よう蛙あどもが一斉に襲おそいかかってきた。

　かぶっていた花冠をむしり取り、アリアンは渾こん身しんの力で空中に向かって放り投げた。

　投げられた花冠はふわりと宙に舞い──おぞましき群れの上に落ちる。

　とたん、花冠に向かって狂ったように異形どもが群がった。

　あっという間に花冠はひきちぎられ、むしられて粉々になる。その破片にもさらに無数の青白い手と濡ぬれて光る妖蛙の顎あぎとが寄り集まった。まるで、散々焦じらされたあげくにやっと餌えさを与えられた獣けものが、われを忘れて夢中になってむさぼり食らうさまを思わせた。

　改めてアリアンは底知れぬ恐怖を感じる。

　異形どもは、花冠をアリアン──主あるじの新たな体を産み直す身だと思いこんでいたはずだ。だがあれらはなんのためらいも見せずに花冠を引き裂いた。もしも花冠が自分の身だったら……それを想像してアリアンは血の気が引き、胃の腑ふがむかついた。

　怖気おぞけを懸命に振り払って、アリアンは階段を駆け上る。

「アリアン、無事であったか！」

　待っていたフェイエッテがアリアンを招き入れて扉を強く閉めた。ふたりは通路を戻り、至し聖せい所じよに転がりこむ。壁にもたれていたシャイラが顔を上げた。

「聖せい王おう女じよ……ご無事で、よろしゅうございました……」

　アリアンは駆け寄って妖よう精せい小こ人びとを抱きしめた。シャイラの温ぬくもりが、いまだ残る恐怖に震ふるえる濡れた体にとても温かかった。しかしその温もりはいまにも消えそうだ。

「さあ、わざは終わったのでしょう。呪じゆ珠しゆをあたくしの手に……」

　シャイラの体を離はなし、アリアンは息せき切っていった。

　フェイエッテはうなずくと、手に持った翠すい玉ぎよくの呪じゆ珠しゆをアリアンにそっと差し出した。

　その瞬しゆん間かんだった。

　いきなり聖せい所しよ全体がゆれた。突如、壁が破裂して崩れ、どうどうと音を立てて水が流れこむ。あっという間に大量の水が三人に押し寄せた。

「きゃあ！」「ああっ……！」「フェイエッテ、シャイラ！」

　三人は逃げる間もなく悲鳴もろとも激しく渦巻く濁だく流りゆうに吞のみこまれた。
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　霊れい殿でんの暗い通路を、レオンたち三人はひた走る。

　水が引いた水路の底に舟が一艘そう傾いている。アリアンたちが乗ってきた舟だろう。ハーヴィンが走りながらレオンとジジにいった。

「聖せい王おう女じよたちは、きっと地下にあるという至し聖せい所じよへ向かったのだと思います。以前フェイエッテが儀ぎを受けたのもそこだと聞いていますから」

　船着場から幅の狭い回廊へ、レオンとジジはハーヴィンの先導で奥へと進む。

　しかし回廊のただなかには、ふたりの教兵が立ち止まっていた。教兵はフードを跳ね除のける。恐怖と緊きん張ちようと、覚悟のみなぎる若者の日焼けした面おもてが現れた。

　この地の住民か、とレオンが思った瞬間、彼らは剣を逆手に持った。

「バアシュよ、苦難多き世を離はなれるわれらが魂たましいを、どうか天涯の庭シユマイーンへお導きを……！」

　はっとしてレオンは声を張り上げた。「やめろっ！」

　だが間に合うはずがない。若い教兵は剣を胸に突き立てた。深々と剣が貫き、息絶えるその身が床についた瞬間、黒いローブが裂けて呪じゆ言ごんを刻んだ裸身が大きくふくらんだ。

　レオンたちの見ている前で、教兵の屍しかばねは瞬またたく間に濡ぬれた緑色の肌と鋭い爪つめのある太い四つ足、刃のごとき歯をのぞかせる巨大な顎あぎとをもつ異形に変化した。

「なっ……なんだ……!?　あ、あれは？」

　さしものハーヴィンでさえ怯おびえもあらわに一歩あとじさった。レオンは叫ぶ。

「死し影えいだ、〈無む貌ぼうの王おう〉の──バアシュの下僕だ！」

　ああなってはもう人間に戻ることはできないだろう。最後に見えた顔は、自分たちと同じぐらいの歳としの若者だったのに。彼らが狂信に駆り立てられた理由はわからない。だが、あんな末路に信者を追いこむものの悪意を、レオンは強く嫌けん悪おした。

　大きな顎をぐわりと開き、死影が巨体に似合わぬ速度で走った。

　とっさにレオンは弑し神しんをにぎって前進する。にぎった弑神に意識を集中する。剣は無言だったが、自分の身に熱い波のごとき力が伝わってくるのを感じた。

　自分の疾しつ走そうに乗せて、レオンは弑神を背中から投げるように振り下ろした。

　死し影えいの一匹がもののみごとに両断される。得え体たいの知れぬ体液をまき散らして、醜みにくい体が真っ二つに分かれる。回廊を震ふるわせて弑し神しんの刃先が床に落ちた。

　だが残りの一匹は、目にもとまらぬ素早さで消えた。

　姿を見失い、レオンは息を吞のんで周囲を見まわした。だが前方にも後方にもいない。

『上であるぞ！』弑神の声が耳じ朶だを打つ。

　レオンは床を蹴けって飛び退のく。間かん髪はつ容いれず天てん井じようから大おお蜥蜴とかげが降ってきた。床を割って巨体がめりこむ。大蜥蜴は長い舌を顎あぎとから伸ばして床をなめまわす。

　と思った刹せつ那な、またその巨体が飛び上がった。

　はっとレオンが見上げると、大蜥蜴は天井に張りついて素早く後方へ走っていく。

「ジジ、ハーヴィン！」レオンは叫んできびすを返す。ジジとハーヴィンが逃げる間もなく、退路を絶つように蜥蜴は彼らの背後へ激しく落下した。

「うわっ！」「ゃっ……！」

　衝しよう撃げきでふたりが吹き飛ぶ。死影は素早く向きを変え、長い舌を鞭むちのように伸ばした。ジジの首に舌が巻きつく。大蜥蜴はぐいとジジを引き寄せ、宙に浮かせた。

　ハーヴィンが素早く起き上がり、腰の厳いかつい剣つるぎ鉈なたを抜き放って勢いよく振り下ろす。重い剣鉈が舌を断ち切った。

　落下する少女の体をレオンが受けとめ、首に残る舌を急いで取り払う。

　ジジはのどを押さえて床にひざをつき、激しく咳せきこんだ。

「あ……ありがとう、ございます。レオンさん、ハーヴィンさん」

　彼女を助け起こすと、レオンは険悪なまなざしで大蜥蜴をにらみつけた。ハーヴィンも青ざめた顔で、剣鉈をにぎりしめて異形に向かって身構えている。

　切られた舌で床を叩たたきつつ、死影はふっと体を沈ませた。

「くるぞ！」レオンは叫んだ。と同時に異形の姿が消える。

　恐ろしい速度で死影が壁に張りつき、レオンたちの横を走り抜けていく。

　とっさにハーヴィンが剣鉈を床に落とし、短弓を外して矢を射た。

　ひょぅと空気を裂いて飛んだ数本の矢が、壁を這はう死影の後ろ肢あしに突き刺さる。長弓と違い、森で狩りに使う短弓は狭い場でこそ威力を発するようだ。

　重い音を立てて大蜥蜴が床に落ちた。壁を削る勢いでレオンは巨きよ剣けんを叩きつける。

　蜥蜴の下半身が切断された。後ろ肢と尾を失ってのたうつ醜みにくい異形に、振り下ろされた弑神がとどめを刺す。やっと死影は、ただの肉にく塊かいと化した。

　どろりと溶け出す肉塊を見下ろすレオンのもとへ、ジジが走ってくる。後ろからハーヴィンも鉈と矢を収めつつやってきた。レオンはハーヴィンに向かって感嘆の声でいった。

「ただの山の案内人にしては度胸が据わっているじゃないか、ハーヴィン」

「樹じゆ守もりにはエススの巫かんなぎを守る役目もあります。武器の使い方は父から学びました」

「心強いな。それより、なかまで教兵が入りこんでいるのは危険だ……急ぐぞ」

　三人はともに走り出す。回廊の曲がり角でハーヴィンが指差した。

「こちらが清めの間です。ここにいなければ地下の至し聖せい所じよでしょう」

　しかし清めの間にはだれもいなかった。やはりすでに地下へ向かったのだ。即座にきびすを返し、三人は無言で走る。極きよく端たんに減った口数が、彼らの抱く不安と緊きん張ちようの強さを物語る。

　その走りを追うように、地鳴りと地じ響ひびきが強くなる。

　天てん井じようから細かな粒がふってくる。周囲の壁がみしみしと鳴り、遠くからなにかが崩れる音が立てつづけに響いてきた。レオンは背筋がぞっと寒くなる。

　通路の奥へ、奥へ、疾しつ走そうするハーヴィンのあとをレオンとジジは必死で追った。

　外に面したアーチ回廊に出る。緑の中庭や、洋上とは思えない青々とした木々が植えられた広場がアーチのあいだから見えた。いくつもの回廊が交差する場を通りすぎ、木の根に侵食された薄うす暗ぐらい廊下を抜けた先に、やっと地下への階段が現れた。

「たしか至聖所は、この階段を下りた先のはずです！」

　ハーヴィンは飛びこむように駆け下りる。レオンも逸はやる心を抑えてつづいた。

　だが突然、階きざはしの中程でハーヴィンの走りと表情が凍りついた。

「なに、どうした……」

　肩ごしにのぞいたレオンとそしてジジが、その場に縫ぬい止められたように硬直する。




　彼らの目に映ったのは────水没した階段だ。




「なんだと!?」レオンはハーヴィンを押しのけて足を踏ふみ入れた。

　ばしゃりと重い音で水が跳ね上がる。徐々に水かさは増し、見る間にレオンのブーツの爪つま先さきからくるぶしへと浸食していく。

　思わずレオンはわれを忘れて水没した階段へと踏みこんだ。

「そんな……そんな阿あ呆ほうな！　アリアン！」

「待ってください、落ち着いてくださいレオンさん！　ハーヴィンさん、他に階段はないのですか。本当にアリアンさんたちは地下の至聖所へ向かったのですか！」

　レオンの腕をつかみ、ジジが冷静を努める声で訊きいた。ハーヴィンは強く首を振る。

「いや、他に階段はない。それに聖せい所しよは、翠すい海かいの底に沈むエススへ近づくために、地下にあるんだ……シャイラも、フェイも一いつ緒しよにいったはず……フェイ、シャイラ!!」

　蒼そう白はくな樹じゆ守もりの面おもてを見て、レオンは恐ろしいまでの絶望にかられる。

　ふらつく足を必死に踏みしめ、レオンは壁にバン！　と手をつくと水面をにらみつけた。

（落ち着け、落ち着け、落ち着け。あいつが死ぬわけがない、絶対に！　どうにかして至聖所に……いや、いく道は閉ざされている。どうしたらいい!?）

『レオン、この場は危険であるぞ！　水底にも数多くの気配がうごめいておる』

　弑し神しんの殺気立った警告が苦悩するレオンの耳じ朶だを打った。こんなときに、と歯は嚙がみをした刹せつ那な、ふっとレオンの脳裏にかすかにある声がよぎった。

（そうだ、もしかして……！）

「弑神、おまえ、アリアンの気配を──あいつの認識を借りることはできないか」

　レオンは背中の弑神を振り返っていった。背後のハーヴィンがけげんな顔をするが、かまわず巨きよ剣けんに呼びかける。彼は弑神が告げた言葉を思い返した。

〝……われがどうやって視界を得ているか……貴様や、周囲の人間の認識を……〟

「水底の気配がわかるなら、霊れい殿でんのどこかにいるアリアンだって見つけられるはずだ。日ひ頃ごろあれだけ偉大なる存在がどうのと吹いているんだからな。できないとはいわせないぞ！」

『なに──そうであるな！』

　弑神の明るい声が聞こえた。

『むろん、この偉大なわれにできぬことはない。意識の拡散が大きい外と違って、閉ざされた場ならこの広さでも可能であろう。だが、それは所有者たる貴様の協力如何いかんである』

「協力？　どうやるんだ」

『貴様は聖せい王おう女じよと密接なつながりがある。戦いの際のようにわれを強く意識し、聖王女をも意識するのだ。さすれば……聖王女が生きておれば、その認識とつながるであろう』

　生きていれば、という一言にレオンは息が苦しくなる。だがいまは、それ以外望みはない。彼はきびすを返して階段を駆け上った。驚おどろいてハーヴィンとジジがついてくる。

　あの狭い、水没した場所ではだめだ。弑神の警告どおり水底になにかがいるなら、こちらが集中しているあいだに襲おそわれるかもしれない。

　レオンは見通しのいい回廊の交差点に戻った。追ってきたジジが訊きく。

「レオンさん、いったいなにを──」

「いまからアリアンの気配を探る。だがもしかしたら……死し影えいどもの襲しゆう撃げきがあるかもしれない。頼たのむ、少しのあいだでいい、まわりを警戒していてくれ」

「気配を探る……どういうことなんです」

　ハーヴィンは納得しがたい様子だったが、ジジが心得顔でうなずくと彼をうながす。ふたりは急いでレオンを守るように身構えてそのまわりに立った。

　レオンは弑神をがつんと石の床に突き立てた。柄つかをにぎりしめ、彼は目を閉じる。手のなかの弑神を意識し、祈るようにアリアンの名を心に呼んで、その顔を思い描く。

（アリアン……アリアン！　どこにいる、俺おれはここだ。絶対に助ける……だから、気がついてくれ。俺を呼んでくれ。アリアン、アリアン──────!!）

　深い水の底に沈むように、レオンは深い祈りの思考の底へ沈んでいった。




　水中で懸けん命めいに立ち泳ぎしながら、アリアンは黒い石壁の隙すき間まをつかんでいた。

　しだいにその手に力が入らなくなる。片腕で抱きしめるシャイラは意識がない。すぐ横で壁にしがみつくフェイエッテも、いつ水に沈んでしまうかわからない。

　渦を巻いて流れこむ水の量はとどまることを知らない。頭の上まで何度も波立つ水面に洗われて、生なま臭ぐさい水が口につまり、息がつづかなくなる。

　逃げる場もない。助けもない。この至し聖せい所じよに閉じこめられて、溺おぼれる以外の先はない。

（もう……だめ……）

　アリアンの指が壁の石を離はなれた。水に沈む寸前、レオンの顔が脳裏によぎる。

　──────そのとき。

　ふっと、なにかの意識が自分に触れた気がした。

「え……なに、いま、の……は……」

　とっさにアリアンは壁の石をつかんだ。いまの感覚はなんだったのだろう。よく知った意識に思えた。レオン……ではない。だがレオンに近しい感覚だ。

　アリアンは壁につかまり周囲を見まわした。見えるのは黒い壁と、高い天てん井じようにある小さな窓から落ちてくる光だけだ。あの気配の源はわからない。

　はっとアリアンは目を見開く。とっさに壁をつかむ手を離し、沈みかけていたフェイエッテを抱き寄せた。フェイエッテが力なく顔を上げる。

「なに……アリアン……シャイラ、は……」

「意識をしっかりもって。できるだけ、足で水をかいて！」

　両手に妖よう精せい小こ人びとの小さな体を抱きしめ、アリアンは必死に立ち泳ぎをする。

　ひときわ周囲がゆれた。渦を巻いて水がなだれこみ、三人の体が大きく持ち上がる。




『──黒い壁に囲まれた、狭い円形の場である！』

　弑し神しんの声に、はっとレオンは頭を上げた。

『頭上に明かり取りの窓が見えた。おそらくどこかで地上とつながっておるはずだ』

「ハーヴィン！」レオンはハーヴィンを振り返った。「至聖所が地上とつながっているのはどこだ、黒い壁に囲まれた円形の場所だ！」

「地上と？　わからない、僕はそこまでこの霊れい殿でんにくわしくはないから……いや、そうだ、至聖所はこの霊殿の中央のはず。もしかしたら、そこにいけば……」

　樹じゆ守もりの若者はきびすを返した。レオンもジジも即座に彼を追った。

　走り出す彼らの足もとが大きくゆらぐ。床や壁、回廊の向こうから響ひびく崩ほう壊かい音おんが大きくなり、走るのもままならなくなる。レオンたちは懸けん命めいに急いだ。

　突然、回廊の床が大きな音を立てて崩れ落ちた。

　はっと立ち止まるレオンたちの前に、ざばりと水を滴したたらせ、穴からなにかが這はい出てくる。回廊に耐えがたい腐臭と生なま臭ぐさい嫌いやな臭においがただよった。穴より現れたのは──青ざめた無数の死人と、今度は蛙かえるに似た不気味な死し影えいどもだ。

（こいつらか、弑し神しんのいっていた水中の気配は！）

　信じがたいという驚おどろきと恐れの顔で、ハーヴィンが一歩あとじさった。

「死影……だけではなくて、これは死人……？　なぜ死人が動く!?」

「おそらく、これもバアシュ教と〈無む貌ぼうの王おう〉が関係しているんだ」

　弑神をにぎってぎりりと歯を食いしばり、レオンは答える。

「ベルギカ侯が、ここ近年、海に流した死人がよみがえり、山に消えていくのだといっていた。だがこの数だと、昔亡くなったものまでここに集まっているようだな。それに──それに死者は……〈無貌の王〉に属する民のはずだ……！」

　そういうと、いきなりレオンは床を蹴けった。弑神をかまえて突進しつつ、激しい斬ざん撃げきを食らわせる。死人の群れが真っ二つに割れた。

「進め！」レオンは振り返って叫んだ。

　三人は回廊を並んで走り出した。壁が割れて崩れ、床が落ちて陥没して開く亀き裂れつから、次々と無数の死人と妖よう蛙あが現れて襲おそいかかる。

　レオンたちは死影どもを薙なぎ払いつつ進む。巨きよ剣けんに分断され、剣つるぎ鉈なたで断ち切られ、二対の短剣に切り裂かれた死者と妖蛙の残ざん骸がいが、累るい々るいと回廊に重なり散らばる。

　倒しても倒しても湧わいて出てくる異形どもにひるみそうになりつつ、三人は歯を食いしばって走りつづける。ふいに先頭を走るハーヴィンの足もとが崩れた。

「うぁっ!?」いきなり足をつかまれて、ハーヴィンはよろけた。

　ハーヴィンは必死につかまれた足を引き抜こうとして、はっと動きを止めた。

　樹じゆ守もりの若者の足をにぎりしめ、床の亀裂から這はい出てきたのは──まだ若い娘の死人だ。

「ハーヴィン！」「ハーヴィンさん！」

　レオンとジジが叫んで駆け寄ろうとするが、別の死人と死影どもに阻はばまれる。樹守の若者は自分の足をつかんでよじ登る死人を、目を見開いて凝ぎよう視ししていた。

「そんな、そんな、君は……！」

　青ざめた娘の顔が、ハーヴィンに近づく。いきなりその両手がハーヴィンの首にかかった。娘はありえない恐ろしい力で若者の首を絞め上げる。

「あ……あぅ、ぐ……うぁああっ！」

　ハーヴィンはうめき、渾こん身しんの力で娘を振り払った。

　彼の後方に娘は倒れるが、今度は背を向けて戦っていたジジの足首をつかんだ。

「あぅっ！」ぐいと足を引かれてジジは前のめりに倒れる。娘の屍しかばねはジジを押さえつけ、背後から馬乗りになって首をつかんだ。

　突如ハーヴィンが走りより、激しく剣鉈を振り下ろした。

　娘の屍しかばねは両断されて吹き飛び、壁に叩たたきつけられ動かなくなる。レオンは急いでジジを助け起こすと、肩で息をしながら無言で立ち尽くすハーヴィンを見やった。

「ハーヴィン、あれは、まさか…………」

　知り合いだったのか──とはレオンは訊きけなかった。

　こぶしを固くにぎりしめ、動かない娘の屍を見つめる真緑の瞳ひとみには、痛ましいまでの深い哀かなしみの色があったのだ。一いつ瞬しゆん、彼は歯を食いしばって目を閉じる。

「……急ぎましょう」

　ふっと顔をそむけて、ハーヴィンは走り出した。ジジは唇くちびるを嚙かんでうつむく。だがすぐにつづいた。レオンもなにもいわずにあとを追って駆け出す。

　三人は回廊から霊れい殿でんの中庭へ出た。霧きりが晴れて青空が頭上に広がっている。

　ハーヴィンは中庭から外階段を駆け上る。レオンたちも上った。階段は、土を盛って木を植えたテラスをぐるりと巡り、霊殿の上にそびえる巨きよ樹じゆへとつづいているようだ。

　レオンは巨樹を見上げた。大だい霊れい樹じゆよりは小さいもののかなりの大きさだ。霊殿の中央にある黒く細い尖せん塔とうによりかかるようにして空にそびえている。

『霊殿の中心……黒……おそらく、あの尖塔であるぞ！』

　弑し神しんの声が響ひびく。その声がレオンを励ました。

「くそ、まどろっこしい！」

　レオンは段差の大きいテラスに飛び乗った。

　テラスを次々とよじ登り、憑つかれたように恐ろしい勢いで黒の尖せん塔とうを目指す。

　塔を目指しつつ、レオンは下方に目をやった。ジジとハーヴィンが、あとから追いすがる死し影えいと死人たちと必死に対たい峙じしている。

　急がなければ、とレオンは全力でテラスをよじ登った。

　やっと木の根と蔦つたのからまる尖塔にたどりついた。荒い息をしつつ蔦と木の根をむしると、塔のまわりに開いたいくつもの小さな窓が現れる。レオンはそこに口をつけて叫んだ。

「アリアン！　アリアン、俺おれだ！　いるか、そこにいるのか、アリアン……!!」

　すぐさま耳を窓につける。なにも聞こえない──と思いきや、

「………………レ…………」

　かすかな、ほんのかすかな声が響いてきた。

　爆発するような喜びがレオンの全身を駆け巡った。

　生きている、ここに彼女は生きているのだ。あともう少しだ！

　レオンは弑神をにぎりしめ、一歩下がる。次の瞬間、巨きよ剣けんを一気にふり抜いた。

　固く石を組み上げた尖塔は、レオンの気迫のこもったすさまじい一いち撃げきで、からんでいた木の根と蔦ごと吹き飛ばされた。爆音とともに尖塔の上部が叩たたき壊こわされる。

　ぽっかりと穴が開いた。レオンは即座に穴に身を乗り出してのぞきこむ。

「アリアン！」

　いた。暗い塔の内部いっぱいに満ちる水のなかに、シャイラとフェイエッテを抱いたアリアンが浮かんでいた。アリアンは必死の面おも持もちでこちらを見上げていった。

「先に……シャイラと、フェイエッテを……！」

　レオンは即座に両手を伸ばし、シャイラとフェイエッテの体を引き上げた。

　ずぶ濡ぬれのふたりの小さな体をすぐ横に下ろす。シャイラは怪け我がを負って気を失っていたが、フェイエッテは弱々しくも意識があり、すぐさまシャイラを抱きしめた。

　レオンは再び穴のなかへ身を乗り出す。あとはアリアンひとりだけだ。アリアンも壁につかまりつつ手を伸ばす。レオンはその手をつかもうとした。

　ところが、伸ばした指先がふっと離はなれた。

「なに!?」

　目の前でアリアンの体が下がっていく。水が引きつつあるのだ。

　レオンは思考が真っ白になる。そんな馬ば鹿かな、あと少しなのに！

　必死の思いでレオンは手を伸ばす。届かない、どうしても届かない。レオンもアリアンも精一杯に腕を伸ばす。死に物狂いの思いで互いの手をつかもうとする。

　だが身を乗り出しすぎてレオンの体がずるりと穴に落ちた。（しまった！）

　暗い水に落ちる────！

　突然、落下が止まった。

　アリアンの手が触れた。間かん髪はつ容いれずレオンはアリアンの腕をつかむ。と同時にレオンの足首をもつ力強い手が、ぐいとアリアンごと彼を引き上げた。

　陽ひの当たる場所に、ふたりはどさりと引きずり出された。そこへ声が落ちる。

「間に合ったかい、レオン？」

　心配そうに見下ろしていたのは──心強い友、メルキオだ。

「くっそ……格好つけやがって……！　ありがとうだ、メルキオ！」

　思わず歓喜のあまり、レオンは飛びつくように彼の肩を抱きしめた。

「うわ、どうしたんだよ！」

「おまえはいつだってどこでだって、いるだけで活かつ躍やくするじゃないか、このやろう！」

「な、なんだよ、ぼくが格好いいならもっと素直にいいなよ」

　心からの賛辞に、メルキオは少しばかり照れくさそうに答えた。息を吐はいて、レオンは腕のなかのアリアンを見つめる。アリアンが震ふるえるまぶたを開いて彼を見返した。

「……ごめんなさい、レオン。あなたに……黙だまってきてしまったから……」

「そんなことはいいんだ。おまえが生きてさえいれば、俺おれはいい。それより」凍る思いでレオンは訊きいた。「シャイラのわざは、終わってしまったのか」

「いいえ……あとほんの少しだったけれど、でも」

　アリアンが答えた瞬しゆん間かん、レオンは声もなく息がつまるほど彼女を抱きしめた。

「レオン……!?」アリアンが困惑気味に呼びかける。

　だがレオンは無言で、安あん堵どで胸をいっぱいにしてアリアンをきつく抱きしめる。

「アリアン……そんな必要はない。おまえが、全部ひとりで背負う必要なんてないんだ」

「でも──でも、あたくしがわざを受けなければ、みなが死んでしまうのよ」悲痛な声でアリアンはいった。「聖せい王おう国こくの民だけではないわ、ガトランのすべての民──あたくしの大事な人人まで……ジジや、セレネさまや、ダンジェリー卿きようや……なにより、あなたを……」

　アリアンはぎゅっと目を閉じて、か細い声でささやいた。

「あなたを、失いたくない……」

「俺おれも、おまえを失いたくない」

　アリアンを抱きしめてレオンがいった。はっとアリアンが目を開く。

「俺は死なない。おまえを置いて先に死んだりなどしない。おまえを守り、おまえのために身も心も命も、俺の存在すべてを賭かけて生きて戦う。だから……ともに戦え。起きてもいない未来に怯おびえて、自分を牢ろうにつなぐな──アリアン、俺の聖せい王おう女じよ」

　しばし、答えはなかった。

　わななく細い両腕が伸びた。アリアンが精一杯の力をこめて、レオンを抱き返す。ふたりは声もなく、言葉にできない痛切な想おもいを伝えるように、互いを強くかき抱いた。

「アリアンさん、ご無事でしたか！」「フェイ、シャイラ！」

　ジジとハーヴィンが駆け上ってきた。レオンとアリアンはすぐさま身を離はなす。

　ハーヴィンはひざをつき、フェイエッテがすがりつくシャイラをのぞきこむ。シャイラはわずかに目を開けたが、かなり具合が悪そうだ。メルキオが眉まゆを曇くもらせて告げる。

「……早くここを離れよう。水が引いて死し影えいも数が減ってきたから、いまのうちだよ。シャイラさんもすぐに手当てをしたほうがいい」

「わかった。移動するなら舟が早い。水があって舟で動けるうちに移動しよう」

　レオンは弑し神しんを背に負うとアリアンを抱いて立ち上がった。ハーヴィンがぐったりしたシャイラを抱き上げ、メルキオもフェイエッテを小こ脇わきに抱えて槍やりをにぎる。

　レオンを先頭に、みなは急いでテラスを駆け下り始めた。だが舟へ急ぐレオンの耳に、いまもっとも聞きたくない弑神の警告が響ひびいた。

『レオン！　まずいぞ、数多くの意識がこちらに集まってくるぞ！』

（くそ、いいかげん放っておけよ！）

　その心の叫びも虚むなしかった。レオンたちが中庭に降り立ったとき、ふいにテラスや回廊のそこかしこから黒い影がいくつも現れ、あっという間にみなを取り囲んだ。

　武装した黒いローブのバアシュ教徒だ。たちまち取り囲まれて身を寄せ合うレオンたちに、頭上から声がふってくる。

「……過あやまてる神々に仕えるもの、そして偽いつわりの楽園に住まうものよ……」

　それは年老いた男の声だった。はっとレオンは頭上を振り仰ぐ。

　いつの間に上ったのだろう、壊こわされた尖せん塔とうの近くに銀の半仮面の黒いローブの教兵が立っている。体つきは瘦やせて背もわずかに曲がり、かなりの高齢に見えた。

　しかし、あの高台に自分で登ったのなら、老人とはいえ驚きよう異い的てきに強きよう靭じんな足腰だ。いまの声もしゃがれているが力強い響ひびきだった。

　ベルギカ侯の話によれば、この地のバアシュ教の主導者は老人のはず。では──あれがその主導者なのだろうか。

　ハーヴィンに抱かれていたシャイラが弱々しく首を上げた。

「まさか……まさか、あの、声……あの声は……」

　その声に応こたえたように教兵は仮面を外す。

　現れたのは、深いしわがみぞのように一面に走る、険しい老人の顔だった。その顔に、シャイラが苦しげに息を吐はいて目を閉じる。

　老いた教兵は、感情とは無縁の厳しいまなざしでレオンたちを見下ろすと、いった。

「迎えにまいったぞ、わが子らよ……ハーヴィン、フェイエッテ」










　　　第七章　崩ほう壊かい







「迎えにまいったぞ、わが子らよ……ハーヴィン、フェイエッテ」

　老人の声が、崩れかけた霊れい殿でんの上に響き渡った。

　レオンはじっとその顔を見据える。若いハーヴィンとフェイエッテの父親とは思えない年齢だ。父というより祖父か曾そう祖そ父ふに見えた。

「そんな……本当に父さまなのか？　どうして……どうしてじゃ、父さま！」

　フェイエッテがメルキオの腕から滑すべり落ちると、わななく声でいった。

「五年前に出ていってそれきりじゃったに、なんで、なんでいまさら迎えになど！」

　ハーヴィンは声もなく年老いた男の顔を凝ぎよう視ししている。フェイエッテよりはるかに大きな驚おどろきと困惑に打ちのめされているようだった。

「過てる神のもとよりおまえたちを救い出すためぞ。そのために神しん域いきを出て、真の神に出会い、その導きによりこうして……戻ってまいったのだ」

　老人は一歩踏ふみ出し、ローブをひるがえして手を差し伸べた。

「ともにくるがよい。暴ぼう虐ぎやくの神と、それに仕えるものどもなど打ち捨てて──」

「……そして、別の暴ぼう虐ぎやくの神のもとへ自分の子どもを放りこむってわけか」

　怒りを押し殺したレオンの声が割って入った。老人の瞳ひとみがレオンをとらえる。

「バアシュは、厄やく神しんたるエススとは違う！」

　老人の言葉に、表情に、激しい憎しみが一気に満ち満ちた。

「エススは、従わぬものには容よう赦しやない天てん罰ばつを加え、神しん域いきに信者を閉じこめ、そこから無断で離はなるるものに無意味で過か酷こくな罰を与えた。これを暴虐の神といわずしてなんという！　さらにエススも女神エウレネも真実を隠し、なにも知らぬ信者どもをあざむいているのだ。バアシュのもとにのみ真実はある。バアシュこそ、正しき唯一の神であるぞ！」

　老人の熱い口こう舌ぜつに歯は嚙がみしつつも、レオンは無言で周囲をうかがった。

　教兵たちは二重三重にこちらを囲んでいる。怪け我が人にんのシャイラや体力を消耗しているアリアンを抱えているいま、この数を突破するのはかなり難しく思われた。

　レオンは素早く考える。アリアンとシャイラを舟へつれていくには最低ふたりは必要だ。だがハーヴィンとフェイエッテがどちらにつくかはわからない……。

〝……目の前の戦いの目的はなんだ──まず考えろよ、レオン〟

　養父ハイレディンの声がレオンの耳じ朶だをかすめた。

〝利もない、必要もない戦いはするな。逆にいえば、利と必要のある戦いのためにこそ、たったひとつしかない命を賭かけろ。その目的を果たすために、頭も命も使い果たせ──！〟

　レオンはそっと隣となりのメルキオに目配せする。メルキオはかすかに体をこわばらせ、うなずいた。レオンは老人を見上げると、ゆっくりと口を開いた。

「大昔に神々がしでかしたことの真しん偽ぎなんざ、もうどうでもいい。問題なのは……それに俺おれたちが巻きこまれ、振りまわされてるってことだ。俺たちの意志を無視してな」

　背後のハーヴィンとフェイエッテに聞こえるように、レオンは気迫に満ちた声で叫んだ。

「信仰の名のもとに信者を死なせて化け物に変え、屍しかばねを操り生者を襲おそわせて死者を冒ぼう瀆とくするのは、それは暴虐とはいわないのか！　おまえの神も──同じだ！」

　はっとハーヴィンとフェイエッテが息を吞のんだ瞬しゆん間かん、レオンは振り返って一喝した。

「メルキオ先導、舟へ走れ！」

　と同時にメルキオにアリアンを投げるように預けると、弑し神しんを抜いて教兵たちへ走る。

　思考の隙すき間まにつけこんだレオンの命令に、みなは反射的に走り出した。

「レオン、レオン──！」アリアンの叫びだけがレオンのもとに残る。

　自分たちを囲む教兵に向かってレオンの斬ざん撃げきが襲いかかる。

　巨きよ剣けんの平で殴なぐりつけられ、教兵が大きく吹き飛んだ。囲みが割れて生まれた隙間に、アリアンを抱きかかえたメルキオが鉤かぎ爪づめ槍やりを突き立てて突進する。シャイラを抱いたハーヴィンがつづき、フェイエッテを横抱きにしたジジが最後尾だ。

　メルキオたちを追おうとする教兵の前にレオンが立ちふさがる。

　激しい気迫を血色の瞳ひとみに燃やして巨きよ剣けんを突きつけ、レオンは敵をねめつけた。

　いま果たすべき目的は、アリアンと仲間たちを、安全な場に逃がすことだ。そのために──賭かけられるすべてを、この戦いに賭ける。




　高台より、たったひとりで戦うレオンと、回廊に消えていったハーヴィンたちを、老人は厳しく面おもてを引き締しめて見下ろしていた。

　その老いた顔には……ただ壮絶なまでの覚悟だけが、浮かんでいる。
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　水が引き、黒々とした下層が現れる霊れい殿でんを飛ぶようにメルキオたちは駆け下りる。

　建造物の陰に隠れて、柱にもやいをつないで停泊する舟にたどりついた。ラウルは相変わらず船尾で悠然と座っていたが、待ちかまえていたカラは立ち上がった。

「なにやってたのよ、もう散々待たせて……ってまたひとりいない！　あの赤毛の熱血馬ば鹿かは、いったいどうしたのよ！」

「まったくだよね。なんだよ、自分が一番かっこつけなんだよ、レオンのやつ！」

　全力疾しつ走そうのあとで荒い息をするメルキオが、アリアンを舟に下ろしつつ吐はき捨てた。

「さっさとつれ戻してくるよ。殿でん下かを──」

「わたしがいきます」

　メルキオの腕をジジが押さえた。目を見開くメルキオにジジが平静な声でいう。

「メルキオさんは聖せい王おう国こく軍の主将。そしてレオンさんがいないいま、アリアンさんを守るべき方です。この場でいなくなっても一番支障がないのは、わたしです」

「なにをいうんだよ、ジジ！」「ジジ、だめよ……！」

　メルキオが声を上げ、アリアンが弱った体を起こして抗議した。

「君は……そんなに簡単に、自分を切り捨てられるのか。自分を犠ぎ牲せいにして、そんな……」

　ハーヴィンの声にジジは振り返る。若者は真緑の瞳に苦悩をたたえて見つめていた。

　ジジは若者を平静なまなざしで見返すと、静かに答えた。

「切り捨てでも自己犠牲でもありません。ただの状況判断と自己満足です。昨夜いいましたが、わたしはだれかの強い感情や想おもいが表れるさまが見たいのです。でも、どうせなら」

　ふっとジジは、唇くちびるの端はしにかすかな笑みを浮かべた。

「だれかが喜ぶさまを見たい。それはとても、利己的な理由でしょう？」

　ふいにアリアンの手が伸びた。彼女はジジの手をにぎりしめ、無言で頰ほおに押し当てる。

　まるで──祈るように。言葉にならない思いのすべてをその祈りにこめるように。

「きっと……レオンさんと一いつ緒しよに戻ります」

　ジジはたしかな声でいうと、身をひるがえして霊れい殿でんに飛び乗り、あっという間に走り去る。舟の上からメルキオが唇くちびるを引き結んで見送った。アリアンは両手をひざの上で組んで、深い思いをこめたまなざしで見つめている。

「……ばっかじゃないの？　ちょっとラウル、あんたなんで止めないのよ」

　われ関せずとばかりにシャイラの手当てをしているラウルにカラがいった。

「下手に引き止めていらない時間を費やすぐらいなら、さっさといかせるのがよろしい。ああまで決めているならどんな言葉も無む駄だです。わたしの弟子は優秀すぎますからね」

　やれやれと嬉うれしそうに首を振るラウルに、女戦士は憤いきどおったように顔をそむけた。

「あたしは──絶対いかないから。馬ば鹿かの真ま似ねなんて、絶対にしないよね！」

　フェイエッテがぴょんと霊殿の上に飛び乗り、ジジが消えていった方角を無言で見つめる。ハーヴィンも段差に上り、彼女の横に立った。

「……どうするつもりじゃ、ハーヴィン。おのしは」

　その問いに、ハーヴィンはフェイエッテを見下ろした。「どうする──とは」

「わらわはおのしと違って単純ゆえ、もう決めておる。地下の至し聖せい所じよで、アリアンは、わらわたちを助けるためにその身を危険にさらしたのじゃ。わらわはみっともなく震ふるえておっただけなのに……受けた恩は、誇り高き古き民として返さねばならぬ」

　幼い少女はドングリの首飾りに触れ、うつむいた。

「それに、わらわは父さまとはほとんど縁がなかった。わらわの親は、そばにいて魔ま呪じゆを教えてくれたシャイラじゃ。じゃが、おのしは父さまとずっと一いつ緒しよにいて、樹じゆ守もりのわざを継いだ。父さまの心情を汲くめる一番近しいものは、おのしだけじゃ」

　幼い少女の姿をしたものは顔を上げ、弟である樹守の若者をまっすぐに見つめた。

「ハーヴィン。おのしも決めよ。たとえわらわたちに敵対するとしても……わらわがだれにも、絶対になにもいわせぬ」

　ふたりは見つめ合った。時に隔へだてられ、姿形が離はなれてしまったいまでも、もっとも近い血の流れる双子の姉弟は、お互いの想おもいを量るように、無言で緑色の瞳ひとみを見交わした。




　ジジを見送り、アリアンは手のなかの翡ひ翠すいの呪じゆ珠しゆに視線を落とす。

　逡しゆん巡じゆんするアリアンをうながすように、呪珠は陽ひの光にきらりと輝かがやいた。

　これをはめれば、わざが完成する。〈無む貌ぼうの王おう〉とも女神エウレネとも、つながりを絶てる。聖せい王おう国こくのためにも、自分に望みを託して死んだオルガや父や母、無残に死んでいった多くの民のためにも、なにより失いたくない大事な人々のためにも、自分は────

〝起きてもいない未来に怯おびえて、自分を牢ろうにつなぐな……〟

　ふっとレオンの声が耳じ朶だを打つ。その刹せつ那な、アリアンは思わず大きく瞳を見開いた。

　この呪珠をはめるだけで運命が変わってしまうなら──レオンやジジの生死でも、きっと大きく変わるはずだ。ならば、あの幻は真実ではない。かならず起こる未来ではない。

（もしかして、あたくしは……大事な人々を失うことへの恐れに目がくらんでいたの？）

　アリアンは呪じゆ珠しゆから視線を引き剝はがし、顔を上げてまっすぐに前を見据えた。

　待ってみよう。ふたりが帰ってくるのを信じて、せめてそれまで待とう。

　運命を変えるのは、それからでも……遅くはない。




　ラウルが傷の手当てをするあいだ、示じ現げんの円えん盤ばんはシャイラの手ににぎられていた。

　広口の円い杯さかずきに浮かぶ指し針しん魚ぎよはゆらゆらとゆれて……ふいにゆっくりとまわり始める。

　と同時に────水底から重い地鳴りが響ひびいてきた。
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　回廊の柱の陰から、レオンはふっと飛び出す。

　驚おどろく教兵が振り返る前に、激しく弑し神しんを叩たたきつけた。跳ね飛ばされて相手は壁に激突する。別の教兵が走ってきたが、即座にレオンはテラスの陰に消えた。

　厳しい訓練を受けているのか、教兵たちはかなり手て馴なれた戦いぶりだった。剣の扱いも巧みの上、常に三人がかりで隙すきがない。

　レオンは冷静に出方をうかがい、回廊の柱やテラスの陰、立木を利用して少しずつ倒していく。しかしさすがにひとりでこの数は厳しかった。しだいに敵のふいをつくより、息を整えるために隠れることのほうが多くなる。

　なにより気になるのは──高台で動かないあの老人だ。なにを考えているのかまったく読めない。あの冷れい徹てつな姿勢は、いま対たい峙じする多くの教兵たちよりずっと脅きよう威いだ……。

『レオン、見つかったようだぞ。頭上だ！』

　弑神の声にレオンは素早く地面を蹴けった。

　テラスの上から数名の教兵が襲おそいかかってきて、レオンがいまいた場所に着地する。

　盛り土を蹴りつけ教兵が剣を振り下ろした。とっさにレオンは逃げずに強く踏ふみこみ、下から強く弑神を振り上げる。剣が弾はじかれて折れ、ついで教兵が宙に浮く。

　そこに空気を裂いて礫つぶてが飛んだ。顔面をしたたか打たれ、別の教兵がのけぞった。

（ジジか!?　きてくれたのか！）

　と思う間に二対の短剣を手にして、少女がレオンの一歩背後に滑すべりこむ。

　レオンは心が励まされる気がした。そして彼女がきたということは、メルキオがアリアンを守ってくれているはずだ。その事実にもレオンは安あん堵どし、さらに奮ふるい立つ。

　ふたりはともに走り出す。ジジが先行して短剣を閃ひらめかせる。向かってきた教兵がひるんで下がると、レオンがすかさず前進して弑神で薙なぎ払う。

　レオンの背後に別の一団がせまると、ジジが即座に身をひるがえし、二対の短剣で薙なぐ。距きよ離りが一いつ瞬しゆん開いたところに弑し神しんの重い斬ざん撃げきが食らわされる。

　ふたりは協力してみごとな戦いぶりを見せた。

　ジジが挑発し、牽けん制せいし、陽動して敵の隙すきを誘さそい、レオンが巨きよ剣けんで叩たたき伏せる。レオンの攻撃をジジが補佐し、逆にレオンが巨剣を大きくふるってひるませ、ジジの短剣で切り払う。

　ここまでの旅で、お互いの戦いぶりを知り尽くしたからこそできる連係攻撃だった。

　しだいに教兵たちは数が減り、徐々に後退していく。しかしレオンは警戒をますます強めた。これで終わるはずがない。そんな予感が脳裏を支配する。

　そのとき頭上からしわがれた声が響ひびいてきた。

「……時はきたれり。央おう海かいで、緋ひ海かいで……その他の海で、すでに解き放たれしわれらが神の因子。そしてここ翠すい海かいにて、いまこそ最後の因子が解放される。二心の女神によりて、長きにわたり隠いん匿とくされしわが神は、ついに現世に降りたまいて、唯一無二の神とならん！」

　まさか、とレオンは慄りつ然ぜんとする。巨きよ人じんの聖せい砦さいでの光景が脳裏をよぎった。

　突如レオンは無言で走り出した。テラスを飛びこえ一心不乱に老人のもとへと向かう。

　力強い老人の声がひときわ大きくなり、走るレオンの上にふる。

「聞いているだろう、わが子らよ。わが献身の死をもって汝なんじらをも解き放とう！　願わくば……わが志をも、汝らが継がんことを……！」

　いきなり老人は短剣を腰の帯から引き抜くと喉のどもとにあてがい、地面を蹴けった。レオンが息を吞のむ間もない。老人の細い体は嫌いやな音を立てて目の前のテラスに叩たたきつけられる。

　レオンは足を止め、激しく歯は嚙がみした。（間に合わなかった……！）

　と思った刹せつ那な、骨が折れる音と肉が裂ける音が響き渡った。

　血に濡ぬれる瘦やせさらばえた老人の体が、見る間に異形へと変わり果ててゆく。

「レオンさん、あれは……！」

　ジジが荒い息をしながらやってきた。レオンは彼女を守るように片手を伸ばす。

　見上げるふたりを威圧するがごとく巨大な異形が見下ろした。

　青い血管と骨の浮いた、気味の悪いほど青白い肌の老人の上半身、下半身は爪つめの生えた太い四つ肢あしと長大な尾。赤黒い長い舌が老人の裂けた口もとから伸びる。人間の体と爬は虫ちゆう類るいが組み合わさったようなおぞましい姿だった。

　レオンは戦せん慄りつした。いくら異形と化してもハーヴィンとフェイエッテの父親だったのだ。

　どうしても戦わなければならないのか。彼の真意もわからぬままに……。

「レオンさん、他の教兵たちも！」

　ジジの声にはっと見まわすと、自死できる意識が残っていた教兵たちが醜みにくい大おお蜥蜴とかげに変わっていく。いまやふたり以外にこの場にいるのは、おぞましい死し影えいどもだけだ。

　レオンは弑神をにぎり、老人が変化した異形を見上げてジジに告げた。

「あいつだけは俺おれにやらせてくれ、ジジ……頼たのむ」

　レオンはこの戦いを自分ひとりで引き受けたかった。戦いの結果、もしハーヴィンとフェイエッテが、哀かなしみや苦悩、憎しみを抱くなら、それは全部自分の責任にしたかったのだ。

「わかりました。わたしは陽動に徹てつします」

　覚悟がみなぎるレオンの横顔を見て、ジジはうなずいた。

　ふたりは一いつ緒しよに走り出す。と同時に不気味な咆ほう哮こうを上げて大おお蜥蜴とかげどもが動いた。

　死し影えいと化した彼らはまともな思考がなく、協力しての連係やこちらの弱点をつくような攻こう撃げきはない。しかし恐れや怯おびえといった情動に薄うすい。そして恐ろしい攻撃力を持っている。

　レオンは神経を研とぎ澄すませた。弑し神しんを強く意識する。

『……われはここにおるぞ。レオン』

　レオンは弑神の声を聴きく。秘められた大いなる力を感じとる。

　ジジが言葉どおり素早く前に出た。死影の注意を惹ひくつもりだ。

　教兵たちが変化した大蜥蜴が一斉に群がる。ジジは目にもとまらぬ速さで地を蹴けり、異形どもの頭部を蹴りつけさらに高く飛ぶ。蜥蜴は頭をもたげて立ち上がり彼女を追った。

　その隙すきだ。レオンが走る。弑神をにぎり、刃を後ろに大きく引いて力をためる────

　レオンの唇くちびるを割って咆哮がほとばしった。

「うあああああああああああああああっ!!」

　その叫びに乗せて一気に巨きよ剣けんを振り抜いた。

　死影の群れが両断されて割れ、残ざん骸がいが地に落ちる。しかし、いまだ残る異形どもが同類の屍しかばねを踏ふみつけレオンへ一気に向かってきた。

　レオンは両足をしっかりと踏みしめ、まっすぐに刃をかまえる。異形どもが地を蹴立てて起こす地じ響ひびきに体がゆれる。一いつ瞬しゆん、レオンは目を閉じて巨剣をにぎり直した。

　眼前にせまる異形の群れが起こす激しい震しん動どうを、レオンは感じた。

　ふいにレオンは弑神を大きくふりかぶると、やにわにすさまじい勢いで振り下ろした。

　刃は敵に触れなかった。しかし放たれた強烈な波動がまるで豪風のごとく異形どもを切り裂き、吹き飛ばし、微み塵じんに引き裂いた。

　だが次の瞬間、巨大な風圧がレオンたち目がけて落下してきた。

「ジジ、下がれ！」

　ジジが即座に引いた。レオンも飛び退のく。

　叩たたきつける風がレオンを吹き飛ばす。とっさに彼は弑神を地面に突き立てた。弑神の刃に隠れて風圧をこらえる。目を開けるとすぐそこに、老人の変化した巨大な死影がいた。

（きた！）レオンの背筋を慄おののきが這はい登る。

　ずしり、と地を震ふるわせて化け物は四つ肢あしを進ませた。突如、その巨体が身をひるがえす。

「うわあぁっ！」振りまわされた太い尾にレオンは跳ね飛ばされた。

　したたかに背中を霊れい殿でんの壁に打ちつける。つまる息を懸けん命めいに吐はいてレオンは前転した。

　前まえ肢あしが、レオンがいた地面をゆるがせて落ちる。

　即座にレオンはひざをついて起き上がり、巨きよ軀くの腹の下で弑し神しんを振り上げた。

　重い手て応ごたえと同時に死し影えいの後ろの片肢が斬きられて異臭のする体液が飛び散った。再度レオンは弑神を強く薙なぐ。だが地面を震ふるわせて巨体は飛び退すさった。

　異形の上半身に生えた人間の腕がレオンをつかもうと頭上から襲おそってくる。すかさず巨きよ剣けんで弾はじき飛ばした瞬しゆん間かん、前肢が振り下ろされた。必死に弑神を頭上に振り上げ加重を跳ね返す。そこへいきなり横合いから太い尾が襲ってきた。

「──────っ!!」「レオンさん！」

　ジジの叫びが聞こえる間もない。レオンは恐ろしい衝しよう撃げきを食らった。

　意識が飛ぶ。空白になりかけた脳裏で声が響ひびいた。

〝……あなたを、失いたくない……〟

　震える声。泣きそうな顔で自分にしがみつく少女の細い体。

（……死んでたまる、か……あいつを置いて……！）

　そう思った瞬間、すさまじい痛みが襲ってきて無理やりレオンは目覚めた。

　その痛みを発バ条ネに飛び起きて弑神をにぎり直す。かなり飛ばされたらしく、そこはテラスの上だった。眼下に死影のおぞましい巨軀が見える。
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　視界の端はしに駆けてくるジジの姿をとらえて、レオンは叫んだ。

「くるな、ジジ。約束だ……俺おれひとりで、かならずやる！」

　はっと少女が足を止める。そのまま彼女は一歩後退した。

　巨体に似合わぬ素早い動きで、死し影えいがテラスをよじ登ってくる。あの素早い動きと、二本の腕、四本の肢あし、尾による多段の攻こう撃げきをどうにかして止めなければならない。

　レオンは跳ちよう躍やくし、階段を駆け上り、テラスを走って懸けん命めいに逃げ出す。

　叩たたきつける巨大な尾が、太い肢が、長い舌が、テラスを壊こわし、壁を破は壊かいし、塔を崩し、地面を割って、執しつ拗ように彼を追いかける。そのたびに霊れい殿でんがぐらぐらと激しくゆれる。

　頂上の、傾きかけた塔のそばにそびえる巨きよ樹じゆまでたどりつく。

　限界まで走りつづけて息が苦しい。熱い息に肺が乾いてひりついた。

　しかし死影はいくつものテラスをたちまちよじ登ったかと思うと一気に跳躍した。

　跳躍しつつ、巨大な尾を振りまわす。衝しよう撃げきをともなう強風がくる。

　その衝撃をぎりぎりまで引きつけると、レオンは滑すべり落ちるようにかわした。

　霊殿の頂に異形の尾が食いこむほど叩きつけられる。レオンの頭上に瓦が礫れきが落下した。ぐいと死影は尾を引き抜くと、すぐ真下に立つレオンへと身をひるがえして向き直る。

　そのときだ。突然、霊殿の頂が崩壊した。

　と同時に頂上の巨樹が倒れ、異形の巨きよ軀くの真上に落下する。

　レオンに気を取られていた死影は大樹の落下に巻きこまれ、大気を震ふるわせる咆ほう哮こうを上げて眼下に墜つい落らくし、恐ろしい音を立てて中庭に激突した。

『いまぞ、レオン！』

　弑し神しんの声が耳じ朶だを打った瞬しゆん間かん、レオンは残る気力を振り絞って跳んだ。

　巨きよ剣けんを振り上げつつ落下の速度とあらんかぎりの力を乗せて────振り下ろす。

　大樹に押さえつけられた異形の背を斬ざん撃げきが大きく薙なぐ。

　肩口から横腹まで断ち切られ、青黒い内部がのぞき、腐臭のする体液が噴出する。

　死影は身を震わせて、どうとテラスから中庭にかけてその身を横たえた。レオンは横倒しになって死影を押さえつける大樹の幹の上に立ち、激しい呼吸を繰くり返す。

　彼はわざと逃げまわり、崩れかかった霊殿の頂を死影の攻撃によって破壊させ、巨樹の倒壊によって相手の動きを封じたのだ。上手くいくかは賭かけだったが……。

　レオンの体力は限界に近い。だが一刻も早くここを離はなれなければ、と思ったときだ。

　突然、死影が上半身を勢いよくもたげ、レオンごと大樹を跳ね上げた。

　叫ぶこともできずレオンは数段上のテラスに飛ばされた。

　倒壊しかかった霊殿に大樹が叩きつけられる。激しい震しん動どうで壁やテラスが崩れ落ち、その近くにレオンも落ちた。壮絶な衝撃で息が止まりかけ、起き上がることができない。

　ふいにジジの驚おどろきの声が響ひびいた。「ハーヴィンさん、どうして!?」

（……なに……ハーヴィン!?）

　レオンは弑し神しんをつかみ、地面に突き立てて支えにして必死に立ち上がる。中庭を見下ろすと、いつの間にか現れた樹じゆ守もりの若者が、短弓をかまえて力いっぱい引き絞っていた。

　その狙ねらいはまっすぐに、ただひとつ────テラスの上のレオンだ。

　遠目でも、ハーヴィンのまなざしと弓を引き絞る腕にこもる激しい気迫がわかる。

（父親を、守るつもりか……）

　レオンは動けない。眼下で死し影えいが動き出してこちらへ向き直る。それでも動けない。

　傷の痛み、体力の限界、そして……自分を見据える気迫のみなぎる深緑の瞳ひとみ。それらすべてが、レオンをその場に縫ぬい止めていた。

　ハーヴィンが引き絞った矢を放つ。レオン目がけて空気を裂いて光のごとく緑の矢羽の矢が飛んだ。と同時に巨大な死影の肢あしが地を蹴ける。




　その刹せつ那な、ハーヴィンの陰から小さな手がなにかを投げつけた。




　宙を飛ぶのはどんぐりの首飾りだ。首飾りは大地を蹴りかけた死影の肢に巻きついた。そのとたん、死影の動きが縛しばられたように止まる。

　ハーヴィンの放った緑の矢が空中で大きく弧を描く。

　次の瞬しゆん間かん、急降下した矢が凍りつく死影の後頭部に深々と突き刺さった。

　大気をつんざき、断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうが響ひびき渡る。レオンが見ている前で死影は崩れ落ち、地に叩たたきつけられ、今度こそ動かなくなる。

「は…………」ぐったりとレオンはその場に崩れ落ちた。

　矢はまっすぐ飛ぶのではない。特に上方に向けて放たれたなら、その軌跡は大きく弧を描く。弓使いのハーヴィンは、当然それを計算して狙いを定めたのだ。

「レオンさん、だいじょうぶですか……！」

　ジジが駆け寄る。彼女の差し出す腕と弑神を支えにして、やっとレオンは腰を浮かした。




　ハーヴィンはゆっくりと弓を下ろした。腐臭を放ちながら崩れていく死影の体を、若者はじっと見つめる。その緑の瞳には、狂おしいまでの苦悩と悲哀が満ちていた。

「……父さん…………」

　深い息を吐はいてやっとそれだけつぶやくと、ハーヴィンは静かなまなざしに戻る。

　彼の背後から、ひょこりと若草色の髪がのぞいた。

「間に合うたようじゃな、ハーヴィン」

「ふたりのおかげだよ。レオンが死影を弱らせ、フェイが動きを止めてくれなければ、いくらエススの御力をこめた矢でも打ち倒すことはできなかったと思う」

「聖別したどんぐりを投げて拘束の魔ま呪じゆをかけただけじゃ。造ぞう作さもない」

　といってフェイエッテは、そっとハーヴィンの手をにぎる。彼らは手をにぎり合ったまま、地に溶ける死し影えいをしばし無言で見つめた。だが翠すい海かいの底より響ひびいてくる地鳴りが大きくなる。ふたりは息をつめ、テラスから降りてくるレオンとジジのもとへ走り出した。
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　長い長い、息が止まるほど長い時間に思われた。

　アリアンは舟の上で、懸けん命めいにその長い時間を待ちつづけていた。ひざの上で翠すい玉ぎよくの呪じゆ珠しゆをにぎりしめ、唇くちびるを引き結んで霊れい殿でんを見つめていた。

　メルキオやカラがじりじりしている気配が伝わってくる。深手を負って青ざめたシャイラや、いつも悠然としているラウルでさえ、焦あせりの色が面おもてに見えた。

　遠くから轟ごう音おんが響いた。はっとみなは霊殿を振り仰ぐ。波が立ち、崩れる瓦が礫れきが水面に落ちて、舟を大きくゆらがせる。ラウルが厳しいまなざしでいった。

「……ここにいると、崩ほう壊かいに巻きこまれますね」

「だったらぼくが見にいってくる。もう待っていられないよ！」

　立ち上がるメルキオを、ラウルが手を伸ばして制する。冷れい徹てつな声で彼はいった。

「あなたに託されたのは、聖せい王おう女じよを守ること。そのためにレオンたちは向かったのです。ですが、戻ってこられなければそれまでの命運ということになりますね」

　アリアンは思わず振り返った。

「あなたは、いったい……レオンやジジたちが帰らなくてもいいということ？」

「いいえ、誤解はなさらないでください。わたしも待っているのです。切望しているのですよ。レオンやジジたちが生きて戻るのを。レオンが天てん外がいの客きやく旅りよなら、わたしは……」

　詩人であり至賢人グラン・サージユである男は、低い声でささやいた。

「時の客旅。わたしの旅を終わらせてくれるものを、わたしも、待っているのです」

　すっとシャイラの手がラウルの腕に触れた。詩人は視線を落とす。妖よう精せい小こ人びとの長おさの深みのあるまなざしが、彼を見つめていた。

　そのとき激しく霊殿が震ふるえた。舟のもやいをつないでいた柱が倒れかかる。

「もうだめよね！　離はなれるから！」

　カラが小剣を抜いてもやいを断ち切り、櫂かいで思い切り霊殿の壁をついた。舟は大波にゆられながら動き出す。そのあいだも霊殿の崩壊は止まらない。柱が倒れて水中に落ち、頭上からは次々と瓦礫がふってくる。大きな水しぶきが上がり舟にかかった。

　メルキオがたまらなくなったように腰を浮かせた。だがふっと細い腕が伸びる。

「殿でん下か!?」

　アリアンがメルキオの肩を押さえている。聖せい王おう女じよはまっすぐに彼方かなたを見つめて無言だ。

　信じている。ふたりを信じている──彼らは自分に告げてくれたのだ。

　自分を置いて死なないと。きっと戻ると。だから信じる。かならず帰ってくる────

　彼方を見つめる翡ひ翠すいの瞳ひとみが、ふいに大きく見開かれた。

「レオン……ジジ、フェイエッテ、ハーヴィン！　みんな帰ってきたわ！」

　舟上のみなが振り仰ぐ。彼らの視界に走ってくる四人の姿が映る。

　しかし霊殿は崩れる一方だ。走るレオンたちの足もとは激しくゆれ動き、舟も波に乗って離はなれていく。メルキオが立ち上がり、両手を広げた。

「跳べ！　ぼくが受けとめるから！」

　崩れる瓦が礫れきを伝って走ってきたフェイエッテが真っ先に跳ぶ。難なくメルキオが受けとめ、舟底に放る。「獣けものの仔このようにわらわを扱いやるな！」とフェイエッテが怒った。

　次にジジが跳んだ。メルキオが抱えるようにして受けとめる。ジジは舟に降り立つと、船尾のラウルに顔を向けた。ほっとしたようにラウルがうなずく。

　ハーヴィンがためらう。小柄なメルキオに受けとめられるのか不安に思ったのだろう。しかし背後からレオンが励ますようにぐいと背を押すと、思いきって足もとを蹴けった。メルキオはぐっと足に力を入れて彼を受けとめる。

「レオン、早……うわぁっ！」

　レオンが跳ちよう躍やくした瞬しゆん間かん、アリアンがメルキオを押しのけた。

　にっこりと満面の笑みを浮かべ、アリアンはレオンへ向かって両手を広げる。

「お、おまえそれは無理だあああああっ！」「きゃああああっ！」

　叫びとともにレオンはアリアンごと倒れこんだ。舟が転てん覆ぷくするほど大きくゆれる。メルキオがとっさに支え、みなが舟べりの反対側を押さえなければ、ひっくり返っていただろう。

「む、無む茶ちやだろう、阿あ呆ほうかおまえ！　なに考えて……」

　レオンが起き上がり、困惑の声で怒鳴った。アリアンも息を切らして身を起こす。

　相変わらず彼はぼろぼろだ。額や顔のあちこちに血がにじんで痛々しい。

　でも、生きている。生きて、自分のもとへ戻ってきてくれたのだ。

「なによ……なによ、このあたくしにあれだけ心配かけて。阿呆はあなたでしょう！」

　アリアンはわざとごう慢にいった。だが言葉の端はし々ばしににじむ喜びは隠せない。レオンがそれに気づいてほっとした顔になると、皮肉な口調でいい返す。

「阿呆はそっちだ。せっかく生きて帰ってきたのに、転覆して溺でき死し寸前だっただろうが」

「まあ、すぐに無茶に突っ走る馬ば鹿かなひとこそ、水でも浴びて冷静になるといいのよ！」

　アリアンはそういい放つと、小さくほほ笑んだ。

「……あたくしと、一いつ緒しよにね」

　レオンが目を大きく開く。彼の驚おどろく顔に、アリアンは得意げにつんとあごを上げた。

「──あれは！」「霊れい殿でんが……なんじゃあれは！」

　ジジとフェイエッテの声にふたりは急いで振り返った。

　みなが見つめる前で霊殿が崩ほう壊かいする。古びて苔こけむした石の壁が、盛り土をしたテラスが、蔦つたの絡からまる塔が、がらがらと音を立てて水中へ没する。

　突如、大気を震ふるわせ霊殿を吹き飛ばし、水底から爆発する水流が噴き上がった。

　青い空を貫くように、巨大な水流はどこまでもどこまでも昇っていく。

「みんな見ろ、水中に……！」

　レオンが舟べりから身を乗り出す。はっとみなは水面を見下ろした。

　巨大な水流のまわりに、死者や死し影えいどもが群れてただよっていた。それらは激しい渦に巻きこまれ、吞のみこまれるのもかまわずに、まるで水流を崇あがめるように群れ集まる。

　引きちぎられる死者の体ごと、水流はひたすらに噴き上げる────

　ふいに小さな手が伸びた。

　われを忘れて噴流を見ていたアリアンの手から翠すい玉ぎよくの呪じゆ珠しゆが奪われる。はっとアリアンが振り返る前に、その手首に呪珠がはめられた。

「……シャイラ……どの……」自分の手首にはまった呪珠に、アリアンはぼう然とつぶやく。

　背後で舟べりによりかかるシャイラが、伸ばした手をゆっくりと下ろす。

　その瞬しゆん間かん、あれほど激しく空へと噴き上がっていた水流が轟ごう音おんを立てて崩れ落ちた。死者や異形どもの悲鳴のような咆ほう哮こうが響ひびき渡り、その悲鳴を巨大な波が吞みこむ。

　水面の舟は木の葉のごとく大波に乗り、大きく押し流されていった。
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「……即刻、この地を出ていくのです。フェイエッテ、ハーヴィン」

　流れついた岸辺で、シャイラは厳格な声でふたりにそう告げた。

「なに……なぜじゃ、なぜそんなことをいうのじゃ、シャイラ！」

　フェイエッテは近寄ろうとした。だがシャイラの冷たいまなざしに足を止める。

　レオンたちは少し離はなれた木陰に座りこんでいた。だれもが全身ずぶ濡ぬれで、限界まで疲れ果て、立ち上がることも口をきくこともできない。

　アリアンはシャイラたちを見つめ、翠玉の呪珠がはまる手首を押さえている。呪珠はぴったりと手首に食いこみ、離れそうにない。レオンは暗あん澹たんたる思いにかられて目をそらす。

　巨きよ人じんの聖せい砦さいで見た、夜空に広がる血色の噴流。先ほどの水流はそれと同じだ。老人がいったとおり、この地にも〈無む貌ぼうの王おう〉の因子が秘められているなら、あの水流がそうなのだ。

　だがあの呪珠がはめられたとたん、水流は消えた。それだけの力が呪珠にはこめられているのだ。つまりアリアンの身は、もう────

　シャイラの冷たい声がレオンの物思いを断ち切る。

「やはり、人間をこの地に入れるべきではなかったのです。聖せい王おう女じよと天てん外がいの客きやく旅りよとともに、出ておゆきなさい。二度と……ここへ足を踏ふみ入れてはなりませぬ」

「いやじゃ！　わらわは妖よう精せい小こ人びとになったのじゃぞ、もう人間ではない！」

　激しく首を振るフェイエッテの小さな肩を、ハーヴィンが押さえる。

「わかった、シャイラ。いままで……ありがとう」

　ハーヴィンの言葉にシャイラは無言で顔をそむけた。そのとき、ふいに彼女の足もとから黒い茨いばらが生えて急激に生い茂った。

　はっとハーヴィンとフェイエッテが飛び退のくと、茨は恐ろしい勢いでシャイラを包み、さらには別の木々まで地面から生え、空へと突き上げるように伸びていく。

　繁はん茂もする木々に追われてハーヴィンたちが逃げてくる。レオンたちも立ち上がった。みなを追い払うように木々と茨は絡からみ合いもつれ合って壁のごとくそびえ立つ。

『……去れ……！』

　声が轟とどろいた。だが声の主を探す暇も与えず、生い茂る木々がみなを追い立てる。

『……よくも、われの楽園を……去れ、去れ……去れ！』

　大気と空と、木々を震ふるわせてこだまする悲痛なまでの怒号に、レオンたちは振り返る間もなく森へ逃げこむ。黒い茨が彼らの背後を閉ざしていった。

「シャイラ、シャイラ───っ!!」

　ハーヴィンにかつがれたフェイエッテが泣きながら叫んだ。少女の声は鋭い棘とげの生えた黒い茨と木々にさえぎられ、かき消されていった。




　生い茂る茨のなかで、シャイラはふっとひざをつく。怪け我がの痛みで、もう立っていられなかった。ラウルが手当てをしてくれたが、おそらく……死の訪れは間近だろう。

『…………なぜだ……わが民よ…………』

　空まで閉ざす茨の檻おりに、哀かなしみに満ちた声が響ひびく。シャイラは小さな顔を上げた。

　その深緑の瞳ひとみは静せい謐ひつなまでに澄すんでいる。いや、かすかだが喜びにきらめいていた。

『なぜ……われが作り上げた楽園を……！　花々は咲き、果実は実り、外がい界かいの争いも異変も及ばずに、とこしえに平和に暮らしていけたはずであるのに……！』

「……永遠の楽園は、永遠の牢ろう獄ごくにございまする……わが神」

　シャイラが答える。耐えがたいまでの沈ちん黙もくが生まれた。

「女神エウレネは……たしかに父ちち神がみも兄あに神がみも裏切りました。それを、わが子への盲愛ゆえと呼ぶか、神々への復ふく讐しゆうと呼ぶか……わかりませぬ。けれどエウレネは、世に満ちる嘆きと痛みを、目をそむけることなく見つめておりまする……」

　はぁっとシャイラは息を吐はく。怪我の痛みがよほど辛つらいようだ。

「たとえ神といえど……世界に背を向けてはならないのでございますよ」

　長い沈ちん黙もくが訪れた。ただシャイラの荒い息が茨いばらの檻おりに響ひびいた。

『神々の闘争デイヴアン・ゲールに敗れ、われはもう二度と、わが民の苦しみを見たくないと思うた……』

　苦しげな声が、うつむくシャイラにふる。

『ゆえにこの神しん域いきを作り、わが民を導いた……われを崇あがめたいと願う人間どもも受け入れた……だが、ずっとわれを……恨んできたというのか』

「いいえ、わが神」優しい声でシャイラは首を振った。「少なくとも、吾あはかぎりない感謝をささげておりまする。生の終わりに、あの子らとこの美しい場所で暮らせた……それだけで吾は、この上なく幸せでございました……」

　それだけいうと、シャイラはくずおれた。ふわりと草の上に小さな体が横たわる。

「あとは、天てん外がいの客きやく旅りよと……神の完全なる座に委ゆだねまする。わずかでも、猶ゆう予よを与えられましたゆえ……わが神、すべての罰ばつは吾が引き受けまする。どうか、あの子らだけはおゆるしを……ふたりの行く末に……慈じ悲ひと祝福を……どうか……」

　最後の妖よう精せい小こ人びとの長おさは目を閉じた。かすかな息があるが、いまにも消えそうだ。

　神の答えはない。茨の棘とげが消え、横たわるシャイラを静かに包んでいく。

『その猶予も、汝なんじの命が尽きるまでの間だ……』頭上に響く声が、しだいに細くなる。『だが、われのできうるかぎり……その命の灯ともし火びをつなごうぞ……』




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　深しん山ざんに夜がくる。

　レオンたちはハーヴィンの案内のもと、助け合って懸けん命めいに山を登ってきた。

　道らしい道のない険しい道のりの上、山鳴りもいまだ止やまず、地じ滑すべりや落石、倒木がつづき、やっと開けた場所に出たときは精も根も尽き果てるばかりだった。

　そこは、頂に近い岩場だった。山の岩がん盤ばんが露ろ出しゆつしており、地面は丈の低い柔らかな草に覆おおわれている。周囲に木々はなく、少なくとも倒木に巻きこまれる心配はなさそうだ。

　みなは大きな岩の陰に崩れるように腰を下ろした。座りこむレオンの隣となりに、アリアンが外がい套とうを体に巻きつけてぐったりともたれかかる。ひどく疲れているようだ。

　レオンはアリアンのささやかな重みを肩に感じつつ、黙だまって目線を上げた。

　空には煌こう々こうと輝かがやく月が昇っている。ここから見下ろす翠すい海かいは、暗く沈んでいるように思えた。霊れい殿でんはいわずもがな、湖こ亭ていもすべて倒とう壊かいして水中に沈み、周囲の山々や森も崩れ、見るも無残な状態だった。かつての美しい楽園は、どこにもない……。

「……木々の悲鳴が聞こえる……」

　岩の上に立ち、フェイエッテが哀かなしい声でいった。

「いつもなら耳を澄すまさねば聞こえぬ草花と木々の声が、耳をふさいでも聞こえてくる。なのに、エススの存在はかすかで、声も聞こえぬ……」

「フェイ……」ハーヴィンが近寄って声をかける。

　だが彼がそれ以上いう前に、少女は岩から飛び降りるとレオンたちの前に走ってきた。

「おのしらのせいじゃ！」

　いきなり少女は叫んだ。はっとアリアンが顔を上げる。

「おのしらがこねば、神しん域いきは崩ほう壊かいせなんだのじゃ。おのしらのせいでシャイラは傷つき、山も森も木々も草花も傷ついた。おのしらがこねばずっとあのまま平へい穏おんに暮らせたのに！」

　言葉の終わりが涙まじりになる。レオンは返す言葉もない。

　その場にいるみな──メルキオもジジも、ラウルもカラも、なにもいわない。

　アリアンがレオンにつかまって身を起こし、フェイエッテの前にひざをついた。うつむいて、こぶしをにぎって震ふるえている幼い姿の少女を、アリアンは静かに見つめる。

「……じゃが、おのしらはハーヴィンをあの地から解放してくれた。アリアンは、シャイラとわらわを助けようと必死になってくれた。わらわは……わらわは」

　幼い少女はぐいと涙に光る顔を上げ、アリアンに叫んだ。

「おのしらをなじっていいのか、おのしらに感謝していいのか、わからぬ！　わからぬ！」

　わあっとフェイエッテはアリアンに抱きついて泣き出した。

　アリアンは外がい套とうを脱ぎ、激しく泣きじゃくるフェイエッテの体をそっと包む。

　頂の岩場の上に、少女の嘆きの声だけが、いつまでもこだました。




　真夜中をすぎ、だれもが岩場の陰で身を丸めて眠りについていた。

　アリアンも泣き疲れたフェイエッテを抱いて、岩のあいだで身をひそめて眠っている。

　レオンは眠れなかった。怪け我がの痛みと泥のように全身にまとわりつく疲れがあったが、なぜか目が冴さえて、頭上に輝かがやくまぶしい月をじっと眺めつづけていた。

　岩場にリュートの音色が響ひびく。みなを起こさないようにか、ごくささやかな音だ。

　レオンはもたれていた岩から身を起こし、歩きだした。

　すこし離はなれた岩場に、ラウルがリュートを抱えて腰かけている。その横にはハーヴィンが立っており、並んだふたつの黒い影が、岩の上から地面へと長く伸びて落ちていた。

　近づくレオンにラウルが振り返る。爪つま弾びくリュートの音が止やんだ。

　ハーヴィンも驚おどろいたように向き直る。彼らの前で足を止め、レオンはいった。

「訊ききたいことがあるんだ、ラウル。それと……ハーヴィン」

　ラウルが答えた。「なんでしょう。わたしにわかることで、答えられることなら」

　一いつ瞬しゆん、レオンはいいよどむ。だがふたりを見据えて、彼ははっきりと訊いた。

「……神域の崩壊を招いたのは、シャイラなのか」

　ハーヴィンの体がこわばった。ラウルはわずかに眉まゆをひそめる。レオンはつづけた。

「魔ま呪じゆによって閉ざされた場を開けるなら、魔呪に通じているものがやったと考えるのが普通だろう。あらかじめ、シャイラが貨物船の扉を開けておいたんだ。《王獅子の至宝レガリア》が、神しん域いきにきたばかりの俺おれたちにも簡単に見つかるように……」

　ラウルは目をそらし、リュートの弦を調整し始める。ハーヴィンも無言だ。

「それに──ラウル、ハーヴィン。おまえたちも、シャイラに協力したんだな」

　ハーヴィンが大きく息を吸って顔を上げる。ラウルの動きが今度こそ止まった。

「……なぜ」ラウルが静かに訊きいた。「そう思われるのです、レオン」

「俺たちは翠すい海かいに入るまで舟を漕こがされた。もしエススの力が外がい界かいにも及ぶなら、舟に乗った時点で勝手に運んでくれたはずだ。だがあの濃のう霧むは外の海上で起こったのと同じだろう。だから、あの霧きりはエススが起こしたものじゃない。外海で船に乗っていたものが起こしたんだ。あんな不可思議なわざが使えそうなのは……古き民ぐらいだろうな。それに」

　レオンは哀かなしげに自分を見つめる樹じゆ守もりの若者を見返した。

「貨物船と大だい霊れい樹じゆへ俺たちを案内したのは、おまえだ。神域を守る樹守が、アリアンの儀ぎ式しきを阻はばむために、大事な至宝を外界の人間に使わせるのは解せない。もっとも、神のやり口に疑問を持っていて、それに抗あらがいたいと思っていたなら話は別だが」

　ハーヴィンの答えはない。レオンも答えが欲しかったわけではなかった。

　風が吹き、遠くでいまだ響ひびく山鳴りの音を運んできた。

「……翠海の神域は、かなり前から崩壊しかかっていたのです」

　しばらくして、歌うようなラウルの声が岩場に響いた。

「エススをあがめる民が、神域に閉じこめられて衰退したからでしょう。生物の発展には変化が必要不可欠ですからね。けれど完全に神域を壊こわすには、なにかが足りなかった。シャイラは長おさとして、神域に囚とらわれた人間たちだけでも解放したがっていました。正しよう真しん正しよう銘めい、最後の誇り高き妖よう精せい小こ人びとリリピティエンでしたよ。わたしが訪れたときには……すでに」

　レオンは思わずラウルを見据えた。「初対面じゃなかったのか!?」

「ええ。ハーヴィンたちが生まれるずいぶん前に、たった一度会ったきりですが」

　驚いてレオンは目を見開いた。神域では時間の経過が著しく遅い。ハーヴィンたちが生まれる前なら、神域で十七、八年以上前。では外界では──どれぐらい昔なのか。

「シャイラは、内部から神域は壊せない、神の思惑を覆くつがえせる外界の人間でなくてはならないと常々いっていました」

　レオンの沈黙を、ハーヴィンの絞り出すような声が破った。

「父は僕に樹守を継がせて神域を破壊できるものを探しに外界へ出ていき、最後の妖精小人であるシャイラは逃れることもできず、ずっと翠海で待ちつづけていました……」

　若者は、哀しみの色しかない静かな瞳ひとみをレオンに向けた。

「その人間がおそらく……あなたと、聖せい王おう女じよです」

　レオンは無言で彼を見つめ返す。そして、大だい霊れい樹じゆの祭さい壇だんにあった円えん盤ばんが、メルキオたちが触れてもびくともしなかったのに、自分が触れたとたん外れたことを思い出した。

「シャイラは僕に、折りを見て客人たちを貨物船と大霊樹へかならず案内しろといいました。そのときは、彼女がなにを考えているかわからなかったけれど……船で封の解かれた扉を見て、もしやと思ったのです。神しん域いきを──壊こわそうとしているのかと。

　フェイはなにも知りません。エススと強くつながる彼女が知れば、きっとエススにも知られて阻そ止しされただろうから。シャイラが直接、神域を壊そうとする意図をあなたや僕に伝えなかったのは、エススに悟られたくなかったからでしょう。だから計画を立てたのはシャイラでも、実行した僕にすべての責任がある……でも」

　ぐっとハーヴィンはこぶしをにぎり固めた。

「でも、こんな結果になるなんて、思わなかった……！」

　振り絞る声が若者の唇くちびるからほとばしった。激しい後悔に苛さいなまれているのが、震ふるえるこぶしを見ただけでわかった。レオンは苦い思いをこらえ、ラウルに視線を向けた。

「……ハーヴィンとフェイエッテの父親は、わが子をエススから解放するために、バアシュ教を利用していたのか？　本気で──バアシュを信奉していたわけじゃないのか？」

「そう思うことが、あなたがたのなぐさめとなるなら」

　ラウルが穏おだやかに答える。穏やかだが、それはとても残ざん酷こくな言葉だった。ハーヴィンが片手で顔を覆おおう。レオンは痛ましげにそれを見つめ、吐と息いきのごとくつぶやいた。

「……そうだな。それは、ただの推測だ。真実とはかぎらない」

「どのみちこの世に厳密な意味で真実などありません。目の覚めるような、たったひとつの明確な真実などはね……だれかにとっての真実は、だれかの虚きよ偽ぎです」

「ずいぶんと面倒くさいいいまわしだな。だが、わからないでもない」

　レオンはラウルにそういうと、ふいに真剣な声でいった。

「なにが真実か……いや、真実なんてきっとないな。真実だと思いたい事実があるだけだ。だが、なにが真実か、他人にも神様にも勝手に決められるのはごめんだ」

　ハーヴィンが息を吞のんで顔を上げた。月明かりに照らされるレオンの横顔を、樹じゆ守もりの若者は黙だまって息をつめて見ている。

「では、わたしも推測と仮定の話をさせていただきましょうか。創そう生せい神しん話わについてのね」

　聞こえてきたラウルの言葉に、レオンとハーヴィンは振り返った。

「……かつて女神エウレネは、父である大たい神しんアル＝エルの子を産みました。ではなぜ、アル＝エルは娘であるエウレネに自分の子を生ませたのか──それは、己が力のすべてを注ぐ完全なるうつほを生み出したかったからなのです」

「な──!?」思わぬ話にレオンは驚きよう愕がくした。「なんで、あんたがそんなこと……！」

「けれど兄あに神がみたちは、最愛の妹が父によって汚けがされたのだと考えました」

　驚おどろくレオンの声をさえぎり、ラウルは言葉をつなげる。

「兄神たちはその子の体を引き裂き、己が民を率いて父たるアル＝エルに戦いを挑もうとしました。しかしエウレネは、兄神たちに味方する約束をしながら……己が民である人間に命じて兄神の民を抑え、そのあいだにアル＝エルに兄たちの叛はん乱らんを密告したのです」

　レオンは息が止まった気がした。ラウルの話が信じられない。

　いま聞いているのはただの仮定の話なのか。それとも長い時のなかで失われた、創そう生せい神しん話わのある側面なのか。ハーヴィンも固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「どんな経緯で生まれた子であれ、エウレネは愛いとおしかったのでしょう。だから自分から子を奪った兄神たちを恨んだ……しかしその結果、兄神たちは地の亀き裂れつに落とされ、アル＝エルは兄神たちによって異い界かい〈カーエル・ロイ〉に追いやられた。エウレネは自分の子だけでなく、父と兄まで失い、深い後悔の嘆きに沈んだ……」

　レオンは声が出せない。様々な疑問が脳裏で渦を巻き、どこからどう聞いていいのかまったくわからない。かろうじてやっと、言葉を絞り出した。

「引き裂かれた子どもの体はどうなったんだ。いったいどこへ──」

　問いかけてレオンは気がついた。各地に隠されたバアシュの因子。もしやそれは……。

「そう。アル＝エルが引き裂いた大地の亀裂へ、エウレネが隠したのでしょう」

　レオンの推測を裏付けるように、ラウルが答えた。彼は重い声でつづける。

「エウレネの子──すなわち〈無む貌ぼうの王おう〉たるバアシュの憎しみと嘆きは、どれほど強いか想像できますか。その身を無残に引き裂かれ、地の底へ追いやられ、ましてや一度生まれかけたのに、再び冥めい都とへ追いやられたとあってはね」

「それは……二千年前の、英雄ライオネルの話か」

「そうです。〈無貌の王〉は創そう世せい神しんと女神の子。恐るべき力を秘めているはずです。その強い憎しみと嘆きが長き時を経て、ゆっくりと分かたれし大陸ガトランを蝕むしばみつつある……」

　語尾が消えた。レオンがごくりとのどを鳴らす。

「あんたは──なにものだ。四よん兄けい神しんエススの力が満ちる神しん域いきで魔ま呪じゆを使えて、さらに創生神話の知られざる逸いつ話わを知っている、あんたは、いったい……」

「わたしも問いましょう。あなたこそ、なにものです。天てん外がいの客きやく旅りよよ」

　ひりつく沈ちん黙もくがその場を包む。ハーヴィンは影のように成り行きを無言で見つめていた。

「……それは、俺おれが一番知りたい」レオンは苦しげにいった。「この世のものでないなら、よみがえった死人なのか？　あの──青ざめた屍しかばねのような、おぞましい存在なのか!?」

「いいえ。これも推測ですが……あなたは復活した死者ではない」ラウルが力強くいった。「この世──つまりこの世界ではなく別の世界からきた存在。すなわち」

　至賢人グラン・サージユの指が、煌こう々こうと月の輝かがやく夜の虚こ空くうを指し示した。

「アル＝エルがおわす異い界かい〈カーエル・ロイ〉。あなたは、異界の存在なのです」

　視界と思考が真っ白になった。ぐらりとレオンはよろめき、背後の岩に手をついた。

　ぼう然となるレオンの耳じ朶だを、ラウルの声が打ちすえる。

「ご自分の力がおわかりですか。常人を超えた類たぐい稀まれな身体能力をそなえ、普通ならば命を失ってもおかしくない負傷を耐え抜き、古き民や神のうつほでもないのに弑し神しんに秘められた魔ま呪じゆをなんの代だい償しようもなく自在に引き出し、神自ら作り上げた結界を崩せる存在……。

　あなたという存在に秘められた意味は不明です。新たな英雄か、それともアル＝エルから送られた新たな至宝か、あるいは────この世にあるすべての《王獅子の至宝レガリア》を手にする、真の〈万界の王ドミナントウール〉なのか……」

　ゆっくりと詩人は岩から降りると、レオンの真正面に立った。

「あなたと、神の完全なる座である聖せい王おう女じよは、三度まで危機を乗り越えた。古いにしえの《王獅子の至宝》を三つも手にし、同時に〈無む貌ぼうの王おう〉の因子の解放に立ち会った……あなたがたふたりの存在には、おそらく重大な意味と役割がある。であれば」

　ラウルはリュートを取り上げて胴と共鳴板を分ぶん離りすると、なかに入っていた小さな棒を取り出す。と同時に長衣のふところからなにかを出して一いつ緒しよに差し出した。

　レオンは、差し出されたラウルの両手に視線を落とす。

　ひとつは広口の杯さかずきに入った指し針しん魚ぎよ──示じ現げんの円えん盤ばんだ。いま水は入っていない。

　もうひとつは頂に小さな羽の生えた……鈍い銀色の棒だ。

「これは……？」レオンは棒を見つめて訊きいた。

「邪よこしまなるものに鉄てつ槌ついをくだす、英えい者じやの玉ぎよく杖じよう……《王獅子の至宝》のひとつです。もっとも、至宝の力はどれも適する場でなければ発せられない。これもいまはただの棒にすぎません」

　鋭く息を吞のむ音がした。それが自分のものだと気づかないほどレオンは驚きよう愕がくしていた。

　ラウルの声が変わる。その表情が変わる。いつものにこやかさが消えて、ひとならざる理解しがたい異質な気配が怜れい悧りな面おもてに浮かぶ。

「わたしは王の助言者──賢けん狼ろうルガル。己が友たる王に出会うために長き旅をしてきた。あなたがたが、わたしの求めてきた王と確信があるわけではない……だが」

　レオンの手にふたつの《王獅子の至宝》が渡った。

　その刹せつ那な、ふっとラウルの面がゆるんだ。急に人間臭くさい表情になる。

「賭かけてみようではありませんか。あなたと、聖王女に」

　レオンは目を丸くする。自分の手にあるふたつの代しろ物ものを見つめ、ラウルの顔に視線を戻し、また手のなかに視線を落として……ふと、口もとをほころばせた。

「分が、悪くないか。その賭けは」

「わたしの勝率の高さをご存じないようですね」

「身ぐるみはがれてジジに世話を焼かれるぐらい、負けつづきなのは知ってるぜ」

「命をとられず生き延びてこれたのが、わたしの勝負強さの証拠ですよ」

　呆あきれ果てるレオンに向かってラウルはほほ笑む。それから急に顔を引き締しめた。

「聖せい王おう女じよにかけられたわざが消えるのは、おそらく──シャイラの命が消えるときです」

　アリアンの名にレオンも瞬しゆん時じに真剣なまなざしに戻る。

　ずっと黙だまって聞いていたハーヴィンも、身をこわばらせてラウルを見た。

「エススは、シャイラを永ながらえさせようとするはずです。しかしそれも永遠ではない。シャイラの命が尽きしだい、〈無む貌ぼうの王おう〉の因子は解き放たれる。いつになるかはわかりません。驚おどろくほど短いか、あるいはあなたの寿命が尽きてもなおつづくか……レオン」

　ラウルはまっすぐにレオンを見据えて告げた。

「聖王女から離はなれないようになさい。できれば聖せい王おう国こくで確固たる地位を得るべきです。もしも一時離れる場合があっても、あなたが戻る場が、かならず聖王女のもとにあるように」

　レオンは考えるように目線を落とす。（メルキオにも、同じことをいわれたな……）

　しばし暗い足もとを見つめてから、ふいに彼はハーヴィンに向き直った。

「フェイエッテをつれて、俺おれたちと一いつ緒しよにこないか、ハーヴィン」

　若者がレオンをまじまじと見返す。意外なまでに彼は驚いた顔をしていた。

「僕は……樹じゆ守もりだ。森と山の外では役に立たない」

「メルキオも、こんな山のなかじゃ自分は役立たずだっていってたぜ。けどあいつのおかげで俺とアリアンは助かった。どんな場でも、力のあるやつはきっと抜きん出て活かつ躍やくするんだ」

　レオンはハーヴィンに向かって、ぐっと手を差し伸べた。

「聖王国軍は、目下人材募集中なんだ。優秀なやつはさらってでも欲しい。頼たのむ、俺たちときてくれ──この外がい界かいには、おまえたちの腕をふるう場はかぎりなくある」

　ハーヴィンは差し出されたレオンの手のひらをじっと見つめる。それから静かなまなざしを上げると、考え深い口調でいった。

「……そう、僕は……あなたがいったように、だれかに決められた真実ではなく、僕自身の目で真実が見たい、と思う。なにがいま起こっているのか、なぜあんなことが起こったのか……知りたい。そのために戦いが必要なら、微力だけれど全力で戦います」

　若者の瞳ひとみをレオンは見つめた。彼のまなざしに秘められた決意のなかに、かすかな苦悩と哀かなしみがよぎる。父親のことか、それとも自ら手をかけた少女の屍しかばねのことなのか……。

「ありがとう、ハーヴィン」

　レオンは心からそういった。ハーヴィンは大きく息をつく。緊きん張ちようしていたのだろう。月の光に照らされる彼の面おもてに、やっと小さな笑みが浮かんだ。

　ふたりは固く手をにぎり合った。ラウルが静かな笑みでそれを見つめている。

　岩場に立つ三人の真上を月がよぎる。

　心満たす沈ちん黙もくのなか、夜はゆっくりと朝に向かいつつあった。










　　　Intermede05──詭き計けい







　壊かい滅めつ寸前で敗走する叛はん乱らん軍が、サロナエの街へ向かう。

　平野側から駆けてきたギャラング率いる騎き兵へい部隊と、山側から降りてきたユーサー率いる歩兵部隊とが、街につづく街道で合流し、追走した。

　叛乱軍は街へ逃げこんだ。鎮ちん圧あつ軍はあとを追って開いたままの門へ雪な崩だれこむ。

　引かれてきた馬にまたがり、ユーサーは叫んだ。

「追走するな、門の前で待機だ！」

　伝令兵が必死に街門へ駆けつけ、ユーサーの命令を触れまわる。

　だが勝利に酔った兵たちの勢いは容易に止まらなかった。半数近くが敵を追って街へと入りかけ、下がろうとする兵と入ろうとする兵がぶつかって、門前で混乱が生まれる。

「殿でん下か！」ギャラングが残る兵をまとめつつ現れた。幕ばく僚りようたちもいるようだ。

　彼らはまっすぐにユーサーのもとへ駆けよる。幕僚のひとりがいった。

「なぜこのまま街を占拠しないのです。残存兵力が籠ろう城じように移ればこの鎮圧戦は長引きます。近くに兵へい站たん地ちがない、こちらの不利になるばかりです！」

「だめだ。偵察のために一部を残し、他はすべてこちらに合流させろ！」

　そのとき、街の方角から恐怖に震ふるえる兵たちの喧けん騒そうが聞こえてきた。

　サロナエの街から皇こう都と軍の兵が必死の形相で逃げてくる。統制もなにもない、だれもがわれ先に味方を押しのけ逃げようともがいていた。彼らを追って、街からなにかが現れる。

「な──なんだ、あれはっ！」兵たちから一斉に声が上がった。

　はっとユーサーとギャラングが手た綱づなをにぎりしめて息を吞のんだ。

　現れたのは──見たこともない獣けものどもだ。鈍い輝かがやきを放つ甲こう羅らに覆おおわれた体たい軀く、棘とげの生えた背中、鋭い歯の並ぶ顎あぎと、地に食いこむ爪つめを持つ太い四つ肢あし……。

　普通の獣ではない。大きさはゆうに馬二頭分ある。なんという化け物か────

　皇都軍の兵士は必死に剣をふるっているが、甲羅に跳ね返され、まったく傷を負わせることができない。逆に近寄れば恐ろしい顎にくわえられ、爪に引き裂かれる。

　考えている暇はなかった。ユーサーは叫んだ。

「騎兵隊、救助に向かうぞ。ただし陽動に徹てつし、味方を助けたら即座に門前から離はなれろ。ギャラングは逃げてきた兵をまとめ、後方の補給隊まで下がれ。僕の帰還は待つな！」

　といってユーサーは馬の横腹を蹴ける。矢のごとく馬は飛び出した。

「だめだ、殿下はどうなさるんです！」

　ギャラングの声は、ユーサーのあとにつづく騎馬のひづめの音にかき消された。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　横乗り用の鞍くらを載せる間も惜しかった。

　兵へい站たん部隊にいたキアラは手近な馬の手た綱づなをひったくり、ドレスをひるがえしてまたがると、両足がふとももまであらわになるのもかまわずに一心に駆け出した。あとから兵たちの声が追ってくるが一いち瞥べつもせず振り捨てる。

　走り出して間もなく、曇くもり空から雨が落ちてキアラの顔を叩たたき始めた。たちまち雨脚は強くなり、ひづめが跳ね上げる泥水が彼女の素足まで汚していく。

　空気が震ふるえているのを感じた。海上の雨雲にいくつもの閃ひらめきが走るのが見えた。

　キアラは手綱をつかみ、空の鳥とり籠かごを胸に抱きしめて、懸けん命めいに走る。

（だめ、皇おう子じ……そんなに強い力を放ったら……！）

　街道の前方に黒々とした軍勢の影が現れる。かなりの速度で移動しているようだ。

　とっさにキアラは道を外れ、ぬかるむ平野へ馬を進ませた。

　並足で進むキアラと、駆け抜ける軍勢がしばらくして行き違った。兵たちはキアラに目もくれず、必死の形相で走っていく。皇子の姿も双そう剣けんの騎き士しの姿もない。軍勢を指揮しているのは大剣の騎士と幕ばく僚りようたちのようだ。キアラはますます不安にかられた。

　軍馬と軍ぐん靴かの跳ね上げる水をかぶり、キアラも馬も泥だらけになる。

　やっと兵が通りすぎた。即行で馬を街道に戻し、泥を吸ってまとわりつく外がい套とうを脱ぎ捨てると、キアラはできるかぎりの速さで馬を走らせる。

　天の底が抜けたがごとき土ど砂しや降ぶりのなか、キアラは必死に馬にしがみつき、サロナエの街を目指す。そのとき、彼方かなたの空がひときわ明るく光った。

　と思うやいなや、すさまじい光が街の方角に墜おちた。キアラは目をそむける。恐ろしい轟ごう音おんが一拍遅れて響ひびき渡り、馬が怯おびえて棒立ちになった。

「きゃあっ！」鳥籠を抱いてキアラは泥のなかに振り落とされた。

　そのあいだも落雷は止まらない。まばゆい閃せん光こうと轟音が連続する。怯えた馬が身をひるがえし、キアラを置いて街道を逃げ出した。

　キアラは体を起こす。水の滴したたる長い髪の下から、ぼう然とサロナエの街を見つめた。

　絶え間なく街に雷が墜ちる。まるで──まるで天と地をつなぐ光の道筋のように。

「……いかなきゃ」キアラは鳥籠を抱いて立ち上がり、一心に街を目指して走る。

　街門の方角から一頭の馬が走ってきた。「なんだ、ここでなにやってるんだ！」

　双剣の騎士ギャラングだ。彼はキアラの間近で馬を止める。騎士の黒髪も黒い肌も、激しい雨に打たれてずぶ濡ぬれだ。キアラは落雷の音に負けぬよう声を張り上げた。

「皇子はどこ、ウルフェの民は？　まだ街なの!?」

「殿でん下かは街に現れた化け物を抑えるためにひとり残った。俺おれも向かったが、あの落雷で近づけない。叛はん乱らん軍の兵や他の住民だけでなく、君の民もどうなったか不明だ」

「あの雷はドラゴ……皇おう子じ自身が呼んでいる。それはあなたもわかっているはず」

　キアラの言葉に、ギャラングは雨が流れこむのもかまわず大きく目を見開いた。

「でも、皇子は止められなくなってる。あまりに長ちよう兄けい神しんグランヌスの力は強すぎて、もとが人間の皇子では、その力を全部は受けとめきれないの」

　分厚い雨雲にいまや夜のごとく周囲は暗い。しかし少女の瞳ひとみは光を放つように輝かがやいている。水に濡ぬれたキアラの唇くちびるが、ギャラングに向かって信じられぬ言葉を吐はいた。

「あなたが持つ《王獅子の至宝レガリア》……暗くら闇やみを晴らす暁ぎよう天てんの灯とう火かを使って──大だい鴉あコルボ」
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　体のなかで嵐あらしが荒れ狂っていた。

　口を開けばのどの奥から雷光がほとばしり、手を伸ばせばいつしか生えた鋭い金属の爪つめが泥をかく。動けば動くほど耐えがたい痛みが全身に走った。

　彼の周囲には、雷に打たれて動かぬ異形どもが累るい々るいと重なっていた。街の家々は打ち砕かれて瓦が礫れきと化し、豪雨にあふれる水になにもかも押し流されていく。

（…………これは……これは、なんだ……僕の体は、いったい……!?）

　街から現れた異形を打ち払うために、グランヌスを喚よび、雷を招いた。

　だが化け物どもはあとからあとから現れ、生き残っていたわずかな叛乱軍の兵まで異形に変容した。懸けん命めいに力をふるううち、落雷は止まらなくなってしまったのだ。

　激痛をこらえ、ユーサーは理性をかき集めて身を起こそうとする。鎧よろいが外れ、鎧よろい下したも破れ、素肌がのぞいた。視界の端はしに自分の体が見えた瞬しゆん間かん、ぞわりと彼は身み震ぶるいした。

　肌には一面────びっしりと、金属の黒い鱗うろこが生えていたのだ。

「あ……ああ、あ、あ……！　うぁわあああああっ……！」

　ユーサーは天を振り仰いで叫んだ。だがその叫びは人間の叫びではない、獣けもののごとき、大地と大気を震わせる咆ほう哮こうだ。咆哮に呼ばれ、空からひときわ巨大な雷光が走る。




　金属の鱗を打ち鳴らして立ち上がる黒くろ鉄がねの竜を目がけ、巨雷が落ちた。




　そのときだ。ふいに、夜のごとく空を覆おおっていた黒雲が晴れた。

　ぱったりと雨が止やみ、雷光が途絶える。暖かな太陽の光が雲の割れ目から射さした。

　半ば竜と化したユーサーが地に崩れる。嵐と落雷が止んだのはわかっていたが、激しい痛みに身を起こすことも、息をすることもできない。

　だがふと……なにかが聞こえた気がした。こんな場にはありえない音が。

　それは、軽やかで明るい、聴きくだけで安らぐ心地よい音楽──小鳥のさえずりだ。地に伏せる黒竜の頭上を、小鳥はさえずりながら飛びまわっているようだ。

　体に染しみ渡る美しい鳴き声を聴くうちに、体の痛みが静かに引いてくる。

「力を抑えて……皇おう子じ。痛みが消えたいまならできるはず」

　少女の声が語りかける。その声に、竜は目を開いた。

　ぐわりと身を起こし、嵐あらしのごとき息を整える。二度、三度、規則正しい呼吸とともに、体のなかにこもる力のありかを探り、意識を集中させる。

（グランヌス──わが神。やがて喚よぶそのときまで──わが内界へ──！）

　一いつ瞬しゆん、全身を苦痛が走る。だが頭上を飛ぶ優しい小鳥のさえずりに助けられ、痛みは去った。と同時に体に満ちていた恐ろしい力も潮が引くように引いていく。

　ゆっくりと彼は顔を上げた。全身を覆おおっていた鱗うろこが溶けるように消え、そこにいるのはずぶ濡ぬれで泥だらけのユーサーだ。彼の前には、やはり泥にまみれた少女が立っている。

　少女は空っぽの鳥とり籠かごの扉を開けて空に掲げた。明るく澄すんだ声が空に呼びかける。

「おいで、玻は璃りの小こ鳥とり。おまえの歌はもう終わり。また飛ぶ日まで、籠にお帰り……」

　ユーサーの耳もとをふっと小さな風がかすめる。思わず彼は目をみはった。

　きらきらと輝かがやく半透明の小鳥が、キアラの掲げる鳥籠に飛びこんだのだ。

　キアラが籠の扉を閉める。するとたしかに入ったはずの小鳥の姿がかき消えた。いま少女が手にしているのは、ただの空っぽの鳥籠だ。

「……キアラ」ユーサーはつぶやいた。自分の口から出たのがまぎれもなく人間の言葉だと気づいて、大きな安あん堵どが胸に訪れる。彼は泥水を滴したたらせて立ち上がった。

「感謝する。君のおかげで人間に戻れた。聖せい霊れいは……不思議な力を秘めているんだな」

　皇子は真しん摯しな声で告げた。敵には容よう赦しやしなくとも、受けた恩義には厚く返したかった。だが少女はその言葉を拒むようにうつむいた。震ふるえる声が、彼女の唇くちびるから落ちる。

「でも……あたしの仲間は、みんな異形に変えられたまま、戻らなかった……」

「な──」ユーサーは驚おどろいて声を失い、周囲を見まわした。

　見渡すかぎりの水浸しの大地に、溶けくずれた異形の屍しかばねが満ちている。それを見たとたん、泥に汚れたユーサーの顔が苦痛にゆがんだ。知らなかったとはいえ、自分の放った雷撃が彼女の仲間をすべて打ち倒してしまったのは間違いない。

（なにがわが神に誓って、だ。礼を返すどころか約束も守れないなんて……！）

　ふがいない己への憤いきどおりに、ユーサーはきつくこぶしをにぎりしめた。

「……すまない、キアラ」彼は苦しみに満ちた声を絞り出した。「僕のせいだ」

「ううん、皇子のせいじゃない」

　きっぱりとそういうと、キアラは輝く瞳ひとみをぎゅっと閉じた。

「これはバアシュ教徒のせい。方法はわからないけれど、あいつらがみんなを……変えてしまったの。聖せい霊れいウルフェは、真実を見誤らない。この瞳ひとみはけっして汚れないから。だれかのせいだというのなら、それは──この計画を立てたものたちのせいだわ」

　そういいつつも、キアラは目を閉じたままだった。ユーサーは泥に汚れた少女の顔を見つめる。その瞳の輝かがやきが見えないのが、なぜかとても苦しく思えた。

　ユーサーは一歩前に足を踏ふみ出す。うつむく少女に、彼は力強い声こわ音ねでいった。

「……キアラ、僕とともにくるか」

　うつむくキアラが目を開けた。彼女に、ユーサーはゆるがぬ決意に満ちた声で告げた。

「僕はかならず王になる。君が王の選定者なら、かならず──僕を、選ばせてみせる」

　少女はまっすぐにユーサーを見上げた。大きく瞳を見開き、まばたきをする。

　その瞳に、まばゆいまでの輝きがゆっくりと戻ってきた。

「殿でん下か……ご無事ですか！」

　泥を跳ね上げるひづめの音が聞こえた。ふたりが振り返ると、ギャラングが馬に乗って門の方角から駆けてくる。ユーサーは手を上げて応こたえた。

　キアラがほほ笑み、なにげなく海の方角に目をやった。とたん、彼女は鋭く息を吞のむ。

「大変、湾に船が押しよせてくる！」

　なに、とユーサーは振り返った。ギャラングも急いで馬から飛び降りる。

　三人は水を跳ね上げ、廃はい墟きよと化した街なかを走る。港を一望できる防波堤へ向かい、高台から湾を見渡した。キアラのいうとおり、島陰に隠れていた船が続々と姿を現していた。街の住民らしき人々が乗りこむ船もあれば、武装した兵士で満載の船もある。

　ユーサーの脳裏に、山道から街を見下ろしたときの光景がよぎった。

　雲の多い空を映して鈍く輝く湾。港があるのになぜ船がないのかと、ユーサーは疑問に感じて、街へ入らず兵力を温存しようと考えたのだ。

　おそらく叛はん乱らん軍はバアシュ教徒たちと共きよう謀ぼうし、街にユーサー軍を誘さそいこんで、異形どもに襲おそわせようとしたのだろう。嵐あらしが止やんだいま、様子を見にこようとしているはずだ。

　思わぬ異形どもの襲しゆう撃げきで、ユーサーの体力はひどく消耗し、部隊は街から離はなれてしまっている。即行で逃げ出したとして、自分たち三人は逃げ切れるだろうか。

　ユーサーはギャラングに厳しい声音で告げた。

「僕はなんとでもなる。ギャラング、おまえの馬ですぐにこの場を──」

「待って！　まだ、沖合から船が……くる」

　キアラが指差す。その言葉どおり、水平線に帆はん船せんの一団が現れたかと思うと、沖から吹く風に乗り、またたく間に叛乱軍の兵とサロナエの住民を満載した船に接近していく。

　帆船は、船幅が狭く帆の多い、小型だが風をつかまえ速度の出せる船足の速い──海かい賊ぞく船せんに多い型だ。狭い湾に押しこまれて身動きできなくなる叛乱軍の船に、帆船団は目覚ましい速さで近寄ると、船員が手慣れた動きで板を渡し、剣を手に乗りこんでいく。

　たちまち激しい戦いが船上で起こった。帆はん船せんの乗員たちは手て馴なれた戦いぶりで叛はん乱らん軍を追いつめる。兵士は海へ蹴けり落とし、女子どもは縛しばり上げて味方の船に押しこみ、船倉を荒らして略奪し、船に火をつけて沈ませる。

　それはあたかも、荒くれた海かい賊ぞくどもの蛮ばん行こうのように見えた。




　一艘そうの帆船の上で、銀の髪を風になびかせた男が、不敵な笑みを浮かべていった。

「……これで、やっと麾き下かに馳はせ参じたわけだ。間に合ったんならいいがな」




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　占領から一日経たったいまも、皇こう都とは混乱のなかにあった。

　軍務相が寡か兵へいした傭よう兵へいとして潜せん入にゆうしたケルスキ族の兵たちは、都の重要地点を占拠するために、わずかにいた守備隊を容よう赦しやなく殲せん滅めつした。

　マローボは略奪をいさめなかった。むしろ奨励した。

　火を放つことだけは厳重に禁じたが、新官かん府ぷの要職につくものが住まう館やかたを重点的に襲おそわせ、金品を奪い、いたずらに下僕や奴ど隷れいたちを切り殺し、女どもを犯した。

　法務相であるラジゲス族長の館、軍務相たるジュート族長の館は、いうまでもなくひどく荒らされて、跡をとどめぬまでに破は壊かいされた。住民は固く家の戸を閉ざし、略奪と破壊をつづける傭兵たちに怯おびえた。だが──その戸を打ち破られるのも、時間の問題だ。




　皇こう宮きゆうの、壮そう麗れいなる大階段のある正面玄関口に、六、七名ほどのケルスキ兵が陣取っていた。皇都占領より一日経って興こう奮ふんも冷め、不眠不休の活動に疲労の色が濃くなっている。

　一団の傭兵が大階段を急ぎ足で駆け昇ってきた。ケルスキ族の兵は視線を向ける。

　新たにやってきた十名ほどの傭兵たちは、ぼろぼろの革かわ鎧よろいとすりきれた鞘さやに入った剣という貧弱な装備だった。変装するにしても、もっとましな格好にすればいいのに──と、ケルスキ兵たちはひそかに口を合わせて耳打ちをする。

「交代だ」先頭の背の高い傭兵が口を開く。長身の傭兵の腰に下がるのは、鞘こそくたびれているが、かなり重そうな大剣だ。ケルスキ兵たちはいぶかしげに顔を見合わせる。

「交代？　そんな話は聞いていないが」

「皇都南西の橋で、ケルスキ軍が皇都防衛軍に打ち破られたのだ」

「なに……!?」「なんだと!?」

　ケルスキ兵たちは驚きよう愕がくした。その刹せつ那な、傭兵は目にもとまらぬ速さで腰の大剣を抜き、

「ゆえに貴殿らにはこの場を──永遠に下がってもらう」

　いきなり激しく振り下ろした。

　大剣がケルスキ兵を鎧よろいごと斜めに両断する。刃に食いこみぶら下がる体を長身の傭よう兵へいが蹴けり飛ばすと、はみ出る内臓と鮮血の跡を引いてケルスキ兵は階段を転がっていった。

「あ、あ、あ、わあああああああ！」

　絶叫するケルスキ兵に、他の傭兵たちが次々と襲おそいかかる。疲労していたケルスキ兵はまたたく間に一掃された。そこへ腕に黒い布を巻きつけた別の傭兵たちが駆けこんできた。

「グレイド閣下、皇こう都との南門は開放されました。辺境防備軍が叛はん乱らん軍と交戦中です」

　長身の傭兵──グレイドに、彼らはあわただしく報告した。グレイドはその報告に目顔でうなずく。彼は自分と似た背せ恰かつ好こうの部下を変装させてユーサーに同行させ、自分はケルスキ族の叛乱にそなえ、傭兵に扮ふんして配下とともに皇都にひそんでいたのだ。

「よし、各拠点にひそむ仲間に伝令──皇こう宮きゆうへ突入だ」

　グレイドは血ち濡ぬれた大剣を引っ提さげて、部下とともに皇宮内へ向かった。




「どういうことですか、マローボどの！」

　皇こう姫きの間で、軍務相であるジュート族の長おさがマローボにつめよった。

「聞きましたぞ、なぜわたしの館やかたまで襲しゆう撃げきするのです！　約束どおりケルスキ兵を皇都に入れて準備を行ってきましたのに……！」

　マローボはぎろりと鋭いまなざしをジュート族長に向けた。

　部屋の奥の長なが椅い子すには、怯おびえる何人もの侍じ女じよたちをしたがえて、エンジェリナが悠然と座っている。冷ややかな皇姫の瞳ひとみは、怒りに震ふるえるジュートの長から退屈そうにそらされた。

「ラジゲスの長はどうした」

　マローボが乱暴な口調でたずねると、ジュートの長が吐はき捨てる。

「逃げたそうですよ。あれほど協力を約束していたのに……！」

「ふん、どちらが優勢かもわからん愚おろかものめが」

「族長、マローボ族長！」

　血に汚れた兵が息を切らして駆けこんできた。怯える侍女たちが悲鳴を上げる。

　険しいまなざしでマローボが怒鳴った。「どうした──なんだ、その成りは」

「た──大変です！　皇都の外に防衛軍と、キンブリ及びテウトニの若わか長おさ率いる辺境防備軍が押し寄せています。しかも内通者がいたらしく、都の門が開けられつつあるとか……！」

　震える声で兵士が報告すると、マローボとジュートの長が大きく目を剝むいた。エンジェリナも金きん茶ちや色いろの瞳をいっぱいに開いて背筋を伸ばす。

　ジュートの長がマローボをにらみつけた。

「くそ、あんたなぞについたわたしが愚かものでしたよ。ラジゲスの長め、意外と目め端はしが効いたわけだ……！」

　といって彼はきびすを返した。マローボがその背に怒鳴る。

「どこへいくつもりだ、貴様！」

「あちら側に助けを求めにいくのです。幸いわたしの館やかたまで略奪してくれたおかげで、あんたに与くみしたとは思われますまい。ごきげんよう、短い治世でしたな、マローボ大たい皇こう陛へい下か」

　いい捨てて、ジュート族の長おさは足早に立ち去りかけた。

　だが次の瞬しゆん間かん、その背にマローボの剣が強く振り下ろされた。うめき声も上げられずにジュートの長は倒れる。侍じ女じよたちの悲鳴が高まった。

　磨みがかれた床におびただしい血が流れ出す。戸口にいた兵が叫び声を上げて逃げていった。

「なにが……なにが短い治世だ。馬ば鹿かものめ、まだ終わってはおらんぞ！」

　といってマローボは血の滴したたる剣を手に部屋の奥を振り返った。

　長なが椅い子すに座るエンジェリナは、感情の読めない取り澄すました顔で彼を見つめている。

　大またで彼は皇こう姫きに歩み寄った。侍女たちが悲鳴を上げて散る。

「こちらには皇姫がいる。皇姫を盾にして領地へ逃れれば……！　こい、エンジェリナ！」

　マローボが腕を伸ばし、エンジェリナの細い手首をつかもうとしたときだった。

「ああっ、皇姫さま、皇姫さま……っ！」

　逃げ出した侍女がマローボにぶつかった。その体をマローボは乱暴に振り払う。

「……うぉ!?」激しい痛みに、伸ばしかけていた手が止まった。

　マローボは自分の腹を見下ろした。鎧よろいの隙すき間まに、細刃の短剣が突き刺さっている。

「……あがっ……う、うげ、ぐぁああっ、うぎゃあああああっ!!」

　いきなりマローボは床に倒れてのたうちまわった。その顔が赤黒く、ついでどす黒く変化する。必死に彼はのどをかきむしった。首の皮ひ膚ふが破れて血が流れ出す。短剣には毒が塗ってあったらしい。その毒のせいで気管がつまり、息ができないのだ。

　エンジェリナが優雅な仕草で立ち上がる。

「……ケルスキの男がひざをつくのは、死ぬときだけとおっしゃったわね」

　苦く悶もんする男を少女は見下ろした。その瞳ひとみは残忍な歓よろこびに輝かがやいている。

「さあ、いまこそ──いまこそ、あたしの前にひざまずいていただける？」

「エ、エン……ジェ……う、ごぼぁっ……！」

　マローボは憤ふん怒ぬの形相で震ふるえる手を伸ばし、エンジェリナのドレスの裾すそを強くにぎりしめる。だが一息あえぐと、激しい音を立てて頭を床に打ちつけた。

　エンジェリナは息絶えた男を見下ろす。その瞳にはすでに歓びの輝きはない。つまらなさそうな、冷ややかな軽けい蔑べつの色だけがたたえられている。

「……下げ衆すな男」

　エンジェリナは裾をひるがえし、パン、と冷たくマローボの手を打ち払った。

「あたしに触れていいのはふさわしい相手だけよ──そう、お兄さまのようなね」

　彼女の前に、凜り々りしい面おも立だちのひとりの侍じ女じよがひざをついた。

「皇こう姫き殿でん下か、ご無事でなによりであります」

　侍女は、ユーサー配下の女騎き士し、イリーナだ。毒を塗った短剣を鎧よろいの隙すき間まに刺すという鮮やかな手並みを見せたのも彼女だったのだ。

　イリーナはエンジェリナの足もとを見つめ、言葉をつづけた。

「皇姫殿下がマローボの言動と決行の日取りを知らせてくださったおかげで、皇こう都との叛はん乱らんを防ぐことができました。殿下から感謝の言葉をことづかっております」

「そうね。すべてお兄さまの計画どおり……わざと皇都を留守にして叛乱を誘さそって、ついでに目ざわりな族長どのも一掃……でも、ラジゲスの族長は逃げてしまったみたいね」

「仲間が追走しているはずです。殿下のご治世を妨げる憂ゆう慮りよは、かならずや排除します」

　毅き然ぜんとした声でイリーナはいった。だが、彼女はけっして皇姫を見上げようとしない。

　エンジェリナは優雅な笑みを浮かべると、ひざまずく女騎士を見下ろした。

「イリーナ・エンドア……といったわね。あなた、あたしづきの騎士にならない？」

　はっとイリーナが顔を上げる。驚おどろきと不審がその面おもてには浮かんでいた。

「わ──わたしは、すでにユーサー殿下に忠誠を誓っています。殿下にお仕えするということは、すなわち皇姫殿下にもお仕えしていると同じです」

「そんな言葉遊びはよして」冷ややかに皇姫はいった。「腹心の騎士のひとりも持たぬ傀かい儡らいの女じよ皇こうでは心細いのよ。お兄さまにはすでに屈強な騎士団がいるでしょう。それにこの件は、あたしのおかげで未み遂すいですんだのよ。わがままのひとつぐらい聞いていただくわ」

　イリーナは視線を落とし、無言で床を見つめると、体の陰でこぶしをにぎった。

　エンジェリナの声が、うつむく女騎士を打つように響ひびく。

「きっとお兄さまはゆるすわよ。あたしを監視したいはずですもの。それからあの……キアラという娘も欲しいわ。同い年ぐらいの侍女が欲しいと思っていたところなの」

　──まさか！

　イリーナは大きく目をみはる。うなじの毛がぞわりと逆立った。

（まさか、わたしとキアラを殿下から遠ざけるために、最初からそのつもりで!?）

　女騎士の驚きを気にした風もなく、エンジェリナは長なが椅い子すにしどけなく身を横たえた。その仕草だけで匂におうような妖あやしい色香がただよう。血まみれの死体が横たわる凄せい惨さんな場にいながら、少女は惹ひきこまれるほどに妖よう艶えんで、すべてを忘れて見み惚ほれるほどに、美しい。

「ふたりとも、あたしのもとで可愛かわいがってあげてよ。でも……」

　とろける蜜みつのごときほほ笑みを浮かべると、少女はぞっとする声こわ音ねでささやいた。

「本当は──お兄さまこそ、あたしは愛してさしあげたいの。存分に……ね」










　　　voyageur──客きやく旅りよ







　岩場の陰から出たとたん、アリアンは涼しい朝の風に身を震ふるわせた。

　外がい套とうの前をかき合わせ、そっと岩のあいだを振り返る。フェイエッテはハーヴィンに抱かれてまだ眠っていた。もうしばらくふたりは寝かせておこう。

　辺りを見まわすと、崖がけの近くの岩陰に巨きよ剣けんの柄つかと赤毛がかいま見えた。明るくなる岩場を、アリアンは外套をにぎりしめて歩き出す。足音が近づくと、レオンは身を起こした。

「……ごめんなさい、起こしてしまった？」

「ああ、いや、起きていたんだ」

「寝ていないの？　傷が痛むの？」

　心配するアリアンに、レオンは苦笑して立ち上がると背中の巨剣を叩たたいた。

「そうじゃない……こいつと話をしていたんだ」

　アリアンが大きくまばたきする。「剣……弑し神しんと？」

「笑うなよ、こいつはしゃべるんだ。もっとも俺おれにしか声は聞こえないが」

　瞳ひとみを見開いてまじまじと見つめるアリアンに、レオンはそっぽを向く。

「信じられなくても無理はない。俺の頭がおかしいと思ってもらってけっこうだぜ」

「信じるわ。でなければ、あなたのおかしな独り言の説明がつかないもの」

　こともなげに答えるアリアンに、今度はレオンが驚おどろいた顔を見せる。アリアンはほほ笑んでレオンの背をのぞきこむと、巨剣の獅し子しの顔を見上げた。

「弑神……英雄の剣。あなたがレオンを守ってくれているのでしょう。心強いわ」

　手を伸ばして、アリアンは鞘さやの上から弑神を優しく撫なでた。

「お世辞なんざいわないほうがいいぜ」レオンは不ふ機き嫌げんにいった。「こいつは二千歳もの歳としだけあって、ボケまくったエロじじいだ。ほめるとつけ上がるし口もすこぶる悪い」

「あら、口が悪いのは持ち主似ね」

　さらりといわれてレオンは凶悪に不機嫌な顔になった。アリアンは笑いがこみあげる。

「弑神の声があたくしにも聞こえるといいのに。あなたにだけなんて残念だわ」

「どうせ俺の悪口で盛り上がるんだ。聞こえてたまるか」

　レオンは面おも白しろくないとばかりにむっとなる。その顔にアリアンはますます笑えてきた。

「それで、弑神といったい、なにを話していたの」

　アリアンの問いにレオンの面おもてがふっと真剣になる。

「……二千年前の話だ」

「二千年……前？」

　とほうもない年代にアリアンは目をみはる。とはいえ英雄ライオネルに使われた剣ならば、その時代のことを知っていてもおかしくない。

「それは……もしかして英雄ライオネルの話なの」

「ああ。こいつは記き憶おくを失っていて、断片的にしか聞けなかったがな」

　アリアンの問いにレオンはうなずき、静かな声でつづけた。

「こいつがいうには、ライオネルは妻を犠ぎ牲せいにしたわけじゃないらしい。そばにいられずに、間に合わなかっただけだと。彼はずっと後悔していたんだと。だから……」

　レオンはいいよどむように目線を落とすと、ふいに改まった口調でいった。

「頼たのみがある、アリアン」

「え──珍めずらしいわ、あなたがそんな……頼みだなんて。いったいなあに」

　アリアンが答えるとレオンはゆっくりと片ひざをついた。

「レオン!?　あ、あなた、いったいなにを!?」

　自分の前にひざをつき、首を垂れるレオンの姿に、アリアンは驚きよう愕がくする。

「アリアン、俺おれに──地位をさずけてくれ」

　はっとアリアンは息を吞のんだ。レオンは視線を落としたまま言葉をつなげた。

「出世なんて望みは抱いてなかった。むしろ馬ば鹿かにしてきた。地位を得るために必死になるなんて……阿あ呆ほうなことだと。だが、いまは……」

　レオンは顔を上げた。真剣な、懸けん命めいの想おもいがその面おもてに見てとれた。

「どんな地位でもいい。ただの傭よう兵へいではなくて聖せい王おう国こくの一員として、おまえのそばにいて、ずっとおまえを守るための居場所がほしい。マグヌス公の私兵としての立場も返上する。図々しい望みなのはわかっている。だが……アリアン、頼む。どうか……」

　そういって、ひざまずくレオンは目を閉じると、祈るように深く首を垂れた。

　彼のそんな仕草にアリアンは胸がつまる。

　どんなに口が悪くとも、もとが海かい賊ぞくの養い子でも、レオンが王族に匹敵するほど誇り高いのを、アリアンはよくわかっていた。その彼がひざを折り、自分に願っている。

　本気なのだ。出世欲からではなくて、ただ純粋にアリアンを守りたいがために……。

（そんな……もっと早く、あたくしから申し出ればよかった）

　アリアンもひそかに、レオンに地位と褒ほう賞しようを授けたいと考えてきた。

　だが、それは彼を縛しばりつけることになるのではないかとも迷っていた。レオンの故国であるバルテンには、彼にとって恩義のあるマグヌス公や、養父であるハイレディンがいる。聖王国での地位を与えても、故国とのあいだで彼が板挟みになるのでは──と。

　けれど、彼はとっくに覚悟を決めていたのだ。自分が迷っているあいだに……。

　アリアンは顔を引き締しめた。いまできるのは、彼の真しん摯しな気持ちに応こたえることだ。ひざまずくレオンの上に片手をかざすと、聖せい王おう女じよは威い厳げんに満ちた声で告げた。

「汝なんじの果敢なる働きに報むくいて、王たるわれより、ローレアン聖せい王おう国こく水師上将の位を授ける」

　レオンの瞳ひとみが見開かれる。アリアンは静かにつづけた。

「水師上将は、水軍を率いるもっとも位の高い将。わが命と治世のつづくかぎり、その身は聖王国のものであり、われ以外に罷ひ免めんされることはなく、またわれの許しなくしてその地位を離はなるることかなわぬ。汝のすべてをもってわれに仕えよ──それを、誓うか」

「誓おう、俺おれの聖せい王おう女じよ」

　レオンはまっすぐにアリアンを見上げ、たしかな声こわ音ねで答えた。

[image: ]

　アリアンも彼を見下ろす。自分を見つめる精せい悍かんな面おもてには、日ひ頃ごろの皮肉げな態度や、ぶっきらぼうで不ふ機き嫌げんな姿勢はない。ただ真しん摯しで、真剣で、誠実な想おもいにあふれている。

　ふいに彼への熱い想いが胸にこみ上げた。その想いが威厳も分別も消し去った。

　アリアンは身をかがめ、レオンの頰ほおをそっと両手ではさむ。驚おどろくレオンがなにかをいう前に、ゆっくりと顔を寄せて、彼の頰──唇くちびるの端はしに触れるか、触れないかの場所に……




　深く、心をこめて、口づけをした。




　アリアンが身を離す。レオンはぼう然と、まるで魂たましいを抜かれたように驚きの表情で凍りついていた。その顔にアリアンはわれに返る。とたん、かぁっと頰が燃え上がった。

「あ、ああ、あ、あの、あの、よけいな誤解はしないで！」

　わざとらしいまでに必死の態度で、アリアンはいいつのった。

「いまのは聖せい王おう家けにおける、地位の授与を行う儀ぎ式しきの一環なの。いいこと、わかって？」

「え、あ、ああ……わ、わかった」

　ぎこちなく、レオンはやっとうなずいた。アリアンはほっと息を吐はく。

　聖せい王おう女じよを守るためだけなら、王族のそば近く仕える近この衛え騎き士しという位もあった。

　だが、レオンは内にこもって守るのではなく、もっと──外へ向かって戦いに出る人間だ。分かたれし大陸ガトランと、すべての海をも渡っていくような。

　水師上将という地位が、彼を高く飛ひ躍やくさせるための足場になればいい……。

　その願いを胸に秘めて、アリアンは彼に告げた。

「いまは、あなたにゆだねる兵もなく、守るべき国もないわ。その称号は、この場ではただの形でしかない……だからベルギカ侯のもとで正式な承認を行うつもりよ。そうしたら」

　アリアンはにっこりと笑いかけた。

「つまり、これであなたも宮仕えというわけね。洗練された宮廷の作法を骨の髄ずいまで叩たたきこんでさしあげるわ。心して教育されなさい、野蛮人バルバリエ！」

「ハ、小娘のくだらん作法なんざ俺おれがぶち壊こわしてやるさ」

　レオンも立ち上がり、憎まれ口を叩いて笑い返した。

　彼を優しく見つめつつ、アリアンは胸にあふれるように湧わき上がる思いをこらえる。

　シャイラにあの幻を見せられたとき、自分はわかってしまった。

　自分のすべてを委ゆだねるなら……彼がいいのだと。

　心をささげ、身をささげたいと願う相手は、この世でただひとり、彼なのだと。

　だが、アリアンの身はアリアン自身のものではない。聖せい王おう国こく復興と民の解放のために、意に染まぬ相手との婚こん姻いんが必要なはずだ。アリアンという一個人の前に、彼女は聖王家の一員であり、次代聖せい王おうとしてはたさねばならぬ責務がある。

　この胸に秘めた、ひとりの少女としての想おもいは、けっして、告げてはならない……。

　そう思ったとたん、アリアンの脳裏に翠すい海かいでの光景が、花弁が開くように広がった。

　彼とたどった、夏の花々の咲き乱れる小道。

　彼が抱きしめてくれた、湖こ亭ていでのひと時。

　彼と一いつ緒しよに見た、水面に映る美しい月影。

　その時間を、アリアンは哀かなしいまでに懐なつかしく思い返す。聖王女ではなく、ただのアリアンとして彼とふたりきりでいられたのは、あれが最後かもしれない。

　そう思えば、あの神しん域いきは楽園だった。ほんの一時だったけれど……。

　アリアンはレオンを見上げた。レオンもアリアンをまっすぐに見下ろす。ふたりは相手を見つめ、そっと手を重ねる。互いの手を包むように、固くしっかりと、にぎりしめる。




　──この手を、離はなさない。たとえ行く先になにが待っていようとも、けっして──




　明けゆく空に朝日が昇り、手を重ね合うふたりを静かに照らし出す。

　そのとき、だれかが動くのが視界の端はしに見えた。レオンが振り返って苦笑する。

「なにを隠れてるんだ、メルキオ」

「ええっと……おはよう。レオン、殿でん下か」

　岩場の陰からメルキオが現れて、照れくさげに片手を上げた。

　彼の背後から、目が覚めた仲間たちが歩いてくる。ジジが丁てい寧ねいに頭を下げた。

「おはようございます、アリアンさん、レオンさん」

　彼女の後ろから、ハーヴィンとフェイエッテがやってきた。

「アリアン！」フェイエッテが駆けてきて、アリアンにぎゅっと抱きつくと不満げにいった。「こんな不ふ機き嫌げん男と一いつ緒しよにいやるな。下品がうつるぞ」

「なっ……」レオンが声を失う。

「だいじょうぶよ、フェイ」アリアンがほほ笑む。「今度こそあたくしがきっちり教育します。きっと見違えるように洗練……されるかは、あまり、自信がないけれど」

「時間と労力の無む駄だじゃと思うがの」

「おまえらこそ離れろ。相乗効果でいっそう嫌いや味みだ！」

　レオンが怒鳴った。アリアンとフェイエッテは声を上げて笑う。

　ハーヴィンは穏おだやかなまなざしで、黙だまってふたりを見つめている。レオンが視線を向けると、わずかに若者はほほ笑んだ。ジジも彼を見上げて唇くちびるをかすかにほころばせる。

「ちょっと、こんな山頂でいつまで突っ立ってるの？　いいかげん人里が恋しいんだけど」

　カラが不機嫌な声でいうと、背後に立つラウルを振り返った。

「あ、詩人のごたくは聞き飽きたから。爽さわやかな朝の風がどうの、高みからの美しい眺めがこうのとか、絶対にいわないでよね！」

「いいませんよ、いまあなたがいってしまわれましたから。ようやくあなたも美から生まれる詩心というものを理解してこられたようですね。嬉うれしいですよ、カラ」

　こともなげに返すラウルをカラは思いきりにらみつける。

　仲間たちをほほ笑んで見ていたアリアンが、ふっと視線を動かした。

「見て……レオン」

　アリアンの声にレオンも顔を向ける。他のみなも前に進み出た。

　眼下には、夏の朝あさ陽ひに輝かがやく大いなる外洋が広がっていた。みなは黙だまって、高く険しい岩場から、広大な海を眺めやる。

　青い波間に朝の光が躍おどる。見下ろす彼らを誘いざなうように、光の乱舞は彼方かなたまでつづく。




　彼らの前には、果てしない世界があった。

　はかり知れないほどにどこまでも広がる海があった。

　この広大な世界の前には、彼らの存在はあまりにも小さく、力弱く、頼たよりない。しかし足を踏ふみ出して進むべきは、目の前にある身み震ぶるいするほどの大海だ。

　神の造られた安息の楽園は、すでにこの世のどこにもない。

　だが、けっして変わらぬ楽園は、一時の安らぎであっても、永遠の救いにはならない。

　それを──彼らは、この旅で思い知ったのだ。




「……行こう、みんな」

　レオンが呼びかける。みなはそろって深くうなずくと、荷を取り上げて歩き出す。

　手を取り合い、助け合って、旅の仲間たちは未知の未来へと進み始めた。










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　食べ物シリーズでいこうと考えていた著者近影ですが、今回は昔のデジカメ画像のなかから発掘された謎なぞのメモ写真にしました。これを書いたときの自分がさっぱりわからない。




　三巻を書いている最中、取材も兼ねて屋や久く島しまに旅行に行きました。

　屋久島はいい。海も川も山も森も全部が素晴らしい。さすが世界自然遺産。

　車で一周二～三時間という広さのなかに、九州で一番目から九番目までの高さの山がそろっているということを行って初めて知りました。林はやし芙ふ美み子この「浮うき雲ぐも」にひと月三十五日も雨が降ると書かれるほど雨が多いのは、島の周囲を巡る黒潮とこの高い山々があるからだとか。

　自然を満喫するための遊びにも隙すきがありません。シーカヤック、リバーカヤック、シュノーケリング、海水浴、トレッキング、屋形船……と盛り沢だく山さん。帰ってから、あれもすればよかったこれもすればよかったと後悔しきりです。




　フェリーで降り立ったときに見上げた、快晴の空に映える天頂まで緑の山々。

　真夏の強い陽ひ射ざしに光る真っ青な海。

　深く静かな緑の森と、せせらぎを登る山道。

　思い出すだけで、かーっと興こう奮ふんして高揚して、「また行きたい！　行きたいんだよう！」と狭い仕事部屋のなかでごろごろ転がって暴れたくなるほどです。

　しかし、いかに常つね日ひ頃ごろ外出していないかがよくわかりました。ちょっとお外に出ただけでこのエキサイトっぷり……いやいや、それだけ屋久島が素晴らしかったということで。

　そうだ、飛び魚の唐から揚あげとマンゴーアイスも美お味いしかったなあ！




　そういえば、フェリーに乗るために鹿児島に一いつ瞬しゆん降り立ったのですが、あそこはまさに南国でした。なんといっても陽射しが違う。東京もいいかげん暑いと思っていましたが、あの暑さと太陽のまぶしさは種類が違う。そして人生で初めて桜さくら島じまを見てその壮大さにまたしてもエキサイト。次の旅行は鹿児島もいい。

　空港で見たあの数々のお土産みやげ品ひん。紫むらさき芋いもに種類豊富な白しろ熊くまアイスに黒豚に鹿児島ラーメンにかるかんにさつま揚げに……財布に余裕があれば全ぜん制せい覇はしていました。なんとうらやましい土地なのか！　東京の隣となりにあればいいのに（結局食べ物話に帰結）。




　という魅み惑わくの旅行のおかげか、今回は比較的早く原稿が上がったように思います。

　むろん、上がるまでにこう……色々と苦労があったり、担当さんや校閲さんに多大なご迷惑をおかけしたりもありました。すみませんすみません。




　屋や久く島しまの写真集や書しよ籍せきを読みつつ、心をあの緑と青の島に馳はせながら、「獅し子しの玉座レギウス」という世界についても考えを巡らせていました。

　ファンタジーは舞台となる「世界」があってこそ。そして自分は、やはりそういう「世界」がまずあって、そこに住む人々を書くのが好きなのだなあと、改めてつくづく思いました。もっとも書いている最中は非常に苦しんでいるので、こういう感かん慨がいは原稿が上がったからこそ感じられるわけですが、そういった苦労も含めての正直な思いです。

　もちろん、できればいつか、これまで書いたことのないような、まったく違うジャンルの物語も書ければいいなとも考えていますが。




　今回は後書きに費やせるページ数が四ページもあったので、のんびりとあれこれ書かせていただきました。まあ、内容をまとめると、「旅行っていいよね」「美お味いしい食べ物最高だよね」「おまえ少しは外に出ろ」ということです。




　以下は謝辞です。

　担当の湯ゆ浅あさ様。今回もとてもとてもお世話になりました。湯浅様のおかげで、自分はこうしてひとつの物語、ひとつの本を上じよう梓しできるのだと深く感謝しています。

　イラストの双ふた羽ば様。いつも原稿を読んでいただいたあとに、その内容に合ったとても素す敵てきな案やラフをくださいます。表紙を見ると、一巻から三巻までのあいだのレオンとアリアンとの関係の移り変わりが一目でわかって感慨深いです。双羽様にこのシリーズを担当していただけて本当に良かった……。

　今回の旅行でお世話になった、父母や家族や身内、いつも感想をくれる友人の皆様。出版に携たずさわっておられるアスキー・メディアワークス関係者の方々に多大なる感謝を。

　そして──この本を読んでくださった方々へ。

　ありがとうございます。一番に支えてくださっているのはなによりも、目には見えなくとも確実にこの本の向こうにいる皆様です。その方々に少しでも楽しんでいただけたなら、自分にとってはこれ以上ない喜びです。




　それではまた、次の本でお会いできれば光栄です。





二〇〇八年　十一月　　マサト真ま希き
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

「今日できることは今！　やれると……いいよね」が現在の目標。
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イラスト／双ふた羽ば 純じゅん

３月15日生。屋久島出身。ファンタジー好き。ゲームのキャラデザ等を手がけ現在に至る。代表作はアトリエシリーズ。マイブームはシロディールぶらり旅。
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